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ＣＯＥ研究シリーズの刊行にあたって

Research広島大学高等教育研究開発センターは、略称を高教研と称し、英語名を

、略称をＲＩＨＥとしております。その前身は広島大学Institute for Higher Education

大学教育研究センターですが、 年 月に、さらにその前身の大学問題調査室を発展1972 5

的に継承して、文部省令による教育研究施設として、日本最初の高等教育研究の専門機関

として設置されました。爾来、年輪を重ねる中で着実に研究教育活動を展開し、内外の高

等教育研究に重要な役割を果たしてきましたが、お陰様で昨年 年には創立 周年2002 30

を迎えるに至りました。

この節目の年に、文部科学省の２１世紀ＣＯＥプログラムの人文科学領域において、本

センターのプロジェクト「２１世紀型高等教育システム構築と質的保証 （拠点リーダー」

：有本章）が 件（うち人文が 件）の拠点の一つとして選定されました。このこと113 20

は高等教育研究の発展に鋭意取組んできたセンターの歴史の中でも特筆すべき快挙である

と、当センターの関係者一同率直に喜んでおります。とりわけ高等教育の分野では全国唯

一の拠点に選定されましたことは、これまでの実績と今後の可能性が認知された点でも、

長年にわたって積み重ねてきた努力が報われた点でも、実に名誉なことでありますと同時

に、責任の重さを痛感する次第であります。これも高等教育研究が一種のタブー視された

時代から盛況を呈するに至った今日まで、数多くの先輩やコリーグ諸氏に支えられて営々

と築かれた伝統や風土や精神の賜と考えております。したがって 「巨人の肩に乗った小、

人」であるとの謙虚な気持ちでこのような機会を受け止めますとともに、これを契機にさ

らなるフロンティア開拓の精神を醸成し、斯界の発展において一層の貢献を実現したいと

祈念しているところであります。

本プロジェクトは、主題に掲げました研究を推進するために、 年間にわたって取組む5

ものですが、具体的にはＦＤ・ＳＤの制度化と教育システムの質的保証、研究システムの

質的保証、大学組織編成と質的保証などの問題を中心に、データーベースの構築、若手研

究者の養成などの問題に重点的に取組むことを期しております。さらに、研究成果を積極

的に国内外へ公表し、研究成果を紹介することによって拠点としての研究ネットワークの

形成に努め、日英両語による出版物を精力的に刊行することにしております。そして、そ

の一環として、このような体裁でＣＯＥ研究シリーズを刊行することにいたしました。そ

の目的は、主として、センターのＣＯＥプログラムと関連して取組んでいる研究活動の実

績を記録にとどめることとその国内外への発信によって研究ネットワークの形成を着実に

推進することに置かれています。

本企画によって世に送り出される刊行物が、国内外の高等教育研究者はもとより、高等

教育に関心のある多くの人々に貴重な価値ある情報を提供することができれば、望外の幸



せであります。また、研究ネットワークの一層の発展のために、読者の皆様から絶大なご

支援とご協力を賜りますことができましたら、この上ない喜びです。何卒よろしくお願い

申し上げます。

2003年３月

２１世紀ＣＯＥプログラム

拠点リーダー 有本 章



はしがき

戦後の新制大学制度の誕生とともに半世紀以上存続した国立大学は、４月から「国立大

」 。 「 」 、学法人 に生まれ変わる 新法人では 経営協議会 の導入に端的に具現しているように

「大学経営」そのものに相当大きな比重が置かれるが、それは競争的環境の中で各法人の

存亡が問われ、経営の役割が増す以上、当然のことである。

もちろん、今後の大学では学長や役員会のリーダーシップやとりわけ経営の重要性が

増す半面、それのみでは組織体の活力が増強されることにならないのは明白であろう。む

しろ、大学の「学事 （ ）の 中枢は何よりも「知識」の諸機能に即した活」 academic work
動―研究、教育、サービス―に宿っており、特に研究と教育の車の両輪をいかに効果的に

回転させ 「学問的生産性 （ ）を上げるかに懸かっている点を看、 」 academic productivity
過できまい。その意味では、研究や教育のフロンティアは、大学組織体の上部ではなく下

部の「運営単位」に位置すること、研究や教育の活動が活性化するか否かは「運営単位」

の主役たる教員自身の資質、能力、やる気によって左右されることを無視できない。

一般に大学の人的資源（ ）が、役員（学長、副学長、理事など 、教human resources ）

員 職員 そして学生の各層によって構成されるとすれば これら貴重な人材の中で 学、 、 、 、「

事」に関わる主アクターたる教員の比重が大きい点を見逃せない。大学の生き残り戦略が

重視される今後は、人的資源開発が重要性を増すのは必至であり、各役割の開発が重視さ

れざるを得ないが、とりわけ教員の資質開発が問われるのは必至であるとみなされる。そ

れは研究ばかりではなく教育 において不可欠であり 学生の 学習力 や 学（ ） 、 「 」 「teaching
力」を高め、優秀な人材を輩出するには、その実際に携わる教員の「研究生産性」はもと

より、それ以上に「教育生産性」への優秀な資質、能力、技術の醸成が期待されるのであ

る。

大学教員の資質開発であるＦＤ（大学教授団の資質開発）を体系的に研究するプロジ

ェクトである本研究は、 世紀ＣＯＥプログラム「 世紀型高等教育システム構築と質21 21
的保証」の一環を形成している「ＦＤ・ＳＤ及び教育班」プロジェクトの一翼を担ってい

る。先に公表した「ＦＤの制度化に関する研究（１）― 年学長調査報告」の姉妹篇2003
である。

主たる目的は、 年と今回 年の両方の質問紙調査の結果を比較分析し、ＦＤ1989 2003
がシステム、機関、組織、教員個人の中にどの程度定着しているかを追究し、具体的にそ

の現状、問題点、課題を明らかにすることに置かれている。すなわち 「ＦＤの制度化に、

2003 Study of the Institutionalization of関する研究（２）― 年大学教員調査報告 （」

Faculty Development (2): Report of the Nationwide Survey on University Presidents
） 、 （ ） 、in 2003 1980によって 年代に英米から輸入された概念であるＦＤ 英国ではＳＤ が

全国の大学教員の意識や行動を通して、日本のシステムや機関へどの程度定着したのかを

具体的に実証的かつ客観的に吟味するところに主たるねらいがある。

特に教育活動の改善に特化した「狭義のＦＤ」が制度化される過程には、伝統的な文

、 、 、化 風土 土壌の中に積極的な同調よりも反発や抵抗の動きがみられることも事実であり



制度化過程において、システム、機関、組織、教員個人の各レベルにかなりの葛藤が見ら

れることは否定しがたい。米国型ＦＤと日本型ＦＤの間、経営と教学の間、研究と教育志

向の間、国立と私立セクターの間、建前と本音の間、などにはさまざまな葛藤の状態が観

察できるに違いない。現時点では、こうした状態を脱出して次段階への移行が模索されて

おり、制度化は第１期から第２期へ離陸する段階に到達しているが、その間、葛藤もまた

深まっていると観察されるのである。このような診断を基にして今後の処方箋を書くとす

るならば、少なくとも種々の葛藤を克服して所期の制度化を達成し、教育研究活動の活力

を高め 「学問的生産性」を一層高める方向への取組みが期待されることになると考えら、

れる。

言うまでもなく、本調査の回答結果は日本の高等教育の研究、政策、実践の各側面に

。 、 、「 」 、果たす価値が少なくないと考えられる なぜならば 従来 ＦＤの制度化 の視座から

日本の大学教育の改革改善に関する体系的研究は殆ど行われていない点を考慮すると、本

研究の中間報告で明らかになった事実を基に今後の日本の高等教育、とりわけ大学教育の

改革に対して、相応の示唆を付与できるものと見込まれるからである。このことを十分達

成するには、教員調査のみの分析を行った本報告は全体の一部であることにかんがみ、学

長、学部長、教員の個別調査の中間報告を踏まえた上で今後行う予定の総合的な検討を待

たなければならないと考えている。

、 、 、なお 本調査研究に際しては 全国の大学教員の方々から研究の趣旨をご理解いただき

ご多忙中にもかかわらず、貴重な時間を費やして質問紙調査に回答をお寄せいただいた。

当紙面を拝借して、心から感謝の意を表する次第である。

本調査報告の研究組織は次の通りである（○印は執筆者 。）

○有本 章 広島大学高等教育研究開発センター長・教授（研究代表）

北垣郁雄 広島大学高等教育研究開発センター教授

○大膳 司 広島大学高等教育研究開発センター教授

大場 淳 広島大学高等教育研究開発センター助教授

黄 福涛 広島大学高等教育研究開発センター助教授

○小方直幸 広島大学高等教育研究開発センター助教授

渡辺達雄 広島大学高等教育研究開発センターＣＯＥ研究員

杉本和弘 広島大学高等教育研究開発センターＣＯＥ研究員

葛城浩一 広島大学高等教育研究開発センターＣＯＥ研究員

○福留東土 日本学術振興会特別研究員

、 、大膳教授をはじめ共同研究者ならびに執筆者の方々には 積極的に研究協力をいただき

お陰様で短期間に中間報告を出版できる運びになった。御礼を述べる次第である。

2004年３月20日

研究代表 有本 章
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序章 ＦＤの制度化と葛藤の類型

有本 章

本報告は 「大学教育改善の全国教員調査」の中間報告であり、先般報告した『ＦＤの、

制度化に関する研究（１）―2003年学長調査報告』の姉妹篇である。前回のものが学長篇

とすれば、今回のものは教員篇である。主題は、大学教育の改善に全国の大学教員がいか

に取組み、実績を上げているかを1989年の同様の調査（有本篇、1990）と比較しながら、

実証的に実態を解明することに主眼が置かれている。大学教育の改善は今日の学生が大衆

化し、多様化した状況下では、避けて通れない喫緊の課題であることは今更言うまでもな

く、この10年間大学内外でひっきりなしに言われてきたことである。にもかかわらず、肝

心の大学人がどの程度熱心にその問題に取組み、どの程度効果が上がっているかは、必ず

しも明確にされないままの状態に放置されてきたことも偽らざる事実であると言わなけれ

ばならない。客観的に現実の事実を把握して、問題の診断と処方を適切に行うことは、高

等教育研究の現場にとって不可欠である。その意味で、本報告は、学長篇に続く教員篇と

して、全国調査に基づいて、現在の状態の客観的かつ実証的な把握を試みる作業である。

この調査報告は、教育改善を調査の中軸に据えているように、現在のＦＤ活動の中軸

の問題を対象に設定して推進しているところに特色があり、したがって、日本におけるＦ

Ｄの制度化の進捗状態に対して最大の関心が置かれていると言ってよかろう。

すでに、学長篇の序章において 「ＦＤの制度化の開始と展開」と題して、本調査研究、

の背景や問題も論じているので、それを踏まえた上で、現在の「ＦＤの制度化 （institu」

-tionalization of faculty development）に横たわる種々の問題を整理すると、いくつ

かの論点が見えてくるはずである。本稿では、そのような問題点を整理し、ＦＤの制度化

は現段階において、さまざまな葛藤の状態に直面していることを考察することにした。す

べての問題を論じるだけの紙面も力量もないが、現時点において主要と思われる論点=葛

藤の類型（typology of conflict）に関して言及するところに主眼がある。

１．広義の概念と狭義の概念の関係

１）広義の概念

ＦＤの概念には広義と狭義の両方の区別があることは通説となっている（Bergquist、

et. als.、 1975: Cook、 2002; 有本、 2004 。広義の概念は教授団の資質が大学のさま）

ざまな活動の全体を包括する性格を担うとする観念に起因している。大学は古くはギリシ

-  1  -



ャ時代のプラトンのアカデミアを淵源として、知識の創造や伝達に関わる組織であり、基

本的に研究、教育、サービスなどの活動を内包していると考えられる。もちろん、その頃

にすでに近代・現代大学と同様の研究機能やサービス機能が確立されていたと考えるのは

早計であり、原初的な性格が胚胎されていたに過ぎないかもしれない。教育と言っても、

現在のように精密な設計や計画的な営みが組み込まれていたのではなかろう。しかし広く

素材としての知識のもつ発見、伝達、応用などの機能が内包された活動が原初的な形態で

あるとしても展開されていたと考えるのは妥当であろう。その意味で、何らかの知識を扱

う学校、とりわけ疑似大学的機関が存在した時点、少なくとも中世大学が誕生した時点か

ら、教授団あるいは教員の資質開発が曲がりなりにも成立したとみなせば、その時点から

広範な機能や活動を包括した広義のＦＤの概念が潜在的に成立していたと考えられるので

ある。

ライトが指摘したように(Light、 1974)、大学教授職が専門職になったのは、19世紀に

大学教授が研究を取り入れて研究者への社会化が制度化され、大学教授職の訓練が制度と

、 。 、して位置づけられ キャリアとして定着した時点からであるとみなされる その時点では

大学は古代や中世とは比べものにならないぐらい明確に知識のあらゆる機能を活動の中に

位置づけたというほかないし、従来の教育に対して研究が重視される時代を迎え、大学教

授職の使命や役割は知識の機能と同じく広範になったというほかない。実際、アメリカの

19世紀から20世紀の前半の頃には、研究こそがＦＤの内容であったことが分かる。さらに

20世紀になると、サービスが明確に導入され、研究、教育、サービスが大学の自他共に認

める活動となったのである。大学教授職には、これら諸役割を遂行することの期待が課せ

られ、これらの資質を開発することが要請されるようになった。さらに、大学の規模が拡

大し、官僚制が発達するにつれて、管理運営の役割や資質が期待されるようになったこと

も見逃せない。かくして、ＦＤの内容は知識の性格を反映した諸活動にまたがる広範な領

域に関わることになっても不思議ではないことになる。

２）狭義の概念

これに対して、狭義のＦＤは、あれもこれもの広範な活動に対する資質開発を意味して

いるのではなく、焦点を教育の資質開発に絞っているところに差異が見出せる。しかも一

般に「教授団の資質開発」と翻訳されているように、教員個々人のレベルではなく、集団

としての教授団のレベルの資質や力量を問題にする点に特徴が見出せる 教授団という 固。 「

まり」を対象に設定することは、組織的、体系的な資質開発の取組が前提にされているこ

とは論を待たない。システム、大学、学部、学科などの各組織が意図的に教育の質的改善

に向けて自らの活動を展開することを含意していると言って過言ではないのである。

ＦＤの歴史を回顧すると、上述したように広くアメリカの19世紀後半の研究活動への集

中を含めれば別であるが、ＦＤが本格的に導入された1970年代以降に焦点を合わせると、
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最初は明らかに教育の資質を高める運動として導入されているので、狭義のＦＤが展開さ

れたとみてさしつかえあるまい。黄金の60年代に頂点を極めたアメリカの高等教育は、70

年代には暗転して、経済不況、社会の大学批判、学生人口の減少、社会人学生の増加、大

、 、 、 。学淘汰の危機などを反映して 教育改革を急ぐことになった(有本篇 1991a；有本 1997)

教員削減に対応した専攻領域のコンバートや配置転換の必要から教員の再訓練が導入され

たこと、大学淘汰へ対応して魅力ある大学を実現するために教育力の増進が不可欠となっ

たこと、社会の大学批判に応答する教育改革が必要になったこと、ニュー・ステューデン

ト(新学生＝new student)へ対応する教授力を醸成すること、などの様々な理由が作用し

た。大学生き残りのためには、教員の教育力、技術力、資質の開発が不可欠になったので

ある。こうして、狭義のＦＤが徐々に定着することになった。

しかし、その後の歴史を回顧すると、アメリカの場合にも、狭義のみではなく広義のＦ

Ｄが問い直され、狭義と、広義は平行して行われる時代に突入し、現在ではむしろ広義の

ＦＤを担保しながら狭義のＦＤを推進する方向をめざしていると解される。1980年代には

学生の学力評価、1990年代には学生の多様化を反映したカリキュラムの見直し、教員に加

えてＴＡの資質開発、1990年代にはＩＴ革命と教育技術の改革、研究大学での教育重視の

報賞体系の導入、といった要請がＦＤの広範な活動を喚起した（Cook、 2002; Altbach、

2001 。アーネスト・ボイヤーによる｢スカラーシップ再考｣(Scholarship Reconsidered)）

もこの時点に提起され、研究＝学識と化した学識自体を問い直し、その実践による定着を

評価によって検証する作業の時代へ突入した(Boyer、 1991[有本訳、 1994])。したがっ

て、本格的に開始したＦＤの第１段階が狭義のものであるとするならば、第２段階では広

義のＦＤを包含した方向への展開がなされることになった。

この経緯を日本の現状の展開へ当てはめた場合にも中期的あるいは長期的にはその種

の性格を持ったシナリオが書かれるであろうと推察される。実際、今日でも政策・行政レ

、 「 」 、ベルでは 文科省による 21世紀ＣＯＥプログラム による研究の重視が強調される半面

他方では「特色ある大学教育支援プログラム」による教育の重視が強調されつつある。教

育に特化した後者の場合も、その範囲は 「総合的取組 「教育課程 「教育方法 「学生の、 」 」 」

学習及び課外活動 「大学と地域社会との連携」などへの工夫改善や支援を対象にしてい」

る（大学基準協会、 2004 。ＣＯＥの場合は研究という広義のＦＤの領域であるが、狭義）

のＦＤ活動と直接間接関わる領域である後者の場合でも 「総合的取組 「大学と地域社会、 」

との連携」などを基軸にＦＤが単なる授業や教育の狭い範囲を超えることを先行的に示唆

しているのである。

３）狭義の概念の定着と葛藤

日本のＦＤの歴史はまだ新しく、アメリカの歴史と照合すれば、いまだ狭義のＦＤを追

求する段階を経過中であると観察できるのであるが、アメリカが経験したように、やがて
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狭義と広義の概念の統合をめぐって葛藤を経験する段階に突入すると予想される。大学が

知識の府であり、知性の府である以上、知識の性格や機能を反映せざるを得ず、知識の機

能間に摩擦や葛藤が生じるように、それを反映したＦＤ活動自体にも必然的に狭義と広義

の反復運動を辿らざるを得ないし、当然ながら葛藤を経験せざるを得ない。

大学の活動は知識の発見、伝達、応用、統制にあるとみなせば、伝達である教育のみ

に特化した教員の資質開発には自ずから限界があるのは明白であり、早晩、壁に突き当た

るのは目に見えている。研究と教育とサービスと管理運営を包括的に捉える視座の見直し

なしに、大学の発展はあり得ないのであり、教育のみに限定する狭義のＦＤそのものの見

直しが課題となるのである。

２．欧米型概念と日本型概念

１）欧米型概念

ＦＤ概念は、日本に出自をもつというよりも、海外から渡来してきたものであり、外

国産、舶来品である。近代大学の原型を自らは保持しない日本のシステムは、明治維新以

来、先進諸国の優れていると思われる大学あるいは高等教育システムのモデルをウィンド

ウショッピング的に輸入して、日本的風土へと同化、馴化させる実験をしてきたと言って

過言ではあるまい。植民地のように強制的移植ではなく、あくまで選択的移植によって取

捨選択、採長補短の原理が作用したとはいえ、それは一種の実験であった。当然ながら、

実験に成功した概念もあるし、失敗した概念もある。歴史、伝統、文化、風土が異なる国

々のシステムはそれなりの固有の理由を反映して形成され制度化されているのであるか

ら、それを直輸入・移植しても、完全に成功するとは限らないし、失敗することも少なく

ないのは至極当然の成り行きであろう。欧米型の概念であるＦＤは、そのような輸入型・

移植型の特徴を刻印されているはずであり、日本へ輸入されたとき、抵抗を受けたり、反

発を受けたりして、なかなか受入れられなくても不思議ではない。

戦後日本では、高等教育改革の多くはアメリカ型概念の輸入に依拠して追求されてき

。 、 、 、 （ ）、 、た 教養部 教養教育 単位制 ＧＰＡ制 平均点制＝Grade Point Average ＣＡＰ制

シラバス、オフィスアワー、少人数教育、リメディアル教育、アクレディテーション(基

準認定＝accreditation)、学生による授業評価などの多くは大学教育改革の中枢概念であ

る。これらの概念は成功を収めているものもあるが、失敗に帰したものも少なくない。現

在の大学教育改革の内容が案外、これらの失敗を反省的にとらえ、これら概念を輸入した

戦後の改革の原点に回帰して取り組まれていることを想起すると、外来の概念の制度化と

定着がいかに困難であるかが如実に証明されるに違いない。

考えてみれば、教育改革の中枢概念は狭義のＦＤの中枢概念にほかならないと言って
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もよかろう。狭義のＦＤ概念が教育改善や改革の追求と直接間接に関わる以上、教授団の

資質開発とは抽象的な資質ではなく、これら教育改革を推進する資質や技量にほかなるま

い。1970年代にアメリカで発達して、80年代から日本へ輸入されたＦＤ概念は、実際には

戦後の教育改革の中枢を占める概念と共に輸入されてきているものであり、その失敗はす

なわち狭義のＦＤの失敗を意味していると解されるのではあるまいか。こうしてアメリカ

型の教育改革とＦＤが表裏の関係を持つと考えれば、1990年代から改めて推進されている

ＦＤ概念の制度化は、戦後に制度化を試みて失敗したアメリカ型教育改革の新たな追求と

裏腹の問題であると言わざるを得ない。

２）日本型概念

欧米型のＦＤが改めて追求されている現在、それ以前のあまり意識されなかったとはい

え、教育改革に随伴して輸入されていたと考えられるアメリカ型のＦＤがなぜ成功しなか

ったのかは、検討してみる価値がありそうである。その失敗が克服されない以上、新たな

装いのＦＤをいくら追求しても、実現を達成するのは至難であろうと予想するのは難くな

いからである。

端的に考えれば、欧米型ＦＤに対抗する日本型ＦＤが存在し、その存在によってＦＤが

看過されたり、拒絶されたりするとの仮説が成り立つ。欧米型とりわけアメリカ型の概念

は、上に述べた教育の大道具・小道具類が中枢性を占めるのであるから、それらに対して

日本型が異なるならば、両者間の概念の相違が識別できることになる。とすれば、総論的

にアメリカ型は教育改革を追求し、日本型は追求しないという問題設定ができるはずであ

る。確かに、後述の研究と教育の考察のごとく、教育志向が弱い日本型は教育改革志向も

弱いと言えるかもしれない。教育を看過し、無視する以上、教育重視のＦＤを表面的に、

建前的に強調しても定着しないのは無理からぬことである。

日本型ＦＤの実際は、高等教育機関である大学が学生の教育に携わり、毎年70万人前

後の学生を受入、卒業させている事実を踏まえれば、当然存在すると推察できる。もし存

在しないと仮定すれば、そこには教育が存在しないことになり、授業や教育過程が欠如す

ることになるからである。大学教育が成立している以上、大学教授団には授業や教育に関

わる相応の資質や技術が備わっており、機能しているとみなさざるを得ない。かくして、

日本型のＦＤが存在しているとすれば、それは輸入型のＦＤとは性格を異にするとしか定

義できない。

３）欧米型概念の定着と葛藤

ＦＤの欧米型概念は、1991年の大綱化政策、1998年の大学審答申を契機に制度化を果た

しつつある。日本型と欧米型のＦＤ概念が存在するとすれば、そこには、①欧米型が日本

型の駆逐に成功したこと、②日本型と欧米型の統合が実現したこと、③日本型と欧米型の
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葛藤が深まったこと、などの変化が生じていると推察される。このうち、①は移植型が完

全に実現するのは困難であるとの仮説を踏まえると、実現しているとは言えないだろう。

②は理論的には可能であるが、現実には試行錯誤の過程が予測され、長期の時間がかかる

だろうし、10年程度で実現するのは困難であろう。これに対して、③は最も現実的な変化

として観察できるに違いない。システムへの制度化は、トップダウンとボトムアップの間

の角逐を招き、行政と実践現場の間の不協和音を生じ、機関内では学長と教員の間の葛藤

を深める。学長篇の調査で分析したごとく、学長の期待と実際の教員の意識や行動との間

には乖離が存在したのはこうした証拠の一端を示す。トップの欧米型への同調とボトムの

日本型への同調の間に葛藤が生じているのである。同様にシステムへの制度化は、セクタ

ー間、専門分野間、職位間での摩擦や葛藤を招来する。欧米型ＦＤへの同調が早い部分と

遅い部分の時間的な遅滞あるいはむしろ「文化遅滞 （cultural lag）が進行する。」

３．研究と教育の関係

１）研究志向

日本型ＦＤは知識の発見、伝達、応用などの広範な機能を包括した広義のＦＤに照ら

せば、知識の伝達や応用よりも発見に価値を置き力点を置いて展開されてきたことが分か

る。端的には、それは研究偏重・教育軽視の傾向に具現されている。この傾向は、戦前に

制度的に定着し、戦後も助長されて、研究大学もそれ以外の大学も、おしなべて研究志向

の意識や行動を促進する方向に報賞体系を整備してきた。国際的にも研究志向のシステム

、 、 、 、 。が明確に識別されている(有本編 1991ｂ; Altbach ed. 1996; 有本・江原編 1996)

したがって、大学において研究志向は当然のことであり、大学教員たるものは教育者や教

師よりも、学者、研究者、科学者のイメージや役割を内面化して、自己像やアイデンティ

ティを形成する傾向をもったとみなされる。狭義のＦＤの教育を重視する考え方は、潜在

的には戦後教育改革の中枢概念がアメリカ化の試みであったことを想起すれば、そこに潜

在的にも顕在的にも包含されて移植されたはずであるにもかかわらず、1998年の大学審答

申までは殆ど看過され、無視され続けたのである(大学基準協会、 1998)。こうしてアメ

リカ化はほぼ失敗したが、それは日本型ＦＤの力が強かった側面と、アメリカ型の狭義の

ＦＤが政策や行政によって努力義務化されて強制力を未だ持つに至らなかった側面の相乗

効果に起因していると考えられる。

２）教育志向

1990年以降は、その半ば強制力が作用し始めたのであるから、日本型ＦＤの欧米型Ｆ

Ｄへの転換が目に見えてかなり進行すると予想されるし、実際に今回の調査に依拠した統
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計的分析では進行していることが分かる。1989年調査と今回の2003年調査を比較すると、

研究志向と教育志向とは順位が逆転しており、この間にＦＤの制度化に伴う意識変化が生

じたことになる(有本編、 1991a; 1991b)。特に「熱心である」は3.9%から24.2%と６倍の

伸びを示し 「ある程度熱心である」は37.6%から60.9%と1.5%の伸びを示し、これらの合、

計は41.5%から85.1%と２倍の伸びを示している。熱心だとする教員の割合が半数未満から

大多数へと転換したことは、日本の高等教育史上初の画期的な出来事ではないかと推察さ

れる。

ＦＤへの意識が喚起されたことは、意識の次元での改革が進行していることであるか

ら、当然ながら授業改善の実践にそれが反映され、授業改善の効果があがるものと期待を

抱かせる。しかし、理念が実践に直線的に、あるいは短絡的に直結すると考えるのは尚早

にすぎない。現実は紆余曲折して進行するのであり、実際に授業の現場に改革の楔が打ち

込まれ、授業の効果が目に見えて顕著にあがるとは限らない。すでに学長調査では、学長

の理念と実際の教員の実践の効果には大きな距離が露呈していると学長自身が回答してい

たのを想起しなければならない。今回の教員調査でも、教員自身の期待値と現実値との間

には依然として距離が見出されると言えるのであり、教育を重視する狭義のＦＤが意識の

上で画期的に増進しながらも、授業のインプットに組み込まれ、授業のスループットを通

して、授業のアウトプットに結合する歩みは遅々として進まず、決して迅速ではないので

ある。この点を学長は見抜き、焦燥感を吐露し、教員は反省的なホンネを語っているとい

えるかもしれない。

同時に、システム、機関、教員の意識・行動において、転換に伴う葛藤が深まってい

るとみなされるところである。

３）教育志向の定着と葛藤

教育志向が意識上で顕著に進行したからといえ、肝心の教育の実践が活性化して、教育

効果が上がると考えるのは楽観過ぎると言わなければならないことが分かった。その理由

は、研究が制度化された近代大学の起点から計算すると、200年間にわたって研究と教育

の統合が模索されながら、実際には実現するに至らなかった。研究と教育が遊離して、研

究パラダイムが支配的になった。かくして、教育の見直しと改善が不可欠となるのは近代

大学では構造的な問題と化したのである。1970年代から欧米を先頭に教育改革の運動が開

始され、ＦＤの問題になって帰結したとみなしてさしつかえあるまい。研究志向の定着に

200年を要したとみなせば、その解消もまた多くの年月を費やしてこそ実現できうると予

想されるに違いないし、今やその第１歩が踏み出されたに過ぎないのであり、200年持続

した葛藤の延長線上に新たな葛藤が発生したという観測が成り立つに違いないのである。
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４．ボトムアップとトップダウンの関係

１）ボトムアップのＦＤ

教育の現場は授業や教育過程のメカニズムが存在する運営単位にあることは常識であろ

う。授業は授業を担当する教員、授業を学習する学生、授業の内容を提供するカリキュラ

ムによって構成される。この授業の３点セットが大学教育の基本である。この基本が効果

を上げなければ、大学教育全体の効果も上がらない。狭義のＦＤが学生に学習力や学力を

つけ、付加価値を付与することにあるならば、まず授業を改善することに起点が置かれる

のは自然であり、言うまでもなくそこにＦＤの力点が置かれる。教授団の資質開発は、具

、 、 、 、体的にはカリキュラムの研究 学生の研究 教員自身の研究であり これらカリキュラム

学生、教員の間の相互関係を活性化させて、学生の学習力を促進し、学力を向上させるた

めの知識、技術、能力、活力に支えられた教育力を十分に涵養することこそが中枢の位置

を占める。

、 、 、 、 、そのことは 大学組織体の上位相のキャンパス 中位層の学部 下位層の学科 研究所

講座などの中で、下位層にＦＤの拠点があることを意味する。キャンパスや学部レベルよ

りも、学科、研究所、講座が主役の座にあると言ってよかろう。それは、大学が「学問の

府」であり 「知性の府」であり 「知識 （knowledge）を素材にあらゆる学事(academic、 、 」

。work)を展開している事実によって規定されているからである(有本､ 1997; Brint､ 2002)

大学は知識の機能を大切にすることによって、学問の発展を可能にし、それを媒介に社会

発展に貢献する可能性が開かれる。その意味で、大学が教育の活力を高め、教育効果を発

揮せんとすれば、大学組織体の最下位層に位置する授業や教育過程に力点を置くＦＤを大

切にする以外に方法はないことになるのは自明である。それ故に、大学教員が自分の担当

する授業に創意工夫によって活力をもたらし、授業効果を上げることが、ＦＤの原点であ

。 、 、ると言わざるを得ない こうして ＦＤは本来ボトムアップの性格を備えているのであり

同時にそれを十分機能させるための条件整備が欠かせないのである。

２）トップダウンのＦＤ

しかし、日本の大学におけるＦＤの制度化は、逆の方向から開始されてきた点で理念に

逆行していると言えるのではなかろうか。もちろん、上で述べたように、高等教育が成立

している以上、授業の３点セットが機能しているのも事実であり、そうであれば、それな

りのＦＤが奏功していると考えないわけに行かない。つまりそこには高等教育の成立時点

から連綿と日本型ＦＤが作用してきたというほかない。これに対して、現在のＦＤは欧米

型ＦＤであり、同じＦＤでも異質な性格を持つから、旧来の日本型とは異なる方向から政

策的、行政的、計画的、強制的に導入し、日本型に沈潜している教員の意識や行動の改革

を迫らなければならない。実際、1991年の設置基準の大綱化も、1998年の大学審答申もボ
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トムから開始されたのではなく、高等教育システムの上部の文部科学省から機関のトップ

の学長や執行部を通して開始された(有本、 2001)。その結果、学長は誰よりも熱心に教

育改革を唱え、誰よりも活発にＦＤの導入を唱道しているし、学長調査にも熱心な雰囲気

が横溢していることが理解できた。学長のリーダーシップが強い大学では、かなりの浸透

性がすでに達成され、ＦＤの内容である研修会、ＦＤ委員会、学生による授業評価、自己

点検評価、外部評価などが急速に進行した。

しかし同時に、多くの学長が不満を表明しているのは、笛吹けど踊らずの教員の体質で

ある。調査結果を分析する限り、教員自身も表面的には熱心に教育改革を唱え、教育改善

に努めているように見えるが、一皮むけばかなり消極的な意識や行動が透けて見えるので

はあるまいか。頭では理解しているが、実際のスキルの鍛錬から教育効果を上げることま

での実践的な側面は十分に展開されているのではなく、従来のボトムに根付いている伝統

型の風土や土壌を媒介した保守的な意識や行動が執拗に温存されて足を引っ張っているの

である。

３）トップダウンのＦＤの定着と葛藤

このような形のボトムアップとトップダウンの衝突は、旧来型に対する新来型のモデ

ルを移植して改革を試みる以上、日本の大学におけるＦＤの制度化のさらなる深化に向け

て決して避けて通れない構造的な問題であり、今後一層葛藤を深めながら紆余曲折の道程

を辿るものと推察するのはむつかしくない。

５．国立大学と私立大学の関係

１）国立大学のＦＤ

日本のＦＤの制度化は、日本的な高等教育システムの構造を反映しながら定着すると予

想されるし、実際にそうであることが理解できるはずである。戦前以来の高等教育システ

ムの特徴は、中央集権であり、特定の大学群に強力な威信や権威を付与し、重点整備する

ことによってかなり鋭角のピラミッド型成層構造を構築したことである。大学の社会成層

を国際比較したバートン・クラークは、イギリスのオックスフォードやケンブリッジと同

様に東大と京大が頂点を形成する「尖塔型 （pinnacle）の構造が日本の大学成層の特徴」

であると指摘した(Clark、 1983 [有本訳、 1994])。これは、ハーバード、イェール、プ

リンストン、スタンフォード、ＭＩＴ、カルテック、カリフォルニア大学バークレー、Ｕ

ＣＬＡといった世界的にもトップクラスの大学群が少なく見積もっても30程度は存在する

連峰型のアメリカとは趣を異にしている。ましてや、大学格差が殆どないと言われる平坦

型のイタリアやドイツなどとは歴然とした差異が見出されるとみなされている。
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日本の大学の成層構造は、天野郁夫が述べたように、戦前に政府によって政策的に意図

的に構築された 「２元２層構造」の結果であると考えられる(天野、 1993)。国立大学と

私立大学、大学と専門学校の組み合わせによる重層構造の中で旧帝國大学を基軸にしたピ

ラミッド構造が形成された。その構造によって、日本型ＦＤも規定されてきたと言ってよ

かろう。研究偏重・教育軽視の意識、行動、風土、土壌、空気は最初は意図的にではあっ

たが、やがて制度として定着し、大学教員が大学院で教育を受け、任用され、昇任し、退

任する一連の社会化過程において、大学のエートスや価値として内面化され、意識や行動

へと展開されるに至ったのである。最初から、イギリス型の学寮型大学の文化やアメリカ

のカレッジの文化を日本の大学へ輸入していたら、日本の大学の文化も戦前戦後を通じて

現存のものとは異なる文化が形成されたにちがいない。日本型ＦＤの体質も異なった性格

をもって形成されたに違いないし、敢えてアメリカ型のＦＤへ悪戦苦戦しつつ同調を試み

る最近の動きも生じるに至らなかったに違いない。

実際には、国立大学と私立大学、大学と専門学校の２元２層構造がいち早く形成され、

特に前者のセクター間の格差が形成された 先進国のシステムに追いつき追い越すべく 護。 「

送船団」方式の庇護政策によって、資源の重点配備と権威の付与が国立セクター、とりわ

け旧帝大グループに対して行われ、その政策は戦前戦後を通じて約130年間にわたって連

綿と持続されてきた。戦後改革によって、新制大学の設置を通じて、各県一校の国立大学

設置による地方分権を推進したが、戦前に確立された基本的な構図は戦後にも強固な意志

によって陰に陽に温存されて現在に至った。この構造の中で日本の高等教育が実際に行わ

れてきたのであるから、そこには日本的な制度と共に日本的な高等教育の風土、土壌、空

。 、気が支配してきたとみなされるに違いない 上述した日本型ＦＤの内容はそのような風土

土壌、空気を裏書きする何ものでもない。

国立は研究大学を中心に、戦後大衆化した高等教育の中の25%程度の大学と学生を擁し

ているのに対して、私立は教育大学を中心に約75%程度の大学や大学生を擁している。日

本型ＦＤは国立型を中心に培養されてきた。大衆化した学生の大半を収容している私立大

学は、国立の日本型ＦＤに追随するために、大半の学生を抱えるにもかかわらず、教育重

視の文化や風土を醸成することができなかった。やればできたかもしれないが、事実とし

ては看過されてきた。その意味で、舶来の狭義のＦＤは、国立よりも私立セクターにまず

変革を迫らざるを得ない不可欠の宿命的な性格を備えているはずであり、私立セクターで

のその受容の成否が国立セクターの成否以上に今後の日本の高等教育の改革を決める度合

いが大きい。

２）私立大学のＦＤ

その私立大学のＦＤは統計的に分析する限り、国立セクターに比較して、多様性が著し

く大きい。国立大学の学長や教員がＦＤへの同調度において比較的まとまった意識傾向を
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示すのに対して、私立大学の学長や教員の同調度における意識傾向はかなり変化に富むこ

とが分かる。国立大学は研究志向が強い半面、教育改善の取組みに対しても比較的高い同

調傾向を示しているのはセクターとしてのＦＤに対する集団的な凝集力が高い事実を証明

しているし、文科省の政策に対する対応が迅速であることを証明していると解される。こ

れに対して私立セクターは機関数の規模が多く、機関間の多様性が大きい実態を直接間接

に反映した結果、比較的同調度の高い機関と比較的同調度の低い機関との２極分解が進行

している実態が読みとれるのである。この傾向は、国立セクターが従来の教育改善の取組

みが不十分な状態を反省して積極的に改革を断行している事実が見られるのに、私立セク

ターは同様の傾向を示す部分と、そうでない部分との差異が歴然と具現していることにほ

かならない。

したがって、明治以来、130年間の歴史を考慮すると、国立型の文化や風土の転換がよ

うやく緒についた最近の動きは画期的な動きであり、それを国立セクターが先導的に遂行

していることが判明する半面、私立セクターは同様の転換をしている国立型に近似したグ

ループと国立型とは一線を画すグループの存在が察知されることになる。後者のグループ

は、大衆化段階の高等教育へ不可欠な教育改善に意識的にも行動的にも緩慢な動きを示す

グループであることからすれば、学生の現状に対応した教育力の開発期待には依然として

背を向けて旧来型の研究志向や予定調和型の教育力の温存を遂行しているとみなされる。

このグループは今後、日本型ＦＤを温存し続けるのか、欧米型ＦＤへ同調を深めるのか、

動向が注目される。しかし、少なくとも１世紀に１度のシステムレベルの地殻変動が進行

している現在、それに無関心な機関や教員は学生から見放され、淘汰に見舞われる可能性

が高いことは明白なのではあるまいか。

ちなみに、ここでは言及しなかった公立セクターは、私立セクターの緩慢な動きのグル

ープ層とほぼ同様の動きに留まっているので、現在のＦＤへの制度化は各セクター中で最

も立ち遅れているとみなされる。この現象は、国立大学法人化後に私立や公立を巻き込ん

で熾烈化すると予想されるセクター間、機関間の競争を前提に生き残りを真剣に考えるな

らば、すでに黄信号さらには赤信号が点灯していると読むべきかもしれない。

３） セクター間の葛藤

このように考察すると、セクター間にはＦＤへの同調意識・行動の側面において決して

一律の動きが存在するのではないことが看取できる。130年間に形成されたシステムレベ

ルの高等教育政策と呼応した、システム及び機関の両レベルにおける従来型のＦＤの制度

、 。化は セクター間の相違を拡大するよりも類似性や画一性を増長することに成功を収めた

その結果、いずれのセクターにも共通して研究志向が強化され、教育志向は看過される事

態を推進することになった。現在は、こうした近代大学誕生以来の高等教育に醸成された

伝統的な文化、風土、土壌に一大転換を喚起する政策がシステム及び機関の両レベルに導
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入され、セクターを越えた改革が着手されている。狭義のＦＤの中枢に位置づく教育観の

転換は、セクターを越えて取組む課題となった。しかし、実際には、セクター間の動きは

一律ではなく、国立、私立、公立の順に狭義のＦＤの制度化を押し進めていることがデー

タの上で読みとれることが分かったのである。

これを理念、政策、制度化、意識、実践に区別して比較すると、セクター間の差異が理

解できるに違いない。日本の近代大学では、理念の上では研究と教育の統合が追求された

はずであるにもかかわらず、実際には研究中心政策とその制度化によって研究パラダイム

が優勢を極める傾向を生じた。この制度の価値やエートスの内面化によって大学教員の意

識は研究志向と教育軽視の陥穽に陥ったし、実践も「研究生産性 （research productivi」

-ty）の向上に集中し 「教育生産性 （teaching productivity）は十分に効果を上げるこ、 」

とにならなかった。今回の改革は、理念を補強し、教育志向を強化したのを始め、法的に

制度化してＦＤを努力義務化した点で、従来の構造は一新された。しかし機関毎に、研究

・教育志向、研究志向、教育志向の性格には差異があり、それが実際の教員の意識や実践

のレベルに潜在的顕在的に内面化されており、それ故にシステム及び機関からの新たな改

革の制度化へのトップダウン的動きに対応して迅速に動くとは限らず、セクター間の遅滞

現象が顕在化する。

―1989年調査と2003年調査の特徴の関係６．ＦＤの特徴

概観したように、1989年時点の調査は、狭義のＦＤの制度化以前の段階において行われ

、 、 、 。た調査であるから 旧体制の制度 意識 行動を刻印した調査結果になっていたと言える

既にその時点においても教育改善への期待や意識はある面で発展していたのだが、それは

まだ行動や実践の内実を伴わない観念的な段階に留まっていたことは明確である。これに

対して、今回の2003年時点では、狭義のＦＤが高等教育政策の柱に建てられ、行政指導に

よってシステムから機関の広範な次元に組織的な制度化が図られる段階に移行した結果、

制度化は単なる理念や観念の段階にとどまるのではなく、行動や実践の具体的な取組みへ

と展開されつつある実態が調査結果に刻印されていると解される。その結果、画期的な転

換が起こりつつあることが実証的に把握できることになった。

第１に、古い制度から新しい制度への移行期には、古い理念、価値、文化、風土、土壌

と新しい理念、価値、文化、風土、土壌が衝突して、緊張、摩擦、葛藤が生じるのは回避

できないし、実際にもその兆候が十分見られる。概観したように、そこには広義の概念と

狭義の概念、欧米型と日本型、トップダウンとボトムアップ、研究志向と教育志向、国立

セクターと私立セクター、古い世代の教員と新しい世代の教員、理系分野と文系分野、と

いった様々な側面の葛藤が惹起されていると言わなければならない。本稿では、それらの

-  12  -



いくつかにスポットを当てて、若干の考察を試みてみた。衝突や葛藤が起こることは、負

のイメージが強いとも言えるが、葛藤の発生は改革が進行いている証左でもあるから、必

ずしも悲観的に捉える必要はないかもしれない。

第２に、これらの葛藤の中では、日本型と欧米型、旧来型と新来型が集約的に具現し

。 、ている研究と教育の葛藤が注目される これは従来の段階では研究偏重が強かったものが

今回の段階では教育志向が強まったことが原因と考えられ、新たな狭義のＦＤが制度化を

実現しつつある事実を象徴的に示している点で印象的である。その意味で、一世紀以上に

わたって経験したことのない大幅な大学教員の意識改革が胎動しつつあることが明確であ

る。教育改善の必要性や実際の改革への取組みを追求する行動次元の動きも大幅に活発に

なりつつあることが判明した。

第３に、同時に、制度の上でも古い体制と新しい体制の競合状態が持続しており、古い

価値観を内面化し、社会化した教員集団と新しい価値観を内面化し、社会化をしつつある

教員集団との間の差異が、セクター、専門分野、教員職位などの指標間に具現している事

実も否定しがたい。システム、機関、組織、集団の間に緊張、摩擦、葛藤が出現している

と観察される。セクター間では、国立が改革をリードし、私立は先進部分と後進部分が２

極化し、公立は概して緩慢であることが判明した。

第４に、欧米型、とりわけアメリカ型のＦＤの導入は、旧来型のＦＤと比較して、教育

、 、重視のモデルであるが 戦後の大学教育改革がアメリカモデルの移植の改革であったこと

しかもそれは必ずしも成功を収めなかったことを想起すると、今回はそのやり直しを意味

している側面があることは否めない。戦後60年間の新制大学の中で種々試みられた改革の

理念や道具が結構アメリカの大学改革の翻訳版であることを勘案すれば、それを促進する

アメリカ型ＦＤが随伴して移植されたにもかかわらず、日本の文化、風土、土壌へは定着

しなかったことを示唆する。その点、旧来の日本型ＦＤとアメリカ型ＦＤが葛藤を伴いな

がら、いかなる化合や結合を行い、いわゆる「化学変化」を生起するか否かは、今後のＦ

Ｄ制度化の成否を占う重要な鍵を握っていると考えられるのであり、その実質化が注目さ

れるのである。

参考文献：

天野郁夫 1993『旧制専門学校』玉川大学出版部。

有本 章 1989 外国の大学授業―ＦＤ/ＳＤの動向と実態 片岡徳雄・喜多村和之(編)「 」

『大学授業の研究』玉川大学出版部。

―――― 1997「ＦＤの構造と機能に関する専門分野の視点 『大学論集』26集、広島」
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大学大学教育研究センター。

―――― 2001「ＦＤの制度化における社会的条件の役割 『大学論集』31集、広島大」

学高等教育研究開発センター。

―――― 2004 「ＦＤの制度化の開始と展開」有本章編『ＦＤの制度化に関する研究

（１ 』広島大学高等教育研究開発センター。）

有本 章（編）1990『大学教育の改善に関する調査研究―全国大学教員調査報告書』

（高等教育研究叢書５）広島大学大学教育研究センター。

――――（編） 1991a 『諸外国のＦＤ/ＳＤに関する比較研究』(高等教育研究叢書1

2)広島大学大学教育研究センター。

――――（編） 1991b『学術研究の改善に関する調査研究―全国高等教育機関教員調

査報告書 （高等教育研究叢書10）広島大学大学教育研究センター。』

有本 章・江原武一（編著） 1996『大学教授職の国際比較』玉川大学出版部。

The International Academic Profession: PortraitsP.G. Altbach、 (ed.)、 1996

Carnegie Foundation for the Advancement of Teachiof Fourteen Countries、

ng.

、 “ 、P.G. Altbach 2001 The American Academic Model in Comparative Perspective

In Defense” P.G. Altbach、 P.J. Gumport、 and D.B. Johnstone、 (eds.)、

、 pp. 11-57.of American Higher Education

、 A Handbook for FacuW.H. Bergquist、 S.R. Phillips、 G.Quehl、 (eds.) 1975

、 The Council for the Advancement of Small Colleges.lty Development

E.L. Boyer、 1991 、 Carnegie Foundation for the AdvScholarship Reconsidered

ancement of Teaching. (有本章訳『大学教授職の使命―スカラーシップ再考』玉
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B．Brint（ed. 、2002 : The Changin） The Future of University of Intellect

g American University Stanford University Press.

B. Clark 1983 University of California Press. (有、 、Higher Education System

本章訳『高等教育システム』1994年。)
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02 、 pp.211-224.Higher Education in the United States: Encyclopedia

大学基準協会 2004『特色ある大学教育支援プログラム事例集』文部科学省。

大学審議会 1998『21世紀の大学像と今後の改革方策について （答申 。』 ）

伊藤秀子・大塚雄作(編) 1999『ガイドブック大学授業の改善』有斐閣選書。

、D. Light、 1974 “Introduction: The Structure of the Academic Profession”

、 Vol. 47、 pp. 2-28.Sociology of Education
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第１章 調査の目的と方法

有本 章・大膳 司

１．調査の目的

本研究は、21世紀ＣＯＥプログラム「21世紀型高等教育システム構築と質的保証 （拠」

点リーダー：有本章）の一環として実施した質問紙調査『大学における教育活動の改善に

関するアンケート調査』の第一次報告である。

本調査は、わが国の国公私立大学における教育改善活動の現状を明らかにし、大学教育

の活性化に向けての今後の課題や方策を検討することを目的として実施した。本調査を必

要とする背景には、種々の理由から大学教育改善の現状を調査によって実証的に把握する

作業の必要性がある点を指摘できる。それは主として、①社会変化（グローバル化、知識

社会化、市場化など）が急速に進む中で、大学の教育機能の見直しと改善が必要であるこ

と、②ＦＤ・ＳＤの制度化に関する国際比較の視点から大学教育の質的保証の問題を明ら

かにする必要があること、それと関連して、③わが国におけるＦＤの制度化の実態に関す

、 。る調査に基づいて大学教育改善の問題点と方策を明確にする必要があること などである

このような調査の目的や必要性を踏まえて、具体的な分析を進める場合には次のような

視点に留意することとした。

第１は、大学教育の改善に教員の意識や行動の側面から主要な役割を果たすと考えられ

る、ＦＤ（大学教授団の資質開発）の制度化の現状を分析する視点である。この概念は、

外国から輸入され、1990年代に大学へ制度化され始め、1991年と1998年の時点を画期とし

て、この10年間に一躍発展を遂げたことが分かる。その間、どのような形で定着し、どの

ような問題や課題が出現しているかを検討する必要がある。

第２は、ＦＤを中心とした大学教育改善の取組を縦軸と横軸の比較から分析する視点で

ある。縦軸は、前調査(1989年）と本調査（2003年）を比較して、時系列的にＦＤの制度

、 、 、 、 、化と大学教育改善の実績を検討するものであり 他方 横軸は システム間 セクター間

機関間等の比較分析を通して制度化の深化の実態を明らかにするものである。

第３には、システム内部に焦点づけて制度化の展開を分析する視点である。そこでは、

システム（国の政策・計画 、機関（学長及び執行部 、学部（学部長 、専門分野の各レ） ） ）

ベル間における制度化に関するトップダウンとボトムアップの角度からの相互作用を検討

すると同時に、セクター（国・公・私立 、専門分野（学部・学科・講座・専攻など 、大） ）

学類型（教育型、中間型、研究型など 、職階（教授、助教授、講師など）等の類型間の）
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比較検討を試みる。

２．調査の方法

１）調査の対象

2003年５月１日現在、全国の国・公・私立の４年制大学に在職中の教授、助教授、講師

を調査対象とした。

２）調査方法

広潤社編集部編『 全国大学職員録 国公立大学編 『 全国大学職員録 私立2002 2002』

大学編』を用いて、まず最初に対象とする大学を選定するために10分の１の大学を無作為

抽出し、続いて、その10分の１の大学に所属する教授、助教授、講師を３分の１無作為抽

出した。

表１-2-1 アンケート調査票配布数・回答数・回答率2003年５月末から

６月上旬までに

、調査票を郵送し

７月中旬を第一

次の締め切りと

した。回収率を

上げるため、６

月下旬と７月中

旬に督促状を送

り、８月上旬ま

でに回収を終え

た。

なお、設置者

別・職階別の調

査票配布数、回

答数、回答率は

の通り表１-2 - 1

である。

全体の回答率は 38.2％で、郵送法によるアンケート調査としては満足のいく数値とい

えよう。設置者別に回答率をみてもさほど差がなく、国公私立大学ともに協力的であった
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ことが伺われる。

３．回答者の属性

回答者の属性をアンケート調査票の最初で質問した。以下にその単純集計結果を

示し、最も近い時点で実施された学校教員統計調査の結果と比較しながら、回答者

に偏りはないか明らかにしたい。

１）性

表１-3- 1 性別構成男性が88.0％、女性が12.0％とほとんどが男性

からの回答だった。

平成13年度実施の学校教員統計調査における講師以

上の教員の性別構成をみると 男性が86.7％ 女性が13.、 、

3％となっており、ほぼ同じ比率であった。

２）年齢

表１-3-2 年齢別構成講師以上の教員において、80代以上の教員はおらず、

最も多いのは 50代で 34.2％ 続いて 40代 29.、 （ ）、 、 （

4％ 、60代（23.4％）であった。）

平成13年度実施の学校教員統計調査における講師

以上の教員の年齢別構成は、40代は29.5％、50代は3

4.2％、60代は20.1％となっており、ほぼ同じ比率で

あった。

３）設置形態

表１-3-3 年齢別構成国立は19.6％、公立は12.9％、私立は67.5％であ

った。

平成13年度実施の学校教員統計調査における講

師以上の設置形態別構成は、国立は27.7％、公立

は7.5％、私立は64.7％であった。回答者は、実際の

構成に比べて、国立大学教員が比較的少なく回答し、公立大学教員が多く回答していた。

私立大学教員は全国平均並みに回答していた。
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４）専門分野

表１-3-4 専門分野回答者の専門分野は、人文科学系が最も多

く（21.7％ 、続いて、社会科学系（21.1％ 、医歯） ）

（ ）、 （ ）、 。薬学系 19.9％ 工学系 13.1％ となっていた

５）現職名

表１-3-5 専門分野回答者の職階別の構成を見ると、配布数の比率で

いくと、ほぼ、教授57%、助教授29％、講師14％であ

るから、教授と助教授は配布比率に比べてわずかに高

い回答率を示しており、講師はわずかに低い回答率と

いえよう。

６）全学レベルの委員の経験

表１-3-6 全学レベル委員の経験全学レベルの各種委員の経験の有無につい

て質問した結果が である。表１-3-6

最も多くの経験されている委員が、入試

系委員で、続いて、自己評価系委員、教務

系委員、となっていた。

逆に、経験の少ない委員が、就職系委員

と教養教育系委員、であった。

７）所属大学への勤務年数

表１-3-7 所属大学への勤務年数所属大学への勤務年数の分布を示したのが

である。表１-3-7

どの年齢項目にもほぼ同じ比率の人数が分布

している。
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８）外国で授業を受けた経験の有無

表１-3-8 外国で授業を受けた経験の有無外国で授業を受けた経験の有無を質問した

結果が である。表１-3-8

経験のある教員は30.7％あった。大学の国際化が

叫ばれているにしては意外と外国での学習の経験が

少ないようである。

表１-3-1 外国で授業を受けた国さらに、留学経験者に留学先を質問した結果が

である。表１-3-8-1

米国が最も多く（58.1％ 、続いて、英国（14.8）

％ 、ドイツ（13.5％）となっていた。）

９）授業担当の有無

表１-3-9 授業担当の有無現在の担当授業の有無について

質問した結果が表１-3-9であ

る。

授業を担当していない教員

は 0.4％しかおらず、何らか

の授業を担当していた。

なお、教養教育のみ担当の

教員は6.0％と少ないようであ

る。大学教育の大綱化以降、教養教育主担当教員が減った結果がと思われる。

以上の結果から、全国の講師以上の大学教員の属性と比較して時の回答者の属性

の特徴は、２点である。１つは、性別や年齢別構成については全教員の構成状況と

ほぼ等しくなっていた。２つは、設置者別の構成を見ると、全教員の構成に比べて、

国立大学教員が比較的少なく回答しており、公立大学教員が多く回答していた。

４．本報告書の内容

本報告書は、６つの章とアンケート調査で自由記述を求めた回答内容等を示した添付資
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料から構成されている。

、 、 、 、序章では すでに 学長篇の序章において 本調査研究の背景や問題を論じてはいるが

、 「 」 、それを踏まえた上で 現在の ＦＤの制度化 に横たわる種々の問題を整理するとともに

ＦＤの制度化は現段階において、さまざまな葛藤の状態に直面していることを考察してい

る。

第１章は、調査の目的と方法について提示し、第２章では、学士課程教育（特に、学士

課程で担当している授業）に対する大学教員の意識や活動の実態を明らかにした。

第３章では、授業改善に対する認識、ＦＤ研修への参加とその効果を概括した後、今後

のＦＤのあり方を展望した。

第４章では、学士課程で担当した授業のうち、回答者の専門分野に近い講義形式の授業

ひとつを「担当授業科目」として想定してもらい、その科目の運営や評価に関して質問し

た結果をまとめている。

終章では、調査結果全体のまとめと今後の調査・研究課題を示した。
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第２章 学士課程教育に対する大学教員の意識と活動状況

大膳 司

、 、1990年代以降､18歳人口の減少に伴って 加速度的に大学教育の大衆化が進むと同時に

社会・経済のグローバル化に伴って、国際的競争力をもった人材が養成できる大学教育を

維持・発展できるよう強い期待が高まっている。そのために、国レベルでは各種の大学評

価の仕組み作り、機関レベルでは教育改善活動や自己点検・評価活動、教職員個人レベル

では各種のＦＤ／ＳＤ活動が期待され、実施されてきている。

本報告書は、教員個人レベルでの資質開発活動(ＦＤ活動)の意識や実態を明らかにする

ことを目的として実施されたアンケート調査の第一次報告書である。特に、本章では、学

士課程教育（特に、学士課程で担当している授業）に対する大学教員の意識や活動の実態

を明らかにし、大学教育の質を保証にするための施策作りの基礎的知見をえたい。

１ 「担当授業」の教育目的．

まず最初に 「担当授業」をどのような教育目的のもとに行っているのかを探るため、、

教育の目的を の通り２つの分類軸で構成された枠組に従って４種類設定した。図２-1

図２-1 「教育目的」の分類枠組み

、 、 （ ）図２-1の縦軸は 教育目的を 専門性・特殊性 専門的な内容や特殊な内容を重視する
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か一般性(一般的な内容を重視する）かによって分類する軸で、横軸は、学問的視点（学

問から要請された内容を重視する）か社会的視点（大学外の社会から要請された内容を重

視する）かによって分類する軸である。この２つの軸をクロスすることによって、理念と

しての教育目的を４種類に分類した。

左下の第Ⅲ象限は、一般性と社会的視点を重視する教育目的を指し 「①一般社会人と、

して必要な知識・資質を身につけさせる」と表現した。第Ⅳ象限は、一般性と学問的視点

を重視する教育目的を指し 「②幅広い学問的興味・関心・知識を身につけさせる」と表、

現した。以下同様に、第Ⅱ象限を 「③専門的職業人として必要な知識・資質を身につけ、

させる 、第Ⅰ象限を 「④学問の専門家（例．研究者）として必要な知識・資質を身につ」 、

けさせる」と表現した。

この４つの理念としての教育目的を用いて、各大学の学士課程の教育目的が、これら４

つの教育目的とどの程度関連しているかを以下の通り質問した。

あなたが、昨年度の「担当授業」を行った際の教育目的は、以下の①～④の各事項とどの程度関連しています【問１】

か。次の各事項の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。

ある程度 どちらとも あまり

関連がある 関連がある 言えない 関連がない 関連がない

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①一般社会人として必要な知識・ １ ２ ３ ４ ５

資質を身につけさせる

②幅広い学問的興味・関心・知識 １ ２ ３ ４ ５

を身につけさせる

③専門的職業人として必要な知識 １ ２ ３ ４ ５

・資質を身につけさせる

④学問の専門家（例．研究者） １ ２ ３ ４ ５

として必要な知識・資質を

身につけさせる

単純集計結果が、 である。表２-1-1

「③専門的職業人として必要な知識・資質を身につけさせる」のみ「関連がある」を選

択した教員が６割を超えていた（62.4％ 。続いて多いのは 「②幅広い学問的興味・関心） 、

・知識を身につけさせる （46.8％）であった。」

「①一般社会人として必要な知識・資質を身につけさせる」や「④学問の専門家（例．

研究者）として必要な知識・資質を身につけさせる」を「関連がある」と選択した教員は

それぞれ35.8％と32.0％とけっして多くなかった。
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と「②幅広い学問的興味・関心・知識を身につけさせる」は教養教育のみを担当している

教員が 「③専門的職業人として必要な知識・資質を身につけさせる」は修士・博士課程、

まで担当している教員が 「④学問の専門家（例．研究者）として必要な知識・資質を身、

につけさせる」は博士課程まで担当している教員が「関連がある」と回答していた。

専門分野別にみると 「①一般社会人として必要な知識・資質を身につけさせる」には、

社会科学系教員が自分の担当授業の目的として強く関係づけており 「②幅広い学問的興、

味・関心・知識を身につけさせる」には人文科学系教員が自分の担当授業の目的として強

く関係づけており 「③専門的職業人として必要な知識・資質を身につけさせる」には工、

学系、医歯薬学系、教員養成系教員が自分の担当授業の目的として強く関係づけており、

「④学問の専門家（例．研究者）として必要な知識・資質を身につけさせる」には農学系

と医歯薬学系の教員が自分の担当授業の目的として強く関係づけていた。

年代と危険率１％において有意な関連性のある教育目的は 「①一般社会人として必要、

な知識・資質を身につけさせる」のみである。60代以上の教員が最も多く関連があると回

答しており、逆に40代の教員が最も少なく関連があると回答していた。

このように、教員の属性によって、担当授業の教育目的に対する認識が異なっている。

２ 「担当授業」の達成レベル（質）を高めるための方途．

続いて、日本の教員は「担当授業」の達成レベル（質）を高めるための方途として何が

重要であると認識しているか、を確認するために、25項目の施策を示して、どの程度重要

であると思うか質問した。項目の詳細は、資料１のアンケート調査票【問２】を参照して

もらいたい。

その分析結果が次頁の である。同表には 「担当授業」の達成レベルを高めるた表２-2 、

めに最も重要であると思われている項目を明らかにするために 「重要である」を１ 「あ、 、

る程度重要である」を２ 「どちらとも言えない」を３ 「あまり重要でない」を４ 「重、 、 、

要でない」を５、として各事項の平均値を計算し、平均値の低い順（重要性の高い順）に

項目を並べたものである。

教員が重要であるとした項目の上位６位は全て教員自身の努力項目であった（ ②担当「

（ ） 」「 」授業の目的・目標を踏まえた授業内容 ｶﾘｷｭﾗﾑ とする ⑫教員が授業内容を工夫する

「⑪教員が授業の準備を周到に行う 「⑥教員が学生の質問や意見に関心を持つ 「⑩教員」 」

が豊富な知識を持っている 「⑬教員が効果的な講義方法を工夫する （例．ポートフォ」

リオ等 。）」）

逆に、教員が比較的に重要でないとした項目の上位７位までは大学や学生の努力項目で
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＜学生に関する事項＞
【学生の知識、関心レベルの把握 【学生の反応、理解度に気をつける 【学生との対話】】 】

【学生の授業評価の観点を小分けにする 【学生の授業評価を行う 【学生のレベルに合った講義】】 】

【学生に参加させる 【学生が基礎を理解しておく 【学生による発表】】 】

【学生の講義と、その評価に対する学生自身あるいは社会的な考え方の改善が必要】

【教官が学生の教育に関心を持つこと 【学生の学習意欲を引き出すための工夫・労力が重要】】

【学生に課題をだす 【学生による授業評価の結果を学生の責任で公表する】】

【学術研究の成果を学生に紹介する 【学生の学習への主体的な取り組みを促す】】

【学生が自ら気づくように待つこと 【小テスト等で、学生自身が達成度を確認できるようにする】】

【学生が先輩と密なコミュニケーションを持つ 【客観的な（学生の）達成度評価】】

【学生の感想に耳を傾ける 【リアルタイム授業評価 【学生の質 【学生のやる気】】 】 】

【資格試験の実態を学生に説明し、学習意欲を高める 【学生の考える習慣と読書】】

【やる気のない学生の排除 【学生との連絡を緊密にする 【学生がやらざるを得ない状況を作る】】 】

【学生の思い込みに気づかせる 【学生の意見の反映 【学生同士が意見交換のできる環境】】 】

【学生がノートできる程度の速度で講義をすすめる 【学生の人格尊重 【学生の自己開示】】 】

【学生にも話す機会を与える 【学生が積極的に学園生活を送れるようになって欲しい】】

【学生の理解し、実践できる態度の育成 【受講者の意識の変化 【ＴＡ、ＲＡ】】 】

【化学反応、物質、変化などを示すことにより学生の注意力や興味を持たせる】

【信頼関係 【目的をもたせる 【授業に興味を持たせる 【モチベーションを高める】】 】 】

＜カリキュラムに関する事項＞
【カリキュラム体系が明確である 【必修科目であること 【新しい情報を選んでおく】】 】

【アップトゥデートした講義内容に変更する】

【時事的トピックスを扱う】

＜教育方法に関する事項＞
【Power Pointを用いた授業 【毎時間に「質問書」を提出させている 【webの活用】】 】

【グループ学習の導入 【授業技術 【豊富な社会教材の蓄積 【練習問題を使用する】】 】 】

【体験から考えるように教育する 【板書の工夫 【習熟度に応じた講義 【具体的な事例教材】】 】 】

【ｅラーニングを使用した事前学習の実施 【充分な回数の確保 【双方向を目指す】】 】

【専門か教養かにより指導のやり方が大きく異なる 【講義終了後に質問時間をもうける】】

【授業対象となるもの（材料 ・成型品）を見せさわってもらう 【平易に説明する】】

【演習・実習を取り入れる 【多くを教えない 【資料を配布する 【サブ教科書を使用している】】 】 】

【あきさせない工夫 【客観的な評価システム 【議論させ、その後解説する】】 】

【その場で理解できる授業 【職場体験 【メールで質問を受け付ける 【質問の回答を示す】】 】 】

【基礎知識の充実を図る 【厳格な出欠管理 【当然と思われる定理や知識を解説する】】 】

【対象に即した授業 【合宿 【体験活動 【分かり易い講義 【実権を行う 【考えさせる工夫】】 】 】 】 】

【企業等の見学】

＜教育・学習環境に関する事項＞
【受講者数を減らす 【視聴覚施設 【教室のサイズの適応化】】 】

【エアコンの設置】

＜その他＞
【成果を焦らない、求めない 【国内外の作例の資料の充実を図る 【国際的な交流を計る】】 】
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【教育現場の実態と課題を知る 【目的また問題意識を持たせ、それに沿うように授業を行う】】

【鳥瞰の視点を各回の講義で示す 【教室と研究室が近接している】】

【現在の研究分野に卓越し、幅広い研究分野にも目を向けて研究すべき】

【使用教室の準備、授業後の処理等が出来るよう、休み時間の長さを十分に確保する】

【時間 【学部に合わせてテキストを選ぶ 【資料作成 【他の科目等との関連を明確に伝える】】 】 】

【厳しく授業態度を指導すべきである 【参考図書・文献の豊かな常備】】

【始、終業時の挨拶 【授業内容と目的を説明する】】

【マンガを板書きして「イメージ」として理解させる 【受講生が多いこと】】

【専門家の経験を話させる 【関連する科目との内容調整 【講義以外の学習】】 】

【バーチャルリアリティの活用 【授業内容に関連する職業分野との効果的な連携を図る】】

【小・中学校の段階からしっかりと教えてもらいたい 【理解と修練に充分な時間数の確保】】

【学外での実践体験が必要】

【到達目標に近づける 【中・高との関連の重視 【インパクトを与える 【私語を必ず中止させる】】 】 】

【１コマの時間を短くし、回数を増やす 【教育と研究を常に考えていくこと】】

【毎月後に自己の授業内容を反省し改善する 【社会での仕事との関連性、成功 ・失敗の具体例】】

【視聴覚機器の活用の仕方に注意している 【机の配置を変える】】

【実験を見せる 【 最低」学部の教育目的をふまえて授業すべき】】「

【新しい知見を授業で講す 【キャチボール（意見交換）のできる時間と内容】】

【到達目標（SBO）を配布する 【専門科目でどのように展開・発展させるかを把握する】】

【マイクを座席に設置する 【全国で使用可能な教育素材コンテンツの構築】】

【国試の基準、レベルなどを分析する 【目的達成のための必要性から動機づける】】

【日常の言語による表現活動に関心を持つこと 【他授業の担当者間で連絡を図る】】

【教材作成の支援 【カレントなトピックを教材に用いる】】

【フィールドワーク、レポートの重視 【コミュニケーションペーパーの導入 【課外授業】】 】

【全学の共通認識 【幅広い年齢層を対象とする 【礼儀を教える 【情報メディアの研究会】】 】 】

【目標提示と達成感を持たせる 【演習の結果によって出欠判定を行う 【担当授業の制限】】 】

３．授業担当コマ数

１学期にどの程度の授業を担当しているのかを以下の通り質問した。

【問１５】あなたが想定した「担当授業科目」と同じの開講学期（ｾﾒｽﾀｰ）において、下に示した各教育段

。（ ） 。（ 、 、 、階の授業をそれぞれ何コマ担当されましたか 内に数 値でご記入下さい 講義 実習 実験

演習等を含みます。１コマを90～100分としてお考え下さい。複数の教員で担当された場合も１コマと計

算してください ）。

１．学士課程の共通・教養教育（専門基礎は除く）→（ ）コマ

２．学士課程の専門教育（専門基礎を含む） →（ ）コマ

３．大学院修士課程→（ ）コマ ４．大学院博士課程→（ ）コマ
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全体では受講者数の平均は108.8人で、属性別に見ると、私立の134.6人で、国立の73.5

人や公立の56.1人に比べて多くなっている。専門分野別に見ると、平均受講者数最大の社

会科学系170.5人から、最少の人文科学系73.9人まで範囲があった。

５．教員に期待された諸活動は、昇進審査に際して 重視されているか現実に

あなたの所属学部では、教員の昇進審査に際して、教員に期待されている諸活動は、現

実にどの程度重視されているか確認するため、以下の通り質問した。

あなたの所属学部では、教員の昇進審査に際して、以下に示した各活動は、現実にどの程度【問２８】

重視されていますか。次の各事項内の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。

ある程度 どちらとも あまり

重視されている 重視されている 言えない 重視されていない 重視されていない

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①研究活動 １ 2 3 4 5

②教育活動 1 2 3 4 5

③学内の管理・運営活動 1 2 3 4 5

④社会サービス活動 1 2 3 4 5

⑤その他（ ） 1 2 3 4 5

分析結果を に示した。表２-5

表中に 「重視されている」を１ 「ある程度重視されている」を２ 「どちらとも言え、 、 、

ない」を３ 「あまり重視されていない」を４ 「重視されていない」を５、として計算し、 、

た平均値を示した。平均値が小さいほど重視されているということである。

この度の調査(2003年調査)において、研究活動が教員の昇進審査に際して重視されてお

り、続いて教育活動となっている。この傾向は､1989年当時の調査においても同様の結果

となっている。

日本では、教員の昇進審査においては、一貫して、研究活動が重視されているというこ

とであろう。
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６．教員に期待された諸活動に対してどの程度重きをおいて 活動しているか実際に

教員に期待されている諸活動を、教員自身はどの程度重きをおいて 活動している実際に

かを確認するため、以下の通り質問した。

現在、以下に示した各活動に対して、あなたは実際に各々どの程度の重きをおいて活動されていますか。【問２９】

次の各事項内の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。さらに、各活動の右端の（ ）内には、授業

期間中の平均的な一週間(月曜日～金曜日)で、実際にどの程度の時間を各活動に使っておられますか、( )内に時間数

をご記入下さい。

ある程度 どちらとも あまり

重視している 重視している 言えない 重視していない 重視していない

↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①研究活動 １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

②教育活動 １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

③学内の管理・運営活動 １ ３ ４ ５ （ ）時間２

④社会サービス活動 １ ３ ４ ５ （ ）時間２

⑤その他（ ） １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

分析結果を に示した。表２-6

、「 」 、「 」 、「 」表中に 重視している を１ ある程度重視している を２ どちらとも言えない

を３ 「あまり重視していない」を４ 「重視していない」を５、として計算した平均値を、 、

示した。平均値が小さいほど重視しているということである。

この度の調査(2003年調査)において、教員は教育活動を重視して活動しているいること

がわかる。続いて、研究活動を重視している。この傾向は､1989年当時の調査とは逆にな

っている。

1991年の大学教育の大綱化に象徴されるこの数年間の教育改革に関わる施策の影響によ

ってか、教育活動に対する教員の意識は急激に高まっている。

これらの調査結果は、期待と現実との間に矛盾を示している。教員自身は教育活動を重

、 、 。視して活動を行ってはいるものの 昇進の際には 教育活動があまり重視されてはいない

このことが、教員自身が教育改善に熱心になれない理由であると思われる（表２-10 。教）

育活動を評価し、それに見合った処遇を進めていくことが必要ではないか 。(2)
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である」や「ある程度熱心である」の回答者比率は大幅に増加している。この14年間に教

育の改善に熱心だと自己認識している教員は大幅に増えた。

「 」 、担当授業 の達成レベルを高めるために重要であると教員が強く認識している方途は

「担当授業の目的・目標を踏まえた授業内容（ｶﾘｷｭﾗﾑ）とする 「教員が授業内容を工夫」

する 「教員が授業の準備を周到に行う 「教員が学生の質問や意見に関心を持つ 「教員」 」 」

が豊富な知識を持っている 「教員が効果的な講義方法を工夫する（例．ポートフォリオ」

等 」など教員自身の改善努力によって達成可能なものであった。）

これらの結果から察することは、教員個人レベルでは、教育活動を改善していくことに

。 、 、対する意識が高まっている 今後は これらの意識を教育活動として実体化させるために

国・機関レベルでの具体的な施策の展開が期待されているのではないだろうかと思われ

る。それでは、どのような施策が求められているのか、それらを探るための基礎データは

次章以下の報告をご参照頂きたい。

＜注＞

（１）市川昭午『未来形の大学』玉川大学出版部、2001年、38～46頁。

（２）大学の教育評価活動の実態については、本報告書の姉妹編である有本章編『ＦＤ

の制度化に関する研究（１ 』広島大学高等教育研究開発センター、2004年、を参照）

下さい。
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２．授業改善のための取り組み

授業改善の必要性の高い認識は、授業改善に向けた取り組みにも反映されているのだろ

うか。各種の研修会への参加状況をみてみよう 。（図３-２）

あなたは、この５年の間に、講義の内容・方法や学生の指導法に関するセミナーや研修会（ＦＤ【問６】
活動）に参加された経験がありますか。次の選択肢から当てはまるものを全て選択して下さい。

１．全学レベルのセミナー・研修会に参加したことがある

２．学部レベルのセミナー・研修会に参加したことがある

３．学外のセミナー・研修会に参加したことがある

４．学会等で討議したことがある

５．研修ではないが上司から個人的に指導を受けたことがある

６．同僚間で討議したことがある

７．その他（ ）

８．まったくない

まず、そうした経験がまったくないと回答した者は17％であり、８割以上が何らかの研

。 、「 」修会に参加している どのような経験が多いかというと 同僚間で討議したことがある

が最も多い これに続くのが 全学レベルのセミナー・研修会に参加したことがある 学。 「 」、「

部レベルのセミナー・研修会に参加したことがある」である。

例えばアメリカやイギリスの大学の中には、上司が指導・助言等を行うメンター制度が

、「 」存在している場合もあるが 研修ではないが上司から個人的に指導を受けたことがある

。 、 （ ） （ ） 、 。は4％に過ぎない ただし 20･30代 12％ や講師 9% では 多少この割合が上昇する

、「 」 （ ）、また 全学レベルのセミナー・研修会に参加したことがある は20･30代の教員で 36％

「学会等で討議したことがある」は60代以上の教員（23％）で経験が多く、年齢別の役割

分担も垣間見られる。

教員によっては、全学レベルでも対応が可能な一般的なスキルの研修が役に立つ場合も

あれば、その専門分野に特有のスキルの研修が役に立つ場合もあろう。類似の科目内容の

中で、経験者が経験の浅い者の指導・助言を行う、インビジブルなＦＤがもっと展開され

てもよいのかも知れない。もちろんそのためには、ベテラン教員ほど教授能力にも長けて

いるという前提条件が必要である。
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３．ＦＤの効果

では、ＦＤの研修会への参加は担当授業の改善、即ち実践レベルで役に立っているのだ

ろうか（ 問７ 「改善された （7％）と「ある程度改善された （41％）を加えると、【 】）。 」 」

５割近くが何らかの効果があったと回答しており、一定の成果はあげているようである。

しかし異なる見方もまた可能である。最も多かった回答は 「どちらともいえない （47、 」

％）である。これにはいくつかの解釈があり得る。１つは、各種のＦＤ活動への参加は、

効果がすぐに現れるものではなく、長期的にみる必要があるというものである。もう１つ

は、ＦＤにも段階論があるとすれば、現在は第１段階、つまり不断の授業改善が必要だと

いう意識レベルの改革を目的とする内容が多く、実践的なスキルの改善等を含むＦＤ活動

は今後の展開になるというものである。

再びアメリカの例をひけば、アメリカの大学では教育に対する教員の「構え」が日本と

は基本的に異なっているようにみえる。それは、先に見た「大学教員は授業を改善する必

」 、 、要を常に認識している という一般的なレベルではなく 教育に熱心であらねばならない

またそれを実践に結びつける構造が制度として埋め込まれていることに起因している。中

等教育までの水準がわが国と比べて低い点、テニュアの審査の過程に、学生による授業評

価の結果が反映されており、受講者の多くが理解できかつ面白いと思う授業が要求されて

いる点、GSI（Graduate Student Instructor 、つまり大学院生時代のTAの経験が、教育）

実践能力を培う貴重な機会となっている点、などがその一端である。

意識改革が済んだら今度は実践レベルの改善といえば、ＦＤがリニアに発展するかのよ

うな錯覚を受ける。しかしそれを裏付ける制度的な背景がなければ、なかなか実践レベル

での改革は進まないような気もする。後述するように、優れた授業や教育改善の試みに対

しては、何らかのかたちで報われるのがよいと、日本でも多くの教員が考えている。教員

、 。の評価制度との関連からも ＦＤの効果を議論する時期が到来しているのではなかろうか

なお、ＦＤを通した具体的な改善の内容（ 問８ ）を参考までに挙げておく（詳細につ【 】

いては、巻末の をご参照いただきたい 。資料４ 。）

＜教育目標＞に関連した改善内容
【学部の教育目的をふまえた内容に改善 【授業の意義を明示する 【教育の目標、目的が明確になっ】 】

た 【目標を立て、方略を決めて授業を進める 【目標到達に必要なレベルにまで教える 【各回の講義の】 】 】

目標を明確にする 【授業の重要性を自覚した 【独善的態度があらたまった 【授業を相対化して見るこ】 】 】

とができる】

＜学生＞に関連した改善内容
【学生のニーズの把握 【学生に関する情報の共有 【教員と学生の距離が縮まった 【学生の出席率の】 】 】
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増加 【学生の学習・理解度に応じた進行を心がけるようになった 【学生との意見交換 【学生気質の変】 】 】

化に応じた授業 【学生の授業態度 【学生の自主性が養われた 【学生のレジュメの質の向上 【相談対】 】 】 】

応の向上 【学生の興味のある内容、最新のデーター等を追加した 【学生との相互作用 【学生が興味を】 】 】

】【 】【 】【 】【 】示してきた 学生の興味の把握 学生の意欲が向上した 学習動機づけ 学生との対話を重視する

【学生の参加の促し方 【学生の授業評価を授業改善のために検討した 【学生に興味を持つようになっ】 】

た 【学生との信頼関係が向上した 【学生の参加意欲が高まった 【学生が実力を身につけること 【学】 】 】 】

生の視点に立って評価する】

＜シラバス＞に関連した改善内容
【シラバスの見直し 【シラバスの活用 【シラバスに忠実に授業する】】 】

＜話し方＞に関連した改善内容
【声を明瞭に聞き取れるようにした 【話し方のスピード、板書の仕方等について、改善するよう努力】

している 【分かりやすい授業になるように工夫する 【演習を取り入れる 【学生の要望を聞く 【学生】 】 】 】

のレベルの把握 【学生に刺激を与える授業 【学生の立場を考える 【学生の理解度のチェック 【学生】 】 】 】

の理解度の向上 【学生の理解度を意識した授業 【質問票の活用 【学生の反応を確かめる 【授業内容】 】 】 】

の学生への提示の仕方を工夫する 【学生とのディベート 【双方向授業とする 【学生に主体を置くよう】 】 】

になっている】

＜カリキュラム・教育内容＞に関連した改善内容
【体験学習的内容の増加 【資料を精選する 【教材開発 【教材の工夫 【内容の改善 【プリントの配】 】 】 】 】

布 【カリキュラム・授業テーマの明確化 【枝葉末節にこだわらない 【ビデオや教材を用いるタイミン】 】 】

グ 【資料の工夫】】

＜教育方法＞に関連した改善内容
【小テストの実施 【ポイントをしぼる 【授業方法の工夫 【活動を内省する方法を工夫する 【知識の】 】 】 】

確認 【板書、話す内容を改善 【板書の仕方】】 】

＜視聴覚機器＞に関連した改善内容
【視聴覚機器をさらに増加した 【パソコンの活用 【webの活用 【OHP・パソコンの活用】】 】 】

【ハードウェア・ネットワーク環境の整備 【パソコンによる実習指導 【パワーポイントの】 】

活用】

＜評価＞に関連した改善内容
【相互評価を行う 【評価がきめ細かくなった 【成績評価（ＧＰＡ 【試験を複数回実施する 【授業】 】 ）】 】

評価が上がった 【授業評価をとり入れた 【学生の授業成果の評価法の改善 【評価方法や到達点を設定】 】 】

してから授業の進行や内容を決定する 【学生による授業評価、学習評価の多様化 【自己点検】】 】

＜その他＞
【出席のとり方 【他の授業との関連 【他の教員を参考にする 【授業のスピード 【グループ学習を】 】 】 】

取り入れる 【教育手法について学んだ 【自信が持てた 【授業準備 【授業方法 【落ち着いて授業を行】 】 】 】 】

う 【内容量を減らす 【ＴＡの活用 【内容に幅が出た 【教員間の授業交換 【後続授業への準備 【授】 】 】 】 】 】

業の工夫 【学習環境の維持 【マナーの奨励 【座席指定方式 【専門分野の現状と展望の理解 【進展し】 】 】 】 】

】【 】【 】【 】【 】ている知識や技術の理解 例題の改善 現場や実験を見せる 討論を取り入れる 授業への集中度

【資料の提示の仕方 【学生の理解力を重視 【e-learningの導入 【めりはりをつける 【問題解決型の】 】 】 】

授業 【感想を書かせる 【質問しやすい雰囲気づくり 【感覚的に教授させる必要性を感じた 【改善さ】 】 】 】
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。 、 、態が採用されることになるだろう しかし 若年層では任期制等が導入される傾向もあり

教育活動をめぐっても、今後は年齢層や雇用形態によって処遇を変えていく必要性が出て

くるかもしれない。

結論と課題

教育改善の必要性の認識や、そのためのＦＤの必要性、そして実際に各種の研修会への

参加状況は着実に進んでいるようである。それは、89年調査との比較をみても明らかであ

る。この結果をもって、わが国の大学教育の改善は進展していると解釈することが可能か

。 、 、もしれない しかし 今後も今までの取り組みをそのまま延長していけばよいかといえば

必ずしもそうとはいえない側面もある。89年調査との単純な比較には、ある種の落とし穴

が潜んでいる。

現在のＦＤの進捗状況がどの段階にあるかは議論の分かれるところだろうが、ＦＤがま

だ揺籃期にある時の意見と （仮にだが）成人式を迎えた時の意見とでは、意見の背景と、

なる文脈が異なる。特にＦＤの評価に対する解釈には慎重であらねばならないだろう。こ

れはあくまで個人的な意見に過ぎないが、例えば全学の研修会といった初期のＦＤの形態

はその役割を終えようとしていると思う。ＦＤの効果に対して積極的な評価をしない層も

出てきている。89年時点であれば、それはＦＤを理解していないと一蹴することができた

かもしれないが、現在の彼ら・彼女らの多くは既にＦＤの経験者である。

また、欧米の状況をみていると、大学教育の改善、とりわけ大学教員の教育改善への取

り組みは、中等教育の水準と密接に連動しているようにみえる。十分な基礎的学習ができ

ていない大学生が増えてくると、それに見合ったカリキュラムを組み、それに見合った教

え方が必要になる。日本も急速に中等教育の水準が低下する方向にあるが、その時になっ

て大学教育は本腰を入れて代わり始めるのかもしれない。中等教育のピンチは皮肉なこと

に高等教育が変革するチャンスでもある。その意味では、今後は大学のタイプも踏まえな

がら、教育改善の事例分析も地道に行っていく必要がある。

また、外部評価の導入や教員評価のあり方といった制度的な側面も、その善し悪しとい

う判断は別としても、欧米では大学教育を改善に導く駆動力になっているようにみえる。

今回の調査では、教育改善をしなければいけないという背景に、こうした外的な状況の変

化が挙げられることはなかったが、特に若年教員の間で、教育活動を報償に結びつけるべ

きだという意見が出てきている点は注目される。例えば任期制の導入が、研究の側面だけ

、 。でなく教育改善とどのように結びつくかといった視点も 今後は重要になってくるだろう

最後に、教育の改善を何でもって測定するかという問題を提起しておきたい。当然のこ
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とながら、ＦＤは教育の質を向上させ、よりよい教育のアウトプットを得るために行うも

のである。ＦＤを行うこと自体が自己目的化してはならない。そのためには、システムレ

ベルあるいは各大学のレベルで、良い教育の質とは何なのか、それに伴う望ましいアウト

プットとは何なのかを議論し、合わせてその測定方法を議論し、実証的に明らかにしてい

かねばならない。ＦＤは黒衣であって、主役ではない。ＦＤが教育改善のサイクルにどう

、 。位置づいているのか ＦＤの研究をしながら常にＦＤを相対化する姿勢が求められている
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全体として上位にきたのは、授業の目的・目標の明確化に関する項目や、教員の授業に

対する取り組みに関する項目であった。それに対して、施設・設備に関する項目や、授業

サポートの手法に関する項目などは概して下位にくる結果となった。この結果をみると、

授業の目的・目標はほとんどの教員が意識しており、授業に対する十分な準備や内容の工

夫もほとんどの教員が行っていると自己認識していることが分かる。しかし、それに比べ

て、施設・設備、少人数教育、オフィスアワー、ＴＡ、成績評価、学生の学習支援など、

授業や学生の学習をサポートするべき多様なインフラストラクチャーに対しては十分に提

供、あるいは活用されているとはいえない現状が窺われる。

以下では、属性別にみた場合に特徴的な点を挙げておく（ 。表４-4-2）

まず、大学の設置形態別にみると 「教員が学生の授業参加を促す」で、公立、私立、、

国立の順に肯定的回答が下がるという傾向がみられた。また 「教育施設・設備が充実し、

ている」では国立大学で否定的回答が多かった。

また、職階別にみると 「教員が学生の成長発達に関心を持つ」で職階が上がるに従っ、

て肯定的回答が多くみられるようになる。また 「教員が優れた研究力を持っている」に、

ついては職階が上がるにつれて肯定的回答が多くなるという傾向が明確にみられた。

さらに、留学経験の有無によって回答の傾向に格差がみられる項目が多くあった 「教。

員が効果的な講義方法を工夫する 「教員が学生の成長発達に関心を持つ 「教員が優れ」、 」、

た研究力を持っている 「教員が学生をほめるよう努力する 「授業でオフィスアワーを」、 」、

設ける 「国際的に標準とされるテキストを使って授業をする 「英語を使って授業をす」 」、

る」といった項目で、留学経験のある者ほど肯定的回答が多いという傾向がみられた。ア

メリカなど諸外国の大学教育のあり方が日本のそれと異なっているということはしばしば

指摘されることだが、そのような教育を経験していることが教える立場になった場合の考

え方にも影響を及ぼしているものと考えられる。

続いて、専門分野別にみたときに格差があらわれたのは次のような項目である。

「「 」 」 、 、 、 、学部・学科 の教育目的をふまえて授業を行う では 工学系 農学系 医歯薬系

、 、 、教員養成系では否定的回答がほとんど見られなかったのに対し 人文科学系 社会科学系

理学系では若干否定的な回答がみられた 「教員が優れた研究力を持っている」では、工。

学系、医歯薬系、教員養成系で否定的回答がやや多くみられた 「教員が学生による授業。

評価結果を参考にして授業改善に努める」では、大きな格差がみられ、工学系では肯定的

回答が多かったのに対し、人文科学系、農学系では否定的回答が多かった 「教員が学生。

の授業参加を促す」では、教員養成系、人文科学系で高かったのに対し、農学系、医歯薬

系では低かった 「視聴覚機器を有効に活用する」では、医歯薬系、教員養成系、農学系。

で肯定的回答が多かったのに対し、社会科学系、理学系では少なかった 「少人数で教育。

を行う」では、人文科学系、教員養成系、工学系で高かったのに対し、農学系、社会科学

。「 」 、 、系では低かった 授業でオフィスアワーを設ける については社会科学系 教員養成系
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専 門 分 野 * * * 年 代 （変 ） n . s .

人 文 科 学 系 社 会 科 学 系 理 学 系 工 学 系 農 学 系 医 師 薬 学 系 教 員 養 成 系 20・30代 4 0 代 5 0 代 6 0 代 以 上

当てはまる 26.3% 12.7% 14.9% 20.1% 4.3% 13.6% 19.6% 12.9% 16.9% 20.2% 19.9%

あ る 程 度 当 て は ま る 28.1% 26.9% 32.1% 30.1% 31.9% 34.2% 32.6% 27.3% 26.5% 33.2% 33.7%
どちらともいえない 22.1% 21.3% 24.6% 15.1% 25.5% 23.9% 32.6% 20.9% 21.8% 20.5% 20.9%

あまり当てはまらない 7.8% 14.2% 11.9% 15.1% 12.8% 12.5% 13.0% 18.0% 13.0% 11.0% 10.8%

当てはまらない 15.7% 24.9% 16.4% 19.6% 25.5% 15.8% 2.2% 20.9% 21.8% 15.1% 14.8%

合 計 2 1 7 1 9 7 1 3 4 2 1 9 4 7 1 8 4 4 6 1 3 9 3 6 2 4 1 0 2 9 7

⑲授業でオフィスアワーを設ける
設 置 者 n . s . 職 階 n . s . 授 業 担 当 n . s .

国 立 公 立 私立 教 授 助 教 授 講 師 教 養 教 育 の み 専 門 教 育 を 含 む 修 士 課 程 ま で 博 士 課 程 ま で

当てはまる 11.9% 18.1% 10.1% 9.8% 12.6% 14.5% 10.0% 10.8% 10.1% 13.3%

あ る 程 度 当 て は ま る 24.3% 16.9% 26.7% 27.3% 25.1% 13.7% 27.1% 22.4% 26.2% 27.2%

どちらともいえない 35.4% 32.5% 30.8% 31.6% 33.0% 35.1% 27.1% 33.4% 32.4% 32.3%

あまり当てはまらない 12.9% 8.4% 14.2% 13.6% 13.1% 13.0% 15.7% 14.2% 14.7% 10.3%

当てはまらない 15.4% 24.1% 18.3% 17.6% 16.2% 23.7% 20.0% 19.2% 16.6% 16.9%

合 計 3 9 5 8 3 7 0 5 6 9 2 3 5 8 1 3 1 7 0 4 1 6 3 6 7 3 3 1

専 門 分 野 ** 年 代 （変 ） *

人 文 科 学 系 社 会 科 学 系 理 学 系 工 学 系 農 学 系 医 師 薬 学 系 教 員 養 成 系 20・30代 4 0 代 5 0 代 6 0 代 以 上

当てはまる 15.0% 13.7% 11.3% 10.4% 8.9% 5.6% 4.4% 18.8% 8.8% 11.0% 10.7%

あ る 程 度 当 て は ま る 21.5% 29.9% 24.1% 28.8% 15.6% 18.1% 35.6% 24.6% 21.2% 27.8% 26.1%

どちらともいえない 27.1% 27.9% 25.6% 34.0% 48.9% 37.9% 37.8% 27.5% 35.1% 29.8% 35.4%

あまり当てはまらない 14.5% 11.7% 16.5% 13.7% 6.7% 18.6% 13.3% 10.9% 13.3% 13.5% 14.4%

当てはまらない 22.0% 16.8% 22.6% 13.2% 20.0% 19.8% 8.9% 18.1% 21.5% 17.8% 13.4%

合 計 2 1 4 1 9 7 1 3 3 2 1 2 4 5 1 7 7 4 5 1 3 8 3 5 3 3 9 9 2 9 1

⑳ティーチング・アシスタント（ＴＡ）を活用する
設 置 者 n . s . 職 階 n . s . 授 業 担 当 **

国 立 公 立 私立 教 授 助 教 授 講 師 教 養 教 育 の み 専 門 教 育 を 含 む 修 士 課 程 ま で 博 士 課 程 ま で

当てはまる 9.3% 7.0% 6.4% 7.9% 6.3% 7.6% 8.3% 4.4% 7.8% 10.4%

あ る 程 度 当 て は ま る 21.6% 17.4% 17.7% 19.4% 19.1% 16.7% 8.3% 17.8% 17.2% 24.6%

どちらともいえない 23.3% 19.8% 23.4% 22.8% 22.6% 25.0% 25.0% 24.1% 22.3% 22.2%

あまり当てはまらない 16.0% 12.8% 13.3% 13.6% 15.8% 12.1% 15.3% 15.0% 14.2% 12.7%

当てはまらない 29.8% 43.0% 39.3% 36.4% 36.2% 38.6% 43.1% 38.6% 38.4% 30.2%

合 計 3 9 9 8 6 7 2 3 7 0 7 3 6 7 1 3 2 7 2 4 2 7 3 7 2 3 3 8

専 門 分 野 * * * 年 代 （変 ） n . s .

人 文 科 学 系 社 会 科 学 系 理 学 系 工 学 系 農 学 系 医 師 薬 学 系 教 員 養 成 系 20・30代 4 0 代 5 0 代 6 0 代 以 上

当てはまる 5.1% 2.5% 9.7% 14.7% 4.3% 2.7% 2.2% 10.1% 6.7% 6.3% 8.4%
あ る 程 度 当 て は ま る 12.4% 14.6% 18.7% 22.5% 19.1% 23.1% 23.9% 14.4% 18.6% 19.8% 20.2%

どちらともいえない 13.8% 20.7% 17.2% 21.1% 31.9% 37.9% 37.0% 19.4% 21.9% 23.9% 25.3%

あまり当てはまらない 18.4% 15.7% 17.2% 9.6% 12.8% 15.9% 8.7% 13.7% 15.8% 14.9% 11.4%

当てはまらない 50.2% 46.5% 37.3% 32.1% 31.9% 20.3% 28.3% 42.4% 36.9% 35.1% 34.7%

合 計 2 1 7 1 9 8 1 3 4 2 1 8 4 7 1 8 2 4 6 1 3 9 3 6 0 4 1 0 2 9 7

( 2 1 ) 教員が学生による授業評価結果を参考にして授業改善に努める
設 置 者 n . s . 職 階 n . s . 授 業 担 当 n . s .

国 立 公 立 私立 教 授 助 教 授 講 師 教 養 教 育 の み 専 門 教 育 を 含 む 修 士 課 程 ま で 博 士 課 程 ま で

当てはまる 20.1% 29.1% 19.4% 21.5% 18.8% 18.9% 27.1% 17.5% 19.6% 23.4%

あ る 程 度 当 て は ま る 48.5% 50.0% 46.5% 46.1% 51.4% 43.9% 41.4% 46.4% 49.1% 48.2%

どちらともいえない 17.9% 9.3% 17.9% 18.1% 14.4% 19.7% 14.3% 20.5% 17.4% 13.7%

あまり当てはまらない 6.2% 4.7% 7.2% 6.6% 6.3% 8.3% 10.0% 7.7% 6.7% 4.7%

当てはまらない 7.2% 7.0% 9.0% 7.6% 9.2% 9.1% 7.1% 7.9% 7.2% 9.9%

合 計 4 0 2 8 6 7 2 5 7 1 1 3 6 8 1 3 2 7 0 4 2 9 3 7 3 3 4 2

専 門 分 野 * * * 年 代 （変 ） n . s .

人 文 科 学 系 社 会 科 学 系 理 学 系 工 学 系 農 学 系 医 師 薬 学 系 教 員 養 成 系 20・30代 4 0 代 5 0 代 6 0 代 以 上

当てはまる 19.1% 17.2% 24.4% 23.6% 17.0% 19.5% 15.2% 22.3% 20.0% 19.9% 20.7%

あ る 程 度 当 て は ま る 41.4% 47.5% 50.4% 56.4% 40.4% 45.9% 50.0% 51.1% 47.8% 48.2% 43.8%

どちらともいえない 18.1% 19.2% 11.1% 12.7% 29.8% 17.3% 28.3% 14.4% 16.9% 16.5% 20.4%

あまり当てはまらない 6.5% 5.1% 5.9% 5.5% 8.5% 8.1% 4.3% 4.3% 6.4% 6.8% 8.0%

当てはまらない 14.9% 11.1% 8.1% 1.8% 4.3% 9.2% 2.2% 7.9% 8.9% 8.7% 7.0%

合 計 2 1 5 1 9 8 1 3 5 2 2 0 4 7 1 8 5 4 6 1 3 9 3 6 0 4 1 3 2 9 9

( 2 2 ) 厳格な成績評価を行う（ＧＰＡ制 ）
設 置 者 n . s . 職 階 n . s . 授 業 担 当 n . s .
国 立 公 立 私立 教 授 助 教 授 講 師 教 養 教 育 の み 専 門 教 育 を 含 む 修 士 課 程 ま で 博 士 課 程 ま で

当てはまる 12.2% 10.5% 12.6% 13.9% 10.1% 9.8% 11.1% 12.9% 10.2% 14.1%

あ る 程 度 当 て は ま る 36.4% 40.7% 35.4% 38.1% 34.6% 29.5% 36.1% 33.3% 34.3% 41.6%

どちらともいえない 33.4% 23.3% 31.2% 29.8% 33.0% 34.8% 31.9% 33.0% 34.0% 26.4%

あまり当てはまらない 9.5% 11.6% 9.7% 9.6% 9.0% 12.9% 11.1% 10.3% 10.7% 7.6%

当てはまらない 8.5% 14.0% 11.2% 8.6% 13.4% 12.9% 9.7% 10.5% 10.7% 10.3%

合 計 4 0 1 8 6 7 2 5 7 1 1 3 6 7 1 3 2 7 2 4 2 7 3 7 3 3 4 1

専 門 分 野 n . s . 年 代 （変 ） * *

人 文 科 学 系 社 会 科 学 系 理 学 系 工 学 系 農 学 系 医 師 薬 学 系 教 員 養 成 系 20・30代 4 0 代 5 0 代 6 0 代 以 上

当てはまる 12.4% 9.6% 14.8% 10.0% 12.8% 17.5% 10.9% 9.4% 12.2% 13.3% 12.4%

あ る 程 度 当 て は ま る 34.1% 34.3% 37.8% 41.1% 21.3% 37.7% 30.4% 32.6% 32.1% 38.0% 39.9%
どちらともいえない 29.5% 33.8% 27.4% 30.6% 44.7% 29.5% 43.5% 34.8% 31.6% 27.4% 35.2%

あまり当てはまらない 9.2% 10.1% 10.4% 8.2% 10.6% 8.2% 10.9% 8.0% 11.1% 10.4% 7.7%

当てはまらない 14.7% 12.1% 9.6% 10.0% 10.6% 7.1% 4.3% 15.2% 13.0% 10.9% 4.7%

合 計 2 1 7 1 9 8 1 3 5 2 1 9 4 7 1 8 3 4 6 1 3 8 3 6 1 4 1 3 2 9 8

( 2 3 ) 受講学生の学習活動が組織的に支援されている（例．学習相談室の設置等）
設 置 者 n . s . 職 階 n . s . 授 業 担 当 n . s .

国 立 公 立 私立 教 授 助 教 授 講 師 教 養 教 育 の み 専 門 教 育 を 含 む 修 士 課 程 ま で 博 士 課 程 ま で

当てはまる 3.7% 1.2% 5.6% 4.8% 4.4% 5.3% 5.6% 5.6% 3.5% 4.7%

あ る 程 度 当 て は ま る 22.2% 31.4% 23.4% 23.8% 22.6% 23.5% 18.1% 25.0% 21.4% 25.1%

どちらともいえない 33.9% 26.7% 31.2% 31.8% 32.2% 31.1% 34.7% 30.6% 32.7% 31.9%

あまり当てはまらない 20.9% 11.6% 18.8% 19.1% 19.3% 18.2% 23.6% 18.7% 19.0% 18.4%

当てはまらない 19.2% 29.1% 20.9% 20.5% 21.5% 22.0% 18.1% 20.1% 23.3% 19.9%

合 計 4 0 1 8 6 7 2 7 7 1 3 3 6 7 1 3 2 7 2 4 2 8 3 7 3 3 4 2
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続いて、どのような点が上の のような学生からの評価につながったと思われるか表４-8

詳細については、巻末の をご参照質問したところ以下の通りの内容の回答があった。 資料５

いただきたい。

Ａ．ある程度高い評価を得た教員の理由説明
明確な目的の提示 演習・実習を取り入れた 熱意 評価に対する改善 パワーポイントの活用 授【 】【 】【 】【 】【 】【

業の進め方の工夫 【講義の周到な準備 【考え方の習得を重視した講義 【事例に基づいた教育 【学生の】 】 】 】

質問・意見への対応 【学生の理解を意識した講義 【分かりやすい授業 【理論と実践 【他の授業の質が】 】 】 】

低い 【コミュニケーションを重視 【グループ討論 【パソコンを用いた授業 【小レポートを課す 【メリ】 】 】 】 】

ハリのある授業 【学生の関心を引く 【授業内容の工夫 【豊富な知識 【学生の到達度の把握 【講義レベ】 】 】 】 】

ルの維持 【幅広い内容をカバーする 【目標の明確化 【学生の要望を反映させる 【動機付けを行う 【視】 】 】 】 】

聴覚機器の活用 学生の興味を取り入れる 少人数 前回の講義内容を復習する 授業内容の改善 生】【 】【 】【 】【 】【

活していくうえで重要な内容であった 【学生の授業参加を促したこと 【最新の成果を紹介した 【学生と】 】 】

対話をする 【 毎回の授業でわくわくした」という感想を多数の学生から得た 【学生が達成感を持てた】】「 】

【専門教育との関連性を持たせる 【評価表を参考にした 【実践にむすびつける 【テーマ設定 【講義方】 】 】 】

法 【視聴覚機器 【筋道だった授業内容 【授業の進め方 【分かり易い説明 【小テストの実施 【資料の】 】 】 】 】 】

配布 【声の大きさ 【出席重視 【科学、人間、生命、健康の理解 【内容、重要な箇所を示す 【作業させ】 】 】 】 】

る 【日常例を挙げて説明 【社会問題に関連して講義した 【1人1人の結果を時間ごとに評価した 【学生】 】 】 】

の人格を尊重する 【補助プリント 【学生に公平に接する 【準備を良く行う 【板書 【補助教材の工夫】】 】 】 】 】

【質問しやすい雰囲気 【質問して学生に答えさせる 【豊富な知識 【幅広い内容 【学生の学習意欲 【ポ】 】 】 】 】

イントをイメージとして理解させた 【目的をふまえた授業 【知識の付与 【関心領域の高い分野 【時事】 】 】 】

問題 【学生からの質問に答える 【バランスの工夫 【専門性 【授業の明快さ 【学生の達成度を考える】】 】 】 】 】

【内容への関心・発見 【日本社会の問題と授業の問題意識を関連させる 【シラバスに沿った授業 【受講】 】 】

】【 】【 】【 】【 】【 】生に適した教室 丁寧な板書 教室内を静粛に保つ 学力をもっている 年齢が若い 全力であたる

【課題の相談を丁寧に行った 【質問表の配布とその回答 【情報提供 【個別に対応 【詳しい解説やエピ】 】 】 】

ソード 【テストを行い、理解度を確認した 【講義の計画性 【授業の工夫 【複数回の試験 【質問の受け】 】 】 】 】

付け 【再講義 【誠実に学生対応ができた 【出席率 【携帯電話・おしゃべりの禁止 【宿題を課す 【板】 】 】 】 】 】

書の時間を取る 【考え方を詳細に説明した 【重複的に復習を行った 【Webでの資料公開 【評価を明確に】 】 】 】

した 【教員の熱意・学生の関心を引き出す努力 【テーマ・教材の選択 【まじめに授業に取り組む 【良】 】 】 】

い学生を少数取る 【学生に対するサービス精神 【学生の想像を超えた内容を加える 【教師の無遅刻・無】 】 】

】【 】【 】【 】【 】休講 学生の理解度を促す 選択必修科目であること やる気のない学生が減った 実務経験の利用

【講義の重要性を理解してもらえた 【本のみからは得られない知識の提供 【課題を明確にしたこと 【言】 】 】

葉を平易にした 【学生のレベルに合わせた授業 【学生から指摘のあった事項の改善 【理解できるところ】 】 】

から順序立てて話した 【各講義に目的を設けた 【学生の知りたい内容を取り入れた 【毎回、学生の意見】 】 】

を記入するレポートを提出させた 【豊富な事例 【じっくりゆっくり説明した 【個人指導 【真面目に勉】 】 】 】

】【 】【 】【 】【 】強する学生の期待に答えられなかった 協調型学習 ソフトウェアの整備 ＴＡの支援 教材の選定

【丁寧な説明 【誰にでも解りやすい表現 【題材の精選 【事前学習 【意欲的であること 【教材の工夫】】 】 】 】 】

【ゲスト講師の活用 【考えさせる 【授業評価が画一的で、参考にならない 【休講がない 【レジュメを】 】 】 】

毎回配布 【授業評価項目によって 【欠席者に対するeラーニング型補習 【学生の話合いによって感触を】 】 】

得た 【真剣に学生と向きあう 【高校教員としての経験が役立った 【具体的におもしろくした 【テキス】 】 】 】

トの選択 【出席率の重視 【興味深い・理解しやすい内容 【厳選された内容 【学生が厳密に評価したと】 】 】 】

は思えない はっきりしゃべる 問題意識をもたせる 学習意欲の向上 学生一人一人への目配り 学】【 】【 】【 】【 】【

生が熱心であった 【グループ活動 【模擬授業 【具体的な話 【情報の重層的な提供 【実践的な内容】】 】 】 】 】
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Ｂ．評価が低かった教員の理由説明
【授業内容 【理解不十分な学生がいた 【英語表記 【難しい 【苦労の多い勉強をさせる 【詳細になり過】 】 】 】 】

ぎた 【専門分野に対する関心がばらばらである 【教材選択 【課題が多い 【話し方 【厳格な成績評価】】 】 】 】 】

【学生の理解度を意識した講義 【学生の興味の対象とならない 【板書 【スピード 【受講者数 【試験直】 】 】 】 】

前であったため、出席率が多かった 【進度が速かった 【講義ノートを配布している 【フィードバックさ】 】 】

れなかった 【説明不足 【学生自身の学習態度の反省 【学生と教員の目的のズレ 【討議が盛り上がらな】 】 】 】

かった 【知的好奇心を前提とした講義を行った 【アンケートに真剣に答えない学生がいる 【ノートの取】 】 】

り方 【学生に媚びを売る授業が増えている 【学生の意欲が低い 【学生の理解力に差がある 【学生をひ】 】 】 】

きつける努力が必要 【これ以上レベルダウンできない 【高い評価と低い評価があった 【講義スケジュー】 】 】

ルが過密 【学生がついて来れない 【内容が盛りだくさん 【今後検討 【授業内容を学生に分かって貰う】 】 】 】

】【 】【 】【 】【 】ことが大変 わかりやすい授業への努力 ていねいすぎる板書やプリントにしない テキスト 熱意

【教材 【内容が高度 【教科書ができていない 【受講生が多い 【学生の主体的関与がされなかった 【資】 】 】 】 】

料が多すぎる 【進度が速い 【TAがいない 【内容が多い 【視聴覚機器の過信 【説明が下手 【質問時間】 】 】 】 】 】

を取る 【学生の資質 【講義内容 【進め方 【科目の設置意義を理解していない 【必修である点 【講義】 】 】 】 】 】

の進度 【授業時間 【授業への興味 【学生数が多い 【アンケートの設問形式 【資料提示の方法 【話し】 】 】 】 】 】

方が明瞭 【板書の字 【学生の名前を覚えていない 【内容が多い 【学生の学力の差が大きい 【学生は正】 】 】 】 】

当な意見を述べている 【練習問題を多く行う 【シラバスの尊重 【学生の意見を取り入れる 【中程度の】 】 】 】

】【 】【 】【 】【 】学生レベルに合わせた講義内容 ポイントを絞りきれなかった レジュメ 資料の配布 豊富な知識

【授業の構造的組立て 【プレゼンテーションの仕方 【パーソナリティー 【知識 【準備 【プリントの使】 】 】 】 】

】【 】【 】【 】【 】用 視聴覚機器 講義内容の価値が学生に伝わらない 授業改善と学生の勉強不足 授業時間が長い

【内容が難しい 【話がへた 【声の大きさ 【黒板の使い方 【英語の使用 【学生の意識が身近に感じるよ】 】 】 】 】

うになった 【黒板の字が読みにくい 【授業内容が難解 【熱心で意欲的である 【フィードバックしきれ】 】 】 】

なかった 【休講があった 【学生に不向きである 【第三者による授業成果の評価がない 【質問がなかっ】 】 】 】

た 【学生の理解度を確認しながら授業を進めた 【準備不足 【板書が整理されていなかった 【教員全体】 】 】 】

の共通理解 【平均的な授業をした 【講義内容を丁寧に行う 【熱心に行う 【学生個々人への対応】】 】 】 】

表４-9-1 授業参観の経験の有無また、授業評価とは異なるが、授業を改

善するための方策のひとつとして授業参観

についても尋ねた。まず、授業参観の経験

の有無について尋ねた（ 問26 。【 】）

単純集計結果を示したのが であ表４-9-1

。 「 」 。る 59.2%が したことがない と答えた

経験した授業参観のうち多かったのは 他、「

の教員の授業を参観した」の17.4% 「他の教員の授業を参観したし、自分の授業を他の教、

員が参観した」の16.1%であった 「自分の授業を他の教員が参観した」は7.2%にとどまっ。

た。総じて、他の教員の授業を参観した経験に比べて、自分の授業を参観させた経験は少

ないようである。

属性別に示したのが である。年代別にみると 「他の教員の授業を参観した」表４-9-2 、
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その一方で、授業をサポートする多様な小道具、ないしインフラストラクチャーに対

しては十分な利用がはかられているとはいえない様子も窺われた。

また 「担当授業科目」の多くが専門教育科目であることから、授業における教員、

の配慮事項には分野間の格差が多く見受けられた。授業改善としての 活動を具体FD

的なレベルで行ってゆくためには、ある面、各専門分野の内容にまで踏み込んだ検討

が求められてくる。つまり、今後は のあり方を無理に一般化させようとするのでFD

はなく、むしろ各専門分野の特性に即した内容を全面に押し出したものも求められる

であろう。そうなってくると、学部や学科を主体とした、あるいは同一専門分野内で

の大学横断的な組織による 活動が必要性を増してゆくのかもしれない。FD

いまひとつ興味深い点は、留学経験の有無によって授業での配慮事項に格差がみら

れたことである。教員の教育実践は自分が受けた教育体験に根差しているとはよく言

われることだが、海外の大学での教育経験が、日本の大学教育の実践にとって正の効

果を及ぼすのだとしたら、海外の大学教育の現実から我々が学べることは多いという

ことになるだろう。

授業評価は７割程度が実施していた。一部、主体的に独自の評価を行っている者も

みられたが、基本的には大学が行う授業評価として行われている。多くの場合、授業

評価は授業の改善にとって有用であると考えられている。しかし、授業評価の動きが

広がる以前の 年前の調査と比較してみると、有用と考える者の比率は逆に若干低14

下していた。授業評価が今後さらに広がっていくとしても、それを単なる上からの動

きとしてではなく、主体的に改善に用いていくことが常に意識される必要があるだろ

うし、そのための方策も講じられる必要がある。

一方、授業参観については授業評価ほど広がってはいないが、授業の改善にはほぼ

同じ程度で役立っていると考えられている。もっとも、授業評価にしても授業参観に

しても 「役立った」とする回答よりは「ある程度役立った」と回答する者の方が圧、

倒的に多く、より積極的な意義を見出しうるものとするという課題は依然として残さ

れているようである。

今後の研究課題としては次の点が挙げられる。上でみたように、多くの授業が「う

まくいって」おり 「目的・目標を意識し 「準備や内容の工夫も行っている」とし、 」、

ても、それらはあくまでも授業担当者の自己評価に基づくものであり、また質問紙調

査という手法では回答の類型を単純化したかたちで尋ねざるを得ない。そのため、各

授業がどの程度、あるいはどのように「うまくいって」いるのかという実態を明らか

にすることは困難である。だが、大学教育について問題となっているのは、まさに授

業現場の実態であり、そこに接近してゆくような研究を今後、我々は模索してゆかな

ければならない。
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終章 全体のまとめと今後の課題

有本 章・大膳 司

１．まとめ

１）研究志向から教育志向への転換

第１に、今回の調査で最も注目すべき結果は、教員の意識が研究志向から教育志向への

転換を生じている事実である。すなわち 「重視している」の回答を見ると 「教育活動」、 、

（2003 年、60%；1989 年、36 ％）を最も重視して活動しており、続いて「研究活動 （203」

年、59%；1989 年、54%）になっているのである。2003 年段階のこの順位は 14 年前の 1989

年の意識と比較すると教育（36 ％→ 60%）と研究（54%→ 59%）とが僅少差ながら逆転して

いることが分かる。前回は研究志向が教育志向を大幅に凌いでいたのに対して、今回は両

者が互角になっており、従来のギャップを短期間に解消した事実を考慮すると、すでに逆

転が生じたとみて差し支えあるまい。その理由は一体なぜであろうか。

1990 年代の大幅な大学教育改革の影響によって、教員の意識を形成する価値、文化、風

土が転換したことによるものではないかと推察するのは難しくないに違いない。しかしな

がら、興味ある事実は、教員の所属する学部での昇進審査に際して、現実に教員に期待さ

れている活動は、１番目に研究活動（67%）であり、続いて教育活動（13%）であることで

ある。いまだ圧倒的に研究が重視されているのであり、そのことは 1989 年当時と比較し

て変化が見られない。

その結果、せっかくの画期的な意識改革が生じているにもかかわらず、教員の昇進審査

という報賞体系の変革がそれに呼応して生じていないため、教員の意識と行動の間に緊張

や葛藤がもたらされていると解される。今回の調査結果にはタテマエとしの教育志向とホ

ンネとしての研究志向の乖離が見られる。その証拠に、教育志向が多くなっているにもか

かわらず、肝心の教育改善に対して「熱心である」と回答した教員は４分の１（24.2 ％）

に過ぎない。この乖離の現実を克服するためには、タテマエの意識とホンネの意識の距離

を埋めるための方策を促す必要があると言わなければなるまい。実際に教員が教育改善に

積極的に取り組む条件を整備して、そのような活動に対して十分に報いる条件を用意する

ことが不可欠となる。

下でも言及するように、その条件が整えば、教員のタテマエとしての意識を実際の教育

改善へと転換する条件は次第に醸成されていると言えよう。具体的には、教員の教育活動

に対する努力や成果に報いる「報賞体系 （reward system）の仕組みづくりが国・機関・」
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組織レベルで求められている。

２）学士課程教育に対する意識

第２に、注目すべきことは、学士課程教育に対して、従来の専門教育を重視する学部教

育型の教育目的観が根強く見られることである。このことは、学長の見解とも異なってい

ることが興味深い事実となっている。学士課程における教育目的として、最も多くの教員

が強く意識しているのは、①「専門的職業人として必要な知識・資質を身につけさせる」

（62%）であり、続いて、②「幅広い学問的興味・関心・知識を身につけさせる （47% 、」 ）

「 」（ ）、 「 （ 、③ 一般社会人として必要な知識・資質を身につけさせる 36% ④ 学問の専門家 例

研究者）として必要な知識・資質を身につけさせる （32%）であった。この結果は、③②」

①④の順となる学長調査の結果とは異なり、①②③の順序が全く逆になっていることが分

かる。①は専門教育、②③は教養教育と関係が深いが、学長が教養教育を重視しているの

に対して、教員は教養教育よりも専門教育を重視していることが明白である。これは、な

ぜであろうか。

学士課程教育へ学長が教養教育を期待するのに対して、教員は専門教育を期待するとい

う両者の意識のズレは、教員には依然として伝統的な学部教育中心になっている学士課程

教育の影響が根強いことを示唆しているのではあるまいか。学長篇において、学長がＦＤ

を期待しても、教員が「笛吹けど踊らず」の状態になるのを嘆く傾向が観察されたのを想

起すると、こうした伝統的な学部教育＝学士課程教育という意識の差異にかなり起因する

側面があるに違いない。

こうした教育目的に関する意識は、教員の専門分野や大学院を担当しているかどうかな

どの属性によって異なっている事実が判明した。本調査では教養教育よりも専門教育を強

調する教員が多いという結果が得られたのは、教員のこうした属性のうち、専門教育担当

者の回答が多いことを考慮しておく必要があろう。2000 年に実施した大学カリキュラム改

革に関する全国調査では、教養教育の担当者は専門教育の担当者よりも教養教育への理解

を示し、教育改善へも積極的であったが、今回の調査では教養教育担当者が少ない点から

同様のことが推察される（有本章編『大学のカリキュラム改革』玉川大学出版部、2003 年

参照 。）

上記のように、教員が「担当授業科目」として対象に想定した科目は、その多くが専門

教育科目であることから、分析内容は専門教育科目に対してより妥当すると考えられる。

その専門教育担当中心の「担当授業科目」については、多くの回答者がうまくいっている

との自己認識を持っていること、また、このような「担当授業科目」を行う際には、多く

の教員が授業の目的・目標を意識しており、授業に対する準備や内容の工夫も行っている

と自己評価していることが判明した。しかし、その一方で、授業をサポートする多様な小

道具、ないしインフラストラクチャーに対しては十分な改善がなされているとはいえない
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様子も窺われ、その点では教育改善への取組への物足りない状況が窺える。

３）授業改善の必要性

第３に注目すべきことは、タテマエとホンネという意識における二重構造が浮上してい

ることである。教育の改善に対して熱心だと自己評価した教員は少ないにもかかわらず、

９割の教員が授業の改善や活性化が必要であると回答していることは興味深い。このこと

は、上で述べた教育志向のタテマエ性と符合するかもしれない。必要性を最も認識してい

るのは、設置者では私立大学、年齢では 60 代以上、職階では教授である。学長篇の調査

を考慮すると、学長は概してその傾向を示したのに加え、私立大学の年配教員が最も熱心

に授業の改善や活性化が必要とみなしていることになる。このような傾向は、私立大学に

おいて大衆化段階の多様化した学生への教育改善が求められ、定員割れや大学淘汰のきび

しさが増大している機関が少なくない現実を勘案すると、納得できる結果であると解され

る。

授業の改善や活性化が必要と考えている最大の理由は「学生に意欲を持って学習しても

らうため」であり、これに次ぐのが 「大学教員は大学教育の改善に努める責務があるた、

」 、「 」 、め という役割認識論 学生に豊富な知識を習得してもらうため という授業の目的論

の各々の理由に基づく認識であると解される。その意味では、教育改善や活性化の必要性

は、外的な変化や圧力という以前に、当然のこととして認識されているとみなして差し支

えあるまい。問題は意識レベルにおける単なる必要性の認識にとどまらず、実際に改革の

行動へと意識が転換されるか否かであり、その点は、上での結果を踏まえると、かなり不

十分な状態になって留まっていると診断せざるを得ない現状にある。

４)授業改善に対する意識と取組み

第４に、授業改善に熱心ではないと言いながら、授業改善の必要性を主張し、授業改善

の取り組みには一定の効果を認めていることも指摘できる 「担当授業」の達成レベルを。

高めるために「重要である」と教員が強く認識している方途は 「担当授業の目的・目標、

を踏まえた授業内容とする （76% 「教員が授業内容を工夫する （75% 「教員が授業の」 ）、 」 ）、

準備を周到に行う （71% 「教員が学生の質問や意見に関心を持つ （63% 「教員が豊富」 ）、 」 ）、

な知識を持っている （60% 「教員が効果的な講義方法を工夫する （56%）など、概し」 ）、 」

て教員自身の改善努力によって達成可能なものであることが判明した。

授業改善に教員自身は熱心でないと回答していることは上記のとおりであるが、授業改

、 。善の必要性に対する高い認識は 授業改善に向けた取組みに反映している事実も否めない

例えば、８割以上の教員が何らかの研修会に参加している事実が見られる。どのような経

験が多いかというと 「同僚間で討議したことがある （52%）が最も多い。これに続くの、 」

が「全学レベルのセミナー・研修会に参加したことがある （28% 「学部レベルのセミナ」 ）、
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ー・研修会に参加したことがある （24%）である。こうしたＦＤの成果が実際に上がって」

いるのか尋ねた結果 「改善された （７％ 「ある程度改善された （41%）となり、５割、 」 ）、 」

近くが何らかの効果を認めている。しかし、全体には第１段階に留まっていると観察され

る結果である。

５）学生による授業評価や教員による授業参加に見られる葛藤

第５に、現在のＦＤは第１段階から第２段階への移行を模索し始めているが、それと呼

応して、内容的に反省や見直しの動きが察知できる点が窺える。ＦＤの制度化を占う重要

な動きである、学生による授業評価、教員による授業参観には、その種の苦悩が露呈しつ

つあると観察できるのではあるまいか。

ＦＤの重要な取組みの１つは学生による授業評価である。教員の回答では７割程度（69

%）が実施しており、これは 1989 年の 35%に比較すると、２倍の伸びを示している。それ

も大学が行う授業評価として行われていることが多い。授業評価は授業の改善にとって有

用であると考えられているものの、しかし、授業評価の動きが広がる以前の 14 年前の調

査と比較してみると、有用と考える者の比率は逆に若干低下（82%→ 77%）しているという

結果が見られた。この点を考慮すると、授業評価が今後さらに広がっていくとしても、そ

れを単なる上からの動きとしてではなく、教員自身が主体的に改善に用いていくことが常

に意識される必要があるだろうし、学生へのフィードバックの実施が欠かせないであろう

し、そのための方策も講じられる必要があろう。少なくとも、14 年前よりも授業評価の経

験者が増えていながらも、その有用性が認められていないという事実は、教員の間に葛藤

が生じている証拠であると推察されるし、質的な変化が生じていると解されよう。その点

、 。の分析は インタビューのような質的分析によって補完されなければならないと言えよう

一方、教員による授業参観については学生による授業評価ほど広がってはいないが、授

業の改善にはほぼ同じ程度で役立っていると考えられている。もっとも、授業評価にして

も授業参観にしても 「役立った （21%）とする回答よりは「ある程度役立った （48%）、 」 」

と回答する者の方が圧倒的に多く、より積極的な意義を見出しうるようなものとするとい

う課題は依然として残されているようである。学生による授業評価に関して指摘した同様

の分析が必要であると考えられる。

６）授業改善に対する取り組みの効果と今後の期待

第６に、研修型のＦＤの効果がある半面、それでは不十分な状況が認識されており、も

っと専門的な対応や措置が講じられる必要性が生じていることを指摘できる。教員は、Ｆ

Ｄの研修会への参加は担当授業の改善に一定の効果があったと認識しており、その改善の

内容についての詳細は資料４に示されている通りである。

担当授業を改善する上で、セミナーや研修会の必要性を尋ねると、必要であると回答し
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た教員は６割を越えており、1989 年調査と比較すると 「必要である」あるいは「ある程、

度必要である」を選択した割合が 17 ％増加しており、今後もセミナーや研修会の必要性

の認識は高まっていくことが予想される。

それでは教員はどういった内容の研修やセミナーに期待しているのか。最も期待が寄せ

られているのは「講義の方法 （50 ％ 、その次は「学生の指導方法 （35 ％）であり、そ」 ） 」

、「 」（ ）、「 」（ ）、「 」の他では 学生の評価の仕方 28％ 討論の方法 26％ 教員と学生の関係作り

（22 ％）が、比較的期待の高い項目である。内容的には、授業と関係した問題に大きな関

心が払われていることが分かる。

こうした研修やセミナーへの期待が高まっていることは、実際にニーズが充足されるこ

ととは、必ずしも一致しているのではない。もう少し身近な要請に具体的に対応するシス

テムが求められていることも偽らざる現実であるとみなされる。

ちなみに、大学・学部内に講義法についての相談や、授業改善のための資料・情報の提

、 。供を行うサービス窓口の存在をたずねたところ 既にあると回答したのは 12 ％であった

これに対して、そのようなサービス窓口があったほうが良いと考えている者は、72 ％とか

なり高い。89 年調査でも既にその必要性はかなり認められていたが、そうしたサービスの

導入はまだ進んでいない。学内での組織化がいまだ未発達の状態にあるが、個々の教員は

研修会やセミナーを要求するばかりか、さらに個々人のニーズに即した知見、情報、技術

を求めていると推察される以上、学内でのサービス窓口の設置が必要となってきていると

観察できる。さらに、今後ＦＤの第２段階へ移行していくにつれて、個々の大学での大学

教育研究センターやその他の専門機関を整備するのに加え、アメリカで発達しているＰＯＤ

（Professional and Organizational Development in Higher Education）のような個々

の大学のサービス窓口を広範にネットワーク化する組織が不可欠となろう。

７）優れた授業や教育改善に対する報賞

第７に、教育志向から教育実践へと確実に定着を促すには、報賞体系のあり方を如何に

考えるかが避けて通れない問題になりつつあると言える。教育活動に対する報賞への考え

方として、優れた授業や教育改善の試みは何らかの形で報われるべきだという意識が着実

に高まっていることに注目するべきである。そのことは、すでに報賞体系の整備の必要性

として指摘した点と関係している。

しかし、その考え方も属性によって異なっており、年代別には 20･30 代で、職階別では

講師層で、専門分野別では理学系や医歯薬学系において「報われるのがよい」と考える者

が多くなっている。概して理系の教員は専門教育志向が強く、同時に研究志向が強い傾向

が従来の調査結果で得られているが（ 大学のカリキュラム改革』前出書、参照 、その点『 ）

を勘案すると、研究志向から教育志向への転換に緊張や葛藤が高いのかもしれない。理系

の若手教員は研究志向が強い傾向にあるが、研究から教育への役割転換にはやや意識的な
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抵抗があり、その代償として報酬を期待することが作用していると読める事実かもしれな

い。物的報賞によって、研究と教育への志向が左右される傾向が進行すると、研究と教育

の分業化は一段と進行せざるを得ない。研究と教育を統合することを理念として成立した

近代大学では、同じ給料の中で研究志向と教育志向が求められた。これに対して、給料に

差をつけることによって、研究と教育が差異化される方向へ向かう。研究志向が強い日本

の風土では、教育へ研究以上の高い報賞を用意することによって、教育を強化する方向へ

向かう可能性がある。今後の方向は別途考える必要があるが、当面は現在生じつつある教

員の意識変化をさらにクロス集計や面接調査などの手法を活用して、詳細に検討する必要

があると考えられる。

、「 」報われるのがよいと考えている教員が望む報われ方は 研究費や研究旅費を給付する

が最多で 「教育の準備や研究のための特別休暇を与える」や「昇進時に重視する」もほ、

ぼ同様の値である(４割程度)。89 年調査との比較では 「給料やボーナスを上げる」とい、

う金銭的な報賞を得ることを期待する割合が高まっていることが、この間に生じた大きな

。 、 、 「 」 、変化である これは 好むと好まざるとにかかわらず 大学教授職が 天職 と考えられ

「専門職の中の専門職 、すなわち「鍵専門職」と考えられる時代から、次第に変貌しつ」

つある徴候を代弁している傾向と読めるかもしれない。換言すれば、大学教員が内的・精

神的なものよりも外的・金銭的な充実感を追求する徴候が現れつつあると読める動きかも

しれない。この点も、さらに詳細な検討が必要である。

以上７点は、本調査結果を踏まえ、種々の傾向が把握できる中で、特に注目される傾向

に即して若干のコメントをしたものである。

２．今後の課題

、 、この度の全国調査では 日本における教育改善活動を中心とした教育活動の実態調査を

学長・学部長・教員を対象として、アンケート調査手法によって行っている。こうした調

査全体の中で、本報告が対象にして分析したのは最大の規模を誇り、全体の中で中心とな

る教員調査である。その意味で、調査結果に具現した各種の傾向や特徴は注目すべき事柄

の各々である。序章において、ＦＤの制度化に生じる各種の葛藤を指摘したが、また、い

くつかの問題に関しては上記のまとめの部分において言及したが、それらのすべてに関し

て論じる紙幅がないので、今回の調査結果を踏まえて総括的に若干の論点に言及してみた

いと思う。

第１に、14 年前に比較して、研究志向から教育志向への転換が教員全体の意識の上で進

行している事実は、改めて注目すべきである。日本の高等教育が明治以来一貫して研究志

向を追求してきており、世界的にも研究志向型を明確に示してきた事実が、ここに至って

転換期を迎えていることを示している点で、極めて画期的出来事であると言わなければな
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らない。

このことは、研究志向と教育志向がシステム的にも、機関的にも、組織的にも、意識的

にも緊張や葛藤を生じている事実を示唆していると読めるのではあるまいか。とりわけ教

員の意識に限れば、研究志向がタテマエでもホンネでもあった時代から、タテマエが先行

して教育志向が意識調査に浮上しているのにもかかわらず、ホンネの部分は依然として研

究志向にあるという時代への動きが始まっている。システムでのＦＤの法的、政策的、業

績的制度化の開始、それの機関や組織への刻印、さらには教員の意識への内面化が急速に

進行し始めているために、緊張や葛藤が惹起されざるを得ない。教育志向であるにもかか

わらず、教育改善に熱心ではない意識、教育改善を強調しながら、実際には抵抗がある意

識、研究志向と教育志向への分化過程を辿る報賞体系の動き、といった現実が露呈してい

るのである。詳細な分析が必要である。

、 。第２に トップダウンとボトムアップの葛藤が深まっている事実を指摘せざるを得ない

学長篇では、学長のＦＤへの期待と実際の教員の実践との間にギャップがあることを学長

自身が指摘している事実が明らかになった。今回の教員調査は教員自身が自らの意識を介

してＦＤの期待と実際の間の関係を明らかにした。この両者の意識の距離を測定するなら

ば、学長の指摘は当たらずといえども遠からずとみなせるに違いない。似通った結果は、

同じ大学の価値、文化、風土、土壌、空気が学長にも、教員にも作用している現実を考え

れば当然のことである半面、そこにはトップダウンとボトムアップの価値、文化、風土、

土壌、空気の相違が反映されていることも否めない事実である。例えば、学士課程の教育

、 。目的に関する両者の相違には 学長と教員のベクトルの違いが反映されていると介される

学士課程に教養教育を期待する学長と、専門教育を期待する教員の間に横たわる意識の乖

離は、教育改革を志向する狭義のＦＤの制度化にとって重要な問題を提起している。さら

なる分析が必要であろう。

第３に、アメリカ型ＦＤと日本型ＦＤの葛藤の問題がある。上で述べた２つの問題は、

いずれもこの舶来型と土着型のＦＤに直接間接関わっている問題である。研究志向は戦前

から日本の大学へ輸入され、定着したので、130 年間にあたかも日本の土着型に見えるほ

ど同化した価値、文化、風土である。これをアメリカのＦＤに内包される狭義のＦＤによ

って改革を図ることが目下の懸案となっている以上、ＦＤの制度化は両者の対峙、対立、

同化の過程を意味するのは自明である。1990 年代から開始されたＦＤの制度化は、さしあ

、 、 。たって対峙 対立の時代であり あるいはそれを克服して同化を模索する時代に該当する

制度的にも、意識的にもタテマエとホンネの間の動揺が生じるのは不思議ではない。

トップダウンとボトムアップの葛藤の問題も伝統と革新の葛藤の問題である。概して学

長は前者、教員は後者の動きである。狭義のＦＤの制度化に熱心なのは、学長であり、そ

の意識には教育改革への期待が強く見受けられる。これに対して、教員はかなり革新的な

部分も見られるが、概して教育への革新性は弱い傾向を示している。両者の間の角逐が各
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機関の中で日常的に発生していることが、今回の学長調査、教員調査を比較するとき察知

されることが理解できると言って過言ではあるまい。今後これらの事実を学長、学部長、

教員の各回答を詳細に分析して、そのような現状を解明して、ＦＤの制度化に横たわる問

題点を踏まえた改革策を考えることが課題となる。

第４に、すでに学長篇において指摘したように、様々な課題があることを再度指摘して

おきたい。調査項目の不適切さなどのアンケート調査自体にも改善すべき余地が多々残さ

れていると考えられるが、大学教育活動の質的保証を行う仕組み作りに際して、課題が残

されている。

（１）本報告で行った教員調査の分析結果を他の学長、学部長調査と比較し、三者の意

識の違いを明らかにし、大学機関内にある意識の構造を明らかにする必要がある。

（２）大学評価・学位授与機構や大学基準協会のような国レベルや大学以外の組織レベ

ルでの教育改善活動の情報収集に努めることが肝要である。さらに、対象となった大学機

関や大学教員に対して質問調査票では得られない情報を補完するためにインタビュー調査

などによって詳細なデータを収集することも必要である。

（３）教育の質的保証の観点から教育の構成要素の中で本調査の対象となっている教員

以外の学生やカリキュラムなどを対象とした調査・研究を進めていくことが肝要である。

教育を支える人的資源としては、教員以外に事務職員の資質開発＝ＳＤとの連関性を考慮

することは欠かせないからである。教員・学生・カリキュラムという授業の３点セットの

中軸たる学生の研究が補完されることは不可欠である。同様に、学生の教育における到達

目標や指標に関する研究、あるいは教育内容・方法に直接関係するカリキュラムの研究が

重要であることは、論を待たない。

（４）外国の大学や教員を対象としたＦＤの制度化の比較研究を欧米やアジア諸国など

を対象に行うことが必要である。これらの比較研究は、日本の大学教育改善を進める上で

重要な知見を得るためにも重要である。アメリカ型ＦＤに対して、日本型ＦＤが成立する

とすれば、中国型、韓国型、タイ型などのＦＤも成立するはずであり、システム間の類似

性や相違性を比較することによって、ＦＤ制度化の国際比較を行い、それによって日本型

の長所や短所を明らかにする作業が必要と考えられる。

（５）この度の調査でも 14 年前の同様の調査との比較によって、ＦＤを基軸とした教

育改善の問題点、課題などが明らかとなり、比較の重要性が明らかになったとおり、教育

改善活動の有効性を探るためには、数年間隔の継続調査が必要であろう。改革や改善のや

りっぱなしではなく、絶えず点検・評価し、有効な改善手法の構築に努めなければならな

い。
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から 【設置者 【年代 【職階 【専門分野 【授業担当 【担当授業の授業評価】、 】、 】、 】、 】、 】、

である。



資料１ アンケート調査票

大学における教育活動の改善に関するアンケート調査

－ ご 協 力 の お 願 い －

本アンケート調査は、わが国の国公私立大学における教育の改善活動に対する意識や現状を明らかに

し、日本の大学教育の活性化に向けての課題や今後の方策を検討することを目的としたものです。

本調査は、文部科学省科学研究費の支援を受けて大学教育研究センター等協議会の協力を得て実施し

ている「大学におけるＦＤ・ＳＤ（教員職員資質開発）の制度化と質的保証に関する総合的研究」(代

表者 有本 章)と２１世紀ＣＯＥプログラム「２１世紀型高等教育システム構築と質的保証 （拠点リ」

ーダー 有本 章）の一環として実施するものです。ご多忙とは存じますが、ご協力下さいますようお

願い申し上げます。

調査の結果につきましては、本センターの研究刊行物を通して公表し、日本の大学教育の改善に資し

たいと考えています。なお、結果の公表によって皆様にご迷惑をおかけすることのないよう、細心の注

意を払う所存です。どうか率直なご意見をお寄せ下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。

研究代表者 広島大学高等教育研究開発センター長 有本 章

ご 記 入 上 の 注 意

１．以下の質問では、あなたが昨年度、学士課程教育で担当した授業（以下では「担当授業」

と呼ぶ）を想定してご回答下さい。

２．各問の各項目について、該当する番号を○で囲んで下さい。回答の「その他」には、用意
した選択肢に該当するものがない場合に、あなたのご意見や必要事項を、
（ ）または の部分にご記入下さい。

３．本アンケートに関する質問等がございましたら、以下までお問い合わせ下さい。

大膳 司 （0824-24-6709／ tdaizen@hiroshima-u.ac.jp ）
小方 直幸（0824-24-6237／ nogata@hiroshima-u.ac.jp ）

渡辺 達雄（0824-24-6241／ tatsuode@hiroshima-u.ac.jp）

４．回答がお済みになりましたら、同封の返信用封筒に入れて、７月１４日（月）までに
ご投函下さい。

☆同様のアンケートを、貴校の学長・学部長にも実施しております。この度のアンケートの目的上、そ
れらの回答を対応させて分析する必要がございます。趣旨をご理解いただき、以下の下線部分に、貴
殿が主に学士課程の教育を担当している大学・学部・学群名をご記入いただければ幸いです。アンケ

、 。ート情報が漏れ出ることがないよう細心の注意を払いますので ご理解のほどよろしくお願いします

大学 学部・学群
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最初に、Ⅰ～ までは、あなたご自身のことについてお伺いします。各問の各項目について、該ⅩⅠ
当する番号を○で囲んで下さい。また （ ）内にご記入下さい。、

あなたの性 １．男 ２．女Ⅰ．

あなたの年齢 １．20代 ２．30代 ３．40代 ４．50代 ５．60代Ⅱ．
６．70代 ７．80代以上

所属大学の設置形態 １．国立 ２．公立 ３．私立Ⅲ．

所属学部の専門分野 １．人文科学系 ２．社会科学系 ３．理学系 ４．工学系Ⅳ．
５．農学系 ６．医歯薬学系 ７．家政系 ８．教員養成系
９．総合科学系 10．教養教育系 11．その他（ ）

あなたの専攻分野 １．人文科学系 ２．社会科学系 ３．理学系 ４．工学系Ⅴ．
５．農学系 ６．医歯薬学系 ７．家政系 ８．教員養成系
． ． ． （ ）９ 総合科学系 10 教養教育系 11 その他

あなたの現職名 １．理事長 ２．学長 ３．副学長 ４．研究科長 ５．学部長Ⅵ．
（当てはまるもの全 ６．学科長 ７．教授 ８．助教授 ９．講師
て選択して下さい） 10．その他（ ）

あなたがこれまで １．入試系委員 ２．教務系委員 ３．就職系委員Ⅶ．
に所属大学で経験した ４．教養教育系委員 ５．自己評価系委員 ６．その他（ ）
全学レベルの委員（当てはまるもの全て選択して下さい）

通算大学勤務年数 １．５年以下 ２．6～10年 ３．11～20年 ４．21～30年 ５．31年以上Ⅷ．

現在所属している １．５年以下 ２．6～10年 ３．11～20年 ４．21～30年Ⅸ．
大学での通算勤務年数 ５．31年以上

あなたは外国で授業を受けた経験がありますか。もし「１．有る」なら、どこの国ですか。Ⅹ．

１．有る → どこの国ですか。 １．米国 ２．英国 ３．ドイツ ４．フランス ５．中国

２．無い ６．その他（ ）

昨年度(平成14年度)、あなたは、次の教育段階の授業を担当されましたか。当てはまるものを全てⅩⅠ．
選択して番号を○で囲んで下さい。

１．学士課程の共通・教養教育（専門基礎は除く） ２．学士課程の専門教育（専門基礎を含む）
３．大学院修士課程 ４．大学院博士課程 ５．いずれの課程も担当していない

注)もし 「１」も「２」も選択されなかった場合は からご回答下さい。、 、【問３０】

次の【問１】～【問１４】は、あなたが昨年度、学士課程教育で担当した授業（以下では「担当授
業」と呼ぶ）を想定してご回答下さい。

＜「担当授業」の目的・目標について＞

あなたが、昨年度の「担当授業」を行った際の教育目的は、以下の①～④の各事項とどの程度【問１】
関連していますか。次の各事項の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。

ある程度 どちらとも あまり
関連がある 関連がある 言えない 関連がない 関連がない
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①一般社会人として必要な知識・ １ ２ ３ ４ ５
資質を身につけさせる

②幅広い学問的興味・関心・知識 １ ２ ３ ４ ５
を身につけさせる

③専門的職業人として必要な知識 １ ２ ３ ４ ５
・資質を身につけさせる

次頁に続く ==>
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ある程度 どちらとも あまり
関連がある 関連がある 言えない 関連がない 関連がない
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

④学問の専門家（例．研究者） １ ２ ３ ４ ５
として必要な知識・資質を
身につけさせる

＜「担当授業科目」の内容・方法について＞

あなたの「担当授業」の達成レベル（質）を高めるためには、以下の各事項はどの程度重要で【問２】
すか。次の各事項内の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。

ある程度 どちらとも あまり
重要である 重要である いえない 重要でない 重要でない
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①「学部・学科」の教育目的を １ ２ ３ ４ ５
ふまえて授業を行う

②担当授業の目的・目標を踏まえた １ ２ ３ ４ ５
授業内容（ｶﾘｷｭﾗﾑ）とする

③受講学生が豊富な知識を持っている １ ２ ３ ４ ５

④受講学生が熱心に学習する １ ２ ３ ４ ５

⑤教員が学生の成長発達に関心を持つ １ ２ ３ ４ ５

⑥教員が学生の質問や意見に １ ２ ３ ４ ５
関心を持つ

⑦教員が学生をほめるよう努力する １ ２ ３ ４ ５

⑧教員が学生の授業参加を促す １ ２ ３ ４ ５

⑨教員が優れた研究力を持っている １ ２ ３ ４ ５

⑩教員が豊富な知識を持っている １ ２ ３ ４ ５

⑪教員が授業の準備を周到に行う １ ２ ３ ４ ５

⑫教員が授業内容を工夫する １ ２ ３ ４ ５

⑬教員が効果的な講義方法を工夫する １ ２ ３ ４ ５
（例．ポートフォリオ等）

⑭英語を使って授業をする １ ２ ３ ４ ５

⑮国際的に標準とされるテキスト １ ２ ３ ４ ５
を使って授業をする

⑯視聴覚機器を有効に活用する １ ２ ３ ４ ５

⑰授業のシラバスを学生に提示する １ ２ ３ ４ ５

⑱少人数で教育を行う １ ２ ３ ４ ５

⑲授業でオフィスアワーを設ける １ ２ ３ ４ ５

⑳ティーチング・アシスタント １ ２ ３ ４ ５
（ＴＡ）を活用する

(21)教員が学生による授業評価結果を １ ２ ３ ４ ５
参考にして授業改善に努める

(22)厳格な成績評価を行う １ ２ ３ ４ ５
（ＧＰＡ制）

(23)受講学生の学習活動を組織的に １ ２ ３ ４ ５
支援させる（例．学習相談室の設置等）

(24)学生の学習施設・設備を充実させ １ ２ ３ ４ ５
る(例．図書館やﾊﾟｿｺﾝの整備等)

(25)教育施設・設備を充実させる １ ２ ３ ４ ５
(例．視聴覚機器の整備等)
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上の【問２】で示した事項以外に、あなたの「担当授業」の質を改善するための重要な事項が【問３】
あれば以下にご記入下さい。

＜授業改善の活動について＞

あなたの「担当授業」の改善や活性化は必要であると思われますか。次の選択肢から最も当て【問４】
はまるものを１つお選び下さい。

１．必要である ２．ある程度必要である ３．どちらとも言えない

４．あまり必要でない ４．必要でない

【問４】で「１．必要である」や「２．ある程度必要である」を選択された方に質問します。【問５】
授業の改善と活性化が必要であるとお考えになる理由は何でしょうか。次の選択肢から当てはまるも
のを全てお選び下さい。

１．学生に意欲を持って学習してもらうため

２．学生に豊富な知識を習得してもらうため
３．大学教育のグローバルスタンダード化への対応のため（JABEEなど）
４．学生（18歳）人口の減少に伴う大学生き残りのため
５．外国人留学生に入学してもらうため
６．生涯教育機関としての大学の役割が増大（社会人学生の増加等）しているため

７．社会や国民からの大学教育批判に応えるため
８．社会の情報化・国際化に対応したカリキュラム編成の必要性のため
９．高校教育との接続の問題(学力の多様化など)に対応するため
10．大学教員は大学教育の改善に努める責務があるため
11．教育活動が大学評価の対象となっているため
12．その他（具体的にご記入下さい： ）

あなたは、この５年の間に、講義の内容・方法や学生の指導法に関するセミナーや研修会（Ｆ【問６】

Ｄ活動）に参加された経験がありますか。次の選択肢から当てはまるものを全て選択して下さい。

１．全学レベルのセミナー・研修会に参加したことがある
２．学部レベルのセミナー・研修会に参加したことがある

３．学外のセミナー・研修会に参加したことがある
４．学会等で討議したことがある
５．研修ではないが上司から個人的に指導を受けたことがある
６．同僚間で討議したことがある
７．その他（ ）

８．まったくない

【問６】の各種のＦＤ活動への参加によって、あなたの「担当授業」は改善されましたか。次【問７】

の選択肢から最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．改善された ２．ある程度改善された ３．どちらともいえない

４．あまり改善されなかった ５．改善されなかった

【問７】で「１．改善された」か「２．ある程度改善された」を選択された方に質問します。【問８】
あなたの「担当授業」はどのように改善されましたか。以下にご記入下さい。

担当されている授業の改善を促すセミナーや研修会を、現在、あなたはどの程度必要だと思っ【問９】
ておられますか。次の選択肢から最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．必要である ２．ある程度必要である ３．どちらともいえない
４．あまり必要ではない ５．必要ではない
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次の中から、現在、受けてみたいセミナーや研修会のテーマがありましたら当てはまるもの【問１０】
全てを選択して下さい。

１．講義方法 ５．テスト問題の作成 ９．研究活動のあり方
２．学生の評価の仕方 ６．討論の技法 10．管理・運営のあり方
３．学生の指導方法 ７．教員と学生との関係作り 11．社会サービスのあり方
４．カリキュラムの組み方 ８．卒業論文の指導方法 12．大学論・高等教育論

（ ）13．その他

あなたの大学・学部内には、講義法についての相談や、授業改善のための資料・情報の提供【問１１】
をおこなうサービス窓口がありますか。最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．既にある ２．現在はない ３．わからない

あなたは、講義法についての相談や、授業改善のための資料・情報の提供をおこなうサービ【問１２】
ス窓口が大学・学部内にあったら良いと思われますか。最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．あった方がよい ２．どちらかといえばあった方がよい ３．あまり必要ない ４．必要ない

優れた授業や教育改善の試みに対して、何らかのかたちで報われるのがよい、という考えが【問１３】
ありますが、あなたはどのようにお考えでしようか。最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．報われるのがよい ２．ある程度報われるのがよい ３．どちらとも言えない
４．あまり報われなくてよい ５．報われなくてよい

【問１３】で「１．報われるのがよい」か「２．ある程度報われるのがよい」を選択された【問１４】
方に質問します。どのような方法で報われるのがよいと思われますか。次の選択肢のから当てはま
るものを全て選択して下さい。

１．教育賞のような賞を与える ２．昇進時に重視する ３．給料やボーナスを上げる
４．教育の準備や研究のための特別休暇を与える ５．研究費や研究旅費を給付する

６．その他（ ）

次の【問15】～【問27】は、昨年度、あなたが学士課程教育で担当した授業のうち、あなたの専門
分野に近い講義形式のもの１つ（以下では 「担当授業科目」と言う）を想定してご回答下さい。、

＜「担当授業科目」について＞

あなたが想定した「担当授業科目」と同じの開講学期（ｾﾒｽﾀｰ）において、下に示した各教【問１５】
育段階の授業をそれぞれ何コマ担当されましたか （ ）内に数値でご記入下さい （講義、実習、。 。
実験、演習等を含みます。１コマを90～100分としてお考え下さい。複数の教員で担当された場合も

１コマと計算してください ）。

１．学士課程の共通・教養教育（専門基礎は除く）→（ ）コマ
２．学士課程の専門教育（専門基礎を含む） →（ ）コマ
３．大学院修士課程→（ ）コマ ４．大学院博士課程→（ ）コマ

あなたの想定した「担当授業科目」の受講者数を（ ）内に数値でご記入下さい。【問１６】

受 講 者 数（ ）人

その「担当授業科目」は、次のどの段階の授業ですか。次の選択肢から最も当てはまるもの【問１７】
を１つお選び下さい。

１．教養教育科目（専門基礎は除く） ２．専門教育科目（専門基礎を含む）
３．その他（ ）
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その「担当授業科目」は、必修科目、選択科目のうちどちらでしょうか。次の選択肢から最【問１８】
も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．必修科目 ２．選択科目 ３．その他（ ）

あなたの「担当授業科目」は、うまくいったと思いますか。次の選択肢から最も当てはまる【問１９】
ものを１つお選び下さい。

１．うまくいった ２．ある程度うまくいった ３．どちらともいえない
４．あまりうまくいかなかった ５．うまくいかなかった

以下には、あなたの「担当授業科目」の達成レベル（質）を向上させるための事項が示され【問２０】
ています。以下の各事項は、昨年度の「担当授業科目」の状況に、それぞれどの程度当てはまります

か。次の各事項内の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。

ある程度 どちらとも あまり
当てはまる 当てはまる いえない 当てはまらない 当てはまらない

↓ ↓ ↓ ↓ ↓
①「学部・学科」の教育目的を １ ２ ３ ４ ５
ふまえて授業を行う

②担当授業の目的・目標を踏まえた １ ２ ３ ４ ５
授業内容（ｶﾘｷｭﾗﾑ）とする

③受講学生が豊富な知識を持っている １ ２ ３ ４ ５

④受講学生が熱心に学習する １ ２ ３ ４ ５

⑤教員が学生の成長発達に関心を持つ １ ２ ３ ４ ５

⑥教員が学生の質問や意見に １ ２ ３ ４ ５
関心を持つ

⑦教員が学生をほめるよう努力する １ ２ ３ ４ ５

⑧教員が学生の授業参加を促す １ ２ ３ ４ ５

⑨教員が優れた研究力を持っている １ ２ ３ ４ ５

⑩教員が豊富な知識を持っている １ ２ ３ ４ ５

⑪教員が授業の準備を周到に行う １ ２ ３ ４ ５

⑫教員が授業内容を工夫する １ ２ ３ ４ ５

⑬教員が効果的な講義方法を工夫する １ ２ ３ ４ ５
（例．ポートフォリオ等）

⑭英語を使って授業をする １ ２ ３ ４ ５

⑮国際的に標準とされるテキスト １ ２ ３ ４ ５
を使って授業をする

⑯視聴覚機器を有効に活用する １ ２ ３ ４ ５

⑰授業のシラバスを学生に提示する １ ２ ３ ４ ５

⑱少人数で教育を行う １ ２ ３ ４ ５

⑲授業でオフィスアワーを設ける １ ２ ３ ４ ５

⑳ティーチング・アシスタント １ ２ ３ ４ ５
（ＴＡ）を活用する

(21)教員が学生による授業評価結果を １ ２ ３ ４ ５
参考にして授業改善に努める

(22)厳格な成績評価を行う １ ２ ３ ４ ５
（ＧＰＡ制）

次頁に続く ==>
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ある程度 どちらとも あまり
当てはまる 当てはまる いえない 当てはまらない 当てはまらない

↓ ↓ ↓ ↓ ↓
(23)受講学生の学習活動が組織的に １ ２ ３ ４ ５
支援されている（例．学習相談室の設置等）

(24)学生の学習施設・設備が充実して １ ２ ３ ４ ５
いる(例．図書館やﾊﾟｿｺﾝの整備等)

(25)教育施設・設備が充実している １ ２ ３ ４ ５
(例．視聴覚機器の整備等)

、 、「 」 。【 】問２１ あなたは 昨年度 担当授業科目 を対象として学生による授業評価を実施されましたか
次の選択肢から最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．実施した ２．実施しなかった
↓
【問２１】で「１．実施した」を選択された方に質問します。それは、どのような形態で行【問２２】

われましたか。次の選択肢から最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．大学（学部・学科）で作成した講義評価表を配布して学生に記入させた。
２．自分独自に作成した講義評価表を配布して学生に記入させた。

３．学生に直接面接して意見を問いた。
４．授業の中で、講義方法や内容について学生と話し合う時間を設けた。
５．その他（ ）

【問２１】で「１．実施した」を選択された方に質問します。それによって、あなたの「担【問２３】
当授業科目」の改善に役立ちましたか。次の選択肢から最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．役立った ２．ある程度役立った ３．どちらともいえない

４．あまり役立たなかった ５．役立たなかった

【 】 「 ． 」 。 「 」 、【 】問２４ 問２１ で １ 実施した を選択された方に質問します あなたの 担当授業科目 は
学生による授業評価の結果、どのような評価を得ましたか。次の選択肢から最も当てはまるものを１
つお選び下さい。

１．高い評価を得た ２．ある程度高い評価を得た ３．普通であった
４．評価は少し低かった ５．評価は低かった

どのような点が【問２４】のような学生からの評価につながったと思われますか。【問２５】

あなたは、授業参観の経験がありますか。当てはまるものを全て選択して下さい。【問２６】

１．他の教員の授業を参観した ２．自分の授業を他の教員が参観した
３．他の教員の授業を参観したし、自分の授業を他の教員が参観した ４．したことがない

【問２６】で「１」～「３」を選択された方に質問します。それによって、あなたの「担当【問２７】
授業科目」の改善に役立ちましたか。次の選択肢から最も当てはまるものを１つお選び下さい。

１．役立った ２．ある程度役立った ３．どちらともいえない
４．あまり役立たなかった ５．役立たなかった
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、【 】 【 】 、 。最後に 問２８ ～ 問３０ は 大学教員の諸活動に対するあなたのご意見をお聞きします

あなたの所属学部では、教員の昇進審査に際して、以下に示した各活動は、現実にどの程度【問２８】

重視されていますか。次の各事項内の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。

ある程度 どちらとも あまり
重視されている 重視されている 言えない 重視されていない 重視されていない
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①研究活動 １ ２ ３ ４ ５

②教育活動 １ ２ ３ ４ ５

③学内の管理・運営活動 １ ２ ３ ４ ５

④社会サービス活動 １ ２ ３ ４ ５

⑤その他（ ） １ ２ ３ ４ ５

現在、以下に示した各活動に対して，あなたは実際に各々どの程度の重きをおいて活動され【問２９】
ていますか。次の各事項内の選択肢から最も当てはまるものを１つずつお選び下さい。さらに、各活

動の右端の（ ）内には、授業期間中の平均的な一週間(月曜日～金曜日)で、実際にどの程度の時間
を各活動に使っておられますか、( )内に時間数をご記入下さい。

ある程度 どちらとも あまり
重視している 重視している 言えない 重視していない 重視していない
↓ ↓ ↓ ↓ ↓

①研究活動 １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

②教育活動 １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

③学内の管理・運営活動 １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

④社会サービス活動 １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

⑤その他（ ） １ ２ ３ ４ ５ （ ）時間

あなた自身は教育の改善に対して熱心だと思われますか。次の選択肢から最も当てはまるも【問３０】
のを１つお選び下さい。

１．熱心である ２．ある程度熱心である ３．どちらともいえない
４．あまり熱心ではない ５．熱心ではない

＜教育改善のための方策について＞

大学教育を活性化するための課題や方策についてご提案がございましたらご記入下さい。【問３１】

、 、 。後日 数名の大学教員から 大学教育の改善や質の保証に関して を計画しておりますインタビュー
インタビューを受けることが可能でしたら、電話連絡先等をお教えいただけませんでしょうか。

貴 校 名： ） 記入者氏名： ）（ （

電話連絡先： － － ）（

アンケートにご協力いただきまして、誠に有り難うございました。厚く御礼申し上げます。

-  84  -



-  85  -



-  86  -



-  87  -



-  88  -



-  89  -



-  90  -



-  91  -



-  92  -



-  93  -



-  94  -



-  95  -



-  96  -



-  97  -



-  98  -



-  99  -



-  100  -



-  101  -



-  102  -



-  103  -



-  104  -



-  105  -



-  106  -



-  107  -



-  108  -



-  109  -



-  110  -



-  111  -



-  112  -



-  113  -



資料３ 自由記述（ 問３ ）【 】

【問３】上の【問２】で示した事項以外に、あなたの「担当授業」の質を改善するための重要な事項があれば

以下にご記入下さい。

＜教師論＞
【教師が豊富な知識を持つ】
・教師が科目周辺の豊富な知識を持つことが肝要。
（私立・50代・教授・理学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【教師自身が今日の社会や人生に展望と自信を持つ
こと】
・教師自身が今日の社会や人生に展望と自信を持
つこと （国立・60代・教授・社会科学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【教師の情熱】
・教師の情熱以外に何もない （私立・50代・教。
授・社会科学系・教養教育のみ・ある程度高い
評価）
・楽しそうに情熱を込めて授業を展開する （私。
立・50代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）
・学生に対する情熱（私立・40代・教授・社会科
学系・教養教育のみ・高い評価）
・教員が学生に熱意を示す （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【他専門分野との関連づけを行うこと】
・他専門分野との関連づけを行うこと！（国立・
60代・教授・工学系・教養教育のみ・普通であ
った）

＜教育・学習環境＞
【受講者数を減らす】
・現在数学教育を担当しているが、１コマあたり
履修者200人、３コマで計約500人ほどおしえて
いる。数学講義担当者をふやして、１コマあた
りの履修者をせいぜい50～60にへらすことが必
要だと感じている （国立・30代・助教授・理学。
系・修士課程まで・不明）
・受講人数を制限する （私立・40代・教授・総。
合科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・編入学定員を抑え、できる学生のみ相手に小人
数教育 （私立・50代・教授・人文科学系・博士。
課程まで・ある程度高い評価）

【視聴覚施設】
・視聴覚施設が不充分で効果が上がらないのが現
状。ティーチングアシスタントが欲しいが配属

なし （私立・60代・助教授・工学系・学士課程。
専門教育・不明）
・16に掲載されている事項を今、何よりも渇望し
ています。比較経済システム論という現代の実
体経済を扱う授業ではTV放映分より活用できる
のですが、西洋経済史では、それがなかなかで
きない。視覚は現代の学生にとって効果が大き
いので、今後是非活用したい （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・普通であっ
た）

【成果を焦らない、求めない】
・気長に育つのを待つ。支援して見守る。育つ場
合もあれば、育たぬ場合もある。現実をあるが

。ままに受け止める。成果を焦らない、求めない
（国立・30代・助教授・工学系・教養教育の
み・普通であった）

＜教育方法の工夫＞
【Power Pointを用いた授業】
・ある授業にPower Pointを用いたところ非常に
効果的で、学生の評価も高かった。チョークに
よる板書の代替という意味ではなく、イラスト
の写真を多用したことによると考える （国立・。
50代・助教授・工学系・教養教育のみ・ある程
度高い評価）

【毎時間に「質問書」を提出させている】
・毎時間に「質問書 （Ｂ５ 1枚）を提出させて」
いる （国立・50代・教授・人文科学系・教養教。
育のみ・ある程度高い評価）
・毎回アンケートをとり、内容、手法を改善して
いく。アンケートは講義中に行わせる （国立・。
30代・講師・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）
・毎回講義時に、リアクションペーパーを全員に
記入させている。同時に、質問 ・意見に全て
応答している。その他参考文献を挙げる （公。
立・40代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）
・レポート提出を度々させることで、授業の内容
を理解させ、関心をもたせている （私立・70。
代・教授・工学系・修士課程まで・高い評価）

【学生の反応、理解度に気をつける】
・学生の反応、理解度を毎回の講義中に気をつけ
ることが大切 （国立・60代・教授・理学系・学。
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士課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生の学習理解度を評価しながら授業を進める。
（私立・60代・教授・理学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生の理解度の確認、教師が考えるほどには学
生は理解していない。授業中にしばしば判って
いるかを確かめる、また、２０分ほどのテスト
を行う （私立・60代・教授・社会科学系・教養。
教育のみ・普通であった）
・理解度をその場その場で判断し説明を試みる。
（私立・40代・教授・人文科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・学生の理解度のモニタリング―ミニアンケート
などー授業へのフィードバック （私立・50代・。
教授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【学生の学習意欲を引き出すための工夫・労力が重
要】
・学生の学習意欲を引き出すための工夫・労力が
重要と考える （国立・50代・教授・理学系・学。
士課程専門教育・不明）
・環境ばかり整えても、学生自身が勉強したいと
思ってくれないと、あまり効果がない。学生

、個々人の意欲を高める工夫が必要と思われるが
模索中 （私立・40代・講師・工学系・修士課程。
まで・少し低かった）
・学生にやる気を出させること、目的意識を植え
付けること （私立・70代・教授・工学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生のモチベーションを高める工夫をすること。
（私立・50代・教授・人文科学系・博士課程ま
で・高い評価）

【双方向を目指す】
・一方通行の指導でなく、双方向を目指す（たと
え多人数授業であっても （国立・50代・教）。
授・工学系・学士課程専門教育・高い評価）
・ ・一方的にならないように「やりとり」を設
ける（⑧ですね 。 ・標準ではなく 「以上」） 、
を目指す、そのためにはオリジナルな考え、試
案等を含める （公立・50代・教授・その他・学。
士課程専門教育・ある程度高い評価）

【webの活用】
・教材をweb上に全て準備した （国立・40代・教。
授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・webを活用した教育プログラム（私立・50代・
教授・その他・修士課程まで・不明）
・クラスwebを利用するディスカッション（私
立・40代・助教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・明治大学にはOh！Meijiシステムがあり、そこ
に授業内容等を入力でき、授業を欠席した学生
が授業内容を後日確認できようになっている。
（私立・50代・助教授・社会科学系・学士課程

専門教育・不明）

【グループ学習の導入】
・グループ学習の導入（自主性、協調性の向上）
（国立・60代・教授・工学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【学生との対話】
・・学生との対話を大切にする。 ・専門家（将

。来）としての資質との関係性について講述する
（私立・60代・教授・不明・学士課程専門教
育・不明）

【授業技術】
・授業技術（声の大きさ、発言の明瞭性、論理的
な論の展開、話術、板書など （私立・50代・教）
授・人文科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・教員が授業デザインのスキル、知識をもつ。
（私立・40代・教授・総合科学系・修士課程ま
で・高い評価）

【豊富な社会教材の蓄積】
・例を示す場合に、学生に身近なものを使用する
ために、豊富な社会教材を蓄積している （私。
立・30代・助教授・社会科学系・修士課程ま
で・高い評価）
・教材（ソフトなど）の充実 ．なるべく小人数．．
で ．学生の学習意欲向上 ．態度など含む。．． ．．
（私立・60代・教授・その他・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【練習問題を使用する】
・例と例題を使用する。練習問題を用意する。
（私立・50代・教授・社会科学系・教養教育の
み・不明）

【体験から考えるように教育する】
・学生の実際の体験より考えるように教育する。
（私立・50代・教授・医歯薬学系・教養教育の
み・不明）

【板書の工夫】
・板書事項を工夫する。例えば抽象的「哲学」の
場合も図解や箇条書き等。具体的な例として、
例えば、テレビ報道番組等を利用し、部分的、
短時間にまとめて（１０分～20分）見せて考え
させる （私立・不明・教授・人文科学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）

【習熟度に応じた講義】
・いわゆる多人数のクラスの講義で十把ひとから
げの講義をしても教育効果が十分上らない。と
りわけ、私の場合、高校で選択科目となってい
る科目を担当。１０－２０％位しか高校で履修
していず、教育効果を上げようとしたら、クラ
スを３分割位に分け､習熟度に応じた講義がもて
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れば理想的である。しかし、人件費削減の折、
持ちコマ、非常勤補助削減のあおりを受け実現
不可能 （私立・60代・助教授・社会科学系・修。
士課程まで・普通であった）
・学生の能力にあった授業（私立・50代・教授・
工学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【具体的な事例教材】
・社会での応用、適用を念頭に具体的な事例教材。
（私立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・不明）

【ｅラーニングを使用した事前学習の実施】
・ｅラーニングを使用した事前学習の実施 （私。
立・50代・教授・社会科学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【必修科目であること】
・④にも関係しますが、当然のこととはいえ、担
当科目が、個々の学生にとって必須の科目であ

。るかどうか、非常に大きなfactorだと思います
（国立・40代・助教授・人文科学系・博士課程
まで・ある程度高い評価）

【新しい情報を選んでおく】
・新しい情報を選んでおく （国立・60代・教。
授・不明・教養教育のみ・不明）

【国内外の作例の資料の充実を図る】
・国内外の作例の資料の充実を図る （国立・50。
代・助教授・その他・学士課程専門教育・不
明）

【国際的な交流を計る】
・国際的な交流を計る （国立・50代・助教授・。
人文科学系・学士課程専門教育・不明）

＜学生関係要因＞
【学生の知識、関心レベルの把握】
・学生の知識、関心レベルの把握 （国立・40。
代・助教授・人文科学系・教養教育のみ・不
明）
・担当授業を受講している学生、全員ひとりひと
りの思考や日常を把握すること。美術の分野で
は統一的な指導はあまり意味を持たず、個人レ
ベルでの技術や表現力の向上が必要なため、１
対１でなければならない （私立・40代・助教。
授・その他・修士課程まで・ある程度高い評
価）
・学生が現在もっている「学力」を知ることが重
要である。それをもとにして講義をすすめる必
要あり （私立・60代・教授・社会科学系・学士。
課程専門教育・高い評価）
・学生の素質を知る （私立・50代・教授・工学。
系・修士課程まで・少し低かった）
・学生のレベルを正確につかむこと （私立・60。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・不明）

・教え込むという態度で学生に対するのではなく、
常に学生の理解度を良く判断した上で授業をす
ること （私立・50代・教授・不明・修士課程ま。
で・高い評価）

【学生の授業評価の観点を小分けにする】
・学生の授業評価の観点を小分けにしてはどうか。
授業は楽しいか。内容はためになるか。先生は
やさしいか。これらを一括では扱えない （国。
立・40代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
不明）

【学生の授業評価を行う】
・学生の授業評価を行い、それを講義に反映させ
る （国立・50代・教授・社会科学系・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）
・独自に学期まごとに授業に対する評価を学生に
行ってもらい常に参考にして次回から改善に努
めている （私立・不明・助教授・工学系・教養。
教育のみ・ある程度高い評価）
・歯学部四年生を担当していますが、学生による
講義の評価を実施いたしております。また五年
生にたいして適時実施いたしております （私。
立・40代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【教育現場の実態と課題を知る】
・教育現場（実践現場）の実態と課題を知る。
（国立・60代・教授・教員養成系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【対象に即した授業】
・画一的でなく、対象に即した授業 （国立・60。
代・教授・その他・学士課程専門教育・高い評
価）

【教育研究に専念できるような環境を整える】
・教員が教育研究に専念できるような環境を整え
る （国立・50代・教授・人文科学系・学士課程。
専門教育・不明）

【目的また問題意識を持たせ、それに沿うように授
業を行う】
・受講生に対して、ひとりひとり目的また問題意
識を持たせ、それに沿うように （国立・60代・。
教授・教員養成系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【客観的な評価システム】
・教員間の負担の平等化、もしくは客観的な評価
と教育面について、給与格差をつけるなど （国。
立・30代・助教授・人文科学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）
・質を改善した結果が評価されるシステム （私。
立・50代・助教授・医歯薬学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
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【専門か教養かにより指導のやり方が大きく異な
る】
・専門か教養かにより指導のやり方が大きく異な
っている。専門は押し上げる感じ、教養は引き
上げる感じでやっている （国立・60代・教授・。
理学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【独りよがりにならない】
・ ・独りよがりにならない ・ごく基本的なこ。
とに絞った内容にする ・英語による授業は必要。
とは思うが、自分も含めて現状では実施するこ
とは無理である （国立・60代・教授・理学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）

【教官同士の授業参観による相互チェック】
・教官同士の授業参観による相互チェック （国。
立・50代・教授・工学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）
・教員相互の授業参観 （私立・50代・教授・医。
歯薬学系・教養教育のみ・普通であった）

【鳥瞰の視点を各回の講義で示す】
・細分化された各知識を統合してとらえるように
鳥瞰の視点を各回の講義で示す （国立・40代・。
助教授・理学系・学士課程専門教育・普通であ
った）

【教室と研究室が近接している】
・教室と研究室が近接している （国立・40代・。
助教授・人文科学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【現在の研究分野に卓越し、幅広い研究分野にも目
を向けて研究すべき】
・指導者は常に現在の研究分野に卓越し、幅広い
研究分野にも目を向けて研究すべきである （国。
立・60代・教授・不明・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）
・現実味のある導入を行い興味を喚起し、自分の
意見を持ち、他の意見とつき合わせる工夫が必
要だと考え実施している （国立・40代・助教。
授・教員養成系・教養教育のみ・高い評価）
・普段、その分野の最先端の研究活動に参加して
いること （公立・50代・教授・人文科学系・教。
養教育のみ・不明）
・教員は常に国際的、学際的な最新研究 ・教育
情報と接する機会が必要 （公立・40代・助教。
授・不明・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【教員間の意見交換】
・教員どうしの議論（国立・30代・助教授・理学
系・学士課程専門教育・不明）
・とくに学科内での授業に関する担当者間の意見
・情報交換 （私立・40代・助教授・工学系・。
学士課程専門教育・普通であった）
・教員間での情報交換（学生の習熟度、テクニッ
ク等について （私立・30代・講師・総合科学）。

系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【カリキュラム体系が明確である】
・カリキュラム体系が明確で、その中での位置づ
けがしっかりしていること （国立・50代・教。
授・理学系・学士課程専門教育・不明）

【充分な回数の確保】
・全カリキュラム上の問題ー講義内容量に対して
回数が不足（通常２科目分を１科目につめこま
ざるを得ない ）－充分な回数の確保 （国立・3。 。
0代・助教授・理学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【学生のレベルに合った講義】
・自分に対しては、さらに工夫する必要あり、進
度を遅らせても、レベルを下げても良いと考え
るべき。学生に対しては、あまりに学習意欲が
低い者は受講拒否をしたい （国立・60代・教。
授・その他・学士課程専門教育・不明）
・クラス毎に受講者のレベルに合わせた柔軟な授
業 （私立・50代・教授・工学系・学士課程専門。
教育・ある程度高い評価）

【授業に興味を持たせる】
・授業に興味を持たせる。聞きたくない学生には
ネムッテもらう （国立・60代・教授・理学系・。
教養教育のみ・不明）
・学生が担当科目に関心を持つ工夫をすること。
（私立・60代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・⑬講義方法に関して学生の興味 ・関心を促す。
（私立・60代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・高い評価）
・学生が関心をもつ実例を使う （私立・50代・。
教授・工学系・修士課程まで・普通であった）
・まず興味を持たせること→文科系ゆえ （私。
立・60代・教授・農学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）
・学生に興味を持たせる工夫 （公立・50代・教。
授・工学系・修士課程まで・不明）
・ 公立・60代・教授・工学系・教養教育のみ・（
ある程度高い評価）

【学生に参加させる】
・学生に参加させる（例、ロールプレーイング、
パネルディスカッション （国立・50代・助教）。
授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）
・教科書に習った内容でなく、学生の参加、ある

、いは学生による授業が重要と考えます。例えば
ある問題点を学生に投げかけ学生のグループで

。授業までにその解決策を検討してくるような事
（私立・50代・教授・医歯薬学系・修士

課程まで・不明）

【学生が基礎を理解しておく】
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・教養教育で行われる基礎については学生も理解
しておいてもらいたい。演習で授業の中で行わ
せる必要を感じる （国立・50代・教授・農学。
系・学士課程専門教育・不明）

【学生の講義と、その評価に対する学生自身あるい
は社会的な考え方の改善が必要】
・学生の講義と、その評価に対する学生自身ある
いは社会的な考え方の改善が必要 （国立・40。
代・助教授・農学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【出席カードへの意見、質問記入、小テストの添削
返却等による（個別的）意思疎通】
・出席カードへの意見、質問記入、小テストの添
削返却等による（個別的）意思疎通 （国立・40。
代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【教官が学生の教育に関心を持つこと】
・教官が学生の教育に関心を持つこと （国立・5。
0代・教授・不明・教養教育のみ・ある程度高い
評価）

【学外講師を招く】
・学外講師を招く （国立・50代・教授・医歯薬。
学系・教養教育のみ・不明）
・関連科目との講義内容の整理 ・調整により、
不要な重複や欠落をなくすこと、また段階を追
って学習内容を広げ決められるよう構成を改善
した （公立・40代・教授・その他・修士課程ま。
で・ある程度高い評価）
・関連分野のゲストを招く （私立・50代・教。
授・その他・修士課程まで・不明）
・年に１，２回程度外部より外部講師を招いて、
Hotな授業を行う。これを予算化する （私立・5。
0代・教授・不明・博士課程まで・ある程度高い
評価）
・学生には現外部講師を２－３人常時招致する
（そのための予算化が必要）実感かわく （私。
立・60代・教授・教員養成系・修士課程まで・
普通であった）

【使用教室の準備、授業後の処理等が出来るよう、
休み時間の長さを十分に確保する】
・授業時間の前後に、使用教室の準備、授業後の
処理等が出来るよう、休み時間の長さを十分に
確保する。連続して２コマ担当することのない
よう時間割を工夫する （公立・50代・教授・人。
文科学系・教養教育のみ・不明）

【時間】
・時間（公立・20代・助教授・社会科学系・修士
課程まで・高い評価）
・授業について使える十分な時間の確保(研究、
その他のために時間を取られ、授業に当てられ
る時間は講義時間のみとなりがちである （公）。

立・50代・教授・理学系・学士課程専門教育・
不明）
・教員の時間的ゆとり（担当コマ数、教材準備の
サポート、学部雑務の軽減 （私立・50代・教）。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・授業以外で調査などの十分な時間を取ることが
必要 （私立・40代・講師・理学系・修士課程ま。
で・不明）
・１日が３０時間あれば、より準備に時間が割け
るであろうが、限度もある （私立・40代・助教。
授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【学生に課題をだす】
・学生に課題をだす（宿題または考査のためのレ
ポート 。自学自習を奨励する （公立・40代・） 。
助教授・人文科学系・教養教育のみ・高い評
価）
・できるだけ課題を出して、レポートとして報告
させる （公立・50代・教授・理学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）
・レポート提出を度々させることで、授業の内容
を理解させ、関心をもたせている （私立・70。
代・教授・工学系・修士課程まで・高い評価）
・宿題を頻繁に課すが、必ず添削して返却してい
る。又、他人の解答を丸写ししたものは、一切
評価しないことを告げるとともにそのような行
為を戒め、必ず自分で考えた結果を解答させる
ように促している （私立・30代・講師・工学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・二酸化窒素の簡易測定を宿題に出し、自宅の玄
関などで測定させると大気汚染を身近に感じさ
せ、その後の授業がうまく行く （私立・60代・。
助教授・工学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・予習を促すために講義していない部分を宿題に
出す （私立・60代・助教授・工学系・修士課程。
まで・普通であった）

【学生による授業評価の結果を学生の責任で公表す
る】
・学生による授業評価の結果を学生の責任で公表
する （公立・40代・助教授・社会科学系・教養。
教育のみ・ある程度高い評価）

【学部に合わせてテキストを選ぶ】
・外国語科目英語（いわゆる一般英語）では担当
する学部に合わせてテキストを選ぶようにして
いる。たとえば経済学部では『エコノミスト』
のアンソロジーを読んだ （公立・50代・教授・。
人文科学系・教養教育のみ・不明）

【合宿】
・昨年と今年合宿を行い、成果があった （公。
立・50代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
不明）
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・野外実習や室内作業と組み合わせた授業（講
義）が必要 （公立・50代・教授・総合科学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）

【資料作成】
・資料作成 （公立・40代・助教授・理学系・修。
士課程まで・高い評価）
・シラバスの説明、最新の社会 ・技術などの動
向を記した教材の作成と配布、授業開始時に必
ず前回の復習を短時間実施、映像教材の活用。
（私立・60代・教授・不明・修士課程まで・あ
る程度高い評価）
・講義内容を要約したプリントを毎回配布する。
焦点をしぼり、連想で横道にそれない （私立・。
50代・教授・人文科学系・修士課程まで・普通
であった）
・資料を作り配布する （私立・60代・教授・人。
文科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学術研究の成果を学生に紹介する】
・最新の学術研究の成果を学生に紹介するように
努力している （公立・40代・助教授・理学系・。
教養教育のみ・高い評価）

【ＴＡ，ＲＡ】
・ＴＡ，ＲＡに授業に参加してもらい、ディスカ
ッションに加わってもらうと同時に授業の進め
方についての意見を聴く （公立・50代・教授・。
総合科学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・ティーチングアミスタントを付けることは重要
であると思う （私立・30代・助教授・教員養成。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・ティーチングアシスタントがいることが求めら
れている （私立・50代・教授・社会科学系・学。
士課程専門教育・不明）

【他の科目等との関連を明確に伝える】
・他の科目等との関連（位置付け）を折々に明確
に伝える （公立・50代・教授・工学系・教養教。
育のみ・ある程度高い評価）

【学生の学習への主体的な取り組みを促す】
・学生の学習への主体的な取り組みを促す （公。
立・40代・教授・医歯薬学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【学生が自ら気づくように待つこと】
・学生が自ら"気づく"ように待つこと。気づける
ようにヒントを与えること （公立・30代・講。
師・その他・修士課程まで・高い評価）

【雑務の削減】
・授業以外の雑務の削減(事務処理 ・会議の効
率化 （公立・40代・助教授・その他・学士課程）
専門教育・高い評価）
・教員の日常的業務（いわゆる学務にかかわる"

雑用"）を軽くすること （私立・50代・教授・。
社会科学系・教養教育のみ・高い評価）

【厳しく授業態度を指導すべきである】
・必要な場合には厳しく授業態度(受講）を指導
すべきである（口頭での注意レベル （公立・4）。
0代・助教授・人文科学系・学士課程専門教育・
普通であった）
・学生をしかること（指導すること （私立・30）
代・講師・教養教育系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【参考図書 ・文献の豊かな常備】
・参考図書 ・文献の豊かな常備（公立・50代・
教授・人文科学系・教養教育のみ・高い評価）
・図鑑を回覧させている （公立・50代・助教。
授・家政学系・学士課程専門教育・ある程度高
い評価）
・テキスト以外の参考書、問題集の活用を進める。
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）

【始，終業時の挨拶】
・始，終業時の挨拶。テキストの部分的音読(指
名読み 。小テストの実施 （私立・60代・教） 。
授・その他・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【モチベーションを高める】
・ モチベーションを高める （私立・30。
代・講師・社会科学系・修士課程まで・不明）

【受講生の氏名を覚える】
・受講生の氏名を覚える事。毎1回、ノートを提
出させ評価を行う事 （私立・50代・教授・その。
他・修士課程まで・不明）

【講義終了後に質問時間をもうける】
・講義終了後に質問時間をもうけること （私。
立・70代・不明・社会科学系・修士課程まで・
不明）

【小テスト等で、学生自身が達成度を確認できるよ
うにする】
・授業の終わり頃に、小テスト，ショートレポー
トをやり、できるだけ返却し、自分の達成度が
確認できるようにしている （私立・40代・教。
授・工学系・教養教育のみ・普通であった）
・達成度をこまめにチェック添削して早く返却す
ること。若い学生にとって自分が見てもらって
いるという安心感も得られるようです （私立・。
40代・助教授・理学系・学士課程専門教育・高
い評価）
・学生一人ひとりから演習問題の解答を回収し、
添削して翌週学生に返却するようにしておりま
す （私立・60代・助教授・工学系・修士課程ま。
で・不明）
・少テストをおこなう （私立・60代・助教授・。
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社会科学系・修士課程まで・不明）
・学生の理解度をチェックするために、時々小テ
ストを行うこと （私立・60代・教授・工学系・。
学士課程専門教育・普通であった）
・学生の理解力をチェックすること(小テストで
もレポートでも可）を併用しながら、授業を進
めることが重要と思われる （私立・60代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・普通であ
った）

【学生が先輩と密なコミュニケーションを持つ】
・受講学生が先輩と密なコミュニケーションを持
つこと （私立・60代・教授・工学系・学士課程。
専門教育・低かった）

【客観的な（学生の）達成度評価】
・客観的な（学生の）達成度評価（私立・40代・
教授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高
い評価）

【学生の感想に耳を傾ける】
・学生の感想に耳を傾ける （私立・30代・助教。
授・工学系・学士課程専門教育・不明）
・直接学生に授業の判り易さの程度を聞くこと。
（私立・30代・講師・理学系・博士課程まで・
ある程度高い評価）

【リアルタイム授業評価】
・リアルタイム授業評価（私立・50代・教授・工
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【授業対象となるもの（材料 ・成型品）を見せさ
わってもらう】
・ とにかく授業対象となるもの（材料 ・
成型品）を見せさわってもらう （私立・50代・。
教授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高
い評価）
・授業に出てくる装置や回路などを実際に見せた
い （私立・50代・講師・工学系・修士課程ま。
で・少し低かった）
・獣医学のキーワードは「疾病 、病体の早くか」
ら触れさせること （私立・60代・教授・医歯薬。
学系・教養教育のみ・不明）

【平易に説明する】
・平易に説明するように努めている （私立・50。
代・講師・社会科学系・修士課程まで・不明）

【演習 ・実習を取り入れる】
・講義科目の中でも随時演習、実習を取り入れる。
（私立・60代・教授・不明・修士課程まで・あ
る程度高い評価）
・演習を活かして、参加型の授業時間を効果的な
ものとする （私立・50代・教授・医歯薬学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）
・実習内容を充実させる （私立・60代・教授・。
医歯薬学系・博士課程まで・高い評価）

・簡単な演習を毎時間やる （私立・50代・教。
授・工学系・教養教育のみ・普通であった）
・演習の時間を増やす （私立・50代・教授・理。
学系・修士課程まで・少し低かった）
・特別演習として、学生達がフリーの時間帯の１
－２コマを活用して、各学年（１－３年生）と
も１０名単位くらいで合計３０名程度、毎年相
手している。彼等の中から卒業研究へ入ってく
る例がある （私立・60代・助教授・その他・修。
士課程まで・普通であった）
・実習（体験）を中心とした授業にすると効果が
上がると思われる （私立・50代・教授・医歯薬。
学系・修士課程まで・普通であった）
・講義に関する演習の時間が必要 （私立・50。
代・教授・理学系・博士課程まで・ある程度高
い評価）

【多くを教えない】
・多くを教えない。面白くする （私立・60代・。
助教授・工学系・修士課程まで・不明）

【資格試験の実態を学生に説明し、学習意欲を高め
る】
・ 資格試験の実態を調べ学生に説明し、学
習意欲を高める （私立・60代・教授・工学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・試験（定期、国試等）に対応出来る様内容を考
慮 （私立・50代・講師・医歯薬学系・修士課程。
まで・不明）

【厳格な出欠管理】
・厳格な出欠管理。時間内での理解度を高める工
夫 （私立・50代・教授・工学系・学士課程専門。
教育・不明）
・出欠のチェック厳しく評価する （私立・60。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・普通で
あった）

【化学反応、物質、変化などを示すことにより学生
の注意力や興味を持たせる】
・化学反応、物質、変化などを示すことにより学
生の注意力や興味を持たせることができる （私。
立・60代・教授・工学系・学士課程専門教育・
不明）

【資料を配布する】
・毎時、学生のために作成したプリントを資料と
して配布している （私立・70代・教授・人文科。
学系・修士課程まで・普通であった）
・資料の配布（私立・60代・教授・社会科学系・
修士課程まで・ある程度高い評価）
・学生に問題発見を促すための資料を提示する。
（私立・60代・教授・工学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【サブ教科書を使用している】
・座学と学生学習の項目が平行に実施出来たら学
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習効果はもっと上るでしょうね。自分が編著と
なって数大学の教授と共にサブ教科書を出版使
用して教育効果を上げている現在６年目です。
（私立・60代・教授・医歯薬学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）

【エアコンの設置】
・教室にエアコン（クーラー）は必要である。
（私立・40代・教授・不明・博士課程まで・高
い評価）

【授業内容と目的を説明する】
・学生が授業内容、目的の位置づけ（全体の課程
の中の）について意識化できるよう、常に今回

。のテーマと全体とのかかわりについて説明する
（私立・30代・講師・人文科学系・修士課程ま
で・不明）

【学生の質】
・学生の質（私立・50代・教授・人文科学系・博
士課程まで・ある程度高い評価）
・受講学生の質がそろうとよい （私立・60代・。
教授・人文科学系・博士課程まで・高い評価）

【マンガを板書きして「イメージ」として理解させ
る】
・重要なポイント…マンガを板書きして「イメー
ジ」として理解させる （私立・60代・教授・工。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【受講生が多いこと】
・受講生が多いこと （私立・不明・教授・人文。
科学系・修士課程まで・普通であった）

【専門家の経験を話させる】
・一学期一回位は、専門家の経験を話させる。
（私立・70代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・普通であった）

【教員の体験を授業内容に取り入れる】
・教員自身の人生体験と人生観を授業内容にミッ
クスして面白く語ること （私立・40代・助教。
授・人文科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【関連する科目との内容調整】
・関連する教科目との内容調整 （私立・50代・。
教授・人文科学系・修士課程まで・不明）

【学生のやる気】
・学生にやる気が必要である （私立・50代・教。
授・工学系・修士課程まで・不明）
・学生にやる気を起させることが最も重要である。
学習の目的を明確にできれば最も良いと思われ
る （私立・50代・教授・社会科学系・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）

【学生の考える習慣と読書】
・①受講学生が自分で考える習慣をつちかってい

。ること。また、教員がそのように指導すること
②受講学生が読書の習慣をつちかうこと。少な
くとも読書に苦痛を感じないこと （私立・50。
代・教授・人文科学系・修士課程まで・高い評
価）

【信頼関係】
・具体的な方法論が前に教える者（教師）と学ぶ
者（学生）との信頼関係を等くこと、学生の学
ぶ姿勢、習う姿勢を教えることから始める。こ
れが基盤となる⇒回答者の信念です （私立・50。
代・教授・その他・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【体験活動】
・体験活動、ワークショップを学習プロセスに組
み込む （私立・50代・教授・人文科学系・修士。
課程まで・不明）

【時事的トピックスを扱う】
・授業内容に則した「時事的トピックス」をとり
あげ、現実的感覚を養う （私立・60代・教授・。
社会科学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・バイオテクノロジー関係の講義は、日々進展す
るので、教科だけではタイムリーな内容をカバ
ーできないので、新聞を利用したＮＩＥを実践
している。学生に関連記事を提出させてその解
説をすることにしている （私立・60代・教授・。
その他・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【講義以外の学習】
・講義以外の学習方法（チュートリアルなど）を
模索中です （私立・40代・教授・医歯薬学系・。
修士課程まで・不明）
・学生が予習や復習をするようにしむける （私。
立・60代・教授・社会科学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・授業時間外における学生の学習時間を増す。
（私立・60代・教授・不明・修士課程まで・高
い評価）

【教員の増加】
・教員の増加（私立・50代・助教授・医歯薬学
系・修士課程まで・不明）

【やる気のない学生の排除】
・やる気のない学生の排除 （私立・40代・助教。
授・医歯薬学系・修士課程まで・不明）

【バーチャルリアリティの活用】
・バーチャルリアリティを活用して、立体的に局
所解剖を理解させる （私立・50代・教授・医歯。
薬学系・修士課程まで・不明）
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【他の教育の指導、教育方法を聞き、参考にする】
・他の教育の指導、教育方法を聞き、参考にする。
（私立・40代・講師・不明・修士課程まで・普
通であった）

【研究を充実させる】
・研究を充実させること。毎回の授業後に学生の
質問を書かせる （私立・40代・助教授・医歯薬。
学系・学士課程専門教育・高い評価）
・より研究に専念できる時間の確保。自分で考え
るヒマがなければ面白い授業はできない （私。
立・30代・講師・人文科学系・修士課程まで・
不明）
・授業を支えるべき研究に力を入れる （私立・5。
0代・教授・人文科学系・教養教育のみ・不明）

【授業内容に関連する職業分野との効果的な連携を
図る】
・授業内容に関連する職業分野との効果的な連携
を図ることを視野に入れてもよいと思います。
（私立・30代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・不明）

【学生との連絡を緊密にする】
・授業を受けている学生達の間の連絡を緊密にさ
せ学習効果をあげる。例、メールなどの活用、
資料の交換 （私立・60代・教授・人文科学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【学生がやらざるを得ない状況を作る】
・学生がやらざるを得ない状況を作る。考えるよ
う促す （私立・50代・教授・工学系・教養教育。
のみ・低かった）

【学生の思い込みに気づかせる】
・学生の思い込みに気づかせる （私立・50代・。
教授・教員養成系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【当然と思われる定理や知識を解説する】
・当然と思われる定理や知識を４～５分の時間で
確認的に解説する （私立・50代・教授・社会科。
学系・学士課程専門教育・普通であった）

【小 ・中学校の段階からしっかりと教えてもらい
たい】
・学生のしつけを含め、小 ・中学校の段階から
しっかりと教えてもらいたい （私立・60代・教。
授・人文科学系・学士課程専門教育・高い評
価）

【学生の意見の反映】
・メール等を利用した学生の意見の反映 （私。
立・50代・教授・その他・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【質問の回答を示す】

・質問を受け、これの回答を示す （私立・50。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【理解と修練に充分な時間数の確保】
・理解と修練に充分な時間数の確保（私立・50
代・教授・その他・学士課程専門教育・普通で
あった）

【学生がノートできる程度の速度で講義をすすめ
る】
・ 授業に際して学生がキーワードをノート
できる程度の速度で講義をすすめることが大切
であると考えます （パワーポイントで授業する。
のは学習にならないということ （私立・60代・）
教授・総合科学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）

【学外での実践体験が必要】
・学外での実践体験が必要 （私立・40代・助教。
授・その他・学士課程専門教育・不明）

【到達目標に近づける】
・到達目標に近づける。自ら考えさせるため発表
する （私立・60代・教授・その他・修士課程ま。
で・不明）

【中・高との関連の重視】
・１．中 ・高との関連の重視。２．トレーニン
グ(演習)の多用。３．学生の発表、表現の機会
の設定 （私立・60代・教授・人文科学系・修士。
課程まで・不明

【インパクトを与える】
・インパクトを与える （私立・60代・教授・人。
文科学系・修士課程まで・不明）

【私語を必ず中止させる】
・私語を必ず中止させる。環境に留意する （私。
立・60代・教授・工学系・学士課程専門教育・
普通であった）

【１コマの時間を短くし、回数を増やす】
・１コマの時間を短くし、回数を増やす （私。
立・40代・助教授・工学系・修士課程まで・不
明）

【教育と研究を常に考えていくこと】
・教育と研究を常に考えていくこと。最先端の研
究について、講義に展開できるように努力して
いくこと （私立・50代・教授・教員養成系・学。
士課程専門教育・不明）

【学生の人格尊重】
・学生の人格尊重 （私立・40代・講師・総合科。
学系・博士課程まで・ある程度高い評価）
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【学生の自己開示】
・学生の自己開示（私立・60代・教授・その他・
学士課程専門教育・普通であった）

【毎月後に自己の授業内容を反省し改善する】
・毎月後に自己の授業内容を反省し改善する。
（私立・40代・教授・不明・教養教育のみ・高
い評価）

【メールで質問を受け付ける】
・メールを使った質問受付。テストをひんばんに
行うことによって、知識の確認を促す （私立・。
30代・講師・社会科学系・修士課程まで・不
明）

【学生同士が意見交換のできる環境】
・先生が分からないときに、質問ができるシステ
ムが必要である。先生の部屋に聞きに来るので
なく、学生同志、先輩などがいるラウンジのよ
うなもの （私立・50代・教授・不明・教養教育。
のみ・高い評価）
【社会での仕事との関連性、成功 ・失敗の具体
例】
・実際の社会での仕事との関連性、成功 ・失敗
の具体例など （私立・60代・教授・工学系・教。
養教育のみ・ある程度高い評価）

【視聴覚機器の活用の仕方に注意している】
・視聴覚機器については、年度により受講生の希
望が異なるため、この対応に注意している （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【机の配置を変える】
・教室内の机の配置を変える （私立・40代・助。
教授・人文科学系・教養教育のみ・高い評価）

【実験を見せる】
・小実験を見せる （私立・50代・教授・農学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・理科系の場合は、演示実験、学外実習、演習、
実験などを併用することが重要であると思う。
（私立・40代・助教授・理学系・修士課程ま
で・高い評価）

【 最低」学部の教育目的をふまえて授業すべき】「
・個々の教員が「最低」学部の教育目的をふまえ
て授業すべきである （本学だけでなく、日本の。
大学教員の問題点である （私立・50代・教。）
授・農学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【分かり易い講義】
・どうすれば分かり易い講義ができるか （私。
立・30代・講師・農学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【新しい知見を授業で講す】
・新しい知見も授業で講すことが大切と考える。
（私立・50代・教授・その他・学士課程専門教
育・不明）

【キャチボール（意見交換）のできる時間と内容】
・キャチボール（意見交換）のできる時間と内容。
（私立・60代・教授・その他・教養教育のみ・
不明）

【担当コマ数の制限】
・担当コマ数が多くなると授業準備が困難になる。
１コマに１コマの準備時間として７－８コマが
限度 （私立・40代・助教授・人文科学系・修士。
課程まで・少し低かった）
・持ちゴマ数を減らしてもらう、非常勤での出講
をやめる、会議の数と時間を減らす、健康と体
力の増進にこころかける。できれば通勤時間が
短くなる方策をとる （私立・40代・教授・社会。
科学系・修士課程まで・不明）

【到達目標（SBO）を配布する】
・到達目標（SBO）を配布する （私立・60代・教。
授・医歯薬学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【専門科目でどのように展開 ・発展させるかを把
握する】
・専門科目でどのように展開 ・発展させるかを
把握する （私立・50代・助教授・医歯薬学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【学生にも話す機会を与える】
・学生にも話す機会を与える （私立・60代・教。
授・人文科学系・博士課程まで・不明）

【マイクを座席に設置する】
・大講義室においても各学生との意見交換ができ
るようにマイクを座席に設置する （私立・40。
代・講師・医歯薬学系・教養教育のみ・不明）

【全国で使用可能な教育素材コンテンツの構築】
・全国で使用可能な教育素材コンテンツの構築。
（私立・50代・講師・医歯薬学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【国試の基準、レベルなどを分析する】
・国試の基準、レベルなどを分析する （私立・5。
0代・助教授・医歯薬学系・修士課程まで・不
明）

【目的達成のための必要性から動機づける】
・学生が興味をもつ内容にすることも大切である
が、学生が自身のキャリアデザインを行い、そ
の目的達成のための必要性から動機づけること
も重要 （私立・60代・教授・工学系・修士課程。
まで・普通であった）
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【日常の言語による表現活動に関心を持つこと】
・受講学生に、日常の言語による表現活動（友人
との会話、メールのやりとり、あるいは、メデ
ィアで流通する言葉等）に強い関心を持たせる
こと （私立・40代・教授・人文科学系・学士課。
程専門教育・不明）

【他授業の担当者間で連絡を図る】
・学科の他授業の担当者間で連絡を図る。学生の
達成度を詳しく調べながら進む （私立・50代・。
教授・総合科学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）

【教材作成の支援】
・教材作成の支援が必要 （私立・60代・教授・。
その他・教養教育のみ・不明）

【教室のサイズの適応化】
・少人数教育を有効なものにするための教室のサ
イズの適応化 （私立・50代・教授・人文科学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【受講者の意識の変化】
・協調学習等の必要性や方法に関する受講者の意
識の変化 （私立・60代・教授・不明・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）

【カレントなトピックを教材に用いる】
・カレントなトピックを教材に用いる （私立・6。
0代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【議論させ、その後解説する】
・設問し、考えさせ、議論させ、書かせ、その後
で解説する （私立・60代・教授・社会科学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）

【基礎知識の充実を図る】
・基礎知識の充実を図る。歴史、英語、地理など。
（私立・60代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・受講学生がある程度の基礎知識を持つこと。大
学入試でフルイが機能しない現在では学生に危
機感を持たせないと講義が成立しない （私立・。
30代・助教授・工学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）
・学生に授業内容に関連した基礎知識を植えつけ
る （私立・60代・教授・人文科学系・修士課程。
まで・高い評価）

【フィールドワーク、レポートの重視】
・フィールドワーク、レポートの重視（私立・50
代・教授・人文科学系・修士課程まで・普通で
あった）
・学外でのフィールドワークをできるだけ取り入
れる （私立・50代・教授・教員養成系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【コミュニケーションペーパーの導入】
・毎回理解度を把握し、質問や意見があればそれ
も記入させ、次回、担当者の意見、質問への回
答をプリントに配布するやり方の一種のコミュ
ニケーションペーパーの導入 （私立・60代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・不明）

【全学の共通認識】
・全学的に共通した指導方針を持ち、全学生が認
識すること （私立・30代・講師・工学系・修士。
課程まで・不明）

【学生が積極的に学園生活を送れるようになって欲
しい】
・４に関わるが、とにかく学生が積極的に学園生
活を送れるようになって欲しい。これは１科目
の努力だけでは無理だが ・ ・ ・ 私立・7（
0代・教授・社会科学系・修士課程まで・普通
であった）

【アップトゥデートした講義内容に変更する】
・新しい論文や発表を参考に、毎年アップトゥデ
ートした講義内容に変更する （私立・40代・講。
師・医歯薬学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【あきさせない工夫】
・時間配分など、あきさせない工夫。学生とのア
イコンタクト、臨機応変な授業内容の変更 （私。
立・30代・講師・社会科学系・修士課程まで・
不明）

【目的をもたせる】
・学生に目的をもたせる （私立・40代・助教。
授・不明・修士課程まで・ある程度高い評価）

【幅広い年齢層を対象とする】
・社会人を学生に含むー幅広い年齢層を対象とす
る （私立・40代・教授・人文科学系・学士課程。
専門教育・不明）

【学外専門家との意見交換】
・学外の専門家、研究者との意見交換 （私立・4。
0代・教授・教員養成系・修士課程まで・不明）

【職場体験】
・ 放送メディア全般を担当している 。放送現場（ ）
の最新情報に触れさせるため、放送企業とのイ
ンターンシップが大事だが、現場が多忙で実リ
ある職場体験をさせることが難しい （私立・60。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・不明）

【礼儀を教える】
・礼儀を教える （私立・70代・教授・人文科学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
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【情報メディアの研究会】
・情報メディアの研究会をして、検討しています。
（私立・40代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【学生の理解し、実践できる態度の育成】
・まず、理解し、実践できる態度の育成 （私。
立・60代・教授・教員養成系・博士課程まで・
不明）

【実権を行う】
・模型実験をときどき行う （私立・70代・教。
授・工学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【他の教員の授業を参考にする】
・他の教員の授業を参考にする （私立・40代・。
助教授・理学系・修士課程まで・少し低かっ
た）
・議論の中で他の教員の工夫が参考になったので
自己の授業に反映されたと思う。講義に変化を
つけるため、パワーポイントを活用してみた。
（私立・50代・助教授・総合科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【教員自身の魅力】
・教員自身が（人生 ・人生観）が魅力的である
こと（退屈でないこと （私立・50代・助教）。
授・総合科学系・博士課程まで・高い評価）

【考えさせる工夫】
・教えるのでなく、考えさせる教育の工夫 （私。
立・60代・講師・工学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【企業等の見学】
・企業､研究所、役所等の見学など （私立・60。
代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・学外での見学等の実施 （私立・40代・助教。
授・その他・学士課程専門教育・不明）

【目標提示と達成感を持たせる】
・一歩先の目標の提示と達成感を持たせる工夫。
（私立・40代・教授・その他・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【演習の結果によって出欠判定を行う】
・物理的な出席ではなく、毎回その日の授業内容
にそった演習を実施し、その結果によって出欠
判定している （私立・40代・教授・理学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）

【学生による発表】
・配布プリントの準備、学生によるレポートの発
表 （私立・50代・教授・社会科学系・教養教育。
のみ・高い評価）

・去年の試みでは、レポート作成（2回/半期）と
そのプレゼンテーションが、学生の意欲を授業
の活性化に貢献した （私立・40代・教授・社会。
科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【担当授業の制限】
・担当授業数の制限（私立・40代・助教授・人文
科学系・学士課程専門教育・不明）

【課外授業】
・生活・生産体験を豊かにするための課外授業の
充実 （私立・60代・教授・その他・学士課程専。
門教育・不明）

【その場で理解できる授業】
・いくら多人数教室で、双方向授業、考えさせる
授業、ｗｈｙ？を問う授業、キーポイントはそ
の場で頭にインプットさせる授業を心かけてい
る （私立・60代・教授・社会科学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）
・問2の⑱が望ましいが（私立・60代・教授・医
歯薬学系・学士課程専門教育・不明）
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資料４ 自由記述（ 問８ ）【 】

【問８ 【問７】で「１．改善された」か「２．ある程度改善された」を選択された方に質問します。あなた】

の「担当授業」はどのように改善されましたか。以下にご記入下さい。

＜教育目標に関する事項＞
【学部の教育目的をふまえた内容に改善】
・学部の教育目的をふまえた内容に改善した。
（私立・40代・教授・その他・博士課程まで・
ある程度高い評価）

【授業の意義を明示する】
・当該授業の意義を反復して明示する必要を自覚
し、実行している （改善に該当するかは未確。
認 （国立・40代・助教授・教員養成系・学士課）
程専門教育・不明）
・授業開始時に毎回今日の授業目的を話す ・授。
業に対する学生の関心を集めるような努力 （公。
立・60代・教授・工学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）

【教育の目標、目的が明確になった】
・教育の目標、目的が明確になった （私立・40。
代・助教授・医歯薬学系・教養教育のみ・不
明）
・会計学関連科目間で使用する教材を共用化した
上で、講義内容や範囲を明確にしたことで、基
礎理論部分の知識習得に目的を集約化させるこ
とができたと思う （私立・30代・助教授・社会。
科学系・修士課程まで・不明）
・学生にその授業で何を伝えたいか等具体的目標
を設定できた （私立・50代・助教授・医歯薬学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【目標を立て、方略を決めて授業を進める】
・目標を立て、方略を決めて授業を進めること。
（私立・50代・教授・医歯薬学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・目標、方略、評価を見直した （私立・50代・。
教授・医歯薬学系・修士課程まで・高い評価）

【目標到達に必要なレベルにまで教える】
・学生の必要とされている知識を目標到達に必要
なレベルにまで、教える様にした （私立・40。
代・講師・医歯薬学系・修士課程まで・不明）

【各回の講義の目標を明確にする】
・授業１回１回の目標をはっきりさす （国立・6。
0代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・普通で
あった）

【授業の重要性を自覚した】
・授業の重要性を自覚した （国立・60代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【独善的態度があらたまった】
・独善的態度があらたまった （国立・50代・教。
授・人文科学系・教養教育のみ・少し低かっ
た）

【授業を相対化して見ることができる】
・自分の授業を相対化して見ることができる。
（国立・50代・教授・不明・教養教育のみ・あ
る程度高い評価）

＜学生に関する事項＞
【学生のニーズの把握】
・学生のニーズがわかるようになった （私立・6。
0代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【学生に関する情報の共有】
・学生に関する情報を共有することができ、学生
個別に配慮することができた （私立・30代・講。
師・人文科学系・修士課程まで・不明）

【教員と学生の距離が縮まった】
・教員教える立場）と学生学ぶ立場)間の授業時
における距離（教え方）が縮まった （私立・50。
代・講師・医歯薬学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【学生の出席率の増加】
・ 改善」の中身を証拠だてることは難しいと思「
いますが、分かりやすい示標として、例えば、
学生の欠席率は減少したように思います （国。
立・40代・助教授・人文科学系・博士課程ま
で・ある程度高い評価）
・履修学生の出席率の増大（私立・60代・教授・
社会科学系・修士課程まで・不明）
・第1時限（8：50より）の出席率が良くなった。
（私立・70代・教授・工学系・教養教育のみ・
少し低かった）

-  126  -



【学生の学習・理解度に応じた進行を心がけるよう
になった】
・学生の学習・理解度に応じた進行を心がけるよ
うになった （私立・50代・教授・人文科学系・。
修士課程まで・不明）
・学生に合った進度、程度を見きわめる事ができ
た （国立・40代・助教授・その他・修士課程ま。
で・不明）
・学生に分かり易く、且つ到達度を見ながら、授
業を進めるよう心がけるようになった （国立・。
50代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・
不明）

・講義の進度が学生と合っていたこと。実物を見
せるようにしたこと （私立・30代・講師・農学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・講義の進み方を工夫するようにした （私立・5。
0代・教授・社会科学系・教養教育のみ・不明）
・学生の講義への参加（態度）に注意しながら、
講義を進行する （私立・50代・助教授・医歯薬。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生の理解能力の低下に合わせた授業を、より
できるようになった （私立・30代・講師・社会。
科学系・修士課程まで・不明）
・学生のレベルに合わせた授業となった （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・・適切な授業レベル； ・現在学習しているこ
とが将来どのような技術と結びつくのかをでき
るだけ述べたこと （私立・30代・助教授・工学。
系・学士課程専門教育・高い評価）
・導入で学生レベルで興味深い話題（当該授業に
関連する）を提供することで、学生の事をこち
らに傾注されることに成功している （私立・50。
代・助教授・不明・修士課程まで・ある程度高
い評価）
・①小人数のため、個々の学生のレベルに合わせ
てコメントしたこと。②学生が今まで全く気づ
かなかったこと、考えなかったことに目を向け
させたこと （私立・50代・教授・人文科学系・。
博士課程まで・ある程度高い評価）
・学生の学力調査にもとづく講義内容のレベルマ
ッチング（私立・50代・教授・工学系・教養教
育のみ・ある程度高い評価）
・学生の入学前の学力の差により、指導方法など

。が多用化し、学生のレベルに合わせていること
（私立・50代・教授・その他・学士課程専門教
育・高い評価）
・学生の学力レベルに配慮した工夫をすること。
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）
・学生の基礎学力の格差が非常に大いことを再認
識し、解りやすく話すことにした （私立・60。
代・教授・社会科学系・学士課程専門教育・不
明）
・学生の脳力を考慮に行う。質疑応答を盛んにす
る （私立・60代・教授・工学系・学士課程専門。

教育・ある程度高い評価）
・学生の能力にあう授業を展開するようになった。
（私立・50代・教授・人文科学系・博士課程ま
で・ある程度高い評価）
・個別指導・少人数教育・講義中のミニ演習導入
により個々の学生の能力に応じた対応ができ、
学生の参加性が高まった （私立・60代・教授・。
その他・学士課程専門教育・不明）

【学生との意見交換】
・学生との意見交換が以前より容易になった。
（私立・40代・助教授・人文科学系・博士課程
まで・不明）

【学生気質の変化に応じた授業】
・学生気質の変化に応じた授業 （私立・50代・。
教授・医歯薬学系・教養教育のみ・普通であっ
た）
・学生の質に合わせた授業を行うようになってい
る （私立・60代・教授・理学系・学士課程専門。
教育・高い評価）

【学生の授業態度】
・学生の受講態度や環境を改善できた （私立・3。
0代・講師・工学系・修士課程まで・不明）

【学生の自主性が養われた】
・学生の自主性がやしなわれた （公立・30代・。
講師・教員養成系・学士課程専門教育・高い評
価）

【学生のレジュメの質の向上 【相談対応の向上】】
・学生の作成するプリント(発表レジュメ）の質

。の向上、授業時間外での学生の相談対応の向上
（公立・40代・助教授・人文科学系・学士課程
専門教育・普通であった）

【学生の興味のある内容、最新のデーター等を追加
した】
・学生の興味ある点、最新のデータを追加し、従
来からの内容を充実させた （国立・50代・教。
授・医歯薬学系・教養教育のみ・普通であっ
た）
・学生の関心興味に対し、いくつか準備できたと
学生側から反応があった （私立・30代・助教。
授・教員養成系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・先端技術の情報を得ることができ、次回の授業
に反映した。内容を一新することもある （私。
立・40代・助教授・その他・学士課程専門教
育・不明）
・学生の興味の変化に対応している （私立・40。
代・助教授・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）
・専門領域のワクルとらわれずに、あると思われ
る内容をとり入れ、学生の学習意欲が増した。
（私立・60代・教授・医歯薬学系・修士課程ま
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で・ある程度高い評価）
・教科書的な内容にととまらず、最近のジャーナ
ルや自分達の研究データも用い、学生の興味を
引き出す事ができた（私立・40代・講師・医歯
薬学系・修士課程まで・不明）

【学生との相互作用】
・学生との相互作用が増えた （私立・40代・助。
教授・人文科学系・教養教育のみ・高い評価）

【学生が興味を示してきた】
・学生が担当科目に興味を示してきた （私立・5。
0代・助教授・医歯薬学系・修士課程まで・不
明）
・学生の授業に対する興味が増した （私立・30。
代・講師・その他・修士課程まで・不明）
・学生の興味を引き出せた （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・授業でCPを多用し、例を多く示す事により、学
生の興味を高める事ができた。また、小テスト
を行うことで、理解度をチャックしながら、授
業を進める事ができた （私立・50代・教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・英語に興味を示さなかった学生が積極的になっ
た （私立・60代・教授・人文科学系・修士課程。
まで・高い評価）

【学生の興味の把握】
・学生の興味がある方向がよりよく理解できだし、
彼らの学習の動機づけを十分にできるようにな
った （私立・60代・教授・医歯薬学系・教養教。
育のみ・不明）
・学生の好奇心を向上させるように工夫した。
（私立・40代・助教授・社会科学系・修士課程
まで・普通であった）

【学生の意欲が向上した】
・学生の授業(実習)に対する意欲がやや向上した。
真剣さが増した （私立・40代・講師・理学系・。
修士課程まで・不明）
・学生の授業を受ける態度や意欲が増 （私立・5。
0代・教授・その他・修士課程まで・普通であっ
た）
・勉学に対する学生の意欲向上 （私立・60代・。
教授・工学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【学習動機づけ】
・学習の動機づけ（公立・40代・教授・人文科学
系・学士課程専門教育・少し低かった）

【学生との対話を重視する】
・まず、授業方法に改善が加えられる必要がある
という意識が自分の中に芽生えた。その後、大
教室における受講生との対話の模索と個人的に
位置づけ、出席票の裏に毎回質問、感想を書か

せるなど 「対話」の実現に努力し、今の学生の、
感性に対する認知度を高めた （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・普通であっ
た）
・対話形式の授業を一部導入。実習にチュートリ
アル方式を導入しようとしている （私立・50。
代・助教授・医歯薬学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）
・講義にも対話形式を取り入れるようにした。
（私立・60代・教授・その他・教養教育のみ・
不明）
・一方的な授業から、学生との対話を入れた授業。
（私立・50代・教授・医歯薬学系・修士課程ま
で・普通であった）

【学生の参加の促し方】
・学生の授業参加の促し方につき、知見を得て実
行した （公立・40代・教授・社会科学系・教養。
教育のみ・高い評価）
・学生の授業参加（出席という意味ではない）を
より強く促すようになった （公立・40代・助教。
授・理学系・教養教育のみ・高い評価）
・学生の参加、自発的参加への動機づけを主に教
育方法の面からさらに検討して強化した（と考
えている （公立・50代・教授・その他・学士）。
課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生の参加を重視するようになった。学生から
の質問の時間や、コメントの時間をとり、理解

。不足の点について復習を重視するようになった
（私立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・学生の授業への参加のさせ方 （私立・30代・。
助教授・理学系・修士課程まで・普通であっ
た）
・教育活動に学生を積極的に参加させることがで
きるようになったと思います （私立・40代・教。
授・教員養成系・修士課程まで・不明）
・学生の参加型の「授業」になるように改善され
た 「授業」の導入の工夫がなされた(学生が興。
味をもてるように （私立・30代・講師・社会）。
科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・より学生が授業に参加できる雰囲気を増した。
（私立・40代・助教授・人文科学系・博士課程
まで・不明）

【学生の授業評価を授業改善のために検討した】
・学生の授業評価を授業改善のために前向きに検
討した （国立・30代・講師・教員養成系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【学生に興味を持つようになった】
・学生により興味を持って授業に臨むようにした。
（国立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【学生との信頼関係が向上した】
・学生との信頼関係が向上した。また、私語がな
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くなり、講義が円滑に実施でき、質問が増加し
た （私立・40代・教授・医歯薬学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）

【学生の参加意欲が高まった】
・学生の参加意欲が高まった （国立・40代・助。
教授・人文科学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・学生に意欲を持たせるための方策について学ん
だ （私立・60代・教授・教養教育系・博士課程。
まで・不明）
・徐々にではあるが、学生の学習に対する意欲が
向上しつつある （私立・50代・教授・医歯薬学。
系・教養教育のみ・高い評価）
・学生の授業意欲の向上が見られたと思う （私。
立・60代・教授・教員養成系・修士課程まで・
不明）
・学生の参加意欲の向上 （私立・60代・教授・。
社会科学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・授業の構成、学生の参加意欲を高めるのに役立
った （私立・30代・助教授・社会科学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）
・ある程度、学生のやる気を引き出すことができ
た （私立・40代・助教授・農学系・修士課程ま。
で・不明）
・学生の授業参加度が大きく向上した （私立・4。
0代・助教授・社会科学系・学士課程専門教育・
不明）
・学生の授業への参加のさせ方 （私立・30代・。
助教授・理学系・修士課程まで・普通であっ
た）

【学生が実力を身につけること】
・学生が実力を身につけること （国立・60代・。
教授・その他・学士課程専門教育・高い評価）

【学生の視点に立って評価する】
・学生の視点に立って客観的に評価できるように
なった （公立・40代・助教授・その他・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

＜シラバス＞
【シラバスの見直し】
・シラバスの見直し（国立・60代・教授・工学
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
【シラバスの活用】
・シラバス等で学生に詳しく情報を提供した。
（私立・50代・教授・教員養成系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・シラバスに達成目標を明示し、学生へ手掛りを与
える （私立・40代・助教授・その他・教養教育。
のみ・不明）

【シラバスに忠実に授業する】
・シラバスに忠実に授業する （国立・40代・助。
教授・教員養成系・学士課程専門教育・高い評

価）
・他の教官と進度を確認しながら進めることで、
より効果的に授業時間を活用できた （国立・30。
代・講師・人文科学系・修士課程まで・普通で
あった）
・進行状況に敏感になり、シラバスを大いに意識
するようになった （私立・40代・助教授・教員。
養成系・修士課程まで・普通であった）
・シラバスの尊重、毎回の講義の目的、方法をは
っきりさせる。学生の声をできるだけ聞くよう
に努めている。板書をていねいにしている （私。
立・60代・助教授・社会科学系・修士課程ま
で・普通であった）
・それまでよりもシラバスに充実になった （私。
立・50代・教授・人文科学系・修士課程まで・
不明）

＜声＞
【声を明瞭に聞き取れるようにした】
・声を明瞭に聞き取れるようにした。教科書など
に縛られず自由に話しようにした （国立・30。
代・助教授・社会科学系・学士課程専門教育・
普通であった）
・講義中の発声に注意するようになった。学生の
注意をそらさない工夫をするようになった （私。
立・40代・助教授・理学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【話し方のスピード、板書の仕方等について、改善
するよう努力している】
・話し方のスピード、板書の仕方等について、改
善するよう努力している （国立・60代・教授・。
理学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・整理された板書、声を大きくする、授業の進め
方をゆるめる（国立・60代・教授・工学系・教
養教育のみ・普通であった）
・進度の調整、板書量の工夫 （公立・30代・助。
教授・理学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・話し方、板書方法に気をつけるよになった。
（私立・30代・助教授・工学系・学士課程専門
教育・少し低かった）
・板書の文字、マイクの音量といった小さなこと
にも、毎時間気を配るようになった。学生の反
応を見ながら授業を進めるようになった （私。
立・60代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・
不明）
・学生にゆっくりと話すように改善した （私。
立・50代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・
高い評価）

【分かりやすい授業になるように工夫する】
・分かりやすい授業になるように工夫する習慣が
できた （国立・50代・教授・教員養成系・学士。
課程専門教育・普通であった）
・学生に分かり易くなった （国立・40代・教。
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授・農学系・教養教育のみ・高い評価）
・質・量の精選、レベルを下げずにわかりやすさ
を向上させようと常に努力する態度が身に付い
た （私立・40代・教授・工学系・学士課程専門。
教育・ある程度高い評価）
・分かり易い授業を心がけた。授業の内容を増や
した （私立・60代・教授・工学系・学士課程専。
門教育・不明）
・よりわかりやすい講義へと変わった （私立・4。
0代・助教授・社会科学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・ わかりやすさ」を重視ー視覚的にアピールす「
るようにした 「理解度」に応じた進行とその確。
認作業を行うようにした （私立・30代・助教。
授・社会科学系・修士課程まで・不明）
・授業進行レベル→ゆっくり、プリント ・ビデ
オで判り易くした （私立・40代・助教授・農学。
系・学士課程専門教育・普通であった）

【演習を取り入れる】
・演習を講義の中に組み込み、参加意識を持たせ

。る。また学生の理解度が把握できるようになる
（国立・50代・教授・工学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）
・学生を演習的に授業に参加させることによって、
学生の意欲が改善されたように思う （国立・60。
代・教授・その他・学士課程専門教育・不明）
・毎回の授業の終わりに20～30分の時間をとって、
その日の授業内容を反映した問題を出して解か
せること （私立・60代・教授・理学系・学士課。
程専門教育・普通であった）
・授業の内容に合わせた演習課題の作成 （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・多様な演習を行うことができるようになった。
（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・演習方式の出欠方式に変更してから、学生の意
欲が増した上、小テスト等からも学習内容の理
解が向上したように思われる （私立・40代・教。
授・理学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【学生の要望を聞く】
・学生の要望を聞くことができた （国立・50。
代・教授・理学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・学生の意見を考慮するようになった （国立・4。
0代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・学生の評価に対して、ある程度要望を受け入れ
ている （私立・50代・教授・人文科学系・修士。
課程まで・普通であった）
・学生の意向や希望をとり入れて授業するよう心
がけるようになった （私立・60代・助教授・工。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・学生の意見、質問を聞くシステムを取り入れた。

（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・学生の要望によって自分の授業方法、教授法を
反省するようになった （私立・60代・教授・人。
文科学系・博士課程まで・普通であった）

【学生のレベルの把握】
・学生のレベル（他の関連教科より）の確認、弱
点などの確認ー対応策を考慮 （国立・30代・助。
教授・理学系・学士課程専門教育・ある程度高
い評価）
・学生の知的レベルの把握、また学生の要求の把
握によって講義内容を決定し、その講義の評価
を受けることにより、改善する努力をするよう
になった （私立・50代・教授・その他・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【学生に刺激を与える授業】
・学生に刺激を与え続ける授業(視覚聴覚等の5感
を使うなど （国立・50代・教授・工学系・学）。
士課程専門教育・高い評価）

【学生の立場を考える】
・学生の立場から授業を考えるようになったこと。
（国立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）
・授業を受ける側の立場をより意識したやり方を
とるようになった （公立・50代・教授・人文科。
学系・教養教育のみ・不明）
・学生をあきさせない講義方法の採用、学生の平
均的レベルにあったテキストの作成 （私立・50。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【学生の理解度のチェック】
・学生の理解度をチェックしながら講義の進度を
決める （国立・50代・教授・工学系・教養教育。
のみ・普通であった）
・学生の理解度をチェックするようになった。
（公立・50代・助教授・家政学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・学生の理解度を毎回チェックする （私立・60。
代・教授・理学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・学生の理解度を調べ、それに対応しつつ授業を
すすめる。自分の専門のすそ野を広げる努力を
し、面白く組立てられた授業ができた （私立・。
60代・教授・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【学生の理解度の向上】
・学生の理解度が増した （私立・60代・教授・。
工学系・学士課程専門教育・不明）
・学生の授業内容の理解度が多少向上した （私。
立・30代・助教授・理学系・学士課程専門教
育・不明）
・理解力のアップと実習内容の充実 （私立・60。
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代・教授・医歯薬学系・博士課程まで・高い評
価）
・学生の理解の向上。学習のモチベーションの向
上 （私立・50代・不明・その他・修士課程ま。
で・不明）
・理解の向上（私立・50代・教授・社会科学系・
教養教育のみ・不明）

【学生の理解度を意識した授業】
・常に学生の理解を計りながら、授業を進めるよ
うになった （私立・不明・助教授・工学系・教。
養教育のみ・ある程度高い評価）
・理解度に相当ひらきのある受講生を対象に全体
を引き付けて授業を展開しやすくなった （私。
立・50代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）
・学生の理解を中心に授業を組み立てる必要があ
ることがよくわかった （私立・40代・教授・人。
文科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・理解させること、厳格な評価 （私立・60代・。
教授・教員養成系・博士課程まで・不明）
・学生の理解度に合わせて、講義することができ
るようになった （私立・60代・教授・人文科学。
系・博士課程まで・普通であった）
・①学生の行動の観察；②学生への対応⇒学生を
理解しようとする；③授業案⇒学生に探求 ・

。思考する時間を多くとる、討論する時間をとる
（私立・60代・教授・その他・学士課程専門教
育・高い評価）
・学生の理解促進のためのさまざまな改善ーたと
えば、テキストのつくり方、話し方、リポート
やテストの出題の仕方など （私立・60代・教。
授・不明・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・ともかくも学生の反応を意識しながら授業を進
めるようになった （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【質問票の活用】
・毎回の「質問票」を利用して、学生の予習⇒授
業⇒復習などの自発的学習を支援できるように
なった。多様な学力、学び方の学生に、余裕を
もって接することができるようになった （私。
立・30代・教授・社会科学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生からの質問を出席カードの裏に書いてもら
い、次回の授業の最初に解答するようにした。
また、学生との授業中の対話を増やして参加を
促した （私立・60代・教授・その他・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）

【学生の反応を確かめる】
・学生の反応を確かめる （国立・50代・教授・。
社会科学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【授業内容の学生への提示の仕方を工夫する】
・授業内容の学生への提示の仕方を工夫するよう
になった。学生側が主体的に働きかけざるをえ
ないような仕組みを採り入れる事で、双方向性
を高めた （国立・60代・教授・工学系・学士課。
程専門教育・普通であった）
・教材作成や提示の方法が多様化した （私立・4。
0代・助教授・人文科学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【学生とのディベート】
・学生とディベートする機会が増えた （国立・4。
0代・教授・その他・学士課程専門教育・不明）
・学生と討論しながら進める機会が増えた （私。
立・50代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・
不明）

【双方向授業とする】
・双方向的授業とする （私立・50代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・普通であった）
・学生との双方向をある程度取り入れた （私。
立・60代・教授・人文科学系・博士課程まで・
不明）
・学生との双方向の授業により、復習態度に緊
張感が高まった （私立・60代・教授・社会科学。
系・修士課程まで・不明）
・双方向対話型、visual thinking型、暗記主義
からｗｈｙ主義 etc…への転換 （私立・60。
代・教授・社会科学系・教養教育のみ・ある程
度高い評価）

【学生に主体を置くようになっている】
・学生に主体を置くようになってきている。ミニ
ッツペーパーで前回の授業の質問に答えること
で復習した後に、この日の授業に入るように心
かけている （私立・50代・教授・人文科学系・。
修士課程まで・少し低かった）

＜カリキュラム・教育内容＞

【体験学習的内容の増加】
・体験学習的内容の増加 （国立・60代・教授・。
教員養成系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【資料を精選する】
・資料を精選するようになった。授業内にグルー
プ討論時間を設けるようになった （国立・50。
代・教授・社会科学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）
・学生の興味を引く講義資料を提供する。学生と
の対話を重視する （私立・50代・教授・社会科。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【教材開発】
・教材開発の参考（私立・60代・教授・教員養成
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系・博士課程まで・不明）

【教材の工夫】
・配布教材の編集に新たな工夫をこらすよう務め
た （国立・50代・教授・理学系・学士課程専門。
教育・不明）
・補助教材の作り方 （私立・50代・教授・不。
明・修士課程まで・高い評価）

【内容の改善】
・ストーリーの修正、新しい演習課題の設定。
（国立・30代・講師・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・授業内容の変更、割り当て時間の変更 （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【プリントの配布】
・プリントの配布、ＯＨＰを見やすくする。マイ
クを使う。問題を多く行う （私立・40代・助教。
授・工学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【カリキュラム・授業テーマの明確化】
・カリキュラム、授業テーマの明確化 （私立・6。
0代・教授・その他・学士課程専門教育・不明）

【枝葉末節にこだわらない】
・未来ある学生の立場を考えることにより、枝葉
末節にこだわらない （国立・60代・教授・理学。
系・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【ビデオや教材を用いるタイミング】
・ビデオや教材を用いるタイミングを修得した。
（国立・60代・教授・理学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【資料の工夫】
・資料の作成方法、話し方の工夫（私立・60代・
教授・社会科学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・学外の研修会ーパソコン、情報技術がプレゼン
テーションや配布物の作成等に生かせた。学内
の討論ー学生の参加の促し方など、ヒントが得
られた （私立・30代・助教授・不明・修士課程。
まで・ある程度高い評価）
・配布レジュメの工夫 （私立・50代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・不明）
・配布資料の充実。ホームページを用いた関連事
項の細やかな通達 （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生への提供教材の種類の増加。教材提供のあ
り方 （方法 （私立・40代・助教授・社会科学。 ）
系・修士課程まで・普通であった）
・記入式のプリントを多用する形に変化した。
（私立・50代・教授・家政学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

＜教育方法＞

【小テストの実施】
・理解度を把握するため小テストを実施した。
（国立・50代・助教授・工学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）
・小テストなどの回数を多くした （私立・60。
代・助教授・社会科学系・修士課程まで・不
明）

【ポイントをしぼる】
・１コマの講義の中でのポイントを２－３点にし
ぼり込むようにした （私立・30代・助教授・社。
会科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・重要項目について強調（私立・30代・講師・医
歯薬学系・修士課程まで・不明）

【授業方法の工夫】
・・授業方法の工夫。 ・小テストのやり方。
・１コマでカバーする範囲の扱い方 （私立・。
40代・助教授・人文科学系・修士課程まで・あ
る程度高い評価）

【活動を内省する方法を工夫する】
・体験的活動を何らかの形で取り入れた場合、そ
の活動をを内省する方法を工夫する （私立・40。
代・助教授・人文科学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【知識の確認】
・各回の知識の確認、授業方法（発音、板書等）
の確認、講義全体での各回の位置づけ、全体の
流れの確認 （国立・40代・助教授・理学系・学。
士課程専門教育・普通であった）

【板書、話す内容を改善】
・板書、話す内容等わかりやすく改善 （国立・3。
0代・助教授・農学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）
・講義内容の見直し、情報機器の積極的活用。
（私立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・不明）

【板書の仕方】
・黒板への板書の仕方と文字の大きさ。宿題の出
し方への工夫 （私立・50代・教授・工学系・学。
士課程専門教育・ある程度高い評価）
・版書を多くした （私立・60代・教授・社会科。
学系・学士課程専門教育・不明）
・板書の書き方や私語についての検討の過程で、
意識的計画的に自身の教授法の改善点を発見し
た （私立・60代・教授・教員養成系・修士課程。
まで・普通であった）
・板書の使用方法（私立・60代・教授・工学系・
修士課程まで・普通であった）
・ⅰ）ノートをとりやすいよう板書する。ⅱ）終
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了時間を過ぎないように授業は配分。ⅲ）若者
が乗りやすいスピード感。ⅳ）明確な発音 （私。
立・60代・教授・社会科学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

＜視聴覚機器＞
【視聴覚機器をさらに増加した】
・視聴覚機器をさらに増加した （公立・60代・。
教授・医歯薬学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）
・視聴覚機器や実機、実物を用いることが学生の
理解を助けることから、できるだけ実践してい
る （国立・50代・教授・工学系・教養教育の。
み・ある程度高い評価）
・視聴覚機器を使い判りやすく説明した （私。
立・50代・講師・工学系・修士課程まで・普通
であった）
・授業中、写真（静止画）だけでなく動画や実物
をできるだけ見せようとした （私立・50代・教。
授・医歯薬学系・修士課程まで・普通であっ
た）
・視聴覚機器を取り入れた。現場を見せる （国。
立・50代・教授・農学系・学士課程専門教育・
普通であった）
・・スライドを示すこと＋スライドの書き込み、
ビデオ教材が効果的 （国立・30代・講師・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・視聴覚機器を有効に活用することにより、学生
の理解が増した （私立・40代・助教授・医歯。
薬学系・修士課程まで・不明）
・視聴覚教材の有効な利用 （私立・40代・助教。
授・人文科学系・学士課程専門教育・不明）
・視聴覚機器の利用 ・活用 （私立・40代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・視聴覚教材を効果的に使うことに関心が高まっ
た。ある授業では共同で統一教材を作っている
ので、授業前の準備に始まり授業期間中も連絡
を毎週とりながら改善した。教材の提示方法，
タスクの与え方，feed backの方法など （私。
立・40代・教授・人文科学系・修士課程まで・
普通であった）
・視聴覚機器の使用が多くなった。プリント類を
配ることが多くなった （私立・40代・講師・医。
歯薬学系・教養教育のみ・不明）
・視聴覚機器を適当に用いるようになった （私。
立・50代・教授・総合科学系・修士課程まで・
普通であった）
・視聴覚教材の多用；ミニ ・ペーパーによる相
互対話 （私立・60代・教授・人文科学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）
・学生の要望に沿った視聴覚教育をある程度行う
ことができた （私立・40代・助教授・医歯薬学。
系・修士課程まで・普通であった）
・他の教員も改善と工夫のために日々努力してい
る実情を知り、勇気づけられ、私なりのような
工夫と改善（たとえば、目前の視聴覚教材づく

りなど）をすすめることができました （私立・。
60代・教授・人文科学系・博士課程まで・ある
程度高い評価）
・以前より、視聴覚教材を多用するようになりま
した （私立・40代・教授・人文科学系・修士課。
程まで・高い評価）
・パワーポイント、ビデオを多用し、自己満足
（学生はついて来ない）している悪教員を他山
の石とすることができた （私立・50代・教授・。
社会科学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）
・視聴教材の利用 （私立・50代・助教授・そ。
の他・修士課程まで・ある程度高い評価）
・視聴覚機器、パソコンの活用（私立・40代・助
教授・人文科学系・博士課程まで・ある程度高
い評価）
・情報機器の使用 （私立・60代・教授・人文科。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・情報機器が整備され、コンテンツも充実してき
た （私立・40代・教授・人文科学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）
・機械の使用をとり入れた。学生の授業評価、要
望をある程度とり入れた （私立・60代・教授・。
社会科学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）
・プレゼンテーション設備の活用 （私立・40。
代・教授・総合科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【パソコンの活用】
・パソコンの利用、写真、図の利用で学生の理解
が増した （私立・50代・教授・農学系・教養教。
育のみ・ある程度高い評価）
・コンピュータ利用や授業設計など （私立・60。
代・教授・不明・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【webの活用】
・ホームページの活用を積極的に取り入れること。
（私立・50代・助教授・工学系・修士課程ま
で・不明）
・webを活用した授業方法を採用し、学生の予習
・復習等の自学自習効果を高め、大きく改善
された （私立・40代・助教授・工学系・修士課。
程まで・不明）
・コンピュータシステム（学内ネットワーク）に
ついての研修会で具体的なシラバス公開、ネッ
ト上の学生連絡の方法を提案していただけた。
（私立・30代・助教授・人文科学系・修士課程
まで・高い評価）
・教材の一部Web化など （私立・30代・講師・社。
会科学系・修士課程まで・不明）
・授業内容の電子化（ファイル）して、復習を可
能にした （私立・60代・教授・理学系・修士課。
程まで・普通であった）
・インターネット、HPの活用を進めていたが、他
大学の活動、状況を見て、さらに推進できた。
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（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【OHP ・パソコンの活用】
・OHPを用いて、学生のノート作成と同じスピー
ドで講義を進める；PCを用いて、画像処理実験
を呈示しながら、授業を進める。そのためのテ
キストも作成（出版）した （私立・50代・教。
授・その他・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・OHPを使う授業に、参考資料やプリントを配布
するようにした （私立・40代・助教授・理学。
系・修士課程まで・少し低かった）

【ハードウェア・ネットワーク環境の整備】
・ハードウェア（端末室）の整備、ネットワーク
環境の整備 （私立・40代・講師・総合科学系・。
博士課程まで・ある程度高い評価）

【パソコンによる実習指導】
・パソコンによる実習指導を行えるようになった。
（私立・40代・助教授・社会科学系・修士課程
まで・不明）

【パワーポイントの活用】
・パワーポイントなどによるプレゼンテーション
を導入した （私立・50代・教授・医歯薬学系・。
教養教育のみ・普通であった）
・PowerPointなど授業の電子化に積極的になった。
（私立・30代・助教授・理学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）
・パワーポイントによる授業の導入（私立・40
代・教授・社会科学系・修士課程まで・普通で
あった）

【出席のとり方】
・出席のとり方、小テスト等の実施形態、成績評
価方法等に関する改善を図った （国立・40代・。
教授・人文科学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【他の授業との関連】
・他の授業との関連、学部内での位置付けが明確
になった （国立・30代・助教授・理学系・学士。
課程専門教育・不明）
・総して、学生の負担、不満が少し軽くなり、同
僚がしている授業とのつながりが多少はっきり
してきただろうと思う （私立・40代・教授・。
社会科学系・修士課程まで・不明）
・関連する他教員の内容とリンク付けすることが
できた （私立・40代・助教授・工学系・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）
・他授業との関連性で学生への授業レベルを工夫
できた （私立・60代・講師・工学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【他の教員を参考にする】
・教育技法等の工夫の可能性、多様な学部の先生
方からその領域における方法を聞き、取り入れ
られるものは取り入れた （国立・20代・助教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・同種授業担当の同僚教師の具体的な工夫のうち、
取り入れられる部分を取り入れた （公立・50。
代・教授・人文科学系・教養教育のみ・普通で
あった）
・他の教員の意見を取り入れたり、他の教員の授
業を聴講して、学生の様子を把握して参加型授
業の工夫をした （公立・40代・教授・その他・。
学士課程専門教育・普通であった）
・プリントの作り方や学生に対する話題の提供の

。仕方について、他者の授業方法が参考になった
（私立・40代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・不明）
・他教員の教育方法を視野に入れることで、自分
の授業方法を相対的に見る事ができました （私。
立・30代・教授・人文科学系・修士課程まで・
不明）
・他の教員の工夫を聞いて自分の授業その他に取
り入れることができた （私立・30代・助教授・。
人文科学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）
・自分の授業では行った事のない他人の授業方法
を知って参考になった （私立・60代・教授・教。
養教育系・修士課程まで・普通であった）
・同僚などから学んだ方法を授業で実用してみる。
（私立・50代・教授・その他・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・参考となる講義方法をとり入れ、また、講義内
容をとり入れ、分かりやすい講義へと改善 （私。
立・50代・助教授・工学系・修士課程まで・普
通であった）
・他の教官の授業のやり方を聞いて、参考になっ
た点があった。例えば、①コピーをひんぱんに

、配布する。②板書で略字を使かないことにする
など （私立・60代・教授・社会科学系・学士課。
程専門教育・不明）
・他の先生方の実践を知ることで、自分の授業を
改善するためのヒントを手に入れることができ
ました （私立・30代・講師・社会科学系・博士。
課程まで・不明）
・他の教員の授業方法を知ることができ参考にな
った （私立・40代・助教授・人文科学系・修士。
課程まで・普通であった）
・他の教員の講義方法（指導方法）を取り入れた。
パソコンを利用したプレゼンテーションの効果
を高めることができた （私立・50代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・高い評価）

【授業のスピード】
・授業のスピード、教材の選択 （国立・40代・。
教授・工学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）
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【グループ学習を取り入れる】
・教育方法：グループ学習を取り入れて参加意欲
を高めることができた。学生の感性を出発点と
して動機付けを重視して展開している （国立・。
60代・助教授・医歯薬学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【教育手法について学んだ】
・教育手法について、はじめて学習した （国。
立・40代・助教授・医歯薬学系・教養教育の
み・不明）

【自信が持てた】
・自信が持てた （国立・50代・教授・その他・。
学士課程専門教育・不明）

【授業準備 【授業方法】】
・授業準備、授業方法、授業評価（公立・40代・
教授・社会科学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・学生のやる気を引き出すよう準備に時間をかけ
るようになり学生からの質問が増えた （私立・。
40代・助教授・工学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【落ち着いて授業を行う】
・英国の最も優秀と言われている人たちの講義も
常に素晴らしいわけではなく、また本人たちが
非常に苦労してやっているという事を聞き、そ
れまでのあせりのようなものが消え、落ち着い
てやれるようになった （公立・40代・助教授・。
人文科学系・修士課程まで・不明）

【内容量を減らす】
・取り扱う内容の量を減らし、未消化を防ぐ。
（公立・50代・教授・総合科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）

【ＴＡの活用】
・ＴＡを活用、授業の内容の平易化、演習の充実。
（公立・60代・教授・理学系・教養教育のみ・
不明）

【内容に幅が出た】
・様々なup dateの知識を入手できた為、学生へ
の内容に幅が出たと考える （公立・40代・教。
授・その他・修士課程まで・高い評価）

・授業(講義)に幅を持たせた （私立・50代・教。
授・医歯薬学系・修士課程まで・普通であっ
た）

【教員間の授業交換】
・年々授業を重ねるたびに、minimum essential
を考えながら、他授業科目との関連や、他教員
と授業交換をしながら授業構成を考えている。
（公立・30代・講師・その他・修士課程まで・

高い評価）
・同僚間の情報のやりとりで、学生の理解度があ
る程度分かっていると学生の反応を見ながら講
義ができる （私立・50代・講師・理学系・博士。
課程まで・不明）
・他教授との意見交換により、重複箇所、欠落箇
所の改善がなされた （私立・60代・教授・人文。
科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・関連する授業科目担当教員との協議を行ったこ
とによる重複を減らす （私立・60代・教授・農。
学系・学士課程専門教育・不明）
・同僚との情報交換により、効果的な方法をさせ
てきた （私立・40代・教授・人文科学系・教養。
教育のみ・ある程度高い評価）

【後続授業への準備】
・後に続く専門科目に不可欠の教育内容を確認す
ることで、自分の担当分ではなく後続の授業へ
の準備が効果的にできたと考えます （私立・40。
代・助教授・理学系・学士課程専門教育・高い
評価）

【授業の工夫】
・ 前より授業を工夫するようになった （公。
立・50代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【学習環境の維持 【マナーの奨励 【座席指定方】 】
式】
・講義中の学習環境の維持、望ましいマナーの奨
励、座席指定方式等 （私立・60代・教授・その。
他・修士課程まで・ある程度高い評価）

【専門分野の現状と展望の理解 【進展している知】
識や技術の理解】
・１.科学の現状と展望の理解；２.進展している
知識や技術の理解（私立・60代・教授・理学
系・博士課程まで・高い評価）

【例題の改善 【現場や実験を見せる】】
・例題を改善する。現場や実験を見せる （私。
立・60代・教授・工学系・学士課程専門教育・
低かった）

【討論を取り入れる】
・討論させる（学生間で）ことによって表現力を
養う （私立・50代・教授・工学系・学士課程専。
門教育・ある程度高い評価）
・学生の意見をとり上げディベートを実施、学生
とともに授業を展開できるよう努力、実践につ
とめた （私立・60代・教授・不明・修士課程ま。
で・普通であった）

【授業への集中度】
・授業への集中度が多少向上 （私立・50代・教。
授・工学系・修士課程まで・普通であった）
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【資料の提示の仕方】
・学生への資料の提示の仕方 （私立・60代・教。
授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）

【学生の理解力を重視】
・学生の理解力を重視、対話方式の授業 （私。
立・60代・教授・工学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【e-learningの導入】
・講義の中にe-learningを導入して、学生間、学

。生教員間のコミュニケーションをはかっている
（私立・60代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・不明）
・１．学内LAN、Eメール等でレポートの提出を受
付けている。２．画像ファイリングシステム
（顕微鏡CCDー画像への各自コメント入力システ
ム）の構築により、学生が自分の意志でからだ
の事を自学、自習できるようにした （私立・60。
代・助教授・その他・修士課程まで・普通であ
った）
・ｅラーニングの利用手法等 （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・学生の授業評価点数が上昇した （毎年最終授。
業で、アンケートを実施）現在、欠席者用のeラ
ーニングを実施している （私立・40代・教授・。
総合科学系・修士課程まで・高い評価）

【めりはりをつける】
・毎回の講義に"めりはり"をつけられた （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
不明）

【問題解決型の授業】
・問題解決型思考を促すよう、授業を改善した。
（私立・40代・助教授・医歯薬学系・教養教育
のみ・普通であった）

【感想を書かせる】
・独自の工夫で、毎年改善している。改善の参考
に供するために、毎時問カードを渡して希望感
想を書かせている （私立・70代・教授・人文科。
学系・修士課程まで・普通であった）

【質問しやすい雰囲気づくり】
・学生が質問しやすい雰囲気づくり （私立・50。
代・助教授・人文科学系・博士課程まで・ある
程度高い評価）
・学生が研究室に質問に来るようになった （私。
立・70代・教授・工学系・修士課程まで・高い
評価）

【感覚的に教授させる必要性を感じた】
・論理的に理解させることも重要であるが、更に
感覚的に教授させる必要性を感じた （平均点が。

約７点～１０点改善した （私立・60代・教授・）
工学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【改善されている】
・個人的には改善されていると考えている （私。
立・30代・助教授・その他・修士課程まで・不
明）
・工夫改善が見られた （私立・50代・教授・医。
歯薬学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【大教室授業のティーチングノウハウ】
・大教室授業でのティーチングノウハウなど。
（私立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【話し方の改善】
・しゃべり方の改善（ えー 「あのー」を出来る「 」
だけいわない 、具体例を適切、豊かに提示する、）
授業をパフォーマンスとして捉えること （私。
立・50代・教授・その他・修士課程まで・不
明）

【ビデオやレジュメを配る】
・理系の教員が文系の学生に講義内容をいかに分
かりやすく、ある程度質を保って伝えるか、し
かしいまだ不十分ではあるが、ビデオやレジュ
メを配る （私立・60代・教授・理学系・博士課。
程まで・普通であった）

【工夫の幅が広がった】
・ いろいろな試みを見聞し、工夫の幅が広がっ
た （私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま。
で・不明）

【カリキュラムの中で担当講義の位置付けを意識す
る】
・全体のカリキュラムの中での、自分の担当講義
の位置付けを意識するようになった （私立・40。
代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・不明）
・大学全体の授業の客観的把握の上に自分の担当
授業に対する問題点への自覚を高めて対処でき
るようになった （私立・50代・講師・社会科学。
系・修士課程まで・高い評価）

【実験の導入】
・デモ実験のテクニック、新デモ実験の導入。
（私立・50代・講師・理学系・教養教育のみ・
不明）
・模型実験を始めた （私立・70代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・普通であった）

【重視していなかった事項を重視するようになっ
た】
・重視していなかった事項を重視するようになっ
た。自分の授業の長所をさらに生かすようにし
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た （私立・50代・教授・教員養成系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【身近な話題に置き換えて説明する】
・いかにすれば、受講生の理解や関心が深まるか
を常に念頭におきながら、身近な話題に置き換
えて説明したり、より多くの資料を使って講義
した事で、授業評価アンケートに改善の結果が
あらわれた （私立・60代・教授・社会科学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）

【本質が打ち出されるようになった】
・不必要に複雑、厳密な講義はさけ、本質が打ち
出されるような講義になった （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・普通であ
った）

【フィードバックの実施】
・前に実施した授業のフィードバック(アンケー
トの実施、復習の繰り返し （私立・50代・教）。
授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【新しい情報を取り入れる】
・絶えず新しい情報を組み合わせて授業するより
努めている （私の担当は基礎科学が中心である。
が （私立・60代・教授・総合科学系・教養．．．）
教育のみ・ある程度高い評価）
・できるだけ新しい資料の提供をしていく。現場
（社会）での実践例を具体的に示すようになっ
た （私立・50代・教授・教員養成系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【資料の配付】
・テキストに補足の意味で資料を多く配布してい
ることは 「理解を深めた」ことになり、極力、、
最新の話題、トピックスを提供することは、興
味、好奇心につながり、学生自身「調べをみた
いと積極的になった」ことにつながったと思え
た （私立・50代・助教授・総合科学系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【若者への対応】
・現代の若者への対応について、例えば、よりビ
ジュアルに…笑いも交えて…など（私立・60
代・教授・その他・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【基礎知識を取り入れる】
・従来よりも基礎知識を講ずるようになった。
（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【他大学の工夫を取り入れる】
・他大学の工夫を取り入れた。具体的には、演習
でのレポート、討論のテーマ、方法 （私立・50。
代・教授・社会科学系・教養教育のみ・高い評

価）

【授業の進め方などを実際にとりいれてやってみ
た】
・その場で得た授業の進め方などを実際にとりい
れてやってみた。結果良かった （私立・30代・。
講師・教養教育系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【外国の大学の例を取り入れる】
・特に、外国の大学における授業の例を聞いて、

。講義の進め方、板書など細心，丁寧にしている
（私立・60代・教授・工学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【小レポート】
・学生に対して小レポート、プレゼンテーション
を求めるようになった （私立・50代・教授・社。
会科学系・教養教育のみ・不明）
・アンケート、小レポート等、フィードバック機
会を増やした （私立・40代・助教授・社会科学。
系・学士課程専門教育・不明）

【私語が少なくなった】
・学生の私語が少なくなり、授業に集中するよう
になった。授業もパフォーマンスの一種。ヤマ
場、見せ場、メリハリを工夫することでずい分
ちがう （私立・50代・教授・理学系・修士課程。
まで・不明）
・私語が少なくなった （私立・60代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・普通であった）
・２００人規模のクラスを１００人規模に分割す
ることによる私語の減少。授業時間単位の目的
をはじめに明確にすることによる学生の理解度
の向上 （私立・50代・教授・工学系・修士課程。
まで・普通であった）

【習熟度別クラス】
・習熟度別クラス編成等の大学改革を実行できた。
（私立・50代・助教授・理学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【SBOを明示する】
・従来の方法に問題点あることが判明した。SB
Oを明示することが重要であることと認識した。
（私立・60代・教授・医歯薬学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【高校科目の習得・未習得の害を無くす】
・高校科目の習得 ・未習得の害を無くする努力
をする （私立・60代・助教授・理学系・博士課。
程まで・不明）

【あらゆる面で改善された】
・授業の組立て方，教材，ペース配分等あらゆる
面で改善されたと思う （私立・30代・講師・総。
合科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
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【内容の方向性、充実が図られた】
・内容の方向性、充実が図られた （私立・50。
代・助教授・工学系・修士課程まで・不明）

【授業の進め方が効率的になった】
・授業の進め方が効率的になった （私立・20。
代・講師・工学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【意識をもって授業をする】
・強い意識をもって授業をする （私立・60代・。
教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）

【ケーススタディ】
・ケーススタディ的授業を行うようにしている。
（私立・50代・教授・工学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【環境の整備】
・より良い環境（教室や設備）の提供を受け、ゆ
ったりとした講義ができるようになった （私。
立・30代・助教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【実技科目の工夫】
・実技科目の指導法を工夫した （私立・40代・。
助教授・その他・修士課程まで・不明）

【レポートを課す】
・レポート作成を課する等 （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・普通であっ
た）

【小規模大学での改善方法を認識】
・小規模な大学には、それなりのやり方があるこ
とを認識 （私立・60代・教授・社会科学系・学。
士課程専門教育・不明）

【アドバイザーを設ける】
・学生の中でアドバイザーを設け、お互いに教え
る態勢を作った （私立・40代・講師・理学系・。
修士課程まで・不明）

【集団の活用】
・集団の活用 （私立・60代・教授・人文科学。
系・修士課程まで・高い評価）

【ミニッツペイパーの導入】
・ミニッツペイパーの導入（私立・30代・助教
授・人文科学系・修士課程まで・不明）

【コメントカードの活用】
・毎回コメントカードを配布回収し学生の理解の
できていないところについての再度の説明や次
回講義内容について、学生がどの程度知識を持
っているか確認した上で講義内容を設定してい

る （私立・50代・教授・社会科学系・学士課程。
専門教育・普通であった）

【遅刻や私語への対応】
・学生の遅刻や私語に厳格に対応するようになっ
た （私立・60代・教授・社会科学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【前回の授業の復習】
・前回の授業の復習を必ず行った上で次に進むこ
とにより、記憶を呼び覚ました上で効率的な講
義を行う （私立・40代・教授・理学系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【海外の研究を参考にする】
・最近の海外の研究によって、学問の流れがどう
動いているかを学生に伝えることができる （私。
立・30代・助教授・社会科学系・修士課程ま
で・高い評価）

【１つ良くなると別のところが悪くなる】
・１つ良くなると別のところが悪くなり難しい。
例えば、少し上位者を中心に引っ張ると、落ち
こぼれ増大 （私立・60代・教授・社会科学系・。
教養教育のみ・普通であった）

【授業内容の整理】
・授業内容の整理 （私立・60代・教授・医歯薬。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【実習指導の充実】
・実習指導における指導内容の充実が図れた。
（私立・40代・講師・医歯薬学系・修士課程ま
で・不明）

【実際の応用に結びつく授業】
・より専門課程の授業を助ける方向に向った。よ
り実際の応用に結び付く方向に向った （私立・。
50代・教授・理学系・博士課程まで・不明）

【チュートリアル制度の導入】
・チュートリアル教育を一部取り入れるようにな
った （私立・50代・助教授・医歯薬学系・教養。
教育のみ・不明）
・チュートリアルにおける学生への対応がスムー
ズとなった （私立・40代・講師・医歯薬学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）

【深層心理に影響を受けた】
・深層心理に影響を受けた （私立・40代・助教。
授・理学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【教育の重要性を意識する】
・教育の重要性を意識して授業を行うようになっ
た （私立・60代・教授・工学系・教養教育の。
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み・ある程度高い評価）

【今後も改善の検討を続ける】
・現段階では改善の過程であり、今後も改善の検
討を続けなければならないと思います。現代の
美術、日本画の課題や未来への展開、又は時代
と地域性とも密接な関係にある分野ですから、
その事の変化への対応や、不変的な精神理念と
のかねあいの中で、常に芸術系大学での授業内
容 （私立・40代・助教授・その他・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【知識の向上】
・自分自身の知識等の向上（私立・50代・教授・
社会科学系・博士課程まで・普通であった）

【学習支援強化】
・学習支援強化（私立・40代・助教授・教員養成
系・修士課程まで・不明）

＜評価＞
【相互評価を行う】
・相互評価を行い、次の授業の改善に役立てる。
（国立・40代・助教授・医歯薬学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【評価がきめ細かくなった】
・評価がきめ細かくなった （私立・40代・助教。
授・人文科学系・修士課程まで・少し低かっ
た）

【成績評価（ＧＰＡ 】）
・成績評価（ＧＰＡ （私立・60代・教授・人文）
科学系・博士課程まで・不明）

【試験を複数回実施する】
・試験を複数回やるようになった （私立・50。
代・教授・理学系・博士課程まで・ある程度高
い評価）

【授業評価が上がった】
・授業評価が上がった （国立・40代・助教授・。
工学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・評価点が上り、学生の素点もあがった （私。
立・70代・教授・医歯薬学系・博士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生による授業評価に少しずつ向上が見られる。
定期試験の結果（成績）に少しずつ向上が見ら
れる （私立・40代・助教授・工学系・学士課程。
専門教育・普通であった）

【授業評価をとり入れた】
・授業評価をとり入れた （私立・50代・教授・。
その他・博士課程まで・普通であった）

【学生の授業成果の評価法の改善】
・インパクトの強い授業が出来るようになり、学

生の授業成果の評価法が改善された （私立・60。
代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・ある程
度高い評価）

【評価方法や到達点を設定してから授業の進行や内
容を決定する】
・評価方法や到達点をまず設定してから授業の進
行や内容を決定するようになりました （私立・。
50代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・不
明）

【学生による授業評価、学習評価の多様化】
・学生による授業評価、また、学生の学習効果の
評価を多様化することができた （私立・60代・。
教授・教員養成系・修士課程まで・普通であっ
た）

【自己点検】
・自己点検が可能となった （私立・40代・教。
授・医歯薬学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

-  139  -



資料５ 自由記述（ 問２５ ）【 】

【問２５】どのような点が【問２４】のような学生からの評価につながったと思われますか。

Ａ．ある程度高い評価を得た教員の理由説明

【明確な目的の提示】
・明確な目的の提示と授業形態 ・内容との一致。
（私立・40代・助教授・人文科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【演習・実習を取り入れた】
・理解を深めるために演習に重点を置いた （国。
立・50代・教授・工学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）
・シンプルな講義と演習の組み合わせによって、
その場での理解が得られるようにした （国立・。
50代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度
高い評価）
・１．練習問題を与え、巡回して個人別に指導
２．銀行勤務３０年の体験談 （私立・60代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・高い評価）
・演習を多数回行い、正解を得るまで考えさせた。
また必要に応じて、個別に指導を行った （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・時間をかけて授業内容をやさしく教え、かつ十
分に理解してもらう様に繰り返し繰り返し練習
問題を行った （私立・50代・助教授・人文科学。
系・博士課程まで・ある程度高い評価）
・授業の中で、授業の理解を助けるためのプリン
トを使用し、演習問題に取り組ませた。考える
時間を取り、正解だけでなく、どこが間違って
いるかを解説した （私立・30代・講師・不明・。
修士課程まで・ある程度高い評価
・講義にも実習を含める （国立・50代・教授・。
農学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【熱意】
・熱意（国立・50代・教授・工学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）
・熱意、専門性、進め方、まとめ方 （国立・60。
代・教授・その他・学士課程専門教育・高い評
価）
・教師の意欲と学生に対する思いやり、自信を持
って大きい声ではっきり話す （国立・60代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・自分の熱心さ （国立・30代・助教授・工学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

・熱心さ（国立・40代・助教授・教員養成系・学
士課程専門教育・ある程度高い評価）
・熱心さ；realtimeの国際的情報を教授 （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・熱心さ、興味ある内容 （私立・50代・教授・。
その他・修士課程まで・ある程度高い評価）
・熱心さ（私立・40代・助教授・工学系・学士課
程専門教育・ある程度高い評価）
・熱心さ、講義ノートを用意して講義をしたこと。
声が大きかったこと （私立・30代・助教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・授業に対する熱心さ （私立・60代・教授・不。
明・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・教員の熱意（国立・50代・教授・人文科学系・
学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・熱意（公立・40代・助教授・理学系・教養教育
のみ・ある程度高い評価）
・熱意、わかりやすさ、明快な説明、立場 （公。
立・40代・助教授・社会科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）
・教員の授業への熱意、周到な授業準備、常に最
新情報や研究成果を学生に伝える。海外研修な
どで摂った最新映像などをすぐに授業に取り入
れること （公立・40代・助教授・不明・教養教。
育のみ・ある程度高い評価）
・熱意、研究の業績 （公立・20代・助教授・社。
会科学系・修士課程まで・高い評価）
・熱意、講義法の工夫（資料、サンプルの持込
み （公立・40代・助教授・工学系・学士課程専）
門教育・ある程度高い評価）
・熱意をこめて話した点 （公立・50代・教授・。
人文科学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）
・熱意のようなものは多分伝わっているように思
う （公立・50代・教授・人文科学系・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）
・熱意。学生に興味深いテーマへ選択 （私立・6。
0代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）
・熱意と授業の内容（私立・50代・教授・人文科
学系・博士課程まで・高い評価）
・熱意度（私立・60代・教授・人文科学系・教養
教育のみ・ある程度高い評価）
・熱意（私立・60代・教授・社会科学系・教養教
育のみ・ある程度高い評価）
・熱意を持っている （学問体系と授業態度 （私。 ）
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立・50代・教授・農学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・熱意（私立・40代・助教授・農学系・学士課程
専門教育・ある程度高い評価）
・熱意と内容の興味深さわかりやすさ （私立・3。
0代・助教授・人文科学系・修士課程まで・高い
評価）
・熱意と感じた。私の講義なぜ重要かが分かった。
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・熱意が伝わった （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・熱意 （私立・60代・教授・工学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）
・授業に対する熱意。細かい指導 （私立・50。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・先生の熱意（私立・50代・教授・工学系・教養
教育のみ・ある程度高い評価）

・教師の熱意、授業の工夫、レベルの高さ（講義
内容の）アンケートの結果より上位３つ （私。
立・60代・教授・人文科学系・博士課程まで・
ある程度高い評価）
・熱心に授業を行っていることが評価された。
（私立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・熱意と専門性 （私立・40代・助教授・不明・。
修士課程まで・ある程度高い評価）
・授業への熱意と視聴覚教材の使用についての工
夫 （私立・70代・教授・社会科学系・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）
・授業への熱意 （私立・50代・教授・医歯薬学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・教員の熱意に基づく、理解度を高めるための創
意工夫、つまり講義と学生に対する情熱 （私。
立・50代・教授・社会科学系・修士課程まで・
高い評価）
・熱意をもって授業に当ったこと （私立・50。
代・助教授・理学系・修士課程まで・ある程度
高い評価）
・熱意をもって授業に当ったこと （私立・70。
代・教授・人文科学系・博士課程まで・ある程
度高い評価）
・熱意と学生に対する公平さおよび誠実さ。成績
評価は厳しく行ったが、筋の通った態度は理解
してくれたと思っている （私立・30代・講師・。
工学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・一生懸命さ（私立・50代・教授・医歯薬学系・
教養教育のみ・ある程度高い評価）
・熱意をもって楽しい授業になるように心がけた
ことが高く評価されたが、反面、それが学生の
高い理解度につながらなかったために、学生自
身の自己評価は低い傾向にあった （私立・50。
代・教授・人文科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）
・熱心な指導、教育；学生からの質問に答えられ

る知識と経験 （私立・40代・助教授・医歯薬学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・授業に熱心であるという点 （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・教員が熱心に取り組んだ点+テーマの面白さ。
（私立・40代・講師・社会科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・熱心に授業を行ったこと（ 情熱 （？）が評価「 」
された 。学問の広さ （私立・60代・教授・社） 。
会科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・熱心であったこと （私立・50代・教授・社会。
科学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・情熱を持って授業を行ったため （私立・40。
代・教授・工学系・教養教育のみ・高い評価）
・熱意がみられる、教室が静か、ユニーク（板書
はすべて英文 、ゼミの共通言語は英語、文字奇）
麗 （私立・60代・教授・社会科学系・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）
・講義態度と内容。教授法 （私立・60代・教。
授・人文科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【評価に対する改善】
・前年度の評価に対する改善（国立・40代・助教
授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・学生による授業評価の結果が以後の講義にすぐ
反映されたから （国立・60代・教授・理学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・前年度の同科目の授業評価(学部で実施のも
の）に基づき（対象学生は１学年下になっては
いるが 、配布資料に工夫を加えたり、スケジュ）
ールを改善した点 （公立・40代・教授・その。
他・修士課程まで・ある程度高い評価）
・前回の授業評価の結果や学生からの意見を取り
入れたから （公立・40代・助教授・その他・修。
士課程まで・ある程度高い評価）

【パワーポイントの活用】
・前に述べたが、Power Pointを用い、イラスト
の工夫、写真、図表等板書では困難な資料が多
用できたこと。Power Pointによると毎年最新の
トピックスを新聞 ・学会誌等から容易に引用
でき、新しいバージョンが作れること。希望者
にはPower PointそのものをCDなどで配布したこ
と （国立・50代・助教授・工学系・教養教育の。
み・ある程度高い評価）
・パワーポイントの使用（国立・30代・助教授・
社会科学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）
・power pointとwebを使った点 （国立・40代・。
助教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い
評価）

【授業の進め方の工夫】
・授業の進め方、理解度の向上に関する工夫（国
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立・40代・助教授・工学系・教養教育のみ・あ
る程度高い評価）

【講義の周到な準備】
・事前準備（国立・40代・教授・工学系・教養教
育のみ・ある程度高い評価）
・講義準備にかなりの時間を要した （国立・50。
代・教授・理学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・①周到な講義準備②熱心さ③幅広い知識（公
立・40代・教授・医歯薬学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・事前の準備をしっかりとしたこと。講義の導入
部を工夫し、学生が自然な流れの中で放しに耳
を傾すられるようにしたこと （私立・30代・助。
教授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）
・講義内容がよく練られた内容であり、前準備が
十分に行われた点（私立・50代・教授・医歯薬
学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・準備、熱意（私立・50代・教授・医歯薬学系・
修士課程まで・普通であった）
・授業に対し、準備を含め努力していることが理
解されたようである （私立・60代・教授・社会。
科学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・授業の準備と毎回の小テスト（添削 ・返却）
などこまかい指導と、毎回小さい小さい話（日
本文化にもとづく）を行ったこと （私立・60。
代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）
・周到な準備、わかりやすい説明 （公立・40。
代・助教授・理学系・修士課程まで・高い評
価）
・授業準備を周到に行った。授業概要プリントを
必ず予習できるよう事前に配布した。休講、遅
刻をしなかった （私立・60代・教授・不明・修。
士課程まで・高い評価）
・授業内容への周到な準備と、機器の有効利用に
よる （私立・40代・助教授・人文科学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）
・準備、学生の感想を毎週フィードバックするな
どかなりの時間を課外に必要としている （私。
立・40代・助教授・人文科学系・博士課程ま
で・高い評価）
・授業の準備、方法に工夫を払った点が （私。
立・70代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・準備、使用テキスト、板書、口述発声、講義シ
ステム（進め方）すべてにゆたって、学生の目
線、耳が傾注されるよう努力した点 （私立・50。
代・助教授・不明・修士課程まで・ある程度高
い評価）
・授業準備（教材、計画等 ；熱意；学生のモチ）
ベーションアップ；熱意の空回り；学生のレベ
ルとの乖離 （私立・60代・教授・工学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）
・・授業の準備 ・計画性の良さ。 ・熱心さ。

・余談を入れ、メリハリをつけたこと （私。
立・40代・教授・人文科学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・準備に時間をかけた。学生の関心をひくよう。
毎回の内容に変化をつけることに努めた （私。
立・40代・助教授・人文科学系・博士課程ま
で・普通であった）
・周到な準備、プリントのは配布、Q＆Aや学生の
レポート発表など参画型授業 （私立・50代・教。
授・社会科学系・教養教育のみ・高い評価）

【考え方の習得を重視した講義】
・考え方の習得を重視した講義内容（国立・50
代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）

【分からない】
・よく分かりません。当該年度の講義内容、テキ
スト、学生こちらの状況、多くのfactorが影響
していると思いますので… （国立・40代・
助教授・人文科学系・博士課程まで・ある程度
高い評価）

【事例に基づいた教育】
・多様な事例、視覚的資料による授業 （国立・6。
0代・教授・不明・教養教育のみ・ある程度高い
評価）
・具体的な事例の紹介を増やした （国立・30。
代・講師・工学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・事例に基づいた教育を行ったこと。講義中に、
質問カードを配布し、それに答える機会を講義
中にもうけた点（フィードバック （私立・30）
代・助教授・社会科学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）
・必修科目を事例解決に即して説明した点は、比
較的高い評価を得た、質問票を整理して、次回
に解答したり、定期試験の講評を行うなどの努
力を評価した者もある。但し、必修、多人数授
業を嫌ったり、意欲を失ったりする学生には、
効果が上がらなかった （私立・30代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・実際の症例、ビデオ等を使用し、分かりやすく
講義した （私立・40代・講師・医歯薬学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）
・ペーパーの上での授業だけではなく、現実の事
案をふまえて行ってきたこと （国立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【学生の質問・意見への対応】
・毎時間学生からの質問を受け、次回にその内容
の開示と解答を行うフィードバック性 （国立・。
50代・教授・人文科学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）
・授業内容に関する評価を授業でフィーとバック
したこと （国立・40代・助教授・教員養成系・。
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学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生の質問・意見を授業に取り入れた点。視聴
覚機器を活用した点 （国立・40代・助教授・人。
文科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・学生の意見に従って努力したこと （公立・40。
代・助教授・その他・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）
・学生の意見を取り入れることにより、一方通行
にならないようにした点 （私立・40代・助教。
授・教員養成系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・・学生の質問、意見を毎回の授業に反映させる
努力。 ・内容に関する教員の独自のアプロー
チ （公立・50代・教授・その他・学士課程専門。
教育・ある程度高い評価）
・学生のニーズに対応する。熱心さで共感を得る。
学生に様々なDecision makingの機会を与える。
（国立・40代・助教授・教員養成系・学士課程
専門教育・高い評価）
・質問カードでのQ and A的やり取り （国立・50。
代・教授・社会科学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【学生の理解を意識した講義】
・学生の理解度に合わせて講義を行ったこと。
（国立・50代・教授・工学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）
・授業内容の理解。学生の動機付け、学生の質問
・意見に対する応答 （公立・40代・教授・社。
会科学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・理解しやすい。準備が良い （私立・60代・教。
授・理学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）
・理解しやすい （私立・60代・教授・工学系・。
学士課程専門教育・高い評価）
・学生の理解度を考えた授業の進め方をした；PC
などを使って、実際に画像(処理）に触れた生き
た授業であった （私立・50代・教授・その他・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）
・学生の理解度に応じた講義の実施 （私立・60。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・学生の理解度、学習意欲を常に評価し、授業へ
の参加を促した （私立・60代・教授・理学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）
・出席表を用いて各学生の理解度や質問を把握し、
次の授業で回答していった （私立・50代・助教。
授・その他・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【分かりやすい授業】
・わかる授業への改善、努力 （国立・60代・教。
授・教員養成系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・高度な内容をできるだけわかりやすく講述する
ように心がけている点 （国立・30代・助教授・。

工学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・基礎をよく理解するように、わかりやすく丁寧
に授業を行った （国立・50代・教授・工学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）
・分かり易い （国立・40代・教授・農学系・教。
養教育のみ・高い評価）
・分かりやすい授業、身近かなものを例にして。
（私立・50代・教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・分かりやすい講義 （私立・60代・教授・理学。
系・学士課程専門教育・高い評価）
・分かりやすい説明を心がけたこと （私立・30。
代・講師・人文科学系・修士課程まで・高い評
価）
・分かりやすい講義を心がけた （私立・40代・。
助教授・人文科学系・修士課程まで・ある程度
高い評価）
・解りやすく、知識が増えたとのこと （国立・5。
0代・教授・教員養成系・学士課程専門教育・高
い評価）
・分かり易い授業。例題を多く用いて行った。宿
題(レポート）を多く出した。期末テストの代わ
りにヘビーなレポートを提出させた （公立・60。
代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・・平易でわかりやすい説明の工夫。 ・配布プ
リントの工夫 （公立・50代・教授・工学系・教。
養教育のみ・ある程度高い評価）
・分かりやすい、授業を心がけた。また、毎回ミ
ニテストを実施したが、意外にもこれが好評で
あった （私立・30代・助教授・医歯薬学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）
・講義が分かりやすい；実験は野外実習が好評。
（私立・60代・教授・理学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・熱意の工夫、講義上手さ、レベルが高いのに分
かりやすい （私立・40代・教授・社会科学系・。
教養教育のみ・高い評価）
・わかりやすい授業 （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・分かり易い内容；声がわかりやすい；スピード
が調度良い （私立・50代・教授・工学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）
・わかりやすい講義と具体的な例解。プレゼンテ
ーションの高度技能etc. （私立・40代・
講師・人文科学系・修士課程まで・高い評価）
・わかりやすい （私立・70代・教授・理学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）
・明瞭な声での講義、講義内容がわかりやすい、
おもしろい （私立・40代・助教授・その他・学。
士課程専門教育・ある程度高い評価）
・・学生が興味 ・関心を持てる内容にし、わか
りやすい「授業」になるよう心がけたこと。
・毎回の講義で学生にコメントを書いてもら
い、教員もコメントを返したこと （私立・30。
代・講師・社会科学系・修士課程まで・ある程
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度高い評価）
・わかりやすい授業 （私立・40代・助教授・教。
員養成系・修士課程まで・普通であった）
・わかりやすい授業を志したこと；学生の質問に
対して細かく対応したこと （国立・30代・講。
師・教員養成系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・１．分かりやすかった。２．座学形式の授業で
あるが中で演習形式の課題があったー理解を深
められた。３．試験だけでなく、いくつかのポ
イントで評価している （私立・60代・教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・私の授業はわかりやすかったらしい （私立・3。
0代・助教授・理学系・修士課程まで・ある程度
高い評価）
・講義内容のわかり易さ。教室内を静粛に保って
いること （私立・40代・教授・社会科学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）
・学生本位に分かりやすく親切丁寧に接して、師
弟一体となっての連帯感のもとに授業を展開で
きたこと （私立・50代・講師・社会科学系・修。
士課程まで・高い評価）
・講義の分かりやすさ （内容、黒板、声の大き。
さ ；パワーポイントを効果的に使った；熱意を）
感じた （私立・40代・助教授・工学系・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）
・講義内容のわかりやすさ （私立・40代・教。
授・総合科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・わかりやすさ（私立・50代・教授・医歯薬学
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・比較的解り易く説明している点と、テキスト以
外の資料配布により授業を進めた点、と思う。
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・高い評価）

【理論と実践】
・理論と実践、理解しやすい話術、視覚教材の活
用等、豊富な知識 （国立・60代・教授・教員養。
成系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【他の授業の質が低い】
・自分では特別なことをしていると思わないが、
相対的に他の授業の質が低いらしい…（国立・3
0代・助教授・人文科学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【コミュニケーションを重視】
・コミュニケーションを重視し、教材の選択等も
工夫した （国立・40代・助教授・その他・学士。
課程専門教育・高い評価）
・演習科目であるから当然かもしれないが、学生
との研究にかかわるコミュニケーションが密で

。あったこと。学生のやる気が十分にあったこと
（私立・50代・教授・社会科学系・教養教育の
み・高い評価）

【グループ討論】
・授業中に頻繁にグループ討論の時間を設け、各
グループ代表者に報告させた （国立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
・学生自身が討論することによる深い理解と考察
をする機会を彼ら自身得ることができた点 （公。
立・30代・講師・教員養成系・学士課程専門教
育・高い評価）

【パソコンを用いた授業】
・パソコンを用いた講義が評価された。事例中心
の講義が評価された （国立・60代・教授・工学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・文系の学生に、グローバルスタンダード的な立
場から情報処理関係の授業を担当した （国立・。
60代・教授・理学系・教養教育のみ・ある程度
高い評価）

【小レポートを課す】
・学生の理解度を見るために、毎回15分のレポー
トを書かせた。授業の内容についての設問を行
い、解答ができない学生は面接を行った （国。
立・60代・教授・理学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【学生が参加する授業】
・時には学生も参画する授業を行った。適切なビ
デオ教材を使用した （国立・50代・助教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【メリハリのある授業】
・飽きさせない授業、メリハリのある授業など。
（国立・30代・助教授・理学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）

【学生の関心を引く】
・内容が学生の関心を引く （国立・50代・教。
授・不明・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【授業内容の工夫】
・授業内容の工夫、授業方法の工夫を行った点
（まだ不十分だが （国立・40代・教授・人文）。
科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・授業内容、方法を工夫しつつ授業を行ったこと
が、学生にも伝わった点、高い評価を得た、た
だし意欲のない一部学生からは評価されなかっ
たので、全体として「2」だろうと考えている。
（国立・50代・助教授・社会科学系・学士課程
専門教育・ある程度高い評価）
・内容、教え方、熱意、人生論など （私立・40。
代・助教授・人文科学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【豊富な知識】
・授業内容に関する知識が豊富であり、意欲的な
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授業を行ったこと、および、授業の準備が周到
であったこと。また、学生の理解度を良く見て
授業内容を工夫したこと （国立・40代・教授・。
理学系・学士課程専門教育・高い評価）
・指導者が豊富な知識をもっていることが指導の
自信につながっている。声 ・説明が明朗であ
ること、英語で指導した事 （国立・60代・教。
授・不明・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【学生の到達度の把握】
・ つねに学生の到達度を把握しながら(毎回テ
ストを行う)授業をすすめる （国立・50代・教授・。
理学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【講義レベルの維持】
・講義レベルの維持と素材(事例等）の具体的な
提示 （国立・20代・助教授・社会科学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）

【幅広い内容をカバーする】
・水準としては基礎から発展、実用までカバーし
たため、よかったのではないか、しかし、分量
に比し回数が少なく、つめ込み感はあったよう
である （国立・30代・助教授・理学系・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）
・豊富な内容の授業 （公立・50代・教授・総合。
科学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【目標の明確化】
・授業の目標，採点基準をクリアにしたから。
（国立・30代・助教授・工学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）
・講義の目標の明確化、授業におけるメリハリ。
（国立・30代・助教授・工学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）
・講義の内容を重要なものだけに絞り、課題に時
間を多く使った点 （国立・30代・講師・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・学習の行動目標を提示し、その達成度を形成的
に評価したことで、学生の学習に対する意欲が
向上し、その結果理解度が深まった （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・高い評
価）
・目標、目的の提示によって学生が自ら動く授業
になった （私立・30代・助教授・教員養成系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）
・学習目標が明確であった点、きめこまかい板書
と説明（私立・50代・教授・工学系・教養教育
のみ・ある程度高い評価）
・毎回講義目標（テーマ）を明示し、その日の講
義内容にそくした演習を実施し、その結果によ
って出欠を判定しているので、真面目な学生に
は好感を持ってもらえた。また、熱心な学生が
増えた （私立・40代・教授・理学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【学生の要望を反映させる】
・学生の希望(ビジュアルな講義、私語をやめさ
せる、配布資料の適正さ等々）やコメントを授
業(翌週）に反映させた （国立・50代・教授・。
工学系・学士課程専門教育・高い評価）

【動機付けを行う】
・授業をはじめるにあたって動機付けを行ったこ
と。グループ学習により学生の参加（発言の
場）を設けたこと。学生の人権を配慮したこと
(高圧的にならず、学ぶものとして敬意を払っ
た （国立・60代・助教授・医歯薬学系・学士）。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【視覚に訴える授業】
・映像を利用して視覚に訴える授業が （国立・4。
0代・助教授・医歯薬学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【視聴覚機器の活用】
・ビデオ、スライドの工夫など、又学生にあらか
じめテーマを出して勉強させ、発表させた後、
それを補いながらし視聴者に仕立て授業を行っ
た （国立・60代・教授・医歯薬学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）
・ ・視聴覚教材（映画、ビデオ）を使っての教
材開発。 ・テーマにそったグループワークの
導入。 ・シラバス以外の資料作成の努力。
・講義内容に臨床経験の具体例を多く取り入
れる （公立・50代・教授・その他・学士課程専。
門教育・ある程度高い評価）
・ ・可能な限り物理的現象を動画として表示す
る工夫（パワーポイント等の利用 。 ・サブノ）
ートの作成と配布。 ・オンラインで講義資料
をいつでも閲覧可能とした （私立・40代・教。
授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）
・視聴覚機器を活用し、わかりやすく説明した。
形成的評価を取り入れた （私立・50代・教授・。
医歯薬学系・修士課程まで・高い評価）
・視聴覚機器の利用 （私立・50代・教授・社会。
科学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・視聴覚教材を適切に利用したこと。簡単な実験
を取り入れたこと （私立・60代・助教授・工学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・視聴覚ききの活用、他の授業との関連性、熱意
（私立・30代・講師・工学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・視聴覚機器の活用とプリント配布しての授業、
授業中学生への問題提示とそのやりとり （私。
立・50代・教授・農学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）
・内容の選択，視聴覚機器の使用（デモンストレ
ーション，簡易実験の実施 ，プリントの配布。）
学生の学習速度に合わせたこと （私立・30代・。
講師・総合科学系・学士課程専門教育・ある程
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度高い評価）
・視聴覚教材の導入。時事的な話題の盛り込み。
グレープ演習 （私立・30代・講師・社会科学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・ 哲学」の授業であるけれども、視聴覚資料「
（短時間のビデオ）を使った。小さい白紙に感
想や考えを毎時間かかせた。翌週、よくできた
ものや、おもしろいものを発表した（数人分 。）
授業の準備をよくした （私立・不明・教授・人。
文科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・講義にVTRを組み合わせたこと （私立・60代・。
教授・人文科学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）
・ＶＴＲ、ＩＴ等で、現代の学生に合わせながら
行ったこと （私立・60代・教授・農学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）
・書画システム、パワーポイントを使って、図
・表を基に重要なポイントをまとめた形で説
明した （私立・40代・教授・理学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）
・映像を多くとり入れる授業が評価を受けた。
（私立・70代・教授・医歯薬学系・博士課程ま
で・ある程度高い評価）
・視覚的な資料の準備（私立・40代・助教授・医
歯薬学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・スライドやＯＨＰを使った視覚に訴える授業を
したので （私立・60代・教授・その他・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）

【ハンズアウトの作成】
・講義内容に沿ったハンズアウトを作成し、学生
に配布した。毎回授業終了時に小テストを実施
し、理解の程度を確認した （公立・50代・教。
授・工学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【学生の興味を取り入れる】
・常に学生の興味ある活動と専門科目の内容をリ
ンクさせるように努力したから （公立・40代・。
助教授・人文科学系・教養教育のみ・ある程度
高い評価）
・①毎回、学生の興味をもちそうなテーマから講
義を始める。②できるだけ分かりやすく話す。
③社会に出たときの仕事との関連を話す （私。
立・70代・教授・工学系・修士課程まで・高い
評価）
・授業内容の工夫で、特に文系学生が身体の働き
・構造に興味を持ち、身体から人間を知る方
法を明確に示すことができた。そのための視聴
覚機器の有効利用 ・準備に時間をかけた結果
であると思う （私立・50代・教授・その他・修。
士課程まで・ある程度高い評価）
・活字教材と視聴覚教材の使い分け。学生の関心
に訴え、興味を喚起する教材研究｡学生の質問、
感想を学生自身にフィードバック （私立・40。
代・教授・人文科学系・博士課程まで・ある程
度高い評価）

・興味ある講義をしてくれた （私立・60代・教。
授・医歯薬学系・教養教育のみ・ある程度高い
評価）
・学生の興味深い点を重要視したところ （私。
立・40代・助教授・家政学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生の興味を引き出すことができた。聞いてわ
かる授業を心がけた （私立・50代・教授・人文。
科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・１回の講義にかけている時間のとり方が他の教
員とは違う。学生の興味がありそうなものを日
常的にチェックして、それを例として、導入な
り説明なりに活かしている （私立・30代・助教。
授・社会科学系・修士課程まで・高い評価）

【少人数】
・少人数、様々な角度からの問題へのアプローチ
のやり方を示したこと。エピソードも入れ、こ
れまで考えていなかったような発想のものをい

。くつも示したこと。普段のコミュニケーション
（公立・40代・助教授・人文科学系・教

養教育のみ・高い評価）
・少人数グループ授業 （私立・60代・教授・医。
歯薬学系・博士課程まで・高い評価）

【前回の講義内容を復習する】
・１．毎回の講義の冒頭で前回の講義内容を復習
すること。２．学生を指名して質問する等の双
方向的な講義を行ったこと （公立・40代・教。
授・社会科学系・教養教育のみ・高い評価）

【授業内容の改善】
・授業内容、講義技術、学生参加（公立・40代・
教授・社会科学系・教養教育のみ・高い評価）

【板書】
・板書が適当。解説が判りやすい （公立・60。
代・教授・理学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）
・板書がきれいで、わかりやすかった。ノートを
見た時に、一人で理解できるように構成されて
いる （私立・40代・教授・理学系・学士課程専。
門教育・高い評価）
・丁寧な板書、と講話。ビデオ等の利用 （私。
立・50代・教授・人文科学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・板書のきれいさ、プリントの配布（私立・50
代・講師・工学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）
・ていねいな（体系だった）板書。講義のポイン
トを明確にしたこと （私立・30代・助教授・社。
会科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【総合的な効果】
・総合的な効果（公立・50代・教授・理学系・教
養教育のみ・ある程度高い評価）
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【生活していくうえで重要な内容であった】
・生活していくうえで重要な内容の講義だった点。
健康に関するテーマだった点 （公立・50代・助。
教授・教養教育系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）

【学生の授業参加を促したこと】
・学生の授業参加を促したこと。質問に丁寧に答
えたこと （公立・40代・助教授・理学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）
・１．学生の授業への参加を促した。２．自ら考
えることに重点をおいた （私立・60代・講師・。
工学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【最新の成果を紹介した】
・該当分野の最新の成果を、その背景にある考え
方を強調しながら紹介したため （公立・40代・。
助教授・理学系・教養教育のみ・高い評価）

【学生と対話をする】
・できるだけ対話をするように心がけたこと。興
味をもつ内容に添って講義を行ったこと （公。
立・50代・教授・理学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）
・判り易い、インパクトの強い授業で終るまであ
きない。学生と対話（時々質問する）方式がよ
い （私立・60代・教授・医歯薬学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）

【 毎回の授業でわくわくした」という感想を多数「
の学生から得た】
・ 毎回の授業でわくわくした」という感想を多「
数の学生から得た （公立・50代・教授・総合科。
学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【学生が達成感を持てた】
・学生が自ら学んだという達成感を持てたこと。
（公立・30代・講師・その他・修士課程まで・
高い評価）

【専門教育との関連性を持たせる】
・授業内容(テーマ 、資料、教材、機器の活用と）
工夫。教養教育でありながら専門教育との関連
性を持たせる内容を行っているため （公立・40。
代・助教授・その他・学士課程専門教育・高い
評価）

【評価表を参考にした】
・個別に作成した評価表で改善できる所は改善に
努めた （公立・50代・講師・その他・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【実践にむすびつける】
・実践にむすびつけて、できるだけ平易に視聴覚
教材を駆使する。授業時間内に終了するように
する （グループワークについては、学生の自主。
性にまかせる。サポートを求める場合は最優先

で対応する （公立・30代・講師・その他・修士。
課程まで・高い評価）

【授業構成 【テーマ設定 【講義方法 【視聴覚機】 】 】
器】
・授業構成、テーマ設定、講義方法、視聴覚機器。
（公立・40代・助教授・人文科学系・学士課程
専門教育・ある程度高い評価）

【筋道だった授業内容】
・筋道だった授業内容の構成とステップバイステ
ップでていねいに説明を行ない、学生に対して
意図的に計画された発問を挿入したこと （公。
立・50代・教授・人文科学系・学士課程専門教
育・高い評価）

【授業の進め方 【分かり易い説明】】
・授業の進め方と、授業内容の分かり易い説明。
（公立・50代・助教授・家政学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【小テストの実施】
・試験（小テスト）をこまめに行い、質問にてい
ねいに答えた。答案を返却して、自分の解答を
確認できるようにした。ある意味、高校でのや
り方に近いところが学生に安心感を与えたのだ
ろう （TAがいないので、このやり方は、労力が。
かかり、今後も続けられる自信はない。また、
（公立・40代・助教授・理学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・毎回の小テスト、添削、リポートのコンペティ
ションによる相互評価など （私立・60代・教。
授・不明・教養教育のみ・高い評価）

【資料の配布】
・講義の要点や関連資料の配布、板書の工夫、オ
フィスアワーの個別指導等 （私立・60代・教。
授・その他・修士課程まで・ある程度高い評
価）
・プリントなど資料を充実させるよう努めた点。
できるだけ平易に話すよう心がけた点 （私立・。
30代・講師・人文科学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）
・講義の資料を毎回配布して、理解の助けとした
こと （私立・50代・教授・人文科学系・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）
資料を豊富に（私立・50代・教授・社会科学系・学
士課程専門教育・ある程度高い評価）
・テキスト以外に必要な資料を準備したこと。毎
回演習問題を提出して復習に役立てるようにし
たこと （私立・60代・教授・工学系・学士課程。
専門教育・ある程度高い評価）
・資料のわかりやすさ。自身の研究に基づくデー
タの提示 （私立・50代・教授・農学系・教養教。
育のみ・ある程度高い評価）
・資料を豊富に配布し、資料提示装置などを用い
て視覚に訴えるよう努めたために、学生には取
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っつきやすかったようだ。今の学生は図像など
の視覚に訴えた方がわかりやすいようだ。単な
る知識の押しつけでなく、問題意識をもたせる
ようにしたこと。そしてとにかく準備を周倒に
し （私立・50代・教授・人文科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）
・資料の配布（毎時限 （私立・60代・教授・教）
養教育系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・１．毎回充実した教材を配布した点が学生に好

。評。２．熱心な授業であるとの評価を得ている
また私語などを許さない厳しい態度が望まれて
いる （私立・60代・教授・不明・修士課程ま。
で・ある程度高い評価）
・使用テキストのレベルは、やや高いのだが、補
足としてオリジナルのハンドアウトを配布し、
・①声の大きさと明瞭度。②学生の質問に対する
対応。③豊冨な知識（私立・40代・教授・人文
科学系・修士課程まで・高い評価）
・毎回プリントを配布した。分かり易いよう心が
けた （私立・60代・教授・農学系・教養教育の。
み・ある程度高い評価）
・プリントの配布、声、黒板の字が大きい。熱意、
試験問題が対話発展形式 （私立・50代・教授・。
工学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）
・講義毎にプリントを作製し、講義実施の前週ま
でにそれらを配布した。重要な部分の強調を繰
り返りからと行い、十分理解させようとした。
まとめにスライド等の視覚教材を多用したこと
などが評価されたと思われる （私立・40代・教。
授・医歯薬学系・教養教育のみ・ある程度高い
評価）
・ ・講義の補講的なプリントを用意したこと。
・個人指導をしたこと（遅進学生に対して 。）
（私立・60代・教授・人文科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【授業展開 【板書 【声の大きさ 【出席重視 【科】 】 】 】
学、人間、生命、健康の理解】
・１.授業展開*２.板書（１）大きい字（２）ノ
ート記入「ゆっくり」３.声が大きい４.出席重
視５.科学､人間、生命、健康の理解。*(１)本時
の内容項目提示(２)本時のまとめ＜板書利用＞
（私立・60代・教授・理学系・博士課程まで・
高い評価）

【内容、重要な箇所を示す】
・毎週の講義に際し、講義内容、重要なケ所を示
し、終了時、再チャックしている点 （私立・60。
代・教授・工学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【作業させる】
・できるだけ作業をさせる工夫をした （私立・6。
0代・教授・不明・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【日常例を挙げて説明】
・例えば、化学結合を教えるとき、素粒子の一般
的話から解き起こして、原子、周期律など、物
性の原子的レベルからの話を、ていねいに、日
常例を挙げつつ説明した （私立・60代・教授・。
工学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【社会問題に関連して講義した】
・一般社会問題に関連して講義した点 （私立・3。
0代・講師・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）
・具体的な社会の問題や課題と学問的、理念的な
問題をできるだけ具体例を引きながら説明し、
理解の助けになったためと思われる （私立・50。
代・教授・人文科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【1人1人の結果を時間ごとに評価したため】
・１人１人の結果を時間ごとに評価したため。
（私立・50代・教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【学生の人格を尊重する】
・ ・学生の人格を尊重すること。間違いは謝る、
学生が何かしてくれたらありがとうを言う等、
あたりまえの人間関係で信頼を築けたこと。
・毎回豆テストを添削して返却、理解度をチ
ェックしたため，理解の不十分な場合にすぐ改
善できたこと （私立・40代・助教授・理学系・。
学士課程専門教育・高い評価）
・学生の人格を尊重するとともに、誠実に対応し
たこと （私立・40代・講師・総合科学系・博士。
課程まで・ある程度高い評価）
・学生を馬鹿にせず、寛容であること （私立・5。
0代・助教授・総合科学系・博士課程まで・高い
評価）

【補助プリント】
・補助プリント（私立・40代・助教授・人文科学
系・博士課程まで・ある程度高い評価）

【学生に公平に接する 【準備を良く行う 【板書】】 】
【補助教材の工夫】
・学生に公平に接し、授業の準備を良く行い、板
書に気を配り、発生に気をつけ、ことに自分な
りの補助教材を工夫したため （私立・50代・教。
授・不明・修士課程まで・高い評価）

【質問しやすい雰囲気】
・質問しやすい雰囲気を創出することに気をつけ
たことが役立ったと思われる （私立・30代・講。
師・理学系・博士課程まで・ある程度高い評
価）

【質問して学生に答えさせる】
・①質問して学生に答えさせる方法；②注意の仕
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方；③視聴覚機器の使用 （私立・50代・教授・。
医歯薬学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【豊富な知識】
・豊富な知識と新しいデータ―を利用して、実際
の生活場面に近い内容が学生に指示されたと思

。われる。理解し易い話し方も必要不可欠である
（私立・40代・教授・不明・博士課程まで・高
い評価）

【幅広い内容】
・基礎的なことから、社会における応用技術まで
幅広い内容を授業の中でとり入れたこと。ステ
ップに応じて視聴覚教材、パワーポイント、自
分で作製した実験モラルビデオなどを活用し理
解しやすい内容としたところ （私立・30代・助。
教授・総合科学系・教養教育のみ・高い評価）

【学生の学習意欲】
・学習意欲の高い学生（私立・50代・教授・人文
科学系・博士課程まで・ある程度高い評価）
・学習意欲の向上 （私立・60代・教授・医歯薬。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【ポイントをイメージとして理解させた】
・講義のキイポイントをマンガを書いて「イメー
ジ」として理解させた。思ったより好評で「オ
モシロイ 「ワカリヤスイ」という学生からの声」
が多く寄せられた （私立・60代・教授・工学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【目的をふまえた授業】
・担当授業の目的 ・目標をふまえた授業内容を
行ったことと 「一年生」ということを考えた授、
業を行ったこと （私立・40代・助教授・人文科。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・教職志望の学生を対象とするため、その目的に

。適うような内容をわかりやすく話す努力をした
（私立・60代・教授・教員養成系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・①２～3回ごと授業の終わりに質問を書いても
らい、全ての質問に対し次の授業時に応答。リ

、スポンスすることにより受講生は疑問を解消し
かつ、自分の書いた内容全てに毎回教員が目を
通していることがわかり（＝書きっぱなしでは
ない 、うれしく思う （これは、受講生、聴講） 。
（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・高い評価）

【知識の付与】
・知識の付与；指導過程の工夫；活気があった
（教師と学生ともに （私立・50代・教授・その）
他・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【関心領域の高い分野】
・ ・関心領域の高い分野 ・授業のバラエティ

（ゲストスピーカー、ビデオ教材など時々）
・配布
・授業の工夫（私立・40代・教授・社会科学系・
学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【時事問題】
・1.時事問題への関心（新聞マーケット欄などの
教材利用）2.社会人に必要な基礎的常識、マナ
ー、仕事スタイル。3.身近かな問題から国際的
関連への展開 （私立・60代・教授・社会科学。
系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・時事的問題をとりあげ、応用力理解力を深めた
点、映像メディアの活用など （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【学生からの質問に答える】
・学問的な質問については次回の講義で解説する
とともに、その後の講義内容に必要があれば変
化を加えた （私立・40代・助教授・医歯薬学。
系・学士課程専門教育・高い評価）
・質問にきっちり答えてくれる （私立・50代・。
教授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高
い評価）
・質問などに丁寧に答えることにより、理解力の
アップと授業参加への意欲がみられた （私立・。
40代・教授・家政学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）
・質問などに丁寧に答えることにより、理解力の
アップと授業参加への意欲がみられた （私立・。
40代・教授・家政学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【バランスの工夫】
・講義と視覚（スライド）と実習とのバランスを
工夫した （私立・60代・教授・その他・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【専門性】
・教員のもつ高い専門性と教育にかける熱意。
（私立・60代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・専門知識、熱意 （私立・60代・教授・社会科。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【授業の明快さ】
・授業の明快さ、十分な準備、補助資料配布など。
（私立・40代・教授・社会科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）

【学生の達成度を考える】
・少しは学生の達成度を考えて、講義内容を工夫
しているからではないか （私立・40代・助教。
授・理学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【内容への関心 ・発見】
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・内容への関心 ・発見。考え方の整理 （私。
立・50代・教授・教員養成系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【日本社会の問題と授業の問題意識を関連させる】
・授業のテーマを明確に問題意識として打ち出し、
それに沿った内容、構成で講義を行うよう心が
けたこと。学生の身の周り（日本社会）の問題
と、授業の問題意識を関連させるよう心がけた
こと。リアクションペーパーを毎回実施し、学
生のコメントや質問にこたえる形で講義を行っ
（私立・30代・助教授・不明・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【シラバスに沿った授業】
・シラバスに沿って密度の高い授業を行った点。
（私立・30代・助教授・人文科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【受講生に適した教室 【丁寧な板書】】
・問8の回答を参照してください。さらに付け加
えれば、受講生の人数に適した教室を選んだこ
と。板書を丁寧にすることを心がけたこと （私。
立・60代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【教室内を静粛に保つ】
・教室内を静粛に保つ。学生に教員の熱意が伝わ
った。講義資料の配付 （私立・50代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学力をもっている】
・１．学力をもっている。２．熱心であり、親切
である。３．教授法が優れている （私立・60。
代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・高
い評価）

【年齢が若い】
・他の先生に比べて年齢が低かったから （私。
立・40代・助教授・理学系・修士課程まで・高
い評価）

【全力であたる】
・授業に全力であたる （私立・60代・教授・不。
明・修士課程まで・ある程度高い評価）

【課題の相談を丁寧に行った】
・課題の相談をなるべくていねいに行った （私。
立・60代・教授・その他・教養教育のみ・ある
程度高い評価）

【質問表の配布とその回答】
・質問表の配布とその回答を行う （私立・50。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【情報提供】

・情報提供、指導方法の改善など （私立・50。
代・教授・教員養成系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【個別に対応】
・時間内、外を問わずできるだけ個別に対応した
こと。授業の内容を工夫したこと （私立・60。
代・教授・工学系・博士課程まで・ある程度高
い評価）

【詳しい解説やエピソード】
・ ・教材（テキスト）の選択に対して、豊冨な
知識につながった… ・くわしい解説やエピソ
ードで、学生の間違っていた理解を改めること

、ができた… ・高校までの表通りでけの知識に
裏や内部の知識で、より理解を深めた…など
・悪い方には、授業中の早口や、声の大きさ
などの注意 （私立・60代・教授・その他・修士
課程まで・ある程度高い評価）

【テストを行い、理解度を確認した】
・毎回テストを行い、理解度を確認した （私。
立・60代・教授・理学系・博士課程まで・ある
程度高い評価）

【講義の計画性】
・講義の計画性、内容の斬新さ （私立・50代・。
教授・人文科学系・教養教育のみ・高い評価）

【授業の工夫】
・ 授業の工夫と学生への対応（私立・60
代・教授・理学系・博士課程まで・ある程度高
い評価）
・授業の工夫、社会（実務）との関係性 （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）
・学生にのみ努力を求めるのではなく、それ以上
の努力をした点（毎回の授業の工夫 （私立・4）。
0代・教授・その他・博士課程まで・ある程度高
い評価）
・授業の工夫をして学生の学習活動が変化に富み、
参加型の授業設計をしたこと （私立・60代・教。
授・不明・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【複数回の試験 【質問の受け付け 【再講義】】 】
・ていねいで、ゆっきり。複数回の試験。研究室
での質問の受け付け、再講義 （私立・50代・教。
授・理学系・博士課程まで・ある程度高い評
価）

【誠実に学生対応ができた】
・誠実に学生対応ができたこと （私立・50代・。
教授・教員養成系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【出席率 【携帯電話 ・おしゃべりの禁止 【授業】 】
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参加】
・出席率が最高点。携帯電話を授業中にいっさい
使用しない ・おしゃべりをしないが最高点。
授業参加が最高点 （私立・60代・教授・人文科。
学系・博士課程まで・高い評価）

【宿題を課す】
・毎回の宿題を課して、採点返却をくり返した。

、評価は最終時間に実施したが、終わってみれば
よい経験と受け止めたようである （私立・40。
代・助教授・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【板書の時間を取る】
・板書の時間を取る事。一方的に話をせず、学生
に問いかけること。実例を示すこと （私立・40。
代・助教授・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【考え方を詳細に説明した】
・原理や考え方を詳細に説明したため （私立・6。
0代・教授・工学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【重複的に復習を行った】
・前回講義での理解不十分点をモニターし、次回
講義にて重点的復習を行ったこと、等 （私立・。
50代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【Webでの資料公開】
・Webでの資料公開、質問への対応（少々進むの
が遅れても）一人一人ていねいに対応 （私立・。
30代・助教授・工学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【評価を明確にした】
・評価を明確にした点。授業の雰囲気。教材の提
示方法 （私立・30代・講師・教養教育系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）

【教員の熱意 ・学生の関心を引き出す努力 【テ】
ーマ ・教材の選択】
・教員として当然のこと「熱意、学生の関心を引
き出す努力、基本的な学習支持」と、学生の興
味を引くような今日的なテーマ、教材の選択。
（私立・30代・助教授・人文科学系・修士課程
まで・高い評価）

【まじめに授業に取り組む】
・まじめに授業を取り組んでいること（私立・40
代・教授・不明・教養教育のみ・高い評価）

【良い学生を少数取る】
・良い学生を少数取ることに尽きる、たとえ給与
が下がろうとも （私立・50代・教授・人文科学。
系・博士課程まで・ある程度高い評価）

【学生に対するサービス精神】
・学生に対するサービス精神（？ （私立・40）
代・講師・社会科学系・博士課程まで・ある程
度高い評価）

【学生の想像を超えた内容を加える】
・講義内容に学生達の想像を超えた内容を加える
よう努力した点 （私立・40代・助教授・社会科。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【教師の無遅刻 ・無休講】
・教師の無遅刻、無休講 （私立・50代・教授・。
不明・博士課程まで・ある程度高い評価）

【学生の理解度を促す】
・適宜小悦とを行ない学生の授業理解をうながし
たこと （私立・40代・助教授・工学系・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）

【選択必修科目であること 【やる気のない学生が】
減った】
・選択必修科目のため、アンケート集計時にやる
気のない学生が減ったため。どのような授業を
やっても 「簡単に単位が取れる科目」以外は賛、
否両論となるのでは…（私立・50代・教授・工
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【実務経験の利用】
・自分の実務経験（過去の研究開発、設計実務）
を利用して、講義内容を豊かにした点、特に教
科書を補足している点が好評であった （私立・。
60代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度
高い評価）

【講義の重要性を理解してもらえた】
・講義の重要性が理解してもらえたこと。講義内
容が意欲的な学生には理解してもらえたこと。
配布資料が効果的であったこと （私立・60代・。
教授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）

【本のみからは得られない知識の提供】
・本のみからで得られない知識を提供し、解析力
を要求した （この点をきらう学生も多数いまし。
た （私立・50代・教授・農学系・修士課程ま。）
で・ある程度高い評価）

【課題を明確にしたこと】
・①課題を明確にしたこと；②レポート（2回）
の作成とそのプレゼンテーションを実施したこ
と；③「担当科目」のポイントをくり返し強調
したこと （私立・40代・教授・社会科学系・学。
士課程専門教育・ある程度高い評価）

【言葉を平易にした】
・言葉をできる限り平易にし、親しいやすい説明
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を取り入れた。自分が学生であった頃の理解度
を思い出し、学生の身になって講義内容を工夫
した （私立・50代・助教授・農学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）
・理解できるような用語を努めて使うように心が
けたこと （私立・60代・教授・人文科学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）

【学生のレベルに合わせた授業】
・学生個々の学力レベルにあわせた授業内容であ
ったため （私立・50代・教授・その他・学士課。
程専門教育・高い評価）
・設定した目標に、学生の能力も考慮に入れて、
常に授業方法を工夫していること。日常的に学
生とのコミュニケーションを大切にしているこ
と （私立・40代・教授・人文科学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）
・学生の能力にあった授業を展開したこと （私。
立・50代・教授・人文科学系・博士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生の知識程度と相談しながら進行 （私立・5。
0代・助教授・医歯薬学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【学生から指摘のあった事項の改善】
・SBOを示したこと、学生から指摘のあった事項
の改善 （私立・60代・教授・医歯薬学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【理解できるところから順序立てて話した】
・ ・学生が理解できるところから順序立てて話
を進めた。 ・ニュース報道など、身近な話題
を授業科目の観点から解説するように努めた。
（私立・50代・助教授・医歯薬学系・学士課程
専門教育・ある程度高い評価）

【各講義に目的を設けた】
・各講義に目的を設けたため （私立・50代・教。
授・医歯薬学系・教養教育のみ・ある程度高い
評価）

【学生の知りたい内容を取り入れた】
・ ・学生が知りたいことを(内容）を授業に取
り入れた。 ・講義方法を変更した（板書 ・
プリント配布 ・マルチメディア等をすべて取
り入れた） ・試験方法を変更した（覚えさせ
る問題から考えさせる問題へと変更した （私）。
立・50代・講師・医歯薬学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生に興味関心をひくテーマを取り入れたこと。
（私立・30代・助教授・社会科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【毎回、学生の意見を記入するレポートを提出させ
た】
・授業の都度、次の項目を記入するレポートを出
させた。①本日の授業は何に役立つと思います

か？②本日の授業の内容をあなたは何に使って
みようと思いますか？③その他、授業について
何をどうすれば改善できると思うかの提案 （私。
立・70代・教授・工学系・教養教育のみ・高い
評価）
・毎回のミニ ・ペーパーによって、学生の疑問
点や関心事を知り、それに応える努力をしたこ
と （私立・60代・教授・人文科学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【豊富な事例】
・実例が豊富であったこと （私立・40代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・豊富な例 （私立・60代・教授・工学系・教養。
教育のみ・ある程度高い評価）

【よく理解できる】
・よく理解できる （私立・60代・教授・不明・。
修士課程まで・ある程度高い評価）

【声が大きい】
・声が大きいこと。急がずゆっくりと講義を進め
たこと（内容を少くしても （私立・60代・教）
授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）
・声が大きく、よく聞きとれる。ゆっくりしゃべ
る。質問には徹底的に付き合う （私立・50代・。
教授・理学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【じっくりゆっくり説明した】
・授業の進度をある程度犠牲にしても、ある内容
についてじっくり、ゆっくり説明する（した 。）
（私立・30代・助教授・理学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）

【個人指導】
・できるかぎりワンツーワン指導をするよう心が
けたから （私立・20代・講師・工学系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【真面目に勉強する学生の期待に答えられなかっ
た】
・真面目に勉強する学生にとって、期待に答えら
れたからではないかと思う （私立・不明・助教。
授・工学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）

【協調型学習 【ソフトウェアの整備 【ＴＡの支】 】
援 【教材の選定】】

） 、・学習形態（協調型学習 、ソフトウェアの整備
ＴＡの支援、教材の選定 （私立・50代・教授・。
総合科学系・教養教育のみ・ある程度高い評
価）

【丁寧な説明】
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・懇切丁寧な説明。できるだけ活発に、板書は整
理して （私立・60代・教授・人文科学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）

【誰にでも解りやすい表現】
・学生のレベルを問わず、誰にでも解りやすい表
現とできるだけ専門用語を避けるように講義の
展開を心掛けた点にあると思われます。また、
教室を回りながら、対話形式の授業を取り入れ
たことも要因であるかもしれません （私立・40。
代・教授・理学系・博士課程まで・ある程度高
い評価）

【題材の精選】
・講義題材の精選、語りかけ口調による講義、VT
Rプロジェクターなどの利用 （私立・40代・教。
授・人文科学系・修士課程まで・高い評価）

【事前学習】
・事前学習（予習）の効果が出ている （私立・5。
0代・教授・社会科学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【意欲的であること】
・意欲的であること。授業に工夫があること、関
心をもち易いように楽しく展開すること、学生

。の成長や充実に貢献する内容を提供できたこと
（私立・50代・教授・社会科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）

【教材の工夫 【ゲスト講師の活用】】
・教材の工夫、ゲスト講師の活用、視聴覚具材の
活用、試験問題の１ケ月前公表、etc（私立・60
代・教授・社会科学系・教養教育のみ・ある程
度高い評価）

【考えさせる】
・一方的な知識の伝達でなく、解説ー設問ー考え
させるー討論を認めるー解答執筆ー解説のプロ
セスをできるだけ経験させる（私立・60代・教
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【授業評価が画一的で、参考にならない】
・授業評価が画一的で，出された結果はほとんど
授業改善の参考にならない。何回会議で多くの
人から改善するように意見が出されても変更さ
れず、そのままの形で授業評価されている。結
果については、教員の努力とは関係なく出てき
ている紋切り型のものと思う （私立・50代・教。
授・家政学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【休講がない】
・休講がない、シラバスに沿った授業、成績のチ
ェックを厳しくする。時間通りの授業を行う。
私語を注意する （私立・60代・助教授・不明・。

修士課程まで・高い評価）

【レジュメを毎回配布】
・講義レジュメを毎回配付。AV機器使用。体験談
を交える （私立・60代・教授・社会科学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）

・毎時限に授業レジュメを配布した。現在、社会
に生起している事件や事象を、新聞記事をOHPを
利用して紹介した。予習レポートの提出を義務
づけたところ提出日の授業は理解しやすいとの
評価を得た （私立・60代・教授・社会科学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）

【授業評価項目によって】
・規定の評価項目では、中間的評価に偏る傾向が
ある。ネガティブな要素が少ないだけだったの
かもしれない （私立・50代・教授・人文科学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【欠席者に対するeラーニング型補習】
・欠席者に対するeラーニング型補習を開始した
こと。プレゼンテーションとビデオの組み合わ
せ（授業形式 、毎週のレポートに全てコメント）
を入れて、翌週に返却する早いレスポンス ・
サービス （私立・40代・教授・総合科学系・修。
士課程まで・高い評価）

【学生の話合いによって感触を得た】
・学生の話合いによって感触を得た。卒論の内容
が予想以上によかった （私立・60代・教授・人。
文科学系・修士課程まで・高い評価）

【真剣に学生と向きあう】
・真剣に学生と向きあう （私立・70代・教授・。
人文科学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【高校教員としての経験が役立った】
・高校教員として長年勤務した経験が役立ったよ
うに思う （私立・60代・教授・社会科学系・学。
士課程専門教育・高い評価）

【具体的におもしろくした】
・講義を具体的におもしろくした （私立・60。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【テキストの選択】
・テキストの選択、ビデオ使用の妥当性、講義の
仕方 （私立・50代・教授・人文科学系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【出席率の重視】
・よく出席する学生に高い評価を得ている （私。
立・60代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）
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【興味深い ・理解しやすい内容】
・内容が興味深い、理解しやすい （私立・60。
代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【厳選された内容】
・厳選された内容とメッセージの簡略化（スロー
が－化）と熱心さ （私立・50代・助教授・医歯。
薬学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学生が厳密に評価したとは思えない】
・学生が厳密に評価したとは思えない （私立・4。
0代・講師・医歯薬学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【はっきりしゃべる 【問題意識をもたせる】】
・はっきりしゃべる点。問題意識をもたせた点。
（私立・60代・教授・工学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【学習意欲の向上】
・ さらに勉強したいという意欲につけがった」「
と学生達は評している （私立・60代・教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【わかりません】
・授業評価アンケートの結果を受けて、学生ひと
りひとりに「何故か？」という質問をしていま
せんのでわかりません （私立・40代・助教授・。
その他・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学生一人一人への目配り】
・学生一人一人への目配り （私立・40代・教。
授・その他・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【学生が熱心であった】
・学生が熱心であったため、お互い、いい関係で
講義が進められたからだと思う （私立・30代・。
講師・教員養成系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【グループ活動 【模擬授業】】
・グループ活動や模擬授業の場を設定し、学生が
主体的に学ぶ事が出来るように配慮した点が、
高い評価へつながったと思う。しかし、約70人
のクラスだったため、グループごとへの指導が
行き届かなかったり、深まった議論ができなか
った点に物足りなさを感じる学生もいた （私。
立・30代・講師・人文科学系・博士課程まで・
ある程度高い評価）

【具体的な話 【考えるクセがつく】】
・世の中の現実の動きが理解できた。話が具体的
でおもしろかった 「なぜか」と考えるクセがつ。
いた （私立・60代・教授・社会科学系・教養教。

育のみ・ある程度高い評価）

【情報の重層的な提供】
）。・情報の重層的な提供（アナログ的思考を強調

（私立・50代・助教授・社会科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【実践的な内容】
・実践的な内容を組み込んだ点（私立・30代・講
師・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・問２０の１，２の選択をした項目かと思う。
（国立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・問２０参照（公立・60代・教授・理学系・教養
教育のみ・ある程度高い評価）
・問20の事項の特に②⑥⑪（私立・30代・講師・
社会科学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）
・問２の１～１５の項目を自立的に充たした結果
と思われる （私立・60代・教授・人文科学系・。
修士課程まで・高い評価）
・問20の解答の①～⑬までの各事項に相当する。
（私立・60代・教授・総合科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）
・問２０で当てはまるとマークした箇所で力を入
れたのではないかと思う（18，２４，25を除
く （私立・40代・教授・人文科学系・博士課）。
程まで・高い評価）
・問２０の２，５，９，１０，１１，１２ （私．
立・60代・教授・人文科学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

Ｂ．評価が低かった教員の理由説明

【授業内容】
・授業内容、技術的な面etc.（私立・50代・教
授・人文科学系・修士課程まで・普通であっ
た）
・授業内容、スタイルの工夫 （私立・50代・助。
教授・医歯薬学系・教養教育のみ・高い評価）
・授業内容の工夫と熱意（私立・30代・助教授・
その他・修士課程まで・高い評価）
・授業内容の工夫私立・50代・教授・人文科学
系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・授業内容及び方法の工夫改善 （私立・60代・。
助教授・教員養成系・修士課程まで・ある程度
高い評価）
・①内容、題材；②説明のしかたのわかりやすさ
（私立・40代・教授・人文科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）
・講義内容とプレゼンテーション技法 （私立・6。
0代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）
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【理解不十分な学生がいた】
・高い評価をした学生もいたが、理解不十分とい
う学生からの低い評価もあったため、平均的と
なった （私立・50代・助教授・理学系・博士課。
程まで・普通であった）
・理解できない学生が多いことが分った （私。
立・70代・教授【専門分

【英語表記】
・術語を英語で表記した資料を多用したところ、
英語の授業ではないからという理由で、評判が
悪かった。本学の学生の英語の知識は中学生程
度であった （国立・50代・教授・人文科学系・。
教養教育のみ・少し低かった）

【難しい】
・むずかしいとの評価であった （国立・60代・。
助教授・工
・講義内容の専門性と学生の持つバックグランド
の間に大きな差があり、決して高度の内容では
ないのに学生からは難しすぎるとの意見があっ
た （公立・60代・教授・家政学系・学士課程専。
門教育・普通であった）
・電気回路の基礎を1年後期に担当したが、入学
生の多様化で理数系の苦手な学生の割合が増加
しており、とにかく数学を少し使うだけでも"難
しい"と思う傾向が強く、電磁気、電子回路と並
んで高い評価を得るという結果には至らない。
（私立・40代・教授・工学系・教養教育のみ・
普通であった）
・話の内容が難しい、板書をきれいに書いて欲し
い （私立・60代・教授・理学系・博士課程ま。
で・普通であった）
・最も基礎的な微分方程式を現象から導かせる。
困難さ。しかし、わずかな学生には理解しても
らった （私立・50代・教授・工学系・教養教育。
のみ・低かった）
・内容がむずかしい （私立・50代・教授・医歯。
薬学系・教養教育のみ・低かった）
・授業内容が高度すぎた？上位の学生の評価は良
かったが…、中位以下には難しかった （私立・。
40代・助教授・農学系・学士課程専門教育・普
通であった）

【苦労の多い勉強をさせる】
・苦労の多い勉強をさせれば人気は落ちる。刺激
に満ちた見世物をすれば人気は上がる （国立・。
30代・助教授・工学系・教養教育のみ・普通で
あった）
学系・学士課程専門教育・普通であった）

【詳細になり過ぎた】
・自分の専門分野に近いところの講義では詳細に
なり過ぎ、理解できなかったのかもしれない。
（国立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・少し低かった）

【専門分野に対する関心がばらばらである】
・大学に入る時点でモティベーションや適正によ

、って学生が進路を選んでいないことが多いため
専門分野に対する関心 ・適正にばらつきがあ
りすぎる。そのために、科目にそおもそも関心
のある学生とない学生の間で、評価も評価基準
もばらばらになり、結局平均的な評価におさま
って（国立・30代・講師・人文科学系・修士課
程まで・普通であった）

【教材選択】
・教材選択に配慮する必要がある （国立・50。
代・教授・教員養成系・学士課程専門教育・普
通であった）
・講義で取り上げる教材がある程度学生の要求に
あったものだったと考えています。半期でプリ
ント８０枚ほどでしたが、教材の選定には十分
時間をかけました （国立・50代・教授・社会科。
学系・修士課程まで・普通であった）

【課題が多い】
・学生が得たものについては高い評価を得たが、
クラス外を含めた必要な勉強時間、課題が質量
ともに過大であるとの不満が多かった。私の予

、想以上に他の科目の先生も努力されているので
平均的な評価しか得られなかった （国立・60。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・普通で
あった）

【板書 【話し方】】
・板書、話し方（国立・60代・教授・理学系・修
士課程まで・少し低かった）
・声が大きい。黒板の字がきれい （国立・40。
代・助教授・工学系・教養教育のみ・普通であ
った）

【厳格な成績評価】
・成績評価が厳格なので、評判があまり良くない
との事 （国立・50代・助教授・工学系・修士課。
程まで・普通であった）

【学生の理解度を意識した講義】
・進め方を遅くし、学生の理解度をみながら講義
を進めたこと （国立・60代・教授・工学系・教。
養教育のみ・普通であった）
ている学生が多い （国立・60代・教授・理学系・。

【学生の興味の対象とならない】
・学問的内容が学生にとって興味の対象とならな
い、与えられた問題を解くことが学問と考え
学士課程専門教育・低かった）
・興味を持つ学生とそうでない学生とで評価の内
容が全く異なる （国立・50代・教授・理学系・。
学士課程専門教育・不明）
野】医歯薬学系・教養教育のみ・不明）
・大学全体で実施しているので、他科目の評価と
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比較できるので、毎年明白になっている大きな
結果は 「科目への関心の高まりが低い」ことで、
ある。本学は５学部あるが、そのなかでも関心
の高まりが最も低くなっている。私の担当して
いる科目もそのような結果がでている。これだ
（私立・50代・教授・社会科学系・修士

課程まで・普通であった）

【板書 【スピード】】
・板書、文字サイズ、スピードに対するコメント
が大半 （国立・40代・助教授・農学系・学士課。
程専門教育・普通であった）

【受講者数】
・1クラスが小人数の場合(10名程度)評価は高い
が，150名以上の場合は、評価の高低のバラツキ
度が広い （国立・50代・教授・その他・学士課。
程専門教育・普通であった）
・受講学生数が多すぎて学生の学習態度、授講態
度、評価姿勢などがばらばらであり、一つの程
度を示すには至らなかった （私立・50代・教。
授・工学系・修士課程まで・普通であった）

【試験直前であったため、出席率が多かった】
・期末試験直前の実施であったため、通常よりも
多い出席があり、評価のノイズとなった。
（国立・30代・助教授・社会科学系・学士課程
専門教育・普通であった）

【進度が速かった】
・やや自分のペースでやり過ぎた（進度が速かっ
たか （国立・50代・教授・社会科学系・学士）。
課程専門教育・普通であった）

【講義ノートを配布している】
・毎回講義ノートを配布している点 （国立・40。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・普通で
あった）

【フィードバックされなかった】
・評価はフィードバックされなかった （国立・4。
0代・助教授【専門分

【解らない】
・よく解らない （国立・50代・教授・医歯薬学。
系・教養教育のみ・普通であった）
・よくわからない （私立・60代・教授・人文科。
学系・学士課程専門教育・普通であった）
・不明（私立・30代・助教授・理学系・修士課程
まで・普通であった）

【説明不足】
・授業の内容については、説明の不足を指摘され、
改善点を意識することができた。授業のスタイ
ルについては概ね高評価 （公立・50代・教授・。
人文科学系・教養教育のみ・普通であった）

【学生自信の学習態度の反省】
・学生は「まじめに授業に出席したが質問や発信
はあまり積極的に行わなかった」と、自己の学
習態度を反省して、総合評価に影響を及ぼした
ようだ （公立・40代・教授・その他・学士課程。
専門教育・普通であった）

【学生と教員の目的のズレ】
・学生の受講目的と教員の開講目的のズレ（公
立・40代・教授・人文科学系・学士課程専門教
育・少し低かった）
・授業の目的を受講生が理解せずに（目的意識な
く）受講したから求めている事が違ったため。
（私立・40代・助教授・人文科学系・修士課程
まで・少し低かった）

【討議が盛り上がらなかった】
・学生と教員の討議が有効に盛り上がらなかった
為、一部の学生からは、その分を講義に回して
欲しい等の意見が出された （公立・40代・助教。
授・人文科学系・学士課程専門教育・普通であ
った）

【知的好奇心を前提とした講義を行った】
・学生が「作業」を希望しているのに、こちらが

。知的好奇心を前提とした講義を行ってしまった
（私立・50代・教授・工学系・修士課程まで・
少し低かった）

【アンケートに真剣に答えない学生がいる】
・アンケートに真剣に答えない学生がいる （私。
立・40代・助教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）
・学生は「適当」に回答しているように思えた。
たとえば休講は１回もしていないのに休講があ
ったような回答がみられるなど ・ ・ ・ 私（
立・70代・教授・社会科学系・修士課程まで・
普通であった）

【ノートの取り方】
・多数の学生は積極的に授業に参加していた。少
数の学生はノートの取り方に迷っていた(ノート
はとらなくても良いといっているのだが、彼ら
は不安らしい （私立・70代・教授・人文科学）。
系・修士課程まで・普通で

【学生に媚びを売る授業が増えている】
・明日からの授業に生かせる意見があり、参考に
なった。しかし、評価を気にする余り、学生に
媚びを売るような授業を行う教員が多くなった
ことは嘆かわしい （私立・40代・助教授・医歯。
薬学系・教養教育のみ・普通であった）

【学生の意欲が低い】
・学生の意欲が低い。意欲のある学生からはある
程度の評価を得た （私立・50代・教授・人文科。
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学系・博士課程まで・普通であった）
明・修士課程まで・普通であった）
・学生の意欲の欠如 （私立・60代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・低かった）
・ ・学生の学習意欲 ・学生の学力（私立・50
代・教授・理学系・修士課程まで・少し低かっ
た）

【学生の理解力に差がある】
・学生の理解力に大きな差がある （私立・50。
代・教授・不
・学生の評価は例外もありますが、学生の理解度
に比例していると思います。理解できた学生か
らは高い評価が得られていると思われます。マ

。イクの使用、板書はゆっくりを心かけています
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）

【学生をひきつける努力が必要】
・学生をひきつける魅力にように努力必要 （私。
立・60代・教授・社会科学系・修士課程まで・
普通であった）

【これ以上レベルダウンできない】
・できる学生や知識の豊かな学生が少なく、予
習・復習も余りやらないために、内容の理解度
が浅いために、もっと評価すべき講義内容につ
いていけない学生が多い(欠席も５０％）ためで
あり，これ以上授業はレベルダウンできないた
め （私立・70代・教授・社会科学系・修士課程。
まで・普通であった）

【高い評価と低い評価があった】
・高い評価と低い評価が混在していた （私立・6。
0代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・普通で
あった）

【講義スケジュールが過密】
・講義スケジュールが過密で学生が講義に対する
興味を持続できない （私立・40代・助教授・医。
歯薬学系・修士課程まで・普通であった）

【学生がついて来れない】
・教科書を購入していない学生はついて来ること
ができない。また、自学、自習しない学生もつ
いて来れない。自分が当該科目をなぜ学ぶ意義
があるのか（専門科目の意味）を理解できてい
ないと、これもついて来れない、等 （私立・60。
代・助教授・その他・修士課程まで・普通であ
った）
・講師・不明・修士課程まで・普通であった）

【内容が盛りだくさん】
・やる内容が盛りだくさんで、ついてこない人に
とっては苦痛 （私立・40代。

【今後検討】

・今後検討（私立・60代・教授・社会科学系・学
士課程専門教育・普通であった）

【授業内容を学生に分かって貰うことが大変】
・授業内容を学生に分って貰うことが大変だった
と思う （私立・60代・教授・理学系・学士課程。
専門教育・普通であった）

【わかりやすい授業への努力】
・わかり易い授業への努力 （私立・60代・教。
授・工学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【ていねいすぎる板書やプリントにしない】
・ていねいすぎる板書やプリントなど、安易に書
き写すだけで「勉強した気にさせる」のは、教
育上の配慮から、やめにしている。その点の学
生からの評判はよくない。しかし、学んだ学生

、からは、学ぶことの興日さを伝えられたようで
評価は得ている （私立・30代・助教授・人文科。
学系・修士課程まで・普通であった）

【板書 【テキスト】】
・熱意や声の大きさは評価が高かったが、板書や
テキストについては評価が低かった。そうした
学生の評価は当たっていると思う （私立・60。
代・教授・教養教育系・修士課程まで・普通で
あった）

【熱意 【教材】】
・熱意、プリント教材など （私立・60代・教。
授・教員養成系・修士課程まで・普通であっ
た）

【内容が高度 【教科書ができていない】】
・内容がやや高度で、簡単化をあまりしないで講
義をした。また、教科書ができていなかった。
（私立・50代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・普通であった）

【受講生が多い】
・人数が多すぎる。勉強好きでないのに、資格取
得のために受講している。1/３の学生には難し
い内容だったらしい （私立・40代・教授・その。
他・修士課程まで・少し低かった）

【学生の主体的関与がされなかった】
・講義形式のために学生の主体的関与が十分なさ
れなかったから （私立・40代・助教授・人文科。
学系・修士課程まで・普通であった）

【資料が多すぎる 【進度が速い 【T Aがいない】】 】
【内容が多い 【視聴覚機器の過信 【説明が下】 】
手】
・資料が多すぎる。進度が速すぎる。TAがいない
ので綿密な指導不可。内容が多すぎる。視聴覚
機器と情報機器の過信。説明が下手 （私立・40。
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代・教授・社会科学系・学士課程専門教育・低
かった）

【質問時間を取る】
・休憩と質問時間を取る （私立・60代・教授・。
工学系・学士課程専門教育・普通であった）

【学生の資質】
・学生の資質、好き嫌い等により一様な答えは出
るはずがない （私立・50代・教授・その他・学。
士課程専門教育・普通であった）

【講義内容 【進め方】】
・講義内容や進め方に対する評価から（私立・50
代・教授・理学系・学士課程専門教育・普通で
あった）

【科目の設置意義を理解していない】
・科目の設置意義を理解していない。専門以外に
数学、物理の知識を多く必要とするため苦手

【必修である点】
・必修である点。内容が学生にとって多少難しか
った点 （私立・50代・教授・人文科学系・修士。
課程まで・少し低かった）

【講義の進度】
・授業のやり方が速いと言われているが、学生の
レベル向上のため、とりあえずは、ポイントを
絞って説明し、質問等には丁寧に対応し、スピ
ード自体は変えない方針である。質問の対応に
ついては学生の評価が割りと高い （私立・30。
代・講師・人文科学系・修士課程まで・少し低
かった）
・講義の進度。視聴覚機器の使用 （私立・60。
代・教授・工
・講義のスピード。板書の正確さ （私立・60。
代・教授・社会科学系・教養教育のみ・普通で
あった）

【授業時間 【授業への興味 【学生数が多い】】 】
・学生が消化しあんければならない科目が多すぎ
るため、授業時間、学生授業への興味、学生数
の多いことなどで限界があるから （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・学士課程専門教育・普
通であった）

【アンケートの設問形式】
・アンケートの設問形式 （私立・50代・教授・。
医歯薬学系・教養教育のみ・普通であった）
・講義評価表の設問が授業内容とマッチしていな
いため、参考になる評価結果が出なかった （私。
立・40代・助教授・人文科学系・博士課程ま
で・普通であった）

【資料提示の方法 【話し方が明瞭】】
・資料提示の方法と話し方を明瞭にという点で。

（私立・60代・教授・教員養成系・修士課程ま
で・普通であった）

【板書の字 【学生の名前を覚えていない】】
・板書の字がまずい。学生の名前を覚えていない。
（私立・60代・教授・医歯薬学系・教養教育の
み・普通であった）

【良くも悪くもない】
・特に良くもなく悪くもなかった （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・普通で
あった）

【内容が多い】
・視聴覚機器を使い、ビジュアルな講義を意識し
たが、逆に内容が盛り沢山になって、受講側か
らみると消化不良になったかもしれない。内容
の厳選、教材の改良が次に課題と考えている。
（私立・50代・教授・工学系・修士課程まで・
普通であった）

【学生の学力の差が大きい】
・学生間の学力差が大きい、入試制度の多様化で、
学力あたり学生が入学してくる （私立・60代・。
教授・工学系・修士課程まで・普通であった）
・学生の基礎知識に大きなばらつきがありますの
で、常に 「よく理解できる←→全く理解できな、
い」の間が大きいことがひとつの問題点である
と思っています。どこに中心をおいて授業をす
るかが解決しない問題です （私立・60代・教。
授・理学系・修士課程まで・普通であった）

【学生は正当な意見を述べている】
・学生は統計的には正当な意見を述べている。
（私立・60代・教授・工学系・修士課程まで・
普通であった）

【練習問題を多く行う】
・練習問題を多く行う （私立・40代・助教授・。
工学系・学士課程専門教育・普通であった）
夫、社会の動向と講義の関連性をできるだけつける
ように工夫した （私立・60。

【シラバスの尊重 【学生の意見を取り入れる】】
・シラバスの尊重。学生の声をできるだけ取り入
れる工夫をした。AO機器の利用、板書の工
代・助教授・社会科学系・修士課程まで・普
通であった）

【中程度の学生レベルに合わせた講義内容】
・講義内容を中程度の学生レベルに合わせ、発展
的トピックは少なめにした （私立・40代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・普通であっ
た）

【ポイントを絞りきれなかった】
・講義でのポイントを絞り切れなかったこと。
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（私立・50代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・普通であった）

【レジュメ 【資料の配布 【話し方】】 】
・レジメ、補充資料の配布、話し方（私立・50
代・教授・人文科学系・修士課程まで・普通で
あった）

【豊富な知識 【授業の構造的組立て】】
・豊富を知識、授業の構造的組立て （私立・60。
代・教授・総合科学系・修士課程まで・普通で
あった）

【プレゼンテーションの仕方】
・プレゼンテーションの仕方 （私立・60代・教。
授・その他・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【熱意 【パーソナリティー 【知識 【準備】】 】 】
・熱意、パーソナイティ、知識、準備 （私立・6。
0代・教授・人文科学系・修士課程まで・普通で
あった）

【プリントの使用 【視聴覚機器】】
・プリントや視聴覚機器を使うことから （私。
立・50代・教授・総合科学系・修士課程まで・
普通であった）

【講義内容の価値が学生に伝わらない】
・講義内容の価値が学生に伝わっていないことが

、原因と思われる。学生が要求しているものとは
すぐ役に立つもので、当方はその基礎を伝えた
いと目的がずれていることに原因 （私立・60。
代・教授・理学系・修士課程まで・普通であっ
た）

【授業改善と学生の勉強不足】
・授業の改善の余地があるという教員側の問題と
受講者の不勉強という双方のかかえるマイナス
要因があるため （私立・60代・教授・人文科学。
系・学士課程専門教育・普通であった）

【授業時間が長い 【内容が難しい 【話がへた】】 】
・授業時間が長い、内容が難しい、話し方がへた。
（私立・50代・教授・工学系・修士課程まで・
少し低かった）
・話しが長くてくどい。そのためにこの時間に何
を学べばよいかが学生の頭に、焦点化されなか
った （私立・50代・教授・人文科学系・修士課。
程まで・普通であった）
・学生の興味を持続させるのがむずかしい。９０
分授業だが長すぎると思う （私立。
評価】普通であった）

【声の大きさ 【黒板の使い方 【英語の使用】】 】
・声の大きさ、黒板の使い方、英語の使いすぎ、
漢字またはひらがなの明確さ（きれいに書くよ

うに （私立・50代・教授・医歯薬学系・修士）。
課程まで・普通であった）

【学生の意識が身近に感じるようになった】
・学生の意識が身近に感じるようになった （私。
立・60代・教授・人文科学系・博士課程まで・
普通であった）

【情熱 【黒板の字が読みにくい 【授業内容が難】 】
解】
・情熱は評価された。黒板の字が読みにくいとい

。う意見があった。授業内容が学生に難解だった
（私立・60代・教授・社会科学系・学士課程専
門教育・普通であった）
・60代・教授・社会科学系・教養教育のみ【担当授
業の授業

【熱心で意欲的である】
・教育指導が熱心で、意欲的であったと思われる。
（私立・50代・教授・医歯薬学系・教養教育の
み・普通であった）

【フィードバックしきれなかった】
・フィードバックしきれなかった （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・不明）

【休講があった】
・病気による休講のためであろうか （私立・40。
代・助教授・人文科学系・修士課程まで・普通
であった）

【学生に不向きである】
・担当科目が学生に少々不向きである；担当授業
数が多い （私立・40代・助教授・理学系・修士。
課程まで・少し低かった）

【第三者による授業成果の評価がない】
・第三者による授業の成果の評価がなされないた
め。現在の評価システムでは、教育レベルを下
げて、楽に合格単位を出す教員の授業が高く評
価されるように思われる （私立・70代・教授・。
工学系・教養教育のみ・少し低かった）

【質問がなかった】
・授業に活発さがないとの評価、質問を出さなか
ったなどが言われた （私立・50代・講師・工学。
系・修士課程まで・少し低かった）

【学生の理解度を確認しながら授業を進めた】
・学生の理解度を確認しながら、授業を進めるよ
うにしたこと （私立・40代・助教授・工学系・。
学士課程専門教育・普通であった）

【準備不足】
・初めて開講した科目であり、学生（受講生）の
様子が把握しきれず、準備不足であった （私。
立・30代・助教授・工学系・学士課程専門教
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育・少し低かった）

【板書が整理されていなかった】
・テキストの内容に関連して、此の方の独自の考
え方を展開していくことが授業からの脱線と思
われたようである。また板書が整理されていな
かった （私立・60代・助教授・工学系・修士課。
程まで・普通であった）

【教員全体の共通理解 【雑務の軽減】】
・教員全体の共通理解。雑務の軽減 （私立・40。
代・助教授・人文科学系・修士課程まで・普通
であった）

【平均的な授業をした】
・多人数教育のため教育レベルに幅があり、平均
的な授業をした （私立・50代・助教授・工学。
系・学士課程専門教育・普通であった）

【あまり重要視していない】
・総合教育（一般教育）に対してあまり重要視し
ていない （私立・50代）。

【講義内容を丁寧に行う 【熱心に行う】】
・①講義内容を丁寧に行う。②講義を熱心に行う。
（私立・60代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・不明）

【学生個々人への対応】
・実習形式の授業で、学生個々人への対応の濃淡。
（国立・40代・助教授・理学系・学士課程専門
教育・普通であった）
・問２０にみられるような点だと思う （公立・5。
0代・教授・人文科学系・教養教育のみ・高い評
価）
・授業の理解度を重視し、少し時間をかけて説明
した。確認テストを行い、その結果を次の授業
にフィードバックした （私立・30代・助教授・。
社会科学系・修士課程まで・不明）
・どの程度分かり易かったか、どの程度充実して
いたか （国立・60代・教授・工学系・学士課程。
専門教育・普通であった）
・熱意、授業時間内の教室の雰囲気、資料の提示
など （私立・50代・教授・人文科学系・修士課。
程まで・不明）
・問２４、２５は結果わからないので答えられま
せん （私立・40代・助教授・医歯薬学系・教養。
教育のみ・不明）
な科目をみられている （私立・40代・講師・工。
学系・修士課程まで・少し低かった）
学系・学士課程専門教育・普通であった）
・興味をもったとする学生と、そうでないとする
学生があ半々であり、３と判定した （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・不明）
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資料６ 自由記述(【問３１】)

【問３１】大学教育を活性化するための課題や方策についてご提案がございましたらご

記入下さい。

【役に立つ授業】
・特別なことは思いつきませんが、やはり、少な
くとも低学年のうちは、学生から見て「役に立
ちそう 「興味がもてそう 「必要そう」など」， 」，
など、教員が「教えたいこと 「わかってほし」
いこと」と「教えてほしそうなこと」とのinte
rfaceを工夫することが、第一歩なのではない
（国立・40代・助教授・人文科学系・博士課程
まで・ある程度高い評価）

【高校教育制度】
・私は東欧の大学で教えたことがある。大学生の
レベルは高校教育で決まるように思われる。日
本の旧制高校のシステムに近く、留年も普通の
現象である。大学はその前提で教育 ・研究を
行うのであるから、大学全体が質は高いものと
なる。又、学位を取得して卒業する方法と、無
学位で卒業することが可能であり、日本もこの
制度をとるとよい。それによってきびしく成績
を評価することが可能となる （国立・50代・。
教授・人文科学系・教養教育のみ・少し低かっ
た）
・大学が大学本来の教育をするために、高校まで
の教育をもっと充実させる （私立・40代・講。
師・理学系・修士課程まで・不明）

【入学時の学生の学力】
・根本的な問題は、入学時の学生の学力、勉学意
欲、目的意識の低下にあり、大学だけに責任の
鉾先を向けるのは誤りで、出来ないこと、辛い
こと、嫌なことはしなくてよいという甘えを許
す社会や家庭にこそ重大な責任があることを認
識すべきである。子供達が何故勉強するのか、
何故努力が必要なのかを小・中・高の段階でし
っかりと教え、競争していることを理解させる
ことこそが先決である （国立・50代・教授・。
工学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・大学教育以前に、高等学校での理数系科目をも
っと重要視すべき、大学に入るべきでない資質
の学生が大半である。存在価値のない大学が多
すぎる。大学の縮小 ・再編時に三流私大をし
てもらいたい。三流私大には、2／3＋4／5＝6
／8と解答する学生がいると聞く （国立・40。
代・助教授・工学系・修士課程まで・普通であ
った）

・与えられることを望み、積極的に発言しない"
受け身学生"が半数以上をしめている印象があ
る。まず入試でモチベーションの低い学生が
（いくらpaper testが優秀であっても）ふるい
落とされるような工夫が必要である。また、そ
のような学生が他国に比して圧倒的に日本で多
いのは、社会や親の世代の価値感に大きく影響
をうけている（悪い方に）要素が強い。大学教
育の活性化の背景には社会の成熟が欠かせない。
（私立・40代・助教授・医歯薬学系・修士課程
まで・不明）

【基礎学力】
・現在数学教育を担当しているが、これに限って
いくつか気のついたことを列挙する。①大学の
機関の性格上、教員は研究を行っていることが
大前提であろう。研究の前提のない教育は大学
教育とはいえぬ。②工学に高度な数学が用いら
れていることは今も昔もかわらない。私はその
ような数学の教育を担当している。ところが最
近の「ゆとり教育」で十分基礎の身についてい
ない者が、大学に来ており、教育量の負担、し
わよせがすべて数学教育最終段階にある私のと
ころに来ている。大学に来てから補習をすれば
いいという意見があるが、数学の学問の性質上、
中学 ・高校の若いときに基礎をたたきこむべ
きである。算数・数学に限っていえば、中・高
ではかつての画一的なつめ込み教育を復活させ
るべきであろう(このおかげで70年代日本の技
術力・工学力により驚異的な経済発展をとげ
た)。工学部学生に要求される高等数学の水準
は今もむかしもかわらないのであるが、中・高
でのんきに過ごした結果、大学に来て逆につめ
込み教育がおこなわれているという皮肉な結果
となっており、大学生としてもっとも大事な考
える行為にかける時間が十分ではない。その結
果、講義でも本来やりたいような内容が、時間
不足、学生の力不足によって十分できず、これ
が最近の大学教育(とくに数学教育)のつまづき
の一要因と考える （国立・30代・助教授・理。
学系・修士課程まで・不明）
・私の勤めるようないわゆる「底辺校」では、絶
対的な学力が不足している学生がほとんどであ
る。そこで、何とか学力を向上させてあげたい
ということ、様々な方策が本学でもとられてい
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る。そのような取り組みを見たり、自分でも実
践してみると 「基礎学力」に相当することば、
かりやってみても、学生には面白くないのだと
分かった。他方、多少なりとも専門性を上げる
と、そんなものは世の中で役に立たないとい学
生からの批判が出てくる。大学での学問とは何
かということさえも分からない学生をどうする
かは大きな問題だ （私立・30代・講師・人文。
科学系・修士課程まで・少し低かった）

【教育活動の評価】
・教育活動に対する教員の評価、手法を確立して
いく （国立・50代・教授・工学系・教養教育。
のみ・ある程度高い評価）
・結局の所、良い教育をしている先生 ・学科
・学部 ・大学を評価し、何らかのインセン
ティブを与えていく事に尽きると思う。ただし、
「良い」教育の物差しは単一のものではなく、
多様な物差しがあることに注意すべきである。
（国立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）
・教育活動に対して合理的な評価を入れる （国。
立・50代・助教授・工学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・教育はあまり重視されていません。教育活動に
対する具体的な評価方法がないためと思います。
これが重要と思います （国立・40代・助教。
授・医歯薬学系・教養教育のみ・不明）
・教員の昇進審査に論文数だけでなく、教育活動
も取り入れる。各教員に少なくとも1名のＴＡ
をつける （公立・50代・助教授・教養教育。
系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・教育活動を正当に評価することにつきるのでは
ないでしょうか （公立・50代・教授・理学。
系・学士課程専門教育・不明）
・教員の評価（採用，昇格籐にあたって教育活動
能力を重視する。それには教育能力の評価方法
の確立が必要であるが…。研究業績の数に偏っ
た審査や学閥による人事が多すぎる。研究者と
しての能力が重要であることは確かであるが、
同時に教育者としての資質も併せて求めるよう
な体制づくりが必要 （公立・40代・助教授・。
その他・学士課程専門教育・高い評価）
・教員の教育活動を評価すること。そのための良
い評価方法を作ること （私立・60代・助教。
授・工学系・修士課程まで・不明）
・大学や学部､学科毎に問題点が異なるため一般
論が難しいと思います。個々の教員の研究活動
は評価の場がありますので（学会など 、教育）
活動は客観的な評価方法を確立することが課題
と思います。欧米式に学長や学部長の権限と責
任を強化・明確化し結果を重視すべきと思いま
す （私立・60代・教授・不明・修士課程ま。
で・不明）
・教育活動は研究活動と違って業績という形にあ
らわれることがないので、大学は評価しない

（しにくい）為に、研究活動に専念（昇進のた
め）する教員が多い。学生にとっては教員の研
究活動など何の関心もない。又、彼らの学力向
上にもつながらない。学生評価を重視するとい
う大学もあるが、学内だけで実施するので公開
されないからインセンティブ（教育活性化）に
つながるはずがない！（私立・40代・講師・人
文科学系・修士課程まで・高い評価）
・教育活動の外部評価。 コメント：国立と違い
私学では担当する授業が多様であるので、学士
の教養と専門だけでは不充分。どのクラスを念
頭においたらよいのかわからないので、答えに
くいアンケートだった（特に、問７～８を含む
前半Ｑ１－１４ 。語学 ・ゼミ ・大講義）
・情報処理と多岐にわたっている （私立・4。
0代・教授・人文科学系・修士課程まで・普通
であった）
・これからの学部の使命は研究よりも教育にある
のだということを教員全体に自覚させることが
先決。その為には昇進その他において教育活動
における貢献をより反映し、重視するシステム
を構築する必要がある。こうした現実面での了
解がまずないとＦＤなどの教育研修にも積極的
自発的参加は望めない。理念だけでは人は動か
ない （私立・50代・教授・人文科学系・博士。
課程まで・不明）
・研究業績偏重の評価から教育活動を評価する方
法を確立すること （私立・50代・教授・医歯。
薬学系・修士課程まで・普通であった）
・教育活動を昇進や給与に反映することが重要。
教育準備のための「研究」時間の確保が重要。
これが個人の専門研究のにに振り向けられてい
る。現状をと思われる （私立・60代・教授・。
総合科学系・修士課程まで・普通であった）
・学部の特殊性から、日常の診療、研究活動と教
育活動を同等に評価する素地、環境がない。よ
って、教育に費す労力はボランティア活動に近
いものがある。正当に評価される環境が構築さ
れないと状況は変化しない （私立・40代・講。
師・医歯薬学系・修士課程まで・不明）
・大学教育の活性化は大切ですが、現状は研究の
み評価されます。教育を重視しても、見返りは
ありません （私立・50代・教授・人文科学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学生のニーズに合致した教育方法】
・我国に数ある大学に、入学目的が全く異なるレ
ベルがあることを重視し、それぞれ学生の期
待・質に合致した教育方法を選択することが肝
要。新しい時代(21世紀)の価値観、ありうべき
姿を前世紀の遺物たるわれわれが、早く認識す
ること、そのことを議論する場、雰囲気が大学
にあること、大学の教授会で入試制度改革、規
定改正、研究・教育評価等などの議論にかつて
はあった『大学とは何か、学問とは何か、教育
とは何か』の議論が失われて久しい （国立・5。
0代・助教授・工学系・教養教育のみ・ある程
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度高い評価）
・受講学生の意見を聞く、他校の資料を参考にす
る （私立・50代・教授・教員養成系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）
・学生の思考形態、行動形態の変化に合わせて、
教員側も教育法を考え直す必要がある （私。
立・40代・助教授・人文科学系・博士課程ま
で・不明）
・学生のニーズを知ること、きめ細やかな対応が
できることだと思います。学生に好きな科目、
苦手な科目をきいてみたところ、好きな科目の
特徴は、教員自身に魅力がある、教え方がうま
い、話題が豊富などで、苦手な科目は、わかり
づらい科目、板書が極端（少なすぎ、多すぎ、
字の大きさが小さい 、教科自体が苦手などで）
した。特にゼミなどは少人数で、一人一人に目
が届くこと （本校は１５－２０人程度です）。
困った時に手を差し伸べられる存在であること
が必要だと思います。ただ、学生に接している
時間が多いことは、反面、研究時間が削られ、
よりよい教育を与えられないことにもつながり
ます。バランスがとれるよう各教員の努力、も
しくはコマ数の減少が必要かもしれません。
（私立・30代・講師・社会科学系・修士課程ま
で・不明）

【高校との連携】
・JABEEの教育プログラムの検討が各大学で行わ
れているが、高校との連携がない。高校で何を
どのように教えているのか、大学だけの問題で
は何も解決しない。再教育システム(落ちこぼ
し対策)も必要と思う （国立・60代・助教授・。
工学系・学士課程専門教育・普通であった）

【教育評価の高得点のために努力する施策はさけ
る 【個性的教育の育成を行う 【教官の人生観】 】
が伝わる教育法 【学生に迎合しない 【ティー】 】
チングアシスタント】
・(1)大学教育は教育評価の高得点のために努力
する施策はさけるべき。(2)教官独自の個性的
教育の育成を行うべきである。(3)教官の人生
観が伝わる教育法を育成するべきである。(4)
学生に迎合した教育法が正当化されるべきでは
ない。(5)アメリカのように、大学院生のteach
ing assistant制を考えるべき （国立・60代・。
教授・工学系・教養教育のみ・普通であった）

【国際的な連携】
・国際的な連携を計る。漆芸の教育は、日本の東
京芸術大学が世界の中心であり、各国からの共
同研究の依頼が多い。学生間の交流を促すため
に確実な情報を提供し、国際的視野を持つ学生
を育てる （国立・50代・助教授・人文科学。
系・学士課程専門教育・不明）

【研究、教育に専念できる環境の確保】
・研究、教育に専念できる時間、環境の確保。

（国立・60代・教授・不明・教養教育のみ・あ
る程度高い評価）

【社会のニーズに対応】
・社会と大学の接点を深め、社会のニーズに対し
て大学側も鋭敏に反応していく姿勢が求められ
る。社会人、生涯教育にも受け入れる皿を拡大
していく （国立・30代・助教授・その他・教。
養教育のみ・不明）
・社会的ニーズとの整合性に配慮する （私立・5。
0代・助教授・社会科学系・修士課程まで・あ
る程度高い評価）

【評価システムの精緻化】
・評価システムを精緻化すべきと思います。理系
と人文系と社会科学系と、少なくとも３つに最
低分ける。あと、学会ベースとそれ以外（マス
コミ ・ベース等）に分ける。これで、３×２
の評価システムを確立する。この妥当性を確保
する、それなりのワーキング ・コミティを創
設することになりますが、この人選を年寄りに
まかせるとサイテーになる。一本釣りで、評価
システム構築機構をヘッドハンティングすべき。
わかりますか？（国立・40代・教授・社会科学
系・教養教育のみ・不明）

【評価システムの改善】
・1．教育の個人的努力を奨励し、サポートする
モラールとシステムを各大学なりの条件に応じ
てつくることが現在の課題2.私学の場合、非常
勤講師の協力なしに教育は遂行できない。教育
の改善のためには非常勤講師（特に本務校をも
たない人）の待遇改善と協力体制の構築をまじ
めに考える必要がある （私立・50代・教授・。
人文科学系・修士課程まで・不明）
・良い研究、教育が評価され、怠惰な教員が排除
されるような規律付けのメカニズムが必要であ
る。また社会、企業が学問や高等教育の重要性
を今以上に評価する必要がある （私立・40。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）
・褒賞必罰の正当評価が必要。先生の熱意を学生
はクールに見ている。やる気のない先生には学
生もついてこない （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・研究、教育、学内活動、社会活動の評価方法の
確立とその指導体制 （私立・50代・教授・社。
会科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）
・授業評価・FD活動、教員の業績・社会活動・学
内の委員会活動の公表は、形式上行われていま
すが 「①研究②教育③学内の委員会活動、④、
社会活動の観点から教員をどのように評価する
か」の部分がまだまだ遅れていると考えていま
す。昨年度２７項目で評価を試みましたが、ま
だ制度化までには至っていません。このあたり
の体系的な評価システムを構築することが必要
だと考えています （私立・50代・教授・社会。
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科学系・教養教育のみ・高い評価）
・問１４にあるような評価システムを導入できれ
ば、一気に状況は変わると思います。大きな抵
抗がありますが （私立・40代・助教授・人文。
科学系・修士課程まで・少し低かった）
・大学活性化や、教員の諸活動に対して、目に見
える方法（給料 ・ボーナス上げるとか、研究
費 ・研究旅費併用出張などの協力）を強化す
べき。やる気、頑張る人を大切にし、評価して
あげる。そんな制度をつくり上げるべき （私。
立・不明・助教授・工学系・教養教育のみ・あ
る程度高い評価）
・適正な評価（しかし、これが困難 （私立・40）
代・助教授・総合科学系・学士課程専門教育・
不明）
・教育業務と研究業務を明確化して、それぞれの
評価を実施する。教員の適性を業務別に評価し、
適正な配置を行う （私立・40代・助教授・そ。
の他・学士課程専門教育・不明）

【教員評価】
・教官の評価を改善する。研究活動にともなう論
文数だけを評価の対象とする方法は 「教育」、
をだめにする。研究 ・教育 ・社会的貢献の
三つを同等くらいにして評価しないと教育の活
性化は無理 （国立・40代・助教授・理学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・教官評価の実施，任期制の導入等により，学内
に緊張感を持たせる （国立・50代・教授・工。
学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・教員の評価と教育改善の関係を日本中で認識す
る必要がある （国立・40代・教授・工学系・。
学士課程専門教育・普通であった）
・教育改善には多く。問題が有る。一番は教員の
評価システムが教育に重点を置いていないとこ
ろである。優秀な研究者は必ずしも優秀な教育
者ではない。アンケートにも有るように、教員
の評価制度、報酬制度、FD(強制的に参画させ
る 、教員相互による授業参加などを仕組みと）
して組込み、教員全員が改善する努力を行うよ
う同じベクトルに向けていくことが必須である。
（公立・50代・教授・工学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【学生による授業内容のフィードバック】
・学生による授業の内容についてのフィードバッ
ク。授業内容と方法の情報交換(学内だけでは
なく、大学間で同じような授業を担当している
人たちで （国立・50代・助教授・教員養成）。
系・学士課程専門教育・不明）
・出席学生に、講義概要メモの提出を義務づけて、
その文末に講義への要望 ・感想を自由回答で
記す枠を作っていた。必ずしも体系だった質問
記入方法でもなく、任意の回答であったため、
参考にとどまるものと考えている （私立・40。
代・教授・社会科学系・修士課程まで・普通で
あった）

【学生の質を測定できるシステム】
・学生による教員評価システムの導入だけでなく、
学生の質の変化を客観的に測定できるシステム
を導入する必要がある。学生による教員評価だ
けでは、安易に学生に迎合する教員が出てくる
可能性がある （国立・30代・講師・人文科学。
系・学士課程専門教育・不明）

【成績評価を厳格にする】
・ ・成績評価を厳格化する。 ・芸術科目(音
楽棟を重視したカリキュラムを作る。 ・学生
自身に自尊心(プライド）を与える。 ・教員
＝学生とのkommunicationをより密にする （国。
立・40代・助教授・教員養成系・学士課程専門
教育・高い評価）
・成績評価の厳格化に尽きると思う。現在の日本
の大学は、教員 ・学生の相互に甘えがある。
もっと緊張感があるべき （国立・30代・助教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・普通であ
った）
・成績評価の厳格化と一定の成績に達していない
学生に対する退学制度の導入。および大学間の
移動を促進する為、入学金の廃止ないしは共通
化、教育に対する評価を給与に反映させる。
（私立・40代・助教授・社会科学系・学士課程
専門教育・不明）
・評価の分布の開示（A、B.、…不可の割合 ；安）
易に「A 「優」を出す授業の開示（私立・40」
代・助教授・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【教育 ・研究以外の業務が多い】
・現在は、学内の教育 ・研究以外の諸業務があ
まりにも多すぎる。サバティカル等の制度をき
ちんと整備すべきである。図書や教育機器等、
教育の条件整備がまだまだ不足 （国立・50。
代・教授・人文科学系・学士課程専門教育・不
明）
・特に提案というわけではありませんが、個人的
事情としては通勤時間が３時間以上で、また公
務 ・会議が多く、落ち着いて教育研究に従事
できない状態が続いています。これは大学全体
の問題で、管理 ・運営活動を効率化して、そ
の節約分を教育研究にあてるようにしなければ
ならないと考えます。 （国立・50代・教授・
社会科学系・修士課程まで・普通であった）
・1.学内の管理 ・運営のための様々雑用が多す
ぎる。2.授業のコマ数が多すぎる。3.ゆっくり
研究の時間がとれず、夏休やすみなど休日が研
究中心の時間になる。４．大学教育のレベルが
低下してきている。本当に学問をしたい人が進
学してくるのでなく､なんとなく大学教育をう
けにくる意欲のない学生が多く、手間や時間が
とられる、真に学びたい人を入学させるこｔが
活性化になる （国立・60代・教授・家政学。
系・学士課程専門教育・不明）

-  164  -



・学内の管理 ・運営に関する活動の負担が大き
く、研究 ・教育に費やす時間がとれない。特
に実習時期は、これが優先し、教育準備のため
の時間がない （公立・40代・教授・その他・。
学士課程専門教育・普通であった）
・私立大学のためか、教育にかける時間が少ない
のが問題である。若手が雑用を行い、教授は隠
居状態の人もいる。いくら努力してもその効果
が他のことで打ち消されるのは良いことではな
い。本当は自浄作用に任せたいところであるが、
FD等のような活動を行わなければそのことに気
付いてもらえない現状が非常に情けない、とい
うより学生に申し訳ない （私立・30代・助教。
授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【大学改革による多忙化】
・定削など人的資源の減少に対して、大学改革な
どの多忙化。時間と人的資源が限られる中、何
が大事なのかを考えるべき。FD活動も無駄なセ
ミナーや活動が多い。まずは一部の学生から極
めて悪評の高い教官の講義を改善すること。そ
の方策を考えることが重要だと思われる （国。
立・40代・教授・教員養成系・学士課程専門教
育・不明）
・大学の再編問題で時間が取られ過ぎて、本来の
研究 ・教育活動の時間が不足している。一刻
も早く教育システムの安定を望みます （公。
立・60代・教授・総合科学系・学士課程専門教
育・不明）

【学生の確保】
・定員削れの瀬戸際にある学科で学生の確保策Ⅰ、
学生の資質に下限なし 「活性化」に本音でや、
るのかタテマエ（学生が勉強しにくいと言う）
であるか （国立・50代・教授・農学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【学生指導】
・大学教員の評価は、現状では研究論文第一であ
るため、教員は論文を書くために優秀な学生を
選別している。また、報酬のために非常勤とし
て学外へ出る時間が多い。その上、マスコミ等
学外への露出度を評価したのでは、ますます学
生指導がおろそかになる。課外活動に対する指
導は、非難される上に、交通費･宿泊費も自腹
では若い人はとてもできない。学生が最も熱心
な部活が空洞化している （国立・60代・教。
授・その他・学士課程専門教育・不明）

【学生による授業評価】
・大学の講義の学生による評価をもっと組織的に
行うべきです。我々のような地方大学には大学
教育の活性化が大学の存在に大きく依存してい
る。もっと大学教育の改善に向けての活動を重
視すべきである。それこそが大学の生き残り策
のポイントだと思います （国立・50代・教。

授・理学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）
・学生による授業評価、シラバスの義務化、休講
大学の教育改革は進んできたが各教員の教育に
欠可する意識の高まりが、更に必要と見る。１
５年度の本学は他の教員に参考になるような教
育奨励賞を設けた。それが教員の剌激になれば
と期待したい （私立・60代・教授・理学系・。
博士課程まで・普通であった）
・特になし ・ ・ ・。とはいえ、あえて言及
すると ・ ・ ・大学教員たる者、研究活動
は最も重視されるべき仕事であることは無論で
あるが、教育活動にあまり熱心でない教員が多
いことは悲しむべき事態である。学生による授
業評価を含め、教育活動自体がより重視される
ようになれば、日本の若者達の知識+情操面の
向上にも少なからず寄与できると思われる。
（私立・50代・助教授・不明・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・学生による授業評価を元にした授業改善は大切
だと考えます。それと同時に進級試験や退学や
勧告など、学生の学習意欲に緊張感を与える方
策も合わせて重要であると思います 「合格通。
知＝卒業証書」では大学の存在価値はないこと
と等しい入学者を全員同じようにお育て申し上
げる時代は終わりつつあるように思います。
（私立・40代・助教授・工学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）
・ ・学生による授業評価の取り入れ。 ・授業
手法の研修 （私立・50代・教授・社会科学。
系・修士課程まで・普通であった）

【研究時間の確保】
・ ・研究の時間を十分確保すること。 ・全学
や学部の教育目標や方針にただ従うだけでなく、
自ら考え判断すること。 ・優れた教授法とさ
れるものを良く知った上で、自分なりの教授法
を確立すること（画一化は極力避ける 。これ）
らが重要であると考えます （国立・30代・助。
教授・人文科学系・学士課程専門教育・不明）
・当大学のような専門職教育を中心にした大学で
は、専門教育担当の教員の、授業、大学管理運
営のための所要時間（特に実習教育があるた
め）が多く、一般教育担当教員との差が大きい。
研究活動のための時間確保、予算の柔軟な運用
などが今後必要な改善となる。専門教育教員は、
過度な教育活動の上に、研究推進の責務も大き
く、疲弊してしまい、学生に対するサービスの
質、ひいては意欲に影響が出かねない。一般、
専門の教員数のバランスの是正が必要です。
（公立・50代・教授・その他・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【担当科目数を減らす】
・１．担当科目数を減らし、担当科目の密度（レ
ポートに赤を入れて直す、課題を与え個別指導
するなど双方向性向上)を向上する（2単位90時
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間を実質的に行う 。２．経営情報学会誌Vol.1）
2,No.1(2003年6月号）の私の論文を参照願いま
す （国立・60代・教授・工学系・修士課程ま。
で・ある程度高い評価）

【基礎が身に付く教育】
・最近の学生の学力低下に伴い（？ 、授業の質）
を下げる傾向があるように思う。現にしっかり
した教科書（いわゆるグローバルスタンダード
に合わせた日本語の本）がすたれ、薄っぺらな
内容の専門書が目に付く。だからこそ、物事の
基礎がしっかり身につくような教育が必要であ
る。安易にレベルを下げたり必要な教科まで選
択科目にすることは反対である （国立・60。
代・教授・理学系・教養教育のみ・ある程度高
い評価）
・学生の質、興味関心が激変している。特に、教
養教育では、大学生としての基礎的教養は徹底
して学習させねばと思う。一方、この基礎的教
養の内容について検討を要す （国立・50代・。
教授・その他・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【補習授業】
・高校で物理を習っていない学生の補習授業をや
っているが、物理的思考、興味を持たせるよう
にしている。高校と大学との関連から、今後こ
のような授業の必要性も増すと思われる。パワ
ーポイントなどの最新機器を活用することも、
時によって必要だが、従来どおりの黒板にきめ
細かく書くことも教官には重要である （国。
立・60代・教授・理学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）

【学生の基礎能力に合わせた教育】
・入学して来る学生の基礎能力に合わせた教育、
及び塾育ちの現代の若者へ接し方並びに指導法
の検討 （国立・60代・教授・理学系・学士課。
程専門教育・低かった）

【ＦＤ活動がＦＤを妨げている】
・この方向に進みすぎると時間がいくらあっても
足りない。授業アンケートの集計…等々年々仕
事が確実に増えている。それが講義を充実させ
る時間を圧迫している。ＦＤ活動がＦＤを妨げ
ていると思う。それがさらに助長されるようで
あれば、大学レベル、学部レベルのＦＤ活動に
消極的にならざるを得ない （国立・40代・助。
教授・工学系・教養教育のみ・普通であった）

【少人数教育】
・①少人数教育（現在の３／１程度）として回数
を増やす。②通年で実施し、演習を入れる（現
在は、半期のみなので、時間が不足して充分で
きない 。③学生の受講カリキュラムが過密す）
ぎて消化不良なのでこれを解消すべき （国。
立・60代・教授・工学系・学士課程専門教育・

普通であった）
・①小人数教育(30人程度まで）が必須。②教員
が最新の研究(技術）に参加(企業に派遣)する
ことが必要。少なくとも３～５年に１～２ヶ月。
③国際会議に参加すると共に、外人教員を短期
招聘し、学生に刺激を与える環境を多くする。
（国立・50代・教授・工学系・学士課程専門教
育・不明）
・自分から課題、問題点をみつけ出し、少人数の
セミナー形式で発表、評価する。実際にそくし
た実習を責任をもって達成させるカリキュラム
を採用する （私立・60代・教授・医歯薬学。
系・博士課程まで・高い評価）
・卒業研究やゼミナール等の少人数教育と力学や
初等数学の大規模（全国的なテレビ放送など）
教育とにアクセントをつけて実施する。代数や
微積分を全国レベルで試験し、１０級程度に分
けた級を授与して向上意欲を刺激する。補習を
ITやPCによって細かなフォローを図る。向上の
程度を評価するシステムを作る（絶対評価でな
いものにする （私立・60代・教授・工学系・）。
学士課程専門教育・低かった）
・私大の場合、どうしても対学生数がネックとな
っている。教育の単位を少人数にすることが先
ず重要だと思う （私立・50代・教授・社会科。
学系・学士課程専門教育・不明）
・小生が所属する大学に限ってのことと思います
が、授業改善の試みの効果があまり上がりませ
ん。学生に十分理解させながら講義や演習を進
めるには、小人数教育が必要ではないかと考え
ております。現在、担当授業科目でない科目で
50人編成クラスで授業を行っていますが、50人
でも多いと感じています （私立・60代・助教。
授・工学系・修士課程まで・不明）
・小人数教育。ディスカッションや自分で探求す
る時間の充実。質の低い教員の正しい評価。情
報の公開。教員がもっと自由に交流し、特定の
大学に長期に留まらない方がよいのではないか。
教育 ・研究の質の向上のためのサバティカル
制度の充実 （私立・40代・教授・その他・修。
士課程まで・少し低かった）
・人口減少による入学者数の減少は避けられない。
よって、大人数大講義方式はやめ、小人数に分
割、余剰教員を動員して、きめ細やかな、ゼミ
方式の講義、授業を今後ふやしていくべきでは
ないか？それと、机上の学問ではなく、実地で
の体験的教育を重視。 ・ ・ ・した方がよ
い、と思われます （私立・40代・講師・医歯。
薬学系・修士課程まで・不明）

【全国の大学で授業評価を行い、一定のレベル以下
の教官は授業方法を改善する】
・日本のすべての大学で講義の評価を行って、一
定のレベル以下の教官は講義方法に改善を促す
ようにした方が良い。大学教官のつけた成績に
対する学生や社会の意識が、アメリカなどに比
べて低い。成績をつける時にもう少し厳格にし
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た方が良いし、それを学生や社会がしっかり受
け止められるように改善する必要があると思う。
（国立・40代・助教授・農学系・学士課程専門
教育・ある程度高い評価）

【演習を取り入れる】
・講義にも時間中に演習を含ませ、ペンを持って
手を動かし考えさせる要素が必要と考える。宿
題を出したあとの点検がたいへん。ＴＡが有効
に使えればよいが、帯に短し。勉強は基礎から
積み上げでだんだん理解が進むことを学生に伝
えたい。授業に10分遅刻したらその日の授業に
ついていけなくなることをなかなか理解しても
らえない。選択の授業だから無理に引きとめは
しないが、これでよいか？とも考える。提案で
なくて申し訳ありません （国立・50代・教。
授・農学系・学士課程専門教育・不明）
・実験 ・実習 ・演習を重視すること、教える
量を少なくすること （私立・70代・教授・工。
学系・教養教育のみ・少し低かった）

【研究担当と教育担当に役割を分担する】
・研究担当と教育担当に役割分担を明確にすべき
と思います。例えば、Ａ氏は、研究／教育＝８
／２、Ｂ氏は1／９など適材適所に （国立・40。
代・教授・農学系・教養教育のみ・高い評価）
・教員が研究する意欲と時間がなければ、大学教
育は充実し得ないと思う。そのためには教育専
門の教員（TAを含む）がもっといてもいいはず
だ。大学レヴェルで真に内容のある授業をしよ
うと思ったら、週２コマ以上は本当に無理なは
ずだ。現実には、6コマ担当しなくてはならな
いから結果的に研究に専念する時間がない。ま
たもっとまとまった時間がなければ、内容の濃
い研究はできず、大学の教育環境も活性化され
えない （私立・30代・講師・人文科学系・修。
士課程まで・不明）

【授業評価に名前を記入させる】
・指定した本を読まない、出席をとった後でコソ
コソとぬけ出す ・ ・ ・が、無記名で行う
私の授業に対する授業評価など無意味である。
評価を行う資格がある学生かを、まず教師が評
価すべきだ。アンケートは、記名にして自分の
意見に責任を持たせる必要を感じている （国。
立・40代・教授・教員養成系・学士課程専門教
育・普通であった）

【幅広い視野を持つ学生を教育する】
・教育、教養系の学部のため、幅広い視野を持つ
学生を教育することも重要だ（特に、自然科学
系の近年の各分野の細分化、各知見の増加、深
化に対して 。このために高校までの教育と大）
学の教育の相互補足がより重要だと考える。
（国立・40代・助教授・理学系・学士課程専門
教育・普通であった）

【研究活動】
・豊かな研究からしか活路はひらけないと思う。
（国立・40代・助教授・人文科学系・学士課程
専門教育・不明）
・教育の質を上げるために、常に研究の心が要る。
そのような教育の活動を、もっと正当に評価し、
研究費、昇進に反映させるべきである （国。
立・30代・助教授・理学系・学士課程専門教
育・不明）
・１．指導者は常に幅広い研究分野と豊富な知識
をもつこと。２．学生の能力向上のための努力
をすること。３．どんな学生に対しても目を向
けられるよう（個人重視）な教育をする為の少
人数クラス編成が必要。４．指導者の年齢を差
別しない （国立・60代・教授・不明・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）
・研究水準の向上が教育内容の改善につながると
いうのが大学教育の本領なので、教員の時間と
予算を確保して欲しい （公立・20代・助教。
授・社会科学系・修士課程まで・高い評価）
・とあるセミナーで小規模で受験者の少ない大学
は教育に専念すべきであって、研究は「趣味」
でしろと言われたが、これでは逆に教育活性化
を鈍化させると思う。研究活動の保証があって
こそ教育にも熱意を持つようになるのではない
か。教育内容の向上の基本に研究があることを
忘れてはいけない （私立・50代・教授・人文。
科学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【評価体制の充実】
・評価体制の充実が必要でしょう(カリキュラム
の検討と学生指導の目標の明確化も （国立・）。
40代・助教授・教員養成系・教養教育のみ・高
い評価）

【社会全体の中の教育の位置づけ】
・大学内の教官等とばかりディスカッションする
のではなく、社会に出て異業種の方達と話し合
い、討論会をする事で、社会全体の中の教育と
いう位置付けで大学教育もとらえる様努力する。
（国立・40代・教授・その他・学士課程専門教
育・不明）

【教員相互に助言と批判が行えるシステム】
・①組織的なカリキュラムの実施体制ー授業は教
官に属するのではなく組織的な教育課程に属す
るのだから、教員相互に助言と批判が行えるシ
ステムが必要。②成績評価も上と同様、何をど
のように評価するかは，組織的基準があってし
かるべきだ。たとえば、Ａはおおむね１０％と
するとか、達成度をこの程度と考えて評価する
のだというように、個人的な趣味や主義でなく
評価方法を持つべき。③ＧＰＡ，ＣＡＰ，1単
位の勉強量の確保というような目標の設定、明
確化を行うこと。これは、提供している教育サ
ービスのアカウタビリティである （国立・50。
代・教授・理学系・学士課程専門教育・不明）
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【 ゆとり」と「充足社会」の弊害】「
・所謂"ゆとり"の弊害と"充足社会"の弊害を何と
かすることが最も問題である （国立・30代・。
助教授・理学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【基礎専門科目の標準化】
・基礎専門は、内容の標準化（できれば日本全大
学で）をはかり、共通教材の開発を行うべき。
各教員はそれに＋αすることで、時間の効率化
をはかることができる。これは、シラバスで完
成された内容の質の保障、社会からの要請の反
映、授業内容のレベルづけ、単位互換などに重
要である （国立・30代・講師・工学系・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【教育と研究をリンクさせることが困難】
・ 課題）実践的教育が期待されている（学生を（
望んでいる）状況で、教育と研究を直接リンク
させることが難しい。両立に要する時間が増加
。 。している （方策）授業担当をチーム制にする

チームで授業内容を検討、共有し、年毎の持ち
まわりにすることで、質の改善、負担の軽減、
人事によらない継続性が可能になる （国立・3。
0代・講師・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）

【教育の自由と管理組織の主体性】
・文科省の通達を受けて動くという教育の自由及
び事務や管理組織の主体性の欠如を改善しない
ことには、真の意味の活性化は起こりえないと
考えます。教員自身も自由闊達さに欠けている
と思います。自分の研究には打ち込むが教育に
は関心のうすい教官達が多いのではないでしょ
うか？教員の評価の在り方etc.教育制度や評価
組織の在り方etc.、問題は山積みしていると思
います。これをどうするか、具体的・建設的な
アイディアは浮かびません （国立・50代・教。
授・不明・学士課程専門教育・不明）

【閉鎖的な組織風土を一掃】
・担当領域に関して閉鎖的な(囲い込み）組織風
土を一掃するともっと発展すると思います。教
授がプライバシーにまで口をはさんだり、教員
の研究に対して求めないにもかかわらず口を出
すのは困ります(アカハラ 。教授になるものに）
対して管理的な要素／権限を与えるのであれば、
その資質を保証する方法を構築する必要がある
と考えます （国立・60代・助教授・医歯薬学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【学生の主体性を重視】
・学生の主体性をなくすほど手を差し出す親切な
カリキュラム等の教育方策を行う必要はない。
教育の活性化を逆に低下せしめる （国立・50。
代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・不明）

【自分で幅広く学問する姿勢を身につけさせる】
・学生にテーマを与え、テュートリアルの時に、
自分で幅広く学問する姿勢を身につけさせる。
臨床科なので、積極的にベッドサイドへ導き、
実際の患者さんを中において討論、考えさせる。
従来のスライド、プリントの講義ではダメであ
る （国立・60代・教授・医歯薬学系・教養教。
育のみ・ある程度高い評価）

【全大学の努力】
・大学教育の重要性を行政や一般のレベルで認識
させるための一大学をこえた全大学による努力。
学部、講座レベルでの教育に対する責任の明確
化。各教官の教育者としての自覚。なにより大
学教官の身分保障 （国立・40代・助教授・教。
員養成系・学士課程専門教育・不明）

【思考指向、実験、模索の機会を提供する】
・社会における大学の要請は、専門知識習得（研
究者の成果に基づく）というより、キャリアの
一部を形成することにあるように思えます。い
たしますと、教育の活性化とは、まず知識の供
与ではなく、思考指向、実験、模索の機会を提
供することであるように思います。そのために
は、カリキュラムでどんな知識が必要であるか
をわくにはめるのではなく 「何故なのか」を、
探す形式で講義と新たなカリキュラム作りが必
要かと思います （国立・30代・助教授・社会。
科学系・学士課程専門教育・普通であった）

【教育 ・研究の評価】
・実践的知識教育(技術を含む）ばかりが重視さ
れる現代の文部行政では、人文科学の基礎教育
は成り立たない。教育 ・研究の両面において
長期的視野に立ち、教育 ・研究を評価する仕
組みが必要である （公立・40代・助教授・人。
文科学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【アンケートが多い】
・最近の大学改革の中でこのようなアンケートが
大量に行われています。そのために教育 ・研
究の時間が取られている現状をもっと認識して
いただきたいと思います （公立・不明・不。
明・不明・不明・不明）

【研究活動の最先端に参加する】
・研究活動の最先端に参加していない教員が、ど
のように方法をいじくろうと、たとえ共通基礎
科目であっても、魅力のあるものにはならない
と思う。そういう意味ではまことに失礼ながら、
教育学者が云々して改善され向上するものでは
ない （公立・50代・教授・人文科学系・教養。
教育のみ・不明）

【総ての大学を対象に教員の流動性を取り入れる】
・教員の流動性を高めるためには、総ての大学が
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対象とならなければならないこと。業績評価は、
効率性から数値化され易いが、そうならない分
野については、配慮 ・工夫されること。また、
教育に熱心なことも評価されるべきこと。大学
こそ画一化を避ける必要があることを大学人が
認識すべきこと。予算が厳しい現状では科研費
への依存度も高まる訳だが、総額また申請方法、
認定ともに問題が多いように思われる。この点
だけはイギリスを見習ってほしい （公立・40。
代・助教授・人文科学系・教養教育のみ・高い
評価）
・教員 ・職員とも、任期制，契約制の大胆な導
入しかないと思います。かなり特殊な分野です
ので、専門性と引き換えに一種の契約によって
職種の保証がなされるべきだと思います。能力
なきものは去れという意味では全くありません。
熱意さえあれば活性化は可能だと思います。
（公立・50代・教授・人文科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）
・大学教員の流動性（人事交流）を高める；高い
評価の授業を公開する（TV etc.)；研究偏重主
義を改める （私立・60代・教授・工学系・学。
士課程専門教育・普通であった）
・ ・講座制をやめる。 ・教授は任期制にする。
・外部評価の導入。 ・教育にもっとお金を
かける （私立・40代・助教授・医歯薬学系・。
修士課程まで・不明）
・教員の任期制の導入。大学間の教員の互換。高
校で行われ始めた教員の資質調査による減俸、
免職等の権限を学長に与える。純粋生え抜き教
員の％を決める （私立・50代・教授・その。
他・学士課程専門教育・普通であった）

①教員雇用任期制；②学生による授業評価；③②の
教員処遇との連動制；④優秀な教員に対する表
彰制度等のシステムをつくることが重要。しか
し、総論賛成、各論反対が、日本の現実、また、
現場に侍っていては、進まない。必要なのは、
強力なトップダウン。私学においては、経営者
トップの決断次第（学長に影響大なり （私）
立・60代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【何が必要であるかを教員と学生で討議する】
・学生の現状と将来をふまえて、何が学生にとっ
て必要であるかを、教員と学生が討議して確認
し、取り組みの結果を学生の責任で評価して公
表する （公立・40代・助教授・社会科学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）

【学科 ・専攻のチームワーク】
・学科 ・専攻のチームワークが大事。卒論 ・
修論提出後その指導のあり方を中心に当年度の
反省会をひらくことが必要だと思う。また、学
生についての情報交換を密にしないと適切な指
導が行えない （公立・50代・教授・人文科学。
系・教養教育のみ・普通であった）

【同僚との話合い】
・カリキュラムの充実のための同僚との話合いが
不十分であると反省しています。もともと「体
系化」とはなじみにくい学問ですが、学部4年
間の教育で、いかにも専攻の出身者であると学
外者にも認識されるような幅広い教養を学生に
つけさせる必要を感じています （公立・50。
代・教授・人文科学系・教養教育のみ・不明）

【大学教員同士の意見交流】
・①国際的教育に関する情報を一般教員は調べら
れること（インターネットや定期 ・不定期出
版物など 。②教員の声を届ける機関 ・機構）
を設けること。③大学教員同志は、相互の意見
交流できる場を設ける（ホームページなど 。）
④教育用、研究用ソフトの更新を学校側の経費
予算に入れること （公立・40代・助教授・不。
明・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・①大学の中で、教員担当の授業をめぐる意見の
交流を推進する必要がある。②大学教員の研究
活動は当然のこと、これは主として個人の努力
に負うべきだろう。但し教育活動は違う。これ
は相互の交流の中で活路を見つけていくべきだ。
③その中で最も大切なことは学生の実態をよく
見ること （私立・70代・教授・人文科学系・。
修士課程まで・普通であった）

【データや研究を参考にした教育改善】
・ ・教育改善が、個人的な体験に基づく思いつ
き等でなされることが多いのではないかと感じ
ている。教育（心理）学で集積したデータや、
それを研究している方々の意見があれば、そし
てそれが利用できれば、より地についた効果の
ある教育改善策が考えられるように思う。 ・
研究 ・授業以外の仕事が多すぎる。研究をす
る時間を生み出すのが難しいし、授業も、改善
の試みをする以前の毎日の授業の準備で手一杯
という状態である （公立・50代・教授・人文。
科学系・教養教育のみ・不明）

【教育 ・研究休暇制度の導入】
・ ・教育、研究費の充実。 ・教育 ・研究休
暇制度の導入 （公立・40代・教授・社会科学。
系・教養教育のみ・ある程度高い評価）

【担当したがらない講義を引き受ける教員が評価さ
れるべき】
・質問が余りに型にはまっていて答えに窮した。
問13、問14については、大学全体として教育方
針からやらざるを得ない講義がある。しかし、
誰もやりたがらない。そのような講義でも引き
受けていただける人をほめるべきで、自分のや
りたい講義を改善するのはあたりまえです。問
１ （公立・50代・教授・社会科学系・教養教
育のみ・不明）

【実験器具が安く手に入ると良い】
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・物理教育に必要な、学生が興味を持つようなオ
モチャ（実験器具）が安価に手に入るとうれし
い （公立・50代・教授・理学系・学士課程専。
門教育・不明）

【長期的な成果】
・短期的な成果や経済的な成果、あるいは効率の
みを追求することなく、ある程度以上の余裕を
もって、教学にあたれる体制を整備することが
大切だと考える。その意味で、国公立大学の法
人化や、中、短期目標の導入は、非常に有害で
ある。ただし、教員が、相互に授業参観を行な
い、批判をしあうなどのFDの積極的な導入は、
必須である （公立・40代・助教授・理学系・。
教養教育のみ・高い評価）
・私の専門が人文系ですので特にそう感じるのか
も知れませんが、本当に質の高い研究や教育と
は、本来短期的なスパンではなかなか生み出さ
れないものだと思います。そのことを念頭にお
いた上で、しかし、研究 ・教育を組織的に活
性化させていく必要は確かにあります。私は、
そのための方策の一つとして、職業人を加えた
講義形態、学生に表現させる発信型の講義など
を考えています （私立・30代・教授・人文科。
学系・修士課程まで・不明）

【大学院は少数精鋭であるべき】
・大学院重点化で多くの学生を入学させてしまっ
たことは、質を低下させた。大学院は少数精鋭
であるべきだ （公立・40代・助教授・理学。
系・修士課程まで・高い評価）

【教えたい内容を持つ】
・小手先の授業改善でなく①教えたい内容を持つ。
②学生を育てたい。Ａ）社会人としての自覚
・知識を備えさせる。Ｂ）専門にあったて自
分で立案 ・解決の方向をとりうるようとの意
欲が大切で、近年言われる学生からの評価など
はあまり気にしない方がよい。学生がそんなこ
とに関心をもつよりは”内容 ”気迫”に圧倒”
されるような講義が活性化につながると思いま
す （公立・50代・教授・理学系・修士課程ま。
で・不明）

【人間性の問題】
・いろいろ策を弄するよりも、要は人間性の問題
につきると思います。いかにそのような人間性
をもつ人を教職者として採用するかであると思
います。人間性には能力も含まれますが、それ
以外のfacterが大きいと痛感します （公立・5。
0代・教授・理学系・教養教育のみ・ある程度
高い評価）

【大学全体の改善】
・１つの授業、１つの学科だけの努力では難しく、
大学全体の改善が必要。ＴＡを講義には使えな
いし、ＴＡの使える授業が少ない。金と時間が

つぎ込める構造にしないと良い教育はできない。
（公立・50代・教授・総合科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）

【入試選抜方法の抜本的改革】
・ ・入試選抜方法の抜本的改革。 ・少人数教
育の実施。 ・50～60分授業の導入。 ・ 雑「
務」の軽減。 ・ 評価」の厳密化 （公立・60「 。
代・教授・理学系・教養教育のみ・不明）

【良い方法を行っている教員にとっては、まだ改善
しろと言われると承服できない】
・私は個人的には学生教育に人一倍勤めてきたつ
もりです。大学での教育は教室でのやり方もさ
ることながら、むしろ研究室での研究方針や実
験方法について指導するときの学生との接触の
方が重要であると考えています。卒業研究では
1年間、修士や博士課程ではさらに2年と3年、
長い期間付き合うことになるが、それぞれの論
文が出来上がり、卒業していくときに、目に見
えてたくましくなっていることにこの上ないう
れしさを感じるものです。学生には一人一人個
性があり、その個性に合わせて研究テーマの難
易度を変え、やり方を変えるなどして、彼らの
弱点を充足し、又個性を伸ばすように工夫して
います。研究では結果よりも、自然現象の変化
に興味を持たせるよう工夫をしています。研究
の結果は、我々の期待している成果は二の次で、
学生に科学や工業に興味を持たせ、社会的責任
感を持たせ、社会貢献できる人材にすることが
第一であると考えるからです。現在大学は、先
端先端と、企業で出すべき成果が大学に求めら
れているが、これは本来大学に課すべき仕事で
はないと考える。この不景気を乗り切るための
短絡的対症療法であると、私は考えています。
確かに、これまでの大学には外からの刺激が少
なく、研究においても教育においても、我々先
生方のモチベーションが低いものであったこと
は反省すべきです。しかし、前述した企業で求
められている成果を大学に求める大学教育は、
個性を尊重し、独創性を発揮させる教育とは相
反するのではないでしょうか。 このアンケ
ートに回答するに当たって、戸惑いを覚えまし
た。例えば、問１や問２などは４，５に回答す
る方はいるのでしょうか。私はこのアンケート
に回答しながら、むしろ「わたしの講義方法は
良くないので、もっともっと修正しろ」と喚起
させるためのアンケートに見えました（問７，
８，２０，２６など 。これまで最も良い方法）
をとってきたつもりの先生は、まだ改善しろと
言われると、承服できない気持ちになるのでは
ないでしょうか。また、問２９は時間で回答さ
せるより、比で回答させる方が良かったのでは
ないでしょうか。従って、この私のアンケート
は無理やり回答した結果になっています。その
ため、私の回答は統計からはずすべきかも知れ
ません （公立・60代・助教授・工学系・教養。

-  170  -



教育のみ・ある程度高い評価）

【教員相互の授業参加】
・ ・教員相互に授業参加し、方法の改善を行う
事をどんどん取り入れていく。 ・科目間で出
席の取り方（重点の置き方）に差があったり、
成績（中間試験の有無）評価の基準にあまり違
いのないようにする （公立・50代・教授・工。
学系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
・教員相互の受講ギムやネットによる授業公開と
いう外圧が改善に必要でしょう （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・普通で
あった）
・いろいろな大学でやっているFD委員会は意味が
ないと思う。それよりは、他の教員が他の教員
の授業を自由に見学できるとすれば、それで十
分だと思う。目に工夫する意志、意欲のない者
に、組織的に押し付けをしても、アリバイ作り
になるだけだ （私立・40代・教授・社会科学。
系・教養教育のみ・高い評価）

【ＦＤを通じて授業改善 【演習を取り入れる】】
・ １）ＦＤなどを通じて授業の進め方について（
改めて学習する必要がある （２）演習や宿題。
を多く取り入れ、学生とのコミュニケーション
の増進に役立てる（ていねいな採点などによっ
て （３）学部（学士）教育では、全員が担当）。
しなくてもよく、ある人は研究分野を主担当し
ある人は教育を主担当とするなどの分担があっ
てもよい （公立・60代・教授・工学系・教養。
教育のみ・ある程度高い評価）

【専門知識を教授する】
・専門知識を教授することと、学年進行に従って、
学生が自ら学ぶ力を付けられるように、学年に
応じた授業形態のあり方を学部全体で討論する
こと （公立・30代・講師・その他・修士課程。
まで・高い評価）

【研究基盤をしっかりとさせた教育者の養成】
・ ・研究基盤をしっかりとさせた教育者の養成
をはかる。 ・教育のみならず、研究、学内運
営、社会活動などに積極的に取り組み、意欲の
ある人材の確保。 ・教員の若返り （公立・4。
0代・教授・医歯薬学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【教員個々人の理解と反省】
・教員の独善やパターンナリズム、守旧的態度、
秘密主義の姿勢に個々人が理解と反省がなけれ
ばなかなか難しいのでは？（公立・50代・教
授・人文科学系・学士課程専門教育・高い評
価）

【研究しない教員の排除】
・？論文を書いたこともないような教員の排除。
自己満足的な業績しかあげていない教員は、教

育においても自己満足し、常に更新しようとす
る姿勢はみられないと思う （公立・30代・講。
師・教員養成系・学士課程専門教育・高い評
価）

【伝統文化を理解し、その研究を継承していく】
・他ならぬわが国の伝統文化を理解し、かつその
研究を継承して行く機関として大学教育におけ
る日本文学 ・日本語学系学科も他の研究領域
との接点を有効に探り、より開かれた幅のある
教育を目指すべきだ （公立・40代・助教授・。
人文科学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【外国語担当教員をセンターに移し、担当コマを増
やす】
・外国語担当教員は全てセンターに移す、そして
担当コマを増す。あるいは特任講師制度(仮
称）を導入して契約し、比較的若い元気のある
熱心な人を採用する。もちろん、専門科目の担
当者は今のままでよい （公立・50代・教授・。
人文科学系・教養教育のみ・高い評価）

【事務局の協力を得る】
・教員だけではなく、事務局の協力を如何に得る
か（しかし、難しい （公立・50代・教授・そ）。
の他・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【担当コマ数により報酬を加算する】
・本学の場合は、通年で週13コマ担当する教員も、
４コマ担当する教員も待遇に違いはない。した
がって標準コマ数を設定し、多く余分に持つ教
員は手当てがつくなど、実際的な報酬を加算す
ることで、教員の努力と成果に報いることが不
可欠と考えられる （私立・30代・講師・社会。
科学系・修士課程まで・不明）

【大学教育活性化のための議論】
・大学教育活性化のための論議には、欠いてはい
けない観点が3つある。①教育に関わる者自身
の内面的、主体的な論議。②大学教育以外のよ
り幅広い視座からの論議。③大学の伝統を積極
的に継承する立場での論議 （私立・60代・教。
授・その他・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【学生へのサポート】
・基礎学力、意欲のない学生へのサポート（課
） 。題 ；オフィスアワーにおいて個別指導を実施
（私立・50代・助教授・工学系・修士課程ま
で・不明）
・目的意識の欠如した学生に自己再評価をうなか
す。目的意識はあるが達成率の低い者を積極的
に援助する （私立・40代・助教授・医歯薬学。
系・修士課程まで・普通であった）

【大学相互間の交流】
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・大学相互間の交流、学生間の交流が多くなれば、
プラスに働くと思われます （私立・70代・不。
明・社会科学系・修士課程まで・不明）

【学生の名前を覚える】
・学生一人一人の名を覚えるという単純な行為を
まず重視し、講義科目においても、双方向のコ
ミュニケーション豊かな授業を実践できたらと
考えております （私立・50代・教授・その。
他・修士課程まで・不明）

【学生や第三者の評価システムの確立】
・学生による授業評価や第三者の評価システムの
確立が重要と思う （私立・40代・助教授・工。
学系・修士課程まで・不明）

【教員が「プロ」になることが必要】
・全国に400校程度あるいわゆる有名高校を卒業
した（これ以外の高校でも良いが）本来の高卒
の学力のある学生のいる大学は医学等の特殊分
野を除き、４年間の全てをいわゆる卒論のみに
費やせばよい。現在のやり方は才能有るものを
使いもにならなくして卒業させている。すなわ
ち研究に重点をおく。これ以外の学力の学生の
いる大学は、在学４年で最低高卒の学力、更に
もう２年で最低短大卒の実力をつけるように、
教育に重点をおく。教員はどちらかの意味で"
プロ"になることが必要。今のままでは、学生
も教員も行政もつじつま合わせて何れにも不満
足感のみのこる。この大原則だけ国民的合意＝
文部科学省としたら、すべては各大学に任せ行
政でコントロールしたり、制度をころころ変え
ない。間接的に関係するが小学校、と中学校の
教育に国＝文部科学省は全力をあげる。ここが
うまくいけば、大学の教育に関する問題の殆ど
は解決する （私立・50代・教授・工学系・修。
士課程まで・不明）

【学生の達成度を評価するシステム】
・現在授業改善は学生の授業評価をほとんど唯一
の拠りどころとしている。特に、学生の満足度
を重視する傾向には、モラトリアムを助長する
ような危惧を感じる。より客観的に学生の達成
度評価をする方策について模索している。蛇足
ながら、本学のようなほぼ全入状態の学校と学
生を選択できる大学を同じ大学として捕らえる
のは無意味ではないか。設問中にある英語での
授業など夢のまた夢を通り越している （私。
立・40代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【専門科目を教えるのが困難】
・経営上の問題から、入るべきでない学生多数が
入学している。これらの学生に対し、専門科目
の講義を行うのは大変困難が伴う。自分の担当
科目はほとんど数学系をベースにしているが、
教える時には、厳密さとか、理論的側面をでき

るだけ避けて講義している。そうすることによ
って、少しでも興味を抱く学生が増えることを
願っているが、現実はあまくない （私立・50。
代・教授・工学系・修士課程まで・少し低かっ
た）

【教員が学科の目的を理解し、情熱を持って教育す
る】
・教員のＦＤ（各教員が学科の目的を充分に理解
し、情熱をもって教育にあたること （私立・）。
60代・教授・工学系・教養教育のみ・ある程度
高い評価）

【学生の意欲】
・意欲の問題、入学時の数，理，英の学力格差の
問題、教授方法の問題、JABEEを想定した教育
目標の問題が複雑に絡んでおり、当大学でも検
討課題と考えています （私立・40代・教授・。
工学系・教養教育のみ・普通であった）
・1.学生の"やる気"（つまり、勉学意欲）を高め、
目的意識を（自覚して）持たせること。2.その
ためのスキルを教員がもつこと（研鑚 （私）
立・60代・教授・工学系・修士課程まで・ある
程度高い評価）
・現在の教育問題は大学側より学生側とあると思
う。学ぶ意欲のない者に教育を施すことの無意
味さを実感する。休講があると喜ぶとか、さぼ
るとかいうのは、授業料を自分が出していない
ことからくる。学ばなくても良い生活ができる
者に教育をするという人は、ある意味でナレセ
ンスである （私立・50代・教授・理学系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）
・学生に学習意欲をもたせることが大事だと思い
ます （私立・70代・教授・人文科学系・博士。
課程まで・ある程度高い評価）
・要はいかにして学生のやる気を引き出すか。初
等教育では、ほめることが重要とされるが大学
では学生をほめる機会さえなく、やる気のある
学生にしか接する機会が少ない、学習意欲の少
ない学生への対応が難しい （私立・30代・講。
師・工学系・修士課程まで・不明）
・学生にいかにやるきを起こさせるか（最も難し
い （私立・60代・教授・医歯薬学系・学士課）
程専門教育・不明）

【アンケートを社会性をもって評価して欲しい】
・このアンケート結果も学内として（大学の先生
がおちいり易い）評価するではなく、より社会
性もたせて、現実的に評価してほしい （私。
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【クラブ活動の重視】
・クラブ活動をやっている学生の方が時間の使い
方が上手で集中力が高いように思われます。学
生トップにいる学生が多い、従って、大いに参
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加させたいが （私立・60代・教授・工学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）

【授業評価の高い授業の参観】
・１．授業評価の高い授業の参観。２．教員と学
生との関係作り （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【高校の延長のような授業をせざる得ない】
・本来の大学は自ら学ぶ場であるが、我が大学は
名ばかりの大学で高校の延長のような授業をせ
ざるを得ない。しかし、一方的な授業や試験に
よる強制は学習意欲をそぐ。私は学生に「 勉『
強』は強いて勉めるから嫌い 『教育』は上か。
ら教えてあげて育ててあげるから嫌だ。私は
『学習援助者』になりたい 」と云っている。。
いつもその気持ちで工夫している積りである。
（私立・60代・教授・不明・修士課程まで・あ
る程度高い評価）

【e-learningの導入】
・現在伝統的な大学の講義形式の中にe-learning
を導入することによって、協調学習を実戦して
いる。ねらいは、大学教育の活性化である。
（私立・60代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・不明）

【画一的なまたは、理想的な授業を一律に定めるこ
とが出来ない】
・各大学毎に、学生の能力、意欲が異なっている
こと。また、分野、授業科目によって、講義の
達成目標が違うため、画一的なまたは、理想的
な授業というのは、一律に定めることが出来な
いと思います。私としては、わかりやすい授業
を考えるまえに、学生に対し、いかに勉強して
もらうかいかに授業に出席してもらうかに最も
関心があり、単に「興味を持てる授業を展開す
るか」という問題ではありません （私立・40。
代・助教授・社会科学系・修士課程まで・不
明）
・一応回答しましたが、大学教育は様々ですので、
この程の画一化な調査がどのような役に立つの
かと疑問です。様々な調査が来ますが、このよ
うな安易は調査で貴重な時間をむだにしないこ
とも教育を充実させるためには大切だと思いま
す （私立・50代・教授・医歯薬学系・教養教。
育のみ・不明）

【入学する学生のレベルを向上】
・入学にくる学生のレベルを向上させる；奨学金
制度の充実；大学院の充実 （私立・60代・教。
授・工学系・学士課程専門教育・不明）

【マークシート方式入試の弊害】
・数学においても、文章表現においても、論理的
に説明する事の不得意な学生が非常に多く、マ
ークシート方式の入試の弊害を強く感じていま

す。論理を立てて論述してゆくことのできない、
選択肢から選ぶだけの問題解決法を青少年期に
重視してしまうことは問題が多く、大学人は入
試の果す影響力について責任を持つべきと感じ
ます。少人数教育と手のかかる指導を避けるべ
きではないと思います （私立・40代・助教。
授・理学系・学士課程専門教育・高い評価）

【特色ある教育に補助金を与えることに疑問があ
る】
・最近文科省は、教育を重視している証として、
特色ある教育に報奨金を与えるように補助金を
出し、わが大学もそれに添って色々応募をして
いる。しかし、その方向性は正しいとは言えな
いと考えている。学力、意欲、適正能力の意識
などの多様化した大多数の学生諸君の能力を伸
ばすためには、彼らが親と１：１に近い環境で
過ごしてきたと類似の教育が必要である （私。
立・60代・教授・工学系・学士課程専門教育・
不明）

【学生の目線に立った教育】
・学生の目線に立った教育が必要であり、学生と
の関係は個々によって異なるので、それぞれの
関わりの中で、工夫していく独自性が必要と思
われる。だれかの方法をどのよう応用という手
法は意味が無いのではと思っている。学力の低
下は進んでおり、よりさえ細かな教育が求めら
れている。高校までの教育の「ゆがみ」をダイ
レクトに受けている （私立・50代・教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・学生の立場にだった講義（教員、内容等）に対
する評価のスタンダードが作成されるべきと考
える。教員同士では、仲々、対応しにくいし、
一大学が行ったとしても、公平性に問題がある
と思われる。私の大学でも外部機関によって、
学生による講義および教員の評価を考えている
ようだが、その結果をいかに反映させるかが、
一番の難題だると思われます （私立・50代・。
助教授・農学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【各大学に研究所を作る】
・各大学に研究所をかならず作り、研究熱心な方
は研究所で活動してもらいたい。学問的基礎を
分り易く教えるには、教員の専門分野のすそ野
を広げることが絶対であるが、誰でも２４時間
/日なので、研究熱心になると、教育（特に教
える工夫、知識取得）の方がおろそかになる。
おろそかになると、狭い自分の分野しか教えら
れず、話も巾がなく面白味が薄い （私立・60。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【研究業績が評価されない教員は教育に集中させ
る】
・ １）研究業績が評価されない教員には、研究（
費の支出を止め、教育にのみ集中させること。
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（２）社会サービス活動は停止し、教育のみに
専念させる （私立・60代・教授・工学系・学。
士課程専門教育・高い評価）

【教員各自の意識のあり方】
・最終的には、すべて大学教員各自の意識のあり
方にかかっていると思う。大学教員をひとつの
単なる職業としてとらえるのではなく、やはり
高等教育機関ー聖職とまでは言わずともーとし
ての誇りや理想が必要であると考える （私。
立・50代・教授・不明・修士課程まで・高い評
価）
・教員の意識改革が最重要と考える （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・修士課程まで・高い評
価）
・長い間言われ続けているが、教員の意識改革が
まだ不充分であると思う。入学から就職まで教
員のこれらに割く時間が多くなるなか、個々の
教員の工夫がより重要となる。社会が、一層複
雑，多様化するなか、全人教育の大切さを再認
識する必要があると思う （私立・60代・教。
授・医歯薬学系・教養教育のみ・不明）
・教員の意識改革を推進する （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・外から促されてするのではなく、自分から進め
ていくのが大切だと思う （私立・60代・教。
授・人文科学系・学士課程専門教育・普通であ
った）
・最も重要なのは個々の教員の自覚であると考え
る。まずは面子、ないしは恥の意識で動くが、
設問にもあった報いが連動している方が勿論良
い。自己ないしは他者点検のためにも、良い事
例が容易に見られる機会や、研修の機会を設け
ることも有効であると考える。各学問分野で、
良い事例集ができると良いですね （私立・40。
代・助教授・工学系・学士課程専門教育・ある
程度高い評価）
・厳格な研究教育業績評価の徹底に基づく教員の
意識改革 （私立・30代・助教授・人文科学。
系・修士課程まで・不明）
・ ・教員の自覚を高める。 ・学長のリーダー
シップと組織的な支援体制 （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【教養、基礎、臨床がリングした教育】
・教養、基礎、臨床がリングした教育；入学した
学生が早期に学内に興味を持ち、勉強する意欲
を接続できるように体験学習等を導入する。
（私立・40代・助教授・医歯薬学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【英語プログラムを改善】
・英語プログラム等を学科全体で立案し改善する
こと（個人レベルの効果的指導法を越えてデザ
インされるべき （私立・40代・助教授・人文）

科学系・博士課程まで・ある程度高い評価）

【安心して教育 ・研究活動ができる環境】
・安心して教育活動、研究活動ができるようであ
りたい （私立・50代・教授・人文科学系・修。
士課程まで・普通であった）

【進級判定の厳格化】
・進級判定の厳格化！！学生に目的意識を持たせ
る。怠惰な教員及び職員（幹部も含む）の追放。
（私立・30代・講師・理学系・博士課程まで・
ある程度高い評価）
・進級判定、卒業判定の厳格化により学生の勉学
に対する緊張感を高める （教員の）教育活動。
へのインセンティブを考慮する （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・普通で
あった）

【有能な若手、中堅教員を登用すべき】
・国立大学教授を定年退官した後私立大学教授に
就任した超高齢教員の中には、もはや教育 ・
研究での意欲、アイディアを喪失している人が
全国的にみて相当数いる。そのような人は退任
させ、有能な若手、中堅教員を登用すべきであ
る。＜本アンケートについての意見＞大学教員
にとって教育・研究は一体不可分の職務であり、
その時間配布は重視尺度にはならない。問２８
で時間配布を答えさせているのは、ナンセンス
である。問２８、２９の③、④は具体的にどの
ような活動を指すのか分からない （私立・30。
代・講師・不明・修士課程まで・ある程度高い
評価）

【知的な活動の場、人間的成長を遂げる場との社会
的なコンセンサスが必要】
・世界でも最低のレベルに近いと酷評される日本
の大学教育を改善するためには、大学はレジャ
ーランドではなく、知的な活動の場、人間的成
長を遂げる場との社会的なコンセンサスが必要
になっていると思います。特にマンモス私大は、
大量に入学させ、授業への出席も強制せず、安
易に卒業させ、ひいては大学教育の質を低下さ
せた責任は重い。つまり日本社会全体が大学の
在り方や方向性を打ち出していくべき時期に来
ていると思います （私立・50代・教授・人文。
科学系・博士課程まで・不明）

【新しい知識やデータの入手】
・常に新しい知識やデータ―を入取して、授業に
生かすことが必要である。学生の立場に立って
考えながら、授業や話しをすることが大切であ
る。ささいな学生からの相談にも真剣に対応す
ることも大切である （私立・40代・教授・不。
明・博士課程まで・高い評価）

【学生との共同作業】
・授業は学生との協同作業。教員の努力だけでは
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活性化しない （私立・50代・教授・人文科学。
系・博士課程まで・普通であった）

【FD参加を義務づけていく】
・大学教員の諸活動の中で、教育活動が最も重要
な責務であるという合意を全国レベルで作って
いくこと。そして、FD参加を義務づけていくこ
と（小、中、高の教員は研修が義務づけられて
いる）今の状況では、授業期間中、研究活動は
殆どできないことも問題であり、教育と研究を
両立させていけるような方策はないものかと思
う （私立・50代・教授・人文科学系・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【専門学校化する】
・資格取得あるのは公務員試験対策など専門学校
化すること （私立・40代・助教授・社会科学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【 地域に開かれた」を意識しすぎる】「
・ 地域に開かれた」を意識しすぎることによっ「
て研究者としての顔が平板になることはさけた
い。特に人文系であると産学協同は成立しにく
いと思う。それゆえ、新聞などの記事（大学と
産業、地域）を熱心に読むことができない。と
いっても地域の様々な人たちの問題提起は非常
に生々しく、かつ研究テーマとして興味深いこ
とも確かである （私立・30代・講師・人文科。
学系・修士課程まで・不明）

【学会レベルでの検討】
・専門教育科目の中でも、多くの学生が興味をも
てる科目と、そうでない科目がどうしても存在
するのが現状であると思います。従って、学会
レベルなどのもう少し大きい視野で大学教育
（専門科目）を活性化（教育方法や指導方法な
ど）する方策を考えていくのが重要であると思
います （私立・30代・助教授・医歯薬学系・。
修士課程まで・ある程度高い評価）

【教員に全てを期待するのは無理がある】
・教員に研究、教育、社会活動、経営マネジメン
ト等々を全て期待するのは無理ではないか？
（私立・50代・教授・人文科学系・博士課程ま
で・ある程度高い評価）

【分野によって評価が難しい 【任期制の採用】】
・①教育活動の改善に熱心な教員は、理工系、医
学系、家政系に多く、不熱心な教員は福祉系、
社会科学、人文科学系に多い。これは前任校で
も同じ。教育活動の評価が後者の場合、難しい
面があるとされる事が理由？②教授も含め、全
教員の任期制採用が望ましい。４～５年毎の評
価が望ましい。③私立大学では教員が担当する
教科（講義・実験・実習）の数が多すぎ、又、
管理運営のための会合が多い、これを適当な線
に低減する事が教育活性化の最善の方法である。

（私立・70代・教授・工学系・修士課程まで・
高い評価）

【社会の変化に対応できるような内容とシステムの
組立て】
・社会の変化に対応できるような内容とシステム
の組立て （私立・60代・教授・その他・博士。
課程まで・不明）

【学生の意識変化を把握し、改革を行う】
・学生の意識変化を適格に把握し、教員自身がそ
れに（学生の変化）にあわせて自己改革を行な
わなければ教育はダメと思う（多くの学生がダ
メ、理解しないと学生を非難する教員が目につ
く （私立・60代・教授・工学系・修士課程ま。）
で・ある程度高い評価）

【インブリーディングの問題 【理事会の権限が強】
すぎる】
・１．各大学で後任人事が屡、当人の出身校の後
輩に限定されること、及び、客観的，実質的に
教育と研究業績を評価するシステムが機能して
いると言えない弊害を改める必要がある。後者
については、ポイント点数制を全国的にモラル
化することができないか検討すべき。２．私学
であるから、理事会の権限が強すぎて、理事の
教育 ・研究についての理解不足が大きすぎる
幣を除去すべき （私立・70代・教授・社会科。
学系・修士課程まで・普通であった）

【教育の改善に給料を反映させる】
・ ・教育の改善に対するインセンティブ。改善
の見られた教員の給料に(ある程度)反映させる
仕組み。単なる努力の呼びかけでは実効性がな
い。 ・各教員の改善努力に対する学部レベル
・大学レベルでのサポート。単に努力せよと
命令するだけでは実効性がない （私立・30。
代・講師・社会科学系・修士課程まで・ある程
度高い評価）

【教育に対する理解と設備などへの投資】
・大学の教育に対する理解と設備などへの投資。
（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・不明）

【教育の目的を明確にする】
・何のために学ぶかを明確にすれば、活性化は必
然的におこる現象であると思う、つまり教育
（何を伝達するか）が明確であることが大切で
ある （私立・30代・助教授・教員養成系・修。
士課程まで・ある程度高い評価）
・大学で「何を教育するのか？」という基本的な
理念を大学スタッフが明確に持つことから考え
直さなければならないと思います。大学 ・学
部 ・専攻によって具体的な目標はさまざまで
すが、大学の人間形成における役割の位置付け
が希薄なように思われます。又、充実した大学
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教育と大学経営はある意味反比例してしまうと
いう問題。社会の中で大学という教育課程が必
要であると認識されるためには、どうすれば良
いのかということを専門分野毎に再検討する必
要。課題は多くあると思いますが、理想論ばか
りですみません （私立・40代・助教授・その。
他・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学生の意識の確立】
・主体に取り組む学生の意識を確立するための諸
方策が第一であると思う （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）

【大衆化を考慮した大学教育の在り方を検討する】
・大衆化されか、大学教育のあり方を認識する必
要があります。高卒の半数が大学に入ってくる
時代では従来の高等教育のあり方を問い直す必
要があるように思います。エリートのための高
等教育を別して論じるべきと思います （私。
立・60代・教授・人文科学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【学生のニーズを把握した教育改善】
・教育を主軸にして大学の活性化をすすめるので
あれば、大学にとって顧客である受験生や学生
のニーズを把握した上で、教育内容、教授法に
反映させる姿勢が必要であろう。一般に自分の
専門知識を与えるのが大学の教育という考え方
が強い。カリキュラムにしても、ニーズよりも
シーズを中心に編成する傾向がある。現在の大
学の教育についての認識と社会や学生（親も含
め）のニーズとの差異がひろがりはしないかと
懸念される （私立・60代・教授・不明・修士。
課程まで・ある程度高い評価）

【国内大学間での講義受講のオープン化】
・国内大学間での講義受講のオープン化、特に医
学教育では、このオープン化により、各大学で
弱い部分が補える （私立・50代・助教授・医。
歯薬学系・教養教育のみ・高い評価）

【大学の分化】
・研究を専門とする大学、職業教育の基礎を主と
する大学、一般教養を身につかせる大学など大
学の分化が必要ではないか。建前では大学は研
究専門とするはずであるが、多くの大学は学生
の単なる遊周地と化しているのが現状、教育活
動についても上記が混在しているので、混乱し
ているので、混乱しているように思っている。
（私立・50代・講師・医歯薬学系・修士課程ま
で・不明）

【講義時間の最低年間コマ数を決めて、全ての講義
科目は選択とする】
・教師の担当する講義時間の最低年間コマ数を決
めて、全ての講義科目は選択とする。学生に明

示するシラバスが丁寧に書かれる様になり、学
生が選択することで講義内容が評価される様に
なる。漠然とした講義が少なくなるのではない
だろうか？（私立・50代・講師・理学系・博士
課程まで・不明）

【教員相互の平等な討論】
・大切なのは教員相互間の平等な討論と支え合い
の関係を確立することである。学問を基本にし
て、それから社会との関係を考える教員グルー
プの形成を基本にする。このアンケートのよう
に文部省の組織した上からの、あるいはボス教
授グループによる上からの、各大学教員をバラ
バラにしたままを直接かもうとするのは好まし
くない。現に医学部教育改組はボスの思いつき
でやっているため、成功していない （私立・5。
0代・講師・理学系・教養教育のみ・不明）

【小ー中ー高からの流れをみなおす】
・小ー中ー高からの流れをみなおす （私立・40。
代・講師・不明・修士課程まで・普通であっ
た）
・1.大学教育を活性化させるためには、それ以前
の小中高教育を再考すべきだと思う。"ゆとり
の教育"と低学年層では言われているが、大学
に入学する世代になった低学年に本当に研究、
教育を授けることが可能かどうか疑問である。
現状では、研究成果を授ける前に、大学教育で
は、人間教育を先ず行わなければならない状況
のようである。寧ろ、教育（研究ではない）を
重視すべき。2.貧しいがゆえに充分に教育を受
けられなかった学生、あるいは勤労学生は、
“ゆとりの教育”を推進している（特定集団
の）子供とばかりにかけると可愛想である、文
部省の改変が必要ではないか （私立・50代・。
教授・社会科学系・教養教育のみ・不明）
・ ・大学入学までの１２年間の教育を"yes or
no"で答える二者択一型から答えは必ずしも１
つでもない、自分の意見を述べる型に変える。
・授業改善のためのサバティカルが欲しい。
あったら良い （私立・50代・助教授・医歯薬。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【事務系の充実 【必要経費の控除を認める 【給与】 】
の大学内格差をなくす】
・１．教員が研究 ・教育に専念できるよう事務
系の充実。２．教員が研究 ・教育に専念でき
るよう、必要経費の控除を認める。３．教員が
研究 ・教育に専念できるよう、給与の大学内
格差をなくす （私立・40代・助教授・医歯薬。
学系・学士課程専門教育・高い評価）

【大学や学部をこえた協同】
・学部にもよるが、学際的な性格を有する学部で
は、ともすれば各教員が、自分の専門性を追求
するあまり極めてバラバラで、体系性を欠くカ
リキュラムになる傾向がある。学界レベルで、
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また、大学や学部をこえた協同によって、例え
ば「社会科学」教育や「総合政策学」教育に必
要なものが何かについて、情報を共有しそれを
採り入れるべきである （私立・30代・助教。
授・社会科学系・修士課程まで・不明）

【学生調査】
・今の学生には何が足りないかを調査し、それを
補ってやることが大切だろう。また、成績不振
者に対してはその原因をつきとめて教員がその
学生に働きかける姿勢が必要だと思う （私。
立・60代・教授・人文科学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【学問に専念】
・自分の学問に専念し、大学はそれを可能にする
試みが重要。現在の商業主義的傾向は大学の質
の低下に連がる （私立・60代・教授・人文科。
学系・修士課程まで・高い評価）

【若い教員に任せたい】
・引退を目前にした老教員ですので、改革、改善
の具体策は若い教員諸氏に任せたいと思います。
多少のアドバイスくらいはできますが ・ ・
・ 私立・60代・教授・人文科学系・修士課（
程まで・ある程度高い評価）

【教員の採用方法を見直す】
・教員の採用方法を根本的に見直す （私立・50。
代・教授・人文科学系・博士課程まで・高い評
価）
・①学校組織や学校教育の方式に自分が学生だっ
た時に十分適応できた人材を教員として採用す
る。②授業における学生の反応に関心のある教
員を採用する。③カリキュラムや講義科目デザ
インに興味の高い教員を採用する。④以上、専
門知識と研究能力の高い人材であることは前提。
（私立・40代・教授・人文科学系・修士課程
まで・高い評価）
・有能な教員を採用し、無能な教員を退職させる。
（私立・40代・教授・不明・教養教育のみ・高
い評価）
・１．過去の博士号や学歴（出身校）にとらわれ
過ぎず、その道に精通している人物を教育者に
選択することが大切と考える。２．６５歳を停
年にしてはどうか（活性化には刺激となる 。）
（私立・60代・講師・工学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【優秀な外国人の採用】
・①外国人の優秀な教員を多く採用すること；②
なるべく早い機会にインターシップを経験させ
ること （私立・60代・教授・その他・教養教。
育のみ・不明）

【同一教員同一科目を固定しない】
・ １）大学教育の活性化のためには、教員が活（
性化する必要がある。そのためには、同一教員
同一科目を固定してはならない。これは学生に
とっても教員にとっても、教育上良くない。本
学部では3年前後で教員の担当科目が変わる
（もとより短所もある （２）大学教育の活性）。
化には基本視点が重要であるが、それが全くな
い。少なくとも、供給(教員）主導か需要(学
生)重視かの基本的質問が全くない （３）問１。
１～問１４のように、結論誘導型の質問はダメ
な気がするが？（私立・60代・教授・社会科学
系・学士課程専門教育・普通であった）

【授業参観】
・学生の評価の高い教員の授業を参観すること；
授業中の課題とその解答などはインターネット
内ホームページに載せて、学生の利便をはかる
こと （私立・60代・教授・理学系・学士課程。
専門教育・普通であった）
・1．授業参観、学生による評価の実施とそれを
用いた学科レベルにおける討論（FD ；2．学生）
の達成度の評価の厳格化；3．研究の維持；4．
RA、TAの増員 （私立・50代・教授・農学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【学生との接触時間を増やす】
・学生との接触時間を増やし、教員の生きざまを
学生に直接みせる （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・大人数での講義をなるべく減らし、学生を個人
的に話す機会を増やすよう努力すべきだと考え
ております （私立・40代・助教授・人文科学。
系・博士課程まで・不明）

【意識の低い教員の改善】
・意識のある先生方は、学生の授業評価に耳を傾
け、改善を行っている｡問題は旧態依然でせっ
かくの授業評価にも耳を傾けない教員が依然と
して多いことである。これらの教員をどうする
かが、結果として大学教員の活性化につながる
と思います （私立・40代・教授・理学系・学。
士課程専門教育・高い評価）

【大学教員の「ゆとり」を作る】
・大学教員の「ゆとり」を作ること。管理、運営
にかかわる時間、エネルギー（ストレス）が多
すぎる。一番のシワ寄せは研究活動にくるが、
研究ができないと結局教員がやや細ってしまう。
いったん制度（カリキュラム、評価制度など）
を作ったら、ある程度の期間それを実施し、コ
ロコロ変えないこと。カリキュラムの改変、新
しい制度の導入には多くの時間とエネルギーが
必要となり、日々の研究教育活動に支障が来ら
れる。大学入学までの教育において、学生の基
礎学力をある程度の水準（正しい日本語のよみ
かき、読書習慣、知識など）保障する （私。
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立・30代・助教授・不明・修士課程まで・ある
程度高い評価）
・管理とは人間が人間をとりしまることではなく、
教員や学生がゆとりを持って安全に自由に学習
を継続できるように、設備や組織を改良、保存
することであるという認識を確立すること。
（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・教員がゆとりを持って授業に当たることが大切
であると考えています。アメリカの教育制度を
導入するならば、教育の担当授業数についても
基準を設けるべきだと思う （私立・40代・助。
教授・理学系・修士課程まで・少し低かった）
・教員にゆとりの時間を与えるべきである （私。
立・50代・教授・社会科学系・教養教育のみ・
不明）
・もっと時間を！（私立・50代・教授・人文科学
系・教養教育のみ・不明）
・FDと共に教師が授業の準備が十分にできるだけ
の時間の確保 （私立・50代・教授・人文科学。
系・修士課程まで・不明）
・現在医学部の教育を担当しているが、診療及び
卒後教育で忙しく、学生教育の準備の時間が足
りない、又、研究、学会活動などに追われ、ゆ
っくり学生と、向き合う時間がない （私立・5。
0代・助教授・医歯薬学系・教養教育のみ・不
明）

【教員の目的を明確にする】
・大学教員の目的を明確にする。すなわち、現在
の大学は専門家養成のための制度ではなく、社
会人として独立した人間となりうること（能力、
責任意識）にあると思われるが （私立・60。
代・教授・社会科学系・学士課程専門教育・普
通であった）

【教育制度 ・社会全体の仕組みの変革】
・大学教育の活性化のためには、各大学や教員個
人のFDに関する努力と同時に、教育制度や社会
全体の仕組みを変革しなければならないと思い
ます。誰しもが、個性と能力に応じた教育が受
けられる制度にする事、効率だけを優先する社
会の仕組みを変えることが必要だと思います。
（私立・60代・教授・社会科学系・教養教育の
み・ある程度高い評価）

【教職員が学生を育てる】
・大学は教育機関であることの意義は今日の少子
化やゆとり教育の中で切実さを増している。更
には国際社会での積極的な貢献をしていける人
材養成のためにも、長期的な大学の発展のため
には教職員が学生を温かく育てる必要があり、
彼らがそれをやるか否かは、教職員と大学 ・
学生の間に安定した切実な利害関係が制度的に
確立できるか否かにかかっている （私立・50。
代・講師・社会科学系・修士課程まで・高い評
価）

【論理的基礎を理解させる】
・いろいろな学問の基礎となる必要条件、十分条
件という論理学的基礎をさまざまな知識をつめ
込む前に、学生に理解させたいと最近思ってい
ます。専門でも知識の丸暗記は駄目で、その論
理構造の理解が、知識の応用にも、知識の創造
にも必要だと思っています （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・普通であ
った）

【初年次教育の充実】
・１．初年度教育の充実。従来は、入学直後に
「大学の自由度」を新入生に強調していたが、
現在の学生には不向きとなった。クラス編成に
よる「指導」が必要と思われる。２．少人数教
育機会の増加：すべての授業を少人数にするこ
とはできないが、できるだけ在学中に個体識別
される回数を増やすことが、学生の意識を高め
る効果がある。３．職業形成援助活動：バブル
崩壊によって、従来企業側が「分担」していた
社会人基礎教育は、大学側に「丸投げ」された。
この丸投げ部分を大学教育にどのようにとりこ
んでいくかが課題である （私立・50代・教。
授・社会科学系・修士課程まで・普通であっ
た）
・高校時点での初期教育が大切。大学入学後には、
学力の偏差が拡大しているので、それに対応し
た教育をせざるを得ない。偏差が課題で、これ
を解決するためには、習熟度別クラス編成が一
つの方策である （私立・50代・助教授・理学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【特になし】
・特になし （私立・60代・教授・不明・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【教育用予算を十分つける】
・教育用予算を十分つける；助手やTAを十分雇傭
する；教授 ・助教授を増やして非常勤講師を
減らす；各学会な教育分科を活性化する；大学
及び学会と高校教員との意識の疎通をはかる。
（私立・40代・助教授・理学系・修士課程ま
で・高い評価）
・年度にまたがる予算の使用、期末（２，３月）
における予算の執行を認める。研究、教育図書
の充実、および図書館の整備、入試科目を増や
す。事務職員を他大学で長期研修させる （私。
立・50代・教授・理学系・博士課程まで・ある
程度高い評価）

【地域社会との交流】
・地域社会と交流を深める （私立・60代・教。
授・理学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【教員の質の向上】
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・改善する課題はたくさんあって、何ともいえま
せんが、教員の質（人間性、専門等）が高いと
自然に活性化はするもので、その質が低い教員
が教員の中でひとりでもいると全員の足を引張
るものです。はっきり言えば、ダメの先生はす
ぐにやめてもらい、質の高い先生に替わっても
らう、というのが望みですが、本学ではそれが
一番難題だと思っています （私立・40代・助。
教授・その他・学士課程専門教育・不明）
・大学教員の質の向上。大学教員の評価の標準化。
教育型教員と研究型教員の分離 （私立・60。
代・助教授・理学系・博士課程まで・不明）

【FD ・SD活動】
・FD、SD活動は、日本においてかなり遅れている。
京都大学の教員どうしで授業参観、高知工業大
学での教員の授業の点数化、急速に情報開示と、
緊張感なる風が吹いてきているとは思えるか、
まだまだ大学は、教員の意識を変える心がまえ、
意欲がみられないのが現状である。授業評価す
る真摯に直視しないように感じている （私。
立・50代・助教授・総合科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【教員を増やす】
・教員、助手の増員。学生の顔が見える授業人数。
研究活動がじゅう分できるフリータイムが必要
（教員が忙しすぎる 。施設、設備の拡充 （私） 。
立・60代・教授・不明・修士課程まで・普通で
あった）

【教員の横のつながり】
・各教員の横のつながりが大切になってくるので
はないか。上からの又はタテの関係からは、独
自性が削かれ活性化という名の均一化につなが
る恐れがあると思う （私立・40代・助教授・。
教員養成系・修士課程まで・普通であった）

【学生の意欲を出させる】
・ ・無気力、無目的あｎ学生に、未来を見つめ
る目を培ってあげること（学習意欲が乏胃 ；）
・教育環境をできるだけよくしたい （最終。
的には費用、経費にいきつく ； ・教員の）
「あきらめムード （学習意欲のない学生に対」
する）を捨てて、話し合う等により（意見交
換 、指導力を高める；・少子代に対し、特に）
我々私学に入試、出口、授業評価などの問題を
よく検討して、質の向上を考えなければならな
い （私立・60代・教授・その他・修士課程ま。
で・ある程度高い評価）

【学生が自分で考えることができるようにする】
・問20の内容が理解しずらい。哲学科という特殊
性だけではないと思うが、英語力を身につけ国
際社会に活躍できる人間を育てる以前に、人間
としての「まとも」な思考力を育てる必要があ
ると考える。活性化の主人公は学生であって、

彼ら一人一人が自分の頭でモノを考えるように
なるため、細かくフォローすることが最も重要
だと思う （私立・40代・助教授・人文科学。
系・修士課程まで・普通であった）

【自己点検活動のための時間、費用、労力を授業改
善に投入すべき】
・自己点検活動のためのエネルギー、時間、費用、
人的資源（労力）をこそ授業改善に投入すべき。
現状は多い有るムダ！（私立・40代・教授・社
会科学系・学士課程専門教育・低かった）

【学生の大学間移籍の自由化 【外国との学生交】
換 【海外研修 ・留学】】
・ⅰ）学生の大学間移籍を自由化。ⅱ）外国大学
との学生交換を拡大充実。ⅲ）卒業条件の中に
海外研修 ・留学を含める。ⅳ）英語による講
義を増やす。ⅴ）外国人教育 ・研究担当者の
採用枠拡大 （私立・60代・教授・社会科学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【必修科目を減らす 【語学教育の拡充 【教員のレ】 】
ベルアップ】
・1.必修科目を減らし、選択科目の種類を多くす
る。2.語学教育を拡充する。3.教員のレベルア
ップ （私立・60代・教授・社会科学系・教養。
教育のみ・ある程度高い評価）

【大学を社会に開く】
・大学がもっと社会に開かれた大学になっていく
べきである （私立・50代・教授・教員養成。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【英語教育の改善】
・私は社会学部社会福祉学科に属している英語担
当教員ですが、短大よりの再編成を含め３４年
間英語のみで授業をしています。なぜ日本の大
学の英文科等が日本語のみで、いわゆる訳ばか
りを学生にさせ、実際は日本語の授業になって
いるのが不思議でなりません （私立・60代・。
教授・人文科学系・博士課程まで・高い評価）

【教員の自由の確保】
・教員の良心を信じて、規制をなるべくしないよ
うにするべきだと思う。自由度を重んじる運営
が大切ではないかと思っている （私立・50。
代・教授・その他・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【一つ一つ着実に実施】
・難しく苦労しています。特効薬はなく、一つ一
つ着実に誠実に実施していくしか方法がないよ
うな気がします （私立・60代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【教員の重みの少ない学校運営の改善】
・特に私大の場合 「教員」の重みが少ない、学、
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校運営がなされていると思われるケースが少な
くない。これを改善すること。流動的な人材交
流が不可欠 （固定したものは良くない）年長。
教授による古い体質の昇進審査方法を改善する
こと （人格無視ー良い評価をしない （私。 。）
立・50代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【組織的な教科書作り】
・大学の教科書は一般に貧弱で、外国の本を多く
使用している。もっと組織的な教科書づくりが
必要である。成績評価も甘すぎる。世の中の評
価が厳しくしないと個々の先生の努力ではなお
らないと思う （私立・50代・講師・理学系・。
博士課程まで・普通であった）

【社会人学生の授業参加】
・社会人の学生の授業参加をはかる （私立・50。
代・教授・工学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【マスプロ教育を解消する】
・１．私大の経常費補助を１/２にすることによ
りマスプロ教育を解消することが先決である。
２．教員の評価を研究論文数のみで行うのでな
く教育活動の面も評価に入れるようにする。３．
受講生との話し合いによる授業改革に取り組む
ようにする。４．社会契約により就職活動は１
０月以後とするように社会も協力するようにす
る （私立・60代・助教授・工学系・修士課程。
まで・ある程度高い評価）

【国家試験を導入する】
・ 何々科修得証明書」を発行するような国家試「
験を導入する、希望者は受験し、その証明書に
よって自分を表す方法にした方がよいと考えま
す （私立・60代・助教授・工学系・修士課程。
まで・普通であった）

【学内組織（制度化）が必要】
・大学というところは中学、高校などの教育現場
に比べて、学内の研究授業による教員同士の協
力、協力関係がきわめて弱い。教育重視を掲げ
るとなれば、大学でも、研究授業を行い、教育
指導方法の改善、試聴覚教材の利用など、工夫
改善するための学内組織（制度化）が必要では
ないか。お互いの教育研究領域を尊重するとい
う建前で、実際には放任の傾向があるように思
われる。 （私立・60代・教授・社会科学系・
修士課程まで・不明）

【学生評価を公表する】
・教員に対する学生評価を公表する （私立・40。
代・講師・総合科学系・博士課程まで・ある程
度高い評価）
・教育の学生による評価を公表したほうがよい。
学内では、ビデオを見せて帰る人や、1時間30

分の時間中半分くらいしかいかないひどい人が
ほんの一部だけで存在する。また、学生が事情
があっておくれても入室を拒否する人などもい
る。担当教員にアンケートをやらせるのはまち
がっ（私立・40代・助教授・工学系・学士課程
専門教育・ある程度高い評価）

【サバティカルリーブの実施】
・サバティカルリーブの実施。入試とカリキュラ
ムと就職の一貫システム作り （私立・60代・。
教授・その他・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【教員が教育に熱心であること】
・教員が教育に熱心であることが、特に本学のよ
うなマンモス校には重要です ・ ・ ・ 私（
立・40代・講師・社会科学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）
・大学教育の基本は、教員の意欲 ・熱意であり、
その根源は、各教員の研究心であると思います。
教育だけに熱意を持ち続けられる人もいますが
少ないと思います。しかし、研究のみで教育を
軽視する人も多く、高級な大学教授として権威
をもっている （私立・60代・教授・工学系・。
教養教育のみ・ある程度高い評価）

【視聴覚 ・パソコン 【公開模範授業の実施】】
・視聴覚、パソコン、P､Ｐの公開模範授業の実施。
（私立・50代・教授・不明・博士課程まで・あ
る程度高い評価）
・基礎学力が低い学生が多いので、視覚教材を使
った具体的な状況を目前に示す必要があると考
えている。しかし、100名を越える学生に対し
て、一度に見せるのはかなりの工夫と努力が必
要である。実演しながらビデオ撮影し、後方の
学生に見せるなど。ＯＨＰやPower Pointを使
った内容の多い授業を行ったが、効果の有無は
疑問であった （私立・60代・教授・工学系・。
学士課程専門教育・普通であった）

【教育目標を学生に理解させる】
・大学の各教育課程で収得すべき内容を明らかに
し、学生にこのことを十分に理解させる （私。
立・50代・教授・工学系・教養教育のみ・ある
程度高い評価）

【人の交流を増すこと】
・教員、学生とも人の交流を増すこと。また、小
人数教育は必須と思われるが、私立大では…
（私立・30代・講師・工学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【以前は議論していたが、今は行っていない】
・教育の活性化は重要と痛感しています。個々の
教員はそれぞれそれなりに努力していると思い
ます。我々のところは理科系ですので、実験、
実習についてはテーマ選択、方法等以前はかな
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り時間をかけて議論したこともあります。しか
し最近は殆どありません。これは、先に述べた
ように、教員の評価が研究業績に偏りすぎてい
ることも原因になっていると思われます。新人
教員を採用する場合も文部省は公募を強くほめ
ています。この場合も研究成績で審査されます。
それと、入試方式も考えなければなりません。
学生の能力を引き出す入口として需要と思われ
ます （私立・60代・教授・工学系・学士課程。
専門教育・普通であった）

【 教育の活性化」に疑問がある】「
・活性化の名のもとに規格品大学卒業生を作りだ
す恐れも感じます。義務教育は規格品的でもや
むをえない面があるが、大学まで規格大量生産
（？）学生の場でよいのでしょうか （私立・6。
0代・教授・工学系・学士課程専門教育・不
明）

【学内会議を減らすこと】
・学内会議を減らすこと （私立・50代・教授・。
工学系・学士課程専門教育・ある程度高い評
価）

【授業方法の改善】
・1．話し方を明確にする；2．板書をはっきりと
する；3．演習を行う；4．採点して返す；5．
質問にこたえる（TAも含む ；6．勉強をする雰）
囲気を作る（場所の提供のラウンジなど ；7．）
学生（開く方）の感度を上げる方法を考える
（意識を高める （私立・50代・教授・不明・）
教養教育のみ・高い評価）

【教育のパラダイムを作る】
・現在、旧態依然とした。エゴはあるけど自身の
ない教員が多すぎます。FDに対する「最小限」
のゼスチャーが見本ですので、早急な解決より、
新しい「教育のパラダイム」を作り 「場ちが、
い」な教員を採用しないことです （私立・50。
代・教授・農学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【学生の意欲の相違による授業集団の区別が必要】
・学生の学習意欲の相違による授業集団の区別が
必要と思われる。学生の達成感（自ら感じる部
分）と教員の具体的アドバイスの適切さ（教
え）をどのように測るのかは、1対１の対話が
必要であるし、4年間（＋α）の継続的必要で
ある。単発的、つまみくい的評価は、学生の成
長、発展という目標に必ずしもつながるとは思
えない （私立・40代・教授・社会科学系・学。
士課程専門教育・ある程度高い評価）

【学習の動機づけ】
・入れる大学入って来る学生に学習の動機づけが
重要。現実を体験させることは特に重要 （私。
立・60代・教授・医歯薬学系・教養教育のみ・

不明）
・入学してから、なるべく早い時期に、大学生活
とは何か？大学で勉強するとはどういうこと
か？に関するある種の自己啓発的活動を通して、
学生の「動機づけ」が何より必要と考える。学
生側に講義を聴こうとする、解かろうとする気
持ちがなければ、どれだけ一つの（個別の）授
業を工夫しても、学生の社会に対する付加価値
はあがらない。又、授業改善も、学科全体（大
学全体）で、全教員の意識が高まらないと効果
は小さいように思う （私立・30代・講師・工。
学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【学力差に応じた指導】
・土台となる基礎学力がゆらいでいるので、大学
初年度でまずこれをしっかり作りながら、自か
ら学ぶ力を養う必要がある。そのためには一斉
授業のやり方を各自努力して改善するとともに、
学力差に応じて一人一人の学生をきめ細かく指
導しなければならない。パソコン、マルチメデ
ィアを活用することで学習をサポートし、みず
から学ぶ力を養う手助けが可能となる。また、
教室では限界のある教員と学生の双互のコミュ
ニケーションも活発にすることができる （私。
立・50代・教授・理学系・修士課程まで・不
明）

【学生の目標の明確化】
・学ぶ側（学生）の目標の明確化が必要だと思う。
ただバクゼンと知識をうけいれるのではなく、
「何を学びどういかすか 」ということを学生。
自身が知ることが大事だと思います。教員は、
知識のおしつけにならず、学生が学んでいこう
とする力をひきだすために努力すべきであると
思います （私立・40代・講師・農学系・修士。
課程まで・普通であった）

【FDの具体的方法の啓蒙 【公平な評価法の確立】】
・FDの具体的方法の啓蒙。公平な評価法の確立。
（私立・50代・教授・農学系・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【現場で働いている人と大学教員との交流を深め
る】
・技術系大学のため、もっと現場で働いている人
と大学教員との交流を深める （私立・40代・。
助教授・その他・教養教育のみ・不明）

【視聴覚機器の設置 【経費の増額 【雑用を処置す】 】
るパートタイマーの雇用】
・1.大学がスライド、OHPなどの教育用機器を全
ての教室に設置すること。2.大学が教育に必要
な経費を増額すること。3.大学が雑用を処置す
るパートタイマーを雇用し、教員の負担を軽減
すること。4.大学院重点特別経費の学内申請を
簡便にし、無駄な時間を費やさないこと。5.大
学が研究に必要な経費をある程度支給すること。
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6.教育、研究に用いる機器が購入できるように
配慮すること（大学側 （私立・50代・教授・）。
その他・学士課程専門教育・不明）

【教育に関するセミナーの受講】
・大学の先生は一般的に教育に関するトレーニン
グをうけていない教員の評価が研究に重点が置
かれているため教育に無関心となりがちであっ
た。今後は学内外の歌集のセミナーを受講する
など多方面から教育活性化の方策を取り入れて
いく必要があると思われる。社会的にも議論を
活発化することや、学生の大学での勉学の目的
意識の明確にも重要である （私立・50代・教。
授・医歯薬学系・学士課程専門教育・普通であ
った）

【教員による相互評価】
・教員による相互評価等、相互の刺激が必要であ
る （私立・60代・教授・医歯薬学系・学士課。
程専門教育・ある程度高い評価）

【他大学教育関係者による授業評価】
・全国の小中学校などで行っている、教育の視察
のようなことや、他大学教育関係者による授業
評価なども行えるようなシステム作りはどうか。
（私立・50代・講師・医歯薬学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【国家試験を目的とする教育に疑問がある】
・所属が国家試験を目的とする学部であるため、
何を犠牲にしても、それを優先させなければな
らない雰囲気が顕著である。定期試験にしても
多肢選択。これで何かを考えたり、創造できる
人間を育生できるのが疑問。本学、本学部のよ
うに国試を至上命題にしている以上、何といっ
ても無駄。いかに知識を売り切りするかのみ。
であるとすれば、国試の形式をもう一度考える
べきであるが、丸暗記を強いる傾向は強まるの
み。 （私立・50代・助教授・医歯薬学系・修
士課程まで・不明）

【実際の現状を公開する】
・公開だと思う。実際の現状をopenにする。これ
につきる （私立・40代・講師・医歯薬学系・。
教養教育のみ・不明）

【職業人、社会人としての知恵を身につけさせるよ
うな教育】
・知識の切り売りにとどまらず、職業人、社会人
としての知恵を身に付けさせるような教育、指
導が不可欠と思われる （私立・40代・助教。
授・社会科学系・修士課程まで・不明）

【教育職と研究職の時期を分ける】
・教育職と研究職を時期により明確に分離する。
教育職は、教育技能で評価を行う。更に教育職
については、教育体制の組織化を契約に折り込

。 、む （具体的なカリキュラム、シラバスにつき
専管者の指示、査定をうける （私立・40代・。
教授・社会科学系・修士課程まで・ある程度高
い評価）

【創造的な考え方とそのコスト効果を具体化するノ
ウハウを身につけさせる】
・①小生の教えている世界ではじめてまとめた
「知識を知恵にかえる方法」を教えることによ
り、創造的な考え方とそのコスト効果を具体化
することのノウハウを身につけること（必要で
あれば１時間１５分のビデオとそのテキストを
提供しています 。②分析型の論文と構築型の）
論文の２つのパターンがあり、それをどのよう
な考え方と？けばよいかの公式ガイドラインが
ほしい （必要であればお手伝いします。これ。
をバックアップする論文もあります （私立・。）
70代・教授・工学系・教養教育のみ・高い評
価）

【学生に中身のある情報を与える】
・小手先の技術的なことがらよりも大学教員側の
考えている教育の目標と学生（特に新入生）の
考えていることにズレを生じることがあり、こ
れが教育にダメージを与えている。大学側は受
験生にもう少し中身のある情報を与える努力を
すべきと思うが （私立・50代・教授・工学。
系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【卒業要件を140～160単位へ戻すべき】
・文部省は 「ゆとり」教育を提唱されています、
が、その主旨を理解して自分自身で努力する学
生は少数であると考えられます。特に理系では、
国が「技術立国」を提案されておられるなら、
学部卒業要件を勝手のように、140～160単位へ
戻すべきだと思います。人間性の形成のために、
一般教養科目を重要視すべきであると考えます。
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）

【実験さらには研究を通じて経験を教育の重要な一
環として認識すべき】
・現在スクーリングが教育の手段として重要視さ
れすぎて、実験さらには研究を通じて経験を教
育の重要な一環として認識すべきである。卒業
研究の学生の何人かは、非常に積極的勉強する
ようになる。講義で教えるのみでは身について
いない。特に工学系の学生に対しては卒業研究
を通じての教育、人間的なふれあいこそが最も
重要である （私立・60代・教授・工学系・学。
士課程専門教育・ある程度高い評価）

【教員の熱意と学生の意欲をマッチさせる】
・企業から大学に移って2年経ったところです。
ビジネス最前線ではPowerPointによるプレゼン
が当たり前になっていましたが、授業の世界で
はまだ板書が主流です。私も１年目は板書で授
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業をしましたが、２年目は教材をPowerPoint化
しました。一部の教室は天井固定式の液晶プロ
ジェクタが装備されていますが、大半は黒板と
OHPしかなく、ポータブルのプロジェクタを持
ち込んで授業を行っています。しかし、ビジネ
スプレゼンテーションと違って授業の場合は必
ずしもマルチメディアを駆使すれば学生が興味
を持って授業を聞くかというと必ずしもそうで
はないようです。テレビ化映画を見ているよう
で受身になりがちだという意見もあります。板
書のほうが教える側と教えられる側が作業を共
有化できるというような面もあります。いずれ
してもツールは手段でありそれだけをいくら論
じても手段と目的のはきちがえになってしまい
ます。一定レベル以上の装備、手段の充実は必
要ですが、最後は教える側の熱意とハート（こ
れがあってはじめて手段が生きる 。受講する）
側は意欲とそれなりの準備（大学以前の初等教
育での学習成果も含めて）の双方をマッチさせ
る努力が重要と思います （私立・50代・教。
授・工学系・修士課程まで・普通であった）

【管理 ・運営 ・教育環境の改善 【学生の学習】
意欲の向上】
・管理、運営 ・ ・ ・教育環境の改善。教育、
研究 ・ ・ ・小人数の授業。受講学生 ・
・ ・学習意欲の向上 （私立・60代・教。
授・工学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【ＴＡの活用】
・ＴＡの活用 （私立・60代・教授・工学系・教。
養教育のみ・ある程度高い評価）

【学生に分かりやく、やる気を高めるカリキュラム
づくり】
・私は、本年度開設の新学科について、カリキュ
ラム、時間割作成を３年間ほど継続して担当し
てきました。学生に分かりやすい履習のしくみ、
やる気を高め学生個々の将来設計に生かせるカ
リキュラムつくりを工夫したつもりです。幸い
学部改組は好評をもって迎えられたらしく、受
験生は倍増、予備校が示する予想ボーダーで既
存学科は３段階（7.5ポイント）アップしまし
た。講義はかなりやりやすくなり、充実してき
ました。カリキュラムや授業内容を明示して、
受験生に選ばれる大学作りを目指し、うそいつ
わりのない成果を示す（授業でも、資格などの
取得でも）ための努力が、まずすべての基本と
思います （私立・40代・教授・人文科学系・。
学士課程専門教育・不明）

【学生が理解しやすい授業の工夫】
・学生が理解しやすい授業の工夫 （私立・50。
代・教授・その他・修士課程まで・不明）
・分かりやすく、なおかつ、学生の知的欲求に応
えうる講義がやはり基本だと思います。小 ・

中 ・高の先生方の努力を我々大学の教員も見
。 、習う時期がやってきたように思います （私は

〇〇時代、予備校講師をしておりましたので、
尚更、その思いを強くしています （私立・40。
代・教授・人文科学系・修士課程まで・高い評
価）

【教員間の自由な話し合いの場をつくる】
・所属の学科、専攻、系列等での教員間の自由な
話し合いの場をつくる。そこで学生情報を収集、
分析（インフォーマルな）が大事だと思う。リ
ストラ状況の中で教員は個々人の業績を上げる
こと、自己防衛に走りつつあり、学生情報を交
換する機会は以前より少なくなってきている。
教員間の協同、連携なくして学生は良くならな
いと思う （私立・60代・助教授・社会科学。
系・修士課程まで・普通であった）
・ ・学内や大学を越えて、授業改善のための研
究会を日常的に行うなど、教職員間で大学教育
について議論できる雰囲気をつくる。 ・教員
間でお互いの授業が公開できるようにする。
（私立・30代・講師・社会科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【中堅私学は、学生の教育を中心とした運営に徹す
るべき】
・我々のような中堅私学は、学生の教育を中心と
した運営に徹するべきであると思う。研究は各
個人の努力にまかせればよい （私立・50代・。
教授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程
度高い評価）

【各大学がオリジナリティーを発揮すべき】
・大学の大衆化に伴って、本来入学すべきでない
学生とっても教育を受けるようになり、学力の
低下は、大学のみはらす、社会、国家の将来を
暗くしている。各大学が画一的でなく、origin
alityを発揮すべきであり、それはできない教
員は淘汰すべきであると考える。この三分の一
各教育功献度評価を導入 （私立・50代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・不明）
・全入時代には、学力的にはこれまで想像も出来
なかった学生が存在する。大学間の「すみわ
け」が急速に進むと思われる。大学ごとの特徴
をより明確にすることが今後の課題である。
（私立・60代・教授・人文科学系・学士課程専
門教育・ある程度高い評価）

【社会や産業の一線を見学、体験、触れ合いなどの
機会を作る】
・初期段階で社会や産業の一線を見学、体験、触
れ合いなどの機会を作るなどして、意欲を引き
出し、自己啓発の姿勢をもたせると効果が期待
できるように考える；教員は大学と学会活動だ
けでなく、常に社会や産業との交流とその維持
に心かける （私立・50代・教授・社会科学。
系・教養教育のみ・ある程度高い評価）
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【学生にイニシヤティブを与えるような教育】
・詰め込み、知識の注入主義の大学の講義から学
生を解放して学び手である学生にイニシヤティ
ブを与えるような教育の転換。そのための学習
環境の改革、IT導入に伴う多様な人材の投入
（米国の大学で普通に見られるメディアスペシ
ャリストのような専門職やTAの活用など 。以）
上は教授技術の小さな視点 からの提言 （私。
立・60代・教授・不明・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【学生のレベル低下が著しく、教育方法 ・教育内
容が大変である】
・ここ5年間における入学生のレベル低下が著し
く、教育方法 ・内容共に大変である。また、
学習障害生と思われる学生が増加している。対
応と方策をいかにするか… （私立・60代・教。
授・農学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【組織能力をつける、組織をくみなおす】
・組織能力をつける、組織をくみなおす（私立・
50代・教授・医歯薬学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【教員の研究能力の向上】
・教員の研究能力の向上、それもidentityのある
研究を展開すること、＋哲学を持つこと （私。
立・60代・教授・人文科学系・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）

【管理運営機構を民主化する】
・管理運営機構を真に民主化することが必要不可
欠であるが、現行の流れはそのことを限りなく
むずかしくしている。教師のやる気、生き甲斐
を見い出せるような大学になっていない。そこ
のところにくい入るような改革が本当は求めら
れているのではないか （私立・60代・教授・。
社会科学系・修士課程まで・ある程度高い評
価）

【興味深い問題を選び、考えさせる】
・意欲があれば知識情報は自分で得られる。知識
情報の伝達に教員の意識が向かいすぎ、消化不
良、拒食に陥っていると思われる。興味深い問
題（将来自分と大きく関わるなど）を選び、考
えさせる、概念的思考を訓練する、そしてこれ
こそ大学教育の重要な点であることを強調する。
（私立・60代・教授・社会科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【勉強会】
・大学のカリキュラムを離れて、医療におけるコ
ミュニケーションのあり方についての教員、学

生を含んで勉強会やcritical thinkingやdeｂa
teについての指導を行なっている。全ての学内
の基礎としてのcritical thinkingやdeｂate
の重要性が社会的に認知されているとは言い難
く、ゲリラ的にやらなければ効率的な教育にで
きない。役人や管理者の理解不足が基本にある。
（私立・40代・教授・医歯薬学系・学士課程専
門教育・不明）

【学習の成果を評価できるシステム】
・自主的な学習と、その成果を評価できるシステ
ムが必要だと考えます。現在のシステムでは学
部と大学院のギャップが大きすぎ、学部生のう
ちにもっと自主的に興味のある分野を掘り下げ、
それを評価に(単位の)加えるシステムがあると
良いと思います （私立・40代・講師・理学。
系・修士課程まで・不明）
・①学生の到達すべき目標を定め、そこまでの達
成水準をこまめに評価すること、評価をその都
度学生に正確にフィードバックするシステムを
全学的に整えること。②学生が力を抜ける場所
を用意すること。本来、学生が自身でそのよう
な場を見つけるべきだが、それができなくて心
身ともに疲弊していく学生が多いように感じる。
③最近、大学教育のサービスとしての側面ばか
りが重視される傾向があるが個人的にはあまり
好ましくないと考えている。多様性に富む社会
というものは個人にとって都合の良いものでは
ない。例えば、話のかみ合わない相手に出会っ
たり、理不尽な仕打ちを受けたりすることがあ
るはずである。そうした社会で生きていける人
間を育てるべき大学が、学生のサービスに徹し
ていてよいのだろうかと思う事がある。正当な
理屈を受け入れない偏屈な教員や学生にとって
理不尽なシステムにぶつかりながら、ぶつぶつ
文句を言いながらも何とか切り抜けていくとい
う経験も必要ではないか （私立・30代・講。
師・人文科学系・修士課程まで・不明）

【学生の多様さ】
・大学教育の困難さは、学生層の多様さに、質の
違いにつきると思う。これを一律に活性化する
ための方策を考える事は至難と思われる （私。
立・50代・教授・人文科学系・修士課程まで・
ある程度高い評価）

【カリキュラム】
・大学の教育は、各教員が担当する授業科目が単
体としてあるのではなく、カリキュラムという
複数科目の有機的結合関係のもとで成り立って
いると思います。複数の教員の集団が、個々の
学生の教育にあたっていると見なすと、教員
（科目）間の内容、目的、目標、実例、課題、
演習との関係などの調整や確認、すりあわせが
必要と考えます。それを通じて学生の動機、興
味、必要感を向上させるべきと考えます （私。
立・50代・教授・工学系・修士課程まで・普通
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であった）

【学生の学習水準と教員の考える大学生の水準に隔
たりがある】
・高等学校までの学習水準（学生）と教員が考え
る大学生のその水準の間に大きな隔りが存在す
る、また、学生は基本的に勉強をしない（私達
が所属するような大学では 。これらが大きな）
問題で、大学の教員はそれを指導しなければな
らないため、授業レベルを下げて行っているが、
どの程度まで下げるかが課題。その方策は見当
らない （私立・40代・助教授・不明・修士課。
程まで・ある程度高い評価）

【個別指導】
・ ・教員が学生一人一人を大切にし、個別指導
を行っていくことが究極の大学教育の活性化に
つながる方法であると考えます。 ・日夜教員
が、授業の改善に取り組む、準備をしっかりす
る、さらに学生には愛情をもって、時に厳しく
指導することが大切であると考えます （私。
立・40代・助教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【教育活動を中心にする】
・従来の考え方、すなわち大学教員は研究が主で
あるという発想を根本的に改める必要があると
思います。教育が主となり教育活動が研究にも
関連していくという形が私なりの理想です。
（私立・40代・教授・教員養成系・修士課程ま
で・不明）

【学生の理解度 ・習熟度を観察】
・１．学生の基礎学力の低下が著しい折に教員の
押しつけではなく学生の理解度 ・習熟度をた
えず観察すること。２．自発的学習態度の育成。
（私立・60代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・高い評価）

【講義の公開】
・１．まず、自らの講義を公開すること （私は"。
想定教科"については、全授業をインターネッ
ト上で学習者に対し公開〈フクーではない〉し
ている）２．自らの授業シナリオを、できる限
り詳細に記述し、その結果を記録として残すこ
と。３．１，２のような取り組みを組織的に支
援するスタッフを配置し、授業の質の向上を、
個人の責任にしないこと。そのためには、学生
も参加させること （私立・40代・教授・総合。
科学系・修士課程まで・高い評価）

【インターンシップ制度】
・情報メディア系は変化の激しい分野であり、実
社会との連携を図る必要がある。このため、大
学と企業が対等の立場に立ったインターンシッ
プ制度の充実が望まれる。また教員相互、教員
と学生のコラボレーションによる創造的活動の
場を拡大することが必要と考える （私立・60。

代・教授・社会科学系・修士課程まで・不明）

【目標に応じた人事体制】
・大学は他の業界に比して、人事の即応性に欠け
ると思われます。教育目標や研究目標に応じた
人事体制がとれるような施策が管理省庁に求め
られるのではないでしょうか。経営責任のみに
任せうる問題とは思えず、教育水準、研究水準
の維持向上のためにも介入あってしかるべき問
題かと思われます。何ごとも人材しだいです。
（私立・40代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【学生の興味 【世間の動向】】
・学生の興味のあり方。世間の動向。細かい項目
は答えにくい設問です （私立・50代・教授・。
工学系・修士課程まで・少し低かった）

【教育と研究と社会的実践の一体化】
・本学は「デザイン系」の大学であるためにやや
特殊な実情があるかもしれませんが、教育と研
究と社会的な実践（社会で実際にデザイナーや
建築家として仕事をしていること）が一体化し
ていることが重要です。いわゆる「実務経験」
に即した「教育方法」が効果をあげます。教育
専門の研究者、研究方法とこの点が異なってい
るかもしれません。芸術系の大学，音楽系大学，
体育系大学なども、本アンケートの質問内容は
想定していないようですが… （私立・40代・。
教授・その他・教養教育のみ・不明）

【学生の心にゆさぶりをかける】
・大学に入学している学生は高校には異なる何か
を求めてやって来る。そのため高校の補習と同
様のことをしてもあまり意味がないのではない
かと思う。一言で言うのはむずかしいか、学生
の心にゆをぶりとかけることが必要ではないか。
そのため現在苦慮している （私立・60代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・高い評
価）

【国立大学の方が余裕がある】
・国立大学は、私学の教員に比して、やはり、何
事においても余裕がある。もっと乱暴な言葉を
つかえば"楽をしている"。実際に自分の口から
"何もしなくても、一生懸命やらなくても、給
料は一緒だから"という言葉が出てくることが
残念である。国立大学の運営システムがかわる
ことは当然であると考えている。しかし、研究
熱心な優秀な研究者もいることから、教員間に
格差をつけるべきであると思う （私立・30。
代・助教授・社会科学系・修士課程まで・高い
評価）

【学長と理事長の意見交換】
・教学の最高責任者である学長と、経営の責任者
である理事長が常に密接な連絡を保ち、学生の
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必要と教職員の現実について意見交換し、信頼
関係を保つことが最も重要なこと、考える。
（私立・60代・教授・人文科学系・博士課程ま
で・普通であった）

【学部 ・学科レベルでカリキュラム化をはかる】
・学部、学科レベルでカリキュラム化をはかる。
授業内容はおたがいにわからない。刊行された
シラバスは大雑把すぎる。学部、学科生に何を
学ばせるかだけに焦点づけて、相互の授業を組
み立てる必要がある。どの大学をみてもシラバ
スだけはカリキュラム化されているようにみえ
るが、実際に教員の恣意でおこなっている。
（私立・50代・教授・人文科学系・修士課程ま
で・普通であった）

【大衆化への対応】
・大学が大衆化したことへの対応がまだ不十分で
はないかと感じます。社会における大学の役割
が問題になると思います （私立・60代・教。
授・社会科学系・教養教育のみ・普通であっ
た）

【資格のための講義とアカデミックな講義を担当す
る】
・資格試験、検定試験等の受験を前提に講義を行
う授業と上記の試験以上のアカデミックな授業
とを、それぞれ担当すべきである。一方は教育
として、他方は研究者として講義を行うべきで
ある （私立・50代・教授・社会科学系・教養。
教育のみ・不明）

【大学が外に出ること】
、 ．・ 大学が外に出ること （研究＋実践）１

地域との結合ー産、官、学による地域での企業
、起こし､ベンチャー育成にからむ。２．社会人

外国人の積極受け入れ、－実務教育の取り入れ
ー刺激の増大；３．大学内行政（学内組織〇学
校という組織の不思議さ。生き延びるすべと考
えるセクションがない〇）の改革→大学は本来
先生のためではなくて、学生のためなり、学校
の理念に経営を専門に考える場所が学校には無
い。企業なら 「企画 「調査 「社長室」ズバ、 」 」
リ 「経営戦略室」などの機能が無い不思議な、
組織体が大学 （私立・60代・教授・社会科学。
系・教養教育のみ・普通であった）

【熱心でない教員の排除】
・熱心ではない人、従来の方法でまんぜんと講義
を行っている人の排除もしくは再教育 （私。
立・50代・助教授・医歯薬学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）

【スタッフの増加】
・同時に診療、研究、教育を要求されても、少人
数で行っており、どうしても効果のみ見にくい
教育が後回しになる位置付にある。スタッフ数

の増加やローテートなどの役割分担が必要と思
われる （私立・40代・助教授・医歯薬学系・。
修士課程まで・不明）

【大学間の連携】
・同じ大学の学部 ・学科内の人間関係のなかで
は、活性化に至る改善案や対策案が挙がりにく
いと考えられる。他大学との大G買う間交流や
実際に、単位を互換して教員も行き来するよう
な制度があれば、活性化につながるのではない
か （私立・50代・助教授・不明・修士課程ま。
で・不明）

【大学の自由を守る】
・大学の自由を守るべきである （私立・50代・。
教授・医歯薬学系・修士課程まで・不明）

【マンパワーの不足】
・絶対的にマンパワーが不足している。私は医科
系の教員であるが、研究、外来（ほぼ毎日）を
こなしながらの教育活動（教育の改善を試みる
等）は不可能に近い （私立・40代・講師・医。
歯薬学系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【何のために大学で学ぶのか教育されていない】
・小児期からの家庭生活や教育方針が根本からま
ちがった状態で、大学に入学しており、本人の
人格や勉学の意志の欠落が多い。また個々に哲
学がない。何のために大学で学ぶのかについて、
国や社会に貢献することの大事さを教育、指導
されていないことに最大の問題があると思われ
る （私立・50代・教授・医歯薬学系・教養教。
育のみ・不明）

【総合的な教育目標】
・授業のコマ数を有効に用いるため、総合的な教
育目標が必要、その目標にそって講義の分担を
行い （私立・60代・教授・医歯薬学系・修士。
課程まで・ある程度高い評価）

【豊かさを模索する雰囲気 ・環境】
・社会全体が手短かな実利追求よりも真の豊かさ
を模索する雰囲気、環境を有していること。社
会全体のシステムに機会均等があり、勤勉さが
反映される事。勉学の努力が着実に評価される
systemが社会にあること （私立・50代・教。
授・理学系・博士課程まで・不明）

【学生と先生の知識にギャップがある】
・視聴覚設備の多用はヘイ害があるのでは！学生
の知識と先生のそれとの間にGapを感じること
が多い （私立・50代・助教授・医歯薬学系・。
学士課程専門教育・ある程度高い評価）

【教育専門のスタッフを増やす】
・教育スタッフの充実、教育専門のスタッフ（プ
ロ）を増やす。教育に力を入れているスタッフ
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へのサポート、評価を上げる。良い教育法を学
ぶ機会を増やす（サバティカルを与える）外国
の優秀な教員をやとう。第３者に教育のqualit
yを評価させる。開業医が学生教育に参加ー久
留米大小児科で積極的に進めている（とても好
評 （私立・40代・講師・医歯薬学系・修士課）。
程まで・普通であった）

【他大学合同でのＦＤの開催】
・FDの開催、それも自分の大学だけでなく、他大
学と合同でやるのは意味がある （私立・50。
代・教授・医歯薬学系・学士課程専門教育・あ
る程度高い評価）

【人事の活性化】
・人事の活性化、学生教育に対してもっと積極的
にやる （私立・40代・助教授・その他・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【教師の自主性を尊重する】
・教師の自主性を尊重し（創意工夫を各自が行
い 、まがりなりとも、ステレオタイプな上が）
るの型に形式的にはまった教員を作るべきでは
ない；教師の経験もない役人の意見など断じて
開くべきではない （私立・50代・教授・社会。
科学系・修士課程まで・高い評価）

【図書館の研修会が参考になった】
・図書館の担当係として総会（研修会）に参加し
たなので、参加校の館員が"いかに学生のため
に役立つか、サービスをするか、いかに本を読
んでもらうか、図書館に来てもらうか"など発
表しているのを見て、大変啓発された体験があ
る。図書館協議会など研究会のなかで人が育っ
ている。ただ大学教員間の問題としては分から
ない。最後に、外国で行われているところの入
学試験をしない、入学後生き残ったものだけを
卒業させる風土でのGPA制度をそのまま導入す
るのはどういうものかと疑問に感じています。
（私立・不明・教授・人文科学系・修士課程
まで・ある程度高い評価）

【研究と教育の両立】
・自分の研究活動と教育活動をいかに両立させて
いくかということに日々努力している現状であ
り、一般論的「大学教育」とのズレに少しとま
どうこともあります。目の前の学生は、十人十
色で、1人の学生も時間の経過とともに変化し
ていきます。そこに、やりがいも感じるのです
が、個性を尊重しつつ、能力や意欲のレベルの
異なる学生との接し方に工夫が必要であること
を痛感しています。授業には、パフォーマンス
も大事ではと感じています （私立・40代・助。
教授・工学系・学士課程専門教育・普通であっ
た）

【研究 ・教育 ・社会活動の標準値を決めて評価

する】
・教員の評価において、研究，教育，社会活動な
ど種々の項目があり、これまで論文数が最も重
視されてきた。しかし、各教員が特色を持つ為
には、夫々の項目の最低又は標準値を決め，ど
の項目も等価に評価し、各項目で基準をクリア
しておれば、あとは個々が得意の分野に力を注
ぎ、総合評価をすれば個性のある教員が増える
と考える。これまでのように研究業績のみが高
い評価を受け、昇格時もその比重が非常に大き
いので論文のための研究をする教員が増えてい
たという弊害があり、地域貢献が軽視されてい
たが、最近は総合評価に傾いてきたのは喜ばし
いと思う （私立・60代・教授・その他・学士。
課程専門教育・ある程度高い評価）

【企業との連携】
・企業との連携による実学の効果的実施 （私。
立・60代・教授・工学系・学士課程専門教育・
ある程度高い評価）

【第三者評価】
・学部教育についての第3者評価をもっと積極に
行い、その結果を公表すること。更に、教育力
（各大学の）の保証（認定）等について、その
方策を早急に検討し、公表すること。例えば、
JABEEのような方策 （私立・60代・教授・理学。
系・修士課程まで・ある程度高い評価）

【教員が生き生きしていること】
・まずもって教員が生き生きしていること。知識
はあるかもしれないが、本人自身の人生があま
りにも単調であると、青年達にあまり魅力を感
じさせない。子供の頃からひたすら優等生であ
ったためか、そして単にそれだけであったがた
めか？（私立・50代・助教授・総合科学系・博
士課程まで・高い評価）

【part time studentの制度の導入】
・part time studentの制度を充実して社会人学
生を受入れ易くする （私立・70代・教授・工。
学系・学士課程専門教育・普通であった）

【JABEEの活動を活性化】
・JABEEの活動を活性化させる、認定に関らず、
国際基準での授業運営を試みることは大学によ
って大きなインパクトになる。閉さ的な組織を
変えるのには「外圧」は有効である （私立・4。
0代・講師・工学系・修士課程まで・不明）

【演習 ・技術 ・日常の課題に重点を置く】
・ 座学⇒演習；知識⇒技術；定期試験⇒日常の（
課題）に重点を移くべきである（工学部に限っ
て言えば ；教員の保守的な考え方を変革すべ）
く；ITができない、ホームページも作れない教
員が多すぎる。これでは、授業の改善を思いつ
かないのも当然であろう （私立・60代・教。
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授・工学系・学士課程専門教育・ある程度高い
評価）

【生活 ・生産経験を豊かにするコースを重視】
・前提となる①生活 ・生産経験を豊かにするコ
ースを重視すること。②個々人に対する進路指
導を充実させること。③少人数教育により、学
生とのやりとりの量を大幅に増やし基礎学力を
高めつつ専門の分野の理解を助けることがまず
必要と考えています （私立・60代・教授・そ。
の他・学士課程専門教育・不明）

【60歳以上を常勤から排除】
・若干の責極的採用、大学役?者に講義をもたせ
ぬこと、６０歳以上の者を、常勤から排除し、
有能者は非常勤として、高給で採用すること。
（私立・60代・教授・その他・教養教育のみ・
ある程度高い評価）

【システムアップが重要】
・なにごともボランティアは続かない、システム
アップが重要である。大学教育の質改善は、①
教員雇用任期制；②学生による授業評価；③②
の教員処遇との連動制；④優秀な教員に対する
表彰制度等のシステムをつくることが重要。し
かし、総論賛成、各論反対が、日本の現実、ま
た、現場に侍っていては、進まない。必要なの
は、強力なトップダウン。私学においては、経
営者トップの決断次第（学長に影響大なり）
・ ・演習科目（設計）ではテーマを地域の課題
とし、市民 ・行政の参加を求め、学生の責任
感の向上、社会現実の理解向上。 ・私大（学
科学生数１５０人）の環境で困難であるが、講
義はマイクなし教室（７０～８０人）の小規模
授業の希望。 ・研究教育準備時間の不足、費
用の拡充（持ちコマ数の減、指導学生数・院
生・ゼミ生の人数制限少人数化 ・演習の評価）。
に外部講師の導入成果を上げている ・教育施。
設・設備の充実 （私立・60代・助教授・工学。
系・学士課程専門教育・不明）
・学生に実際のものをふわさせる教育をしたい。
そのためには金と授業時間が不足する （私。
立・50代・講師・工学系・修士課程まで・少し
低かった）
・当大学は現在３大学統合に向けての改組時期に
あり、本来の教育の活性化を強めていく矢先の
改組となりそうで、学生もどうなるかを按じて
いる現状です。将来的に大学の機能を活かす方
向へと発展して欲しいと願っておりますが、17
年度からの統合された様子がはっきりと見えて
きておりませんので提案もできない状態です。
（公立・50代・助教授・家政学系・修士課程ま
で・ある程度高い評価）
・問２９ですが、前は私は学生と応対するのが楽
しいと思えるらしく、教育活動に生きがいも少
しは感じていたのです。しかし、プロモーショ
ンになると、全く学生に冷淡な者が研究業績の

多さで評価されるのを度々目にして考えが変わ
りました。学者は、やはり研究が一番であると
今は考えています。もし、大学の教育に否があ
るとしたら、こういった点が原因ではないかと
も一方で思います （私立・40代・助教授・理。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・考えないと失敗し、けがをする。やけどをする
から考えるようになる！！（私立・50代・教
授・工学系・教養教育のみ・低かった）
・来春、定年退職するので、これは余りよい反応
ではないと思います （私立・70代・教授・工。
学系・学士課程専門教育・ある程度高い評価）
・本学のような体育学を専門とする大学は、健康
の保持、増進を目的に教育 ・研究を行ってい
る。一方、スポーツ活動も積極的に行われてい
るので、健康を害することも多々ある。したが
って、健康とスポーツ活動の両面を常に考えて
いかなくてはならないところに、教育 ・研究
の難しさがある。今後検討していかなくてはな
らない課題が山積されいることも事実である。
（私立・50代・教授・教員養成系・学士課程専
門教育・不明）
・このアンケート用紙の前提となっている「教育
の向上」の考え方そのものが私にはよく分から
ないように感じます。まずはお考えの礎を送っ
ていただければよかったかと思います。何時間
どうしているというように数値化できにくい人
文系の研究にとって今日のFDの発想そのものが
大きな疑問であり、そのうちに、自分のことば
で自分の考えをとらわれなく、追っていくとい
う基本的なことが学生も研究者もできなくなり、
日本の教育の根本が崩壊するようにさえ感じ危
惧せざるをえません （私立・30代・助教授・。
人文科学系・修士課程まで・高い評価）
・ 提案ではなく、感想です ）教員の業績は研究（ 。
成果のみであり、教育に対する評価はないのが
実情です。従って、じっくり考える機会も殆ん
どありませんでしたので、諸先生方の提案を期
待しております。アンケートの各項目の一部に
ついてはその意図や内容が明確でないため、適
切に回答したのかどうか判断できませんでした。
例示があれば答え易いのではないかと思います。
（私立・40代・講師・工学系・修士課程ま
で・少し低かった）
・新設3年でまだ確かなものが出せない状態 （私。
立・60代・教授・人文科学系・博士課程まで・
不明）
・ 活性化を必要とする」と認識しているのは永「
年の惰性によって機能が摩ひしていると見做さ
れているからであろう。前の時代（戦前）の教
育の是非を問う要はない。しかし、極度にアメ
リカナイスされ大量一括処理、大量消費文化を
大学教育に持ち込んだ弊は認めねばならない。
ヨーロッパ（なかんずくフランス）の教育制度、
実態調査で発想を借りよう （私立・60代・教。
授・社会科学系・学士課程専門教育・ある程度
高い評価）
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・現在学長職にあるので、"多々"ありますが、こ
こで記入するのは困難です。ご容赦ください。
（私立・60代・教授・不明・学士課程専門教
育・ある程度高い評価）
・ 山陽新聞』２００３年６月２日付「オピニオ『
ン解説」ー「大学改革のビジョン」を御参考し
ていただければ幸いです （私立・40代・助教。
授・人文科学系・修士課程まで・ある程度高い
評価）
・時流として当課題への取り組みの重要性は了解
するが、これが有効という方策は見出せてない。
（私立・60代・教授・工学系・学士課程専門教
育・普通であった）
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